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或
る
時
、
私
は
毎
日
の
通
り
機
敏
か
ら
師
り
迭
に
そ
の
ま
L
糸
洲
先
生
の
お
宅
へ
稽
古
に

mmり
ま
し

。
れ
た
〈
し

τ

ち
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ゅ

ん
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い

ご

ら

ん

た
。
そ
の
日
私
は
乎
に
小
さ
い
各
き
物
を
持
っ
て
居
り
ま
し
た
。
先
生
は
そ
れ
を
御
覧
に
な
っ
て
、
「
そ
れ

せ

広

刊

事

肺

，

.v

・・
2

r

'

u

は
仰
か
ネ
」
と
会
き
h

に
な
っ
た
の
で
、
「
数
存
柏
初
で
あ
り
ま
す
」
と
公
容
へ
す
る
と
、
τ
掠
ぽ
!
」
と
む

っ
し
ゃ
る
の
で
、
制
仙
伽
仰
を
奴
鉱
に
h

幅
一
淑
じ
ま
し
た
。
畑
山
恥
は
そ
れ
を
お
し
肌
ザ
て
、
般
的
肌
な
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配
で
山
m
w帆
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v
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ュ

a

，‘申
h
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z
d
v

し
て
底
ら
れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
そ
れ
を
谷
き
納
め
て
、
「
此
の
怨
物
を
忍
に
護
っ
て
も
ら
へ
な
い
か
」
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ρ

・

と
の
私
有
話
で
し
た
か
ら
、
「
よ
る
し
ろ
御
座
い
ま
す
」
と
申
上
げ
る
と
、
「
右
難
う
、
毎
日
棒
読
致
し
ま
せ
う
」

さ
ろ
ず
は
れ
て
奴
ぽ
は
そ
の
都
伽
を
院
ず
沿
し
聡
ザ
て
か
ら
縦
め
ら
れ
ま
し
た
。
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尖
後
、
糸
洲
先
生
は
陥
口
勅
析
を
搾
誠
せ
ら
れ
る
と
と
を
日
制
の
一
っ
と
し
て
届
ら
れ
ま
し
た
が
.
時

、
主
〈
-
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h
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に
は
勅
蹄
を
品
ね
し
て
肘
ら
れ
る
と
と
も
沿
見
交
け
し
ま
し
た
。
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本
は
仲
宗
総
氏
と
の
北
ハ
説
明
で
、
阿
部
制
糸
洲
市
安
恒
先
生
の
正
し
い
流
派
を
快
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
り

hv
と
守
峰
、
ん
ゆ
肺

h
v
a叫

s

n

h

v

z

h

t

H

け

い

が

い

宜

な

唆

amぜ
い

=

か

・
ま
し
た
が
、
糸
洲
先
生
の
流
汲
を
感
ぽ
ん
と
す
る
人
ば
、
型
の
形
骸
だ
け
を
察
ば
ゃ
に
生
先
の
此
の
深
さ

e
M
v
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締
紳
的
抑
態
度
の
意
義
授
も
よ
く
噛
み
し
め
て
頂
き
た
い
と
希
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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h
V
M九
日
叫
は
サ
告
の
研
究
の
深
さ
主
演
さ
余

脚
開
の
駄
に
於
て
、
我
が
祭
乎
凶
仲
の
約

一
入
者
明
、
わ
り

ま
す
。
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後
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修
祭
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専
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前
町
民
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洲
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の
双
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先

川
引
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附
火
・
訴
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州
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し
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山
崎
似
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併
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急
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の
ぞ
あ
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先
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は
沖
縄
師
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内
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中
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に
後
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節
範
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し
て
職
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て
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ら

れ
ま
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が
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象
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前
よ
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さ
れ
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下
同
地
じ
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て
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削
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地
蜂
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の
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に
献
身
し
て
凪
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ら
れ
ま
す
。
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総
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は
・
山
町
索
一
仰
が
必
の
判
官
役
し
た
る

E
2
r
に
し
て
、

一
都
か
ら
の
像
緋
郎
粉
体
で
あ
り
ま
す
。

信
む
ず
診
は
桜
子
に
慨
す
る
伽
聯
訟
の
伽
間
協
叫
日
を
恥
併
が
都
彬
と
し
て
、
務
易
保
僻
の
た
め
に

し

ん

し

ん

だ

ん

九

ん

む

t

i
て

き

吻

ん

ぷ

v

E

j

心
身
を
鍛
錬
す
る
無
手
空
手
の
基
本
武
道
で
あ
り
ま
す
.
む
を
草
野
に
W
V
む
る
も
玲
に
し
て

m
N
紘
の
や
以
膨
と
捻
僻
す
る
繋
に
ωか
な
り
と
一
ぱ
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
し

τ、
仰
い
N
も
い
八
る
に
野
く
一

僻
む
る
に
一
白
川
い
け
ベ
ザ
お
町
な
i

言
葉
ω
…
仰
の
釘
阿
佐
で
あ
り
ま
す
・
わ
か
の
士
は
む
を
が
一

覚
し
て
「
即
応
教
化
の
配
食
料
な
り
L

よ
wmwお
に
恥
在
、
u
b-
殴
除
に
斡
が
す
べ
し
L

と
な
し

て
居
ら
れ
ま
す
.

E
ロ
ぷ
の
紗
す
る
際
は
、
腕
ち
折
膨
を
知一
mw常
グ
鮮
が
に
ま
で
ん
皆
川
町
緋
応
し
て
、
阪
即
時
怖
が

と‘，

b
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な

ら
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こ

〈

a
b
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・

h
F
〈

h
r
b
h
v
'
l
d

の
向
上
並
に
関
民
粧
柳
の
総
設
に
貸
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
.
岱
い
寸
態
と
は
い
刈

品
川
な
る
も
の
な
り
や
、
静
ム
、
会
の
前
川
相
は
お
事
に
就
き
て
和
的
知
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

ぬ
阿
武
の
風
は
我
が
図
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若
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例

畳
間

て
益
手
は
漸
く
世
に
知
ら
れ
、
修
業
の
希
望
者
も
多
く
た
っ
て
来
え
に
拘
ら
歩
、
之
が
致
授
者
の
教
組
め
て
少
く
、
又
鵡
川
め
な
る
m
伊
智
役

の
な
い
銘
め
に
金
聞
各
地
の
同
志
が
頗
る
闘
隣
b
L
感
じ
て
居
ら
れ
る
質
的
に
か
ん
が
み
、
本
市
川
凶
は
直
接
道
場
に
相
劃
し
て
修
業
し
つ
つ

あ
る
質
感
を
以
て
研
究
し
得
る
や
う
、
く
ど
い
ほ
ど
親
切
丁
寧
に
鵠
逃
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

て
従
来
京
都
w
晶
体
へ
ら
れ
て
ゐ
る
益
乎
は
沖
縄
の
筆
?
の
刊
少
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
宰
乎
は
今
日
仰
へ
ら
れ
た
常
身
と
蹴
り
だ
け
の
i
b

の
で
は
た
く
、
約
も
あ
れ
ば
越
も
わ
夕
、
無
乎
{
会
す
の
武
術
と
し
て
全
く
完
成
さ
れ
た
妙
味
あ
る
武
道
で
あ
り
ー
す
か
ら
、
本
入
門
訟

に
於
て
は
、
つ
と
め
て
従
来
あ
也
事
り
世
に
料
介
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
方
耐
に
も
崩
れ
て
行
ぎ
た
い
と
忠
ひ
ま
す
《

一
、
本
書
は
貯

r
r殿
町
制
先
生
の
正
怖
い

mwrの
益
乎
型
を
中
心
に
都
議
を
進
め
て
行
き
ま
す
の
で
共
著
に
な
っ
て
肘
り
ま
す
が
、
と
れ
を

諜
越
す
る
に
は
能
者
ハ
仲
宗
根
〉
の
自
由
た
立
場
よ
り
随
所
に
私
見
を
さ
し
は
忌
ん
で
あ
り
交
す
の
で
、
文
京
は
す
べ
て
錯
者
に
あ
る

と
と
を
押
と
と
わ
り
し
て
公
き
ま
す
。

一
、
先
輩
方
の
御
高
見
に
封
し
て
も
疑
義
は
疑
義
と
し
℃
明
か
に
表
示
し
ま
し
た
が
、
之
は
接
手
道
将
来
の
た
め
に
止
む
を
件
宇
苦
哀
を
忍

ん
で
議
を
執
っ
た
，
次
第
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
此
黙
特
に
御
諒
恕
を
得
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

て

技
術
上
の
設
明
に
常
っ
て
筆
者
の
最
も
困
難
を
感
じ
た
と
と
は
、
従
来
季
ら
技
官
一
定
の
用
語
の
た
い
勤
で
る
り
ま
し
た
が
、
ゑ

る
べ
く
わ
か
り
い
L
兵
極
的
、
説
明
的
訟
詩
を
用
ひ
る
と
と
に
し
ま
し
た
。

一
、
組
手
観
戦
記
一
号
定
の
賀
政
記
銭
で
は
な
く
、
澗
初
出
者
の
方
k
k
組
手
修
業
の
集
分
を
味
っ
て
頂
く
た
め
に
、
本
舎
に
於
て
鱗
一
目
し
た

範
閣
で
理
解
出
来
る
程
度
に
於
て
、
笠
手
作
っ
た
視
野
山
で
あ
り
ま
す
。
此
乎
法
は
絞
刊
に
於
て
も
試
み
た
い
と
忠
ひ
ま
す
《

て
本
舎
は
数
袋
一
決
絞
刊
行
の
強
定
た
る
接
手
鞠
習
耕
議
鍬
の
第
一
容
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
本
書
に
て
従
き
ぬ
と
と
る
は
抑
制
刊
の
諮
に
於
て

遂
次
講
述
す
る
と
と
に
致
し
ま
す
。

て
目
次
は
一
日
内
容
の
想
倣
山
梨
る
や
う
に
細
か
く
出
し
て
る
り
ま
す
か
ら
、
最
初
に
一
通
り
目
を
泊
し
て
下
さ
い
。

日

次

男
断
武
侠
の
武
徳
ハ
御
倒
〉

第
三
節

自
由

に
し
て
強
い
臼
本
精
神

融制

語
ハ
敬
育
勅
語
〉

糸
洲
先
生
主
教
育
勅
語
:
・

ロ

鎗摩
文
仁
師
範
:
:
:
・

平
安
二
段
の
型

:
j
i
--
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
;
:
穴

平
安
三
段
の
型

:
:
:
j
i
-
-:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i

--
入

組
手
窮
民
い
ろ
/
1
-
j
i
-
-:
・:
j
i
--
:
:
・j
i
-
-
-
一。

防

具

の

寝

虞

:
:
j
i
-
-・
:
j
i
-
-
:・
j
i
--:::
き

緒

言

-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:・-
j
i
-
-
:
ニ一

荒
木
大
将
の
曾

日
本
精
一
脚
は
頑
迷
間
隔
に
非
?

L!.II 

第
四
節

日
本
精
神
と
武
道
激
育
・
:
:
:
:
-
j
i
-
-
T一円

日
本
精
紳
漏
養
に
最
も
有
力
な
る
武
道
数
脊

日
本
箱
"
紳
の
高
潮
と
武
道
教
育

第
五
節

園
民
修
養
遁
と
し
て
の
武
遁
復
興
・
:
一
一
一
六

復
興
と
復
哲
と
の
相
違

新
日
本
精
砧
仰
の
鍛
練
場
と
し
て
の
武
道

日

本

武

道

と

し

て

の

空

手

道

:

幸

第
二
章

第

一

議

日

本

務

紳

と

空

手

滋

・

宮司一
一

第

一

章

日

本

精

一

脚

と

武

道

教

育

:

:

:

言

第

二
卸

日
本
の
奇
嶋
崎
的
設

展

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
這

日
本
の
褒
艮
は
世
界
の
潟
異

そ
の
奇
蹟
の
綾
孤
は
日
本
精
脚

第

二
節

目
本
精
紳
と
は
何
か

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
茜

公
明
正
大
の
相
官
徳
(
御
鈍
〉

仁
愛
温
和
の
仁
徳
〈
御
堕
〉

第
六
節

日
本
武
遣
の
地
方
的
形
態
j
i
-
-
:
・
:
一
言

「
府
乎
」
の
文
字
よ
り
生
じ
た
峡
僻

琉
球
と
本
土
と
の
闘
係

琉

球
人
は
日
本
民
族
な
り
・:
:
j
i
-
-
天

第
七
節
紳
代
以
前
の
先
住
民
族
.
ア
イ
e
p
h

艇
と
知
人
政

天
孫
降
臨
卸
ち
天
孫
民
族
の
渡
来

琉
球
人
は
天
孫
民
族
な
り

言
語
謬
上
よ
り
観
た
る
日
琉
悶
組
設
(
金
部
博
士
共

'. 

一-2!l-一

宮
市
晶
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他〉開
質
人
類
事
上
よ
り
観
た
る
日
疏
同
一
民
族
の
誼

明
〈
松
村
博
士
〉

民
族
皐
上
よ
り
目
琉
同
組
論
(
柳
問
先
生
、
折
口

博
士
〉

第
八
笛
空
手
反
ぴ
柔
荷
と
支
那
準
法
:
・
:
:
:
堅
一

琉
球
指
法
は
支
那
準
法
に
非
歩

支
那
準
法
は
袋
乎
及
柔
術
の
一
策
餐

第
九
節
唐
手
に
非
ず
空
手
な
り
:
・
j
i
-
-
:
:
j
g一

「
庇
乎
L
ハ
か
ら
て
〉
の
跨
は
最
近
数
十
年
来
の
用
硲

な
り
琉
球
時
「
テ
」
は
兵
法
上
の
日
本
語
な
り

沖
縄
拳
法
に
『
，
唐
手
」
の
文
字
は
賞
ら
歩

『
，
唐
乎
」
の
文
字
L
T
厳
し
寸
{
企
乎
L

と
書
く
ペ
し

「
唐
手
ト
の
文
字
は
語
怒
自
身
に
矛
盾
あ
り

第

三

章

図

民

数

化

の

良

資

料

:
:
j
i
-
-
望

第
+
節
目
本
精
神
化
せ
る
空
手
選
:
:
j
i
-
-
:
豆

沖
縄
拳
法
と
支
那
準
法
と
は
精
一
脚
的
に
雲
泥
の
遂

あ
り
沖
縄
糧
法
と
仁
愛
温
和
の
精
一
脚

答
乎
越
と
日
本
武
士
道
締
紳
と
は
合
致
す

第
十
-
節
軍
人
の
纏
鑑
と
空
手
議
:
・
:
:
:
:
・
奥

勇
侠
武
断
の
民
族
的
制
榊

「事
d

勺
の
摘
門
川
て
忠
則
お
か
悩
紳
仰
と
な
る
」

「
病
的
肥
満
宥
も
陶
が
し
ま
っ
て
他
肢
と
な
る
」

「
晩
酌
の
量
が
減
っ
て
仕
事
の
能
郡
が
る
が
る
」

「
紳
経
痛
や
紳
絞
衰
弱
が
な
ほ
っ
た
」

・

第
+
王
節
密
事
的
に
観
て
も
理
想
的
儲
康
法

混一一

空
手
は
血
臨
時
一
試
験
か
ら
翻
て
も
理
想
的
議
助
法

宰
乎
は
尿
中
の
蛋
白
試
験
か
ら
観
て
も
理
想
的
運

動
法
空
手
の
犬
家
に
長
詩
者
の
多
い
の
も
共
の
た
め

第
+
穴
節
空
手
の
生
理
的
運
動
効
果
:
・:
:
:
琴一

新
陳
代
謝
機
能
t
q
促
進
し
巧
鍛
敏
捷
の
能
力
を
婆

成
す
身
憶
の
平
均
感
、
筋
肉
の
経
済
的
使
用
能
力
L
T
養

成
す
身
盟
各
部
の
褒
育
は
調
和
的
に
各
部
平
均
す

{
会
乎
は
十
銭
以
上
六
十
議
位
ま
で
は
散
に
も
越
す

第

五
章

武

育

及

び

気

育

法

と

し

て

の
空
手
道
:
:
:
・
j
i
t
-
-
::-L・t・-醤

第
+
七
節
空
手
は
理
想
的
武
荷
:
:
:
:
:
:
:
:
:
茜

{
会
手
は
綿
て
の
武
道
の
法
礎

柔
道
や
剣
道
や
や
っ
て
ゐ
る
人
も
空
手
を
や
れ
ば

今
ま
で
よ
り
も
強
く
な
り
自
信
が
出
来
る

沖
縄
出
身
兵
士
は
質
戟
場
裡
-L
於
て
拡
人
の
舗
艦

沖
縄
出
身
兵
士
は
平
蔵
雨
時
に
於
て
益
手
道
の
良

債
h
T
褒
嫁
す

「
宰
乎
道
の
露
僚
や
天
下
に
唱
糟
し
た
い
」
〈
回
路

大
佐
〉

陸
海
軍
将
星
は
益
乎
道
L
T
推
奨
す

第
十
二
節
空
手
は
閤
民
数
宵
の
毘
資
料
:
:
:
理

脅
し
き
民
族
的
因
縁

{
合
乎
は
窓
〈
現
代
岡
民
敬
宵
"
の
良
資
料
ハ
問
少
将
)

否
人
の
関
標

1
l全
日
本
闘
民
へ
普
及
徹
底

ー-2晶ー一ー

髄
育
・
武
育
・
気
育
と
し

て
の
空
手
議

::・
:
:
j
i
--
究

第
四
章
懐
古
円
と
し
て
の
空
手
道
:
・
・
:
:
・

5

第
十
三
節
理
想
的
健
康
法
:
・
:
i
j
i
-
-
:
:
:
・
5

{
会
手
は
一
人
で
も
多
勢
で
も
稽
古
が
出
来
ま
す

宰
4

ず
の
型
の
練
揃
闘
は
金
品
坊
の
運
動
に
な
り
ま
す

悠
一
手
は
老
若
男
女
誰
に
で
も
出
来
ま
す

安
手
の
務
省
は
時
間
色
白
陶
に
出
来
注
す

接
手
の
稽
古
は
場
所
も
自
由
に
出
来
ま
す

第
十
四
節
鑓
康
増
準
の
賓
例
・
:
:
i
t
-
-
:
:
:
j

g
一

「
常
に
愉
快
に
活
動
し
縛
る
は
益
乎
の
た
か
げ
』

第
二
講山市

l
H
バ
制
む
〈
l
t山川防一仙川口
自
治

剣
道
の
大
山
娠
中
山
間
抗
先
生
と
誌
乎

柔
道
の
犬
猿
加
納
治
五
郎
先
生
と
袋
乎

盆
乎
は
武
術
と
し
て
上
惑
が
B
T
い

「
容
乎
一
年
は
他
の
武
術
数
年
に
匹
敵
す
」

昼
乎
は
自
信
と
落
着
h
z
奥
へ
る

第
+
八
節
闘
技
と
し
て
の
空
手
の
効
果
:
:
事

品
倒
産
、
敏
捷
、
沈
着
、
決
断
、
男
筑

前
進
、
倒
進
、
後
進
、
跳
路
運
動

各
筋
肉
均
等
の
活
動

第
+
九
節
理
想
的
集
育
法
と
し
て
の
空
手
遁
毛

「
遮
か
り
し
一
時
間
」
の
六
勇
士
と
「
筑
」
の
問
題

荒
木
大
将
上
杉
謙
信
め
烈
k

た
る
「
筑
」
に
私
淑

天
地
正
大
の
祭
百
錬
の
鈎
と
な
り
術
来
の
樫
と
な
る

日
本
人
の
強
さ
は
寸
筑
」
の
強
き
な
り

「
{
企
乎
は
鈍
で
す
ね
」

気
一
つ
を
得
る
記
け
で
も
答
乎
を
や
る
償
値
あ
り

ー-25-

第
三
議
室
手
道
修
業
の
橡
備
知

識
と
心
構
:
;
:
j
i
t
-
-
--
j
i
-
-
2

第
六
章
空
手
の
起
源
に
関
す
る
考
察
穴
一
一

第
二
十
節
達
磨
洗
組
践
は
疑
問
・:・
:
:
J
i
-
-
:
・六一一



『寸
易
筋
症
義
L
は
疑
問
の
文
書

少
林
寺
の
古
代
俗
兵
と
そ
グ
ン
僧
兵

第
二
十
一
節
空
手
は
武
荷
の
嫡
流
-
-
j
i
-
-
:
:
六
一
一
一

無
乎
益
乎
は
入
額
の
最
も
古
き
争
闘
形
式

武
器
は
借
物
J
m
倒
な
り
い
ざ
組
4
4
ん
」

無
手
{
会
乎
の
技
法
は
自
由
無
制
限

「
宰
乎
は
武
樹
の
嫡
械
な
り
」
の
理
由

第
二
十
二
節
空
手
と
相
撲
及
柔
術
と
の
関
係
奇

野
見
宿
踊
と
A
V
H

臨
肝
臓
越
の
決
死
的
仰
前
賦
合

建
御
一
首
命
と
建
御
名
方
命
と
の
相
撲
は
我
閥
抗
収
古

の
配
鍬

紫
乎
制
定
と
競
技
化
、
錦
繍
の
古
今

空
乎
、
柔
術
、
柔
道
、
相
模
の
闘
係
の
表
示

空
手
の
型
や
相
手
は
間
接
化
遊
戯
化
す
べ
か
ら
ヂ

第
=
十
三
節
支
部
拳
法
と
日
本
拳
法
と
の
闘

係
:
:
:
:
:
・
j
i
-
--
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
祭

五
千
年
前
に
支
那
拳
法
ゅ
の
り

五
千
年
前
の
挨
及
に
も
一
一
躍
の
拳
法
あ
り

大
島
筆
記
の
「
組
合
街
」

支
那
拳
法
Lι

柔
術
及
び
笈
乎

空
手
の
流
汲
及
び
型
の
意
義
交

漉
汲
の
憶
統
明
磁
な
ら
ず
:
:
:
交

第
七
章

第
二
十
四
節

糸
洲
先
生
の
系
統
の
裂
の
説
矧

東
恩
納
先
生
の
系
統
の
矧
い
の
縄
類

共
他
の
系
統
の
型

カ
ナ
将
名
郁
に
混
字
弘
主
同
て
る
標
増

第
二
十
九
節

型
の
意
義
と
綜
合
的
都
究
:
・
:
・

主

型
の
=
一
要
素

技
法

ω
愛
化

気
息
の
呑
吐
ハ
五
種
十
形
の
呼
吸
法
)

重
心
の
移
動

型
は
不
文
の
経
由
穴

型
は
穏
読
す
べ
き
も
の
な
り

型
は
生
き
物
な
-P

型
は
武
格
的
資

-M

綜
合
的
研
究
の
必
泌

第
九
章
組
手
及
び
勝
目
穴
の
問
題
i
t
-
--文

第
三
+
節
組
手
の
愈
縫
:
:
::
:
-
j
i
t
-
-
-
・:
文

組
乎
は
抱
L
T・正
し
く
現
併
す
ろ
た
め
に
必
要

組
乎
は
型
の
三
嬰
訟
を
慢
験
的
に
研
究
練
習
す

組
手
は
閉
会
及
気
合
の
修
業
に
不
可
紙

防
御
前
間
合
と
攻
撃
附
合

心
的
問
A
?と
偲
的
間
合

心
的
集
合
主
極
的
気
合

流
仮
名
停
統
の
生
ぜ
ぎ
り
し
原
凶

現
今
橋
せ
ら
れ
る
各
流
訳
名
は
多
く
は
第
三
者
。

命
名
糸
洲
先
生
と
束
恩
納
先
生

第
二
+
五
節
剛
柔
流
と
糸
荒
波
・
:
:
j
i
-
-:
:
究

流
名
L
T

自
ら
名
飛
る
は
此
の
二
流
の
み

宮
城
長
期
先
生
の
剛
柔
此

摩
文
仁
資
和
先
生
の
糸
束
流

第
二
十
六
節
少
林
流
と
昭
盤
涜
は
疑
問
:
:
:
き

少
林
流
と
昭

mM流
の
分
知
は
線
誠
不
明

宮
城
先
生
の
批
評

官
名
腰
先
生
の
分
類
の
動
格

筆
者
の
秘
見
「
分
類
の
棋
蛾
に
無
理
あ
り
」

叉
寸
・
少
林
‘
昭
銭
の
分
類
の
必
嬰
た
し」

新
流
名
を
設
定
さ
れ
て
は
如
何

第
入
寧
型
の
名
稿
、
穏
類
及
び
意
義
:
・
雲
一

第
二
十
七
笛
空
手
の
型
の
名
稽
:
:
;
:
:
:
;
:
さ
一

ク

1
サ
ン
ク

1

ハ
公
相
君
〉

ナ
イ
フ
ア
ン
チ
(
内
歩
進
〉

ピ
ン
ア
ン
(
平
安
〉

ヲ
ン
シ
ユ
ク
ハ
託
料
〉

聴
診

第
二
十
八
節

.-26ーー

空
手
の
型
の
種
類
・
:
・
:
・
j
i
-
-
高

制
乎
は
的
カ
の
義
成

組
乎
は
闘
志
の
訓
練

第
三
十
一
節
組
手
の
練
習
法
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
合

都
式
飢
乎

複
式
組
手

真
剣
組
手

約
束
組
手
ハ
組
手
型
Y
:
:
・:
自
尚
組
乎

第
三
十
二
節
防
具
試
合
問
題
:
:
:
:
:
j
i
t
-
-
八
一

防
具
は
最
・
近
年
の
問
題

防
H
持
は
米
記
試
作
時
代
な
り

防
共
試
用
'c宰
チ

第
十
章
空
手
道
修
業
者
の
心
構
・
:
・
八
二

第
三
十
三
節
「
窓
手
に
先
手
な
し
」
の
正
解
と

誤
解
・

:
-
j
i
t
-
-
:
:
:
j
i
--
;
:
:・会一

好
殿
的
た
る
べ
か
ら
歩

非
常
の
時
と
「
先
乎
な
し
」
の
関
係

第
一
一
一
十
四
筋
型
が
受
手
に
始
ま
る
一
一
一
つ
の
理

自
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:・
ji--:-ao--

好
職
的
た
ら
ざ
る
が
た
め

兵
法
-d怠
「
彼
h
q
知
る
」
た
め

肪
禦
即
攻
鞍
た
る
空
手
濁
特
の
境
地
あ
る
が
た
め

第
三
十
五
節
空
手
は
慢
の
轄
し
乎
の
捌
を
:
・
白

一一-Zl-ー



館
開
身
法
の
寂
婆
性

武
道
樹
窓
の
歌
と
訓
戒

第
一
二
十
六
節
空
手
に
極
意
な
L
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
会

摩
文
仁
先
生
と
縫
容
と
の
問
答

「{企
ヰ
'
に
樹
立
な
し
」
の
な
議

入
門
の
郡
一
歩
は
極
訟
の
第
一
歩

第
三
十
七
節
技
法
無
限
慢
心
無
用
・
:
-
j
i
t
-
-
会

良
仰
の
誘
導
法

躍
文
仁
先
生
の
心
境

遣
を
好
む
4
4
よ
り
道
を
柴
し
む
も
の
た
れ

寸
一
生
日
h
H

仕
上
ぐ
る
事
な
h
v
L

第
三
十
八
節
空
手
に
構
へ
な
L
i--:
・:
j
i
--
会

「
窓
手
に
榔
へ
な
し
心
に
山仰
を
の
り
」

「
{
今
乎
に
械
へ
な
し
心
に
も
側
憎
た
し
」

月
影
と
附
部
の
池

沖
縄

ω翠
人
名
純
陥
則
自
訓
の
琉
蹴

「
無
の
一
字
L

拳
柿
一
致
の
妙
境

第
四
議
補
助
運
動
と
補
助
運
動

具
:
:
・

第
十
一
章
拳
の
握
り
方
?
と
足
の
立

も
方
・
:
:

， 

-
品
切
誕
の
姉
カ
と
反
動
の
問
題

「
常
に
地
帯
諜
に
親
し
め
」

下
げ
紙
突

準
や
艇
に
榔
へ
る
お
き

突
き
方
の
純
類

芭
拠
・
・
・
・
・
・
上
げ
突
・・・・・・掠り突・
・
・
・
・
・
輪
央
乎
の

各
部
山
鍛
え
方

小品
申
顕
・:
:
・
宴
務
・
・
・
・
・
・
拳
槌
・・・・・・乎刀
・・・・・・小

乎
:
;
:
弧
務
・・:
:
骨
常
の
種
類

砂
伎
と
そ
の
用
法

蹴
h

り
方
練
習

ク
パ
鮫
蹴
り

蹴
り
の
吹
聴
的
心
得

第
四
+
ニ
節
握
力
、
腰
力
の
鍛
練
法
:
;
:
:
・
・
・
一
三

下
け
各
誕
の
作
り
方
と
用
ひ
方

腰
カ
餐
成
法

倒
木
法

反
勝
法
(
右
広
範
、
左
反
縛
〉

償
棒
の
用
ひ
方

稽
揚
の

mひ
方

掛
手
引
乎
件
以
乎
附
刊
誌
の
練
習
法

鈴
下
駄
石
下
駄
の
用
ひ
方

錠
形
訂
ハ
サ
l
シ
〉
の
用
ひ
方

第
三
十
九
節
手
足
各
部
の
名
稽
:
:
j
i
-
-
:
:
・
空

疋
穆
の
撮
り
方

大
都
顕
:
:
・
・
小
指
踊
・
・
・
・
・
・
務
槌
・
・
・
・
・
・
謀
総
a

・・・・:賞

乎
:
:
:
乎
刀
:
:
:
絵
底
:
:
:
人
指
一
木
都
:
中
高

一
木
都
:
:
:
二
本
立
乎
:
:
:
一
本
町
乎
:
:
:
精
鋭

不
鯨
':
:
・
小
乎
〈
袋
、
裏
、
平
〉
・
:
:
・
弧
務
:
:
・
上

足
底
:
:
:
下
足
底
:
:
:
足
刀
:
:
:
後
鈍
:
:
・
足
首

第
四
+
節
立
ち
方
名
穏
と
演
武
方
向
闘
・
:
・
:
九
八

結
び
立
・
・
・
・
・
・
閉
足
立
・・
:
:
八
字
立

内
歩
進
立
と
三
戟
立

阿
股
立
:
:
:
猫
足
立
:
:
:
鷲
足
立

前
周
立
と
後
周
立

ν
の
字
立
と
了
手
立

各
組
の
足
の
立
ち
方
の
怠
議

前
武
線
と
方
向
闘
の
見
方

第
十
二
章
補
助
迷
動
具
ミ
鍛
練
法
:
一
0
4

第
四
十
二
郎
森
環
と
基
本
的
鍛
錬
法
--ji--
一塁

務
備
運
動
と
補
助
運
動

各
誕
の
作
り
方

正
績
の
鍛
、
ぇ
方

港
総
に
封
す
る
距
離
(
間
合
)

都
議
に
到
す
る
位
置
ハ
正
岡
と
側
面
V

傘
問
鍛
献
の
種
々
の
効
果

ーー・ 28-

訴
石
ハ
チ
1
シ

1
Jvmw
m
ひ
方

力
一
ゐ
の
川
ひ
方

叙
〈
サ
イ
〉
の

mひ
方

認
の
加
ひ
方

砂
箱
の

mひ
方

俄
愉

ω
mひ
方

球
的
仲
の

mひ
方

エ
キ
ス
パ
シ
グ

1
及
び
鈴
暗
鈴

第
四
十
三
節
巽
他
の
補
助
的
鍛
練
法
注
愈
・
・
・
一
一
三

下
げ
縄

締
高
跳

細
振
跳

平
乎
抑

走
り
方

補
助
池
動
の
一
般
的
注
意

-29-一ー

第
五
議
卒
安
二
段
の
型
の
講
義
・
:
豆

第
十
三
寧
卒
安
二
段
の
型
の
手
数
:
・
一元

第
四
十
四
節
卒
安
ニ
段
の
型
の
概
観

j
i
-
-
一ニ阿

不
安
の
型

概

説

甑
武
線
と
足
取
リ
悶



第
四
+
五
節
卒
安
二
段
の
型
の
手
数

・:
:
:
:
一一一
人

構
へ
方
よ
り
終
演
念
で

第
四
十
六
節
演
武
上
の
注
意
事
項
:
:
:
:
J
i
--
一歪

限
の
回
り
の
事

前
武
の
始
め
・
と
終
り
の
事

務
の
突
き
方
及
び
引
き
方
の
割
静

岡
股
特
身
の
向
き
の
都

M
W
身
と
上
日
見
・
抵
の
附
係
の
都

下
段
乎
刀
受
の
要
卸
の
事

在
約
ル
T
h
M
の
掛
へ
の
務

、. 

第
十
四
章
型
の
介
解
説
明
と
研
究
法
一
一六

第
四
十
七
節

卒

安

二
段
の
型
の
分
解
:
・
:
:
:
一一式

N

行
動
作
の
主
眼
蹴

型
と
方
向
の
解
樽
法

打
落
と
斑
突

内
打
落
・
・
・
・
・
・
外
打
落

下
段
梯
受
と
芭
突

内
説
受
・
・
・
・
・
・
外
挽
受

下
段
梯
受
と
打
落
と
直
突

ト
一
段
揚
受

内
揚
受
・
:
:
・
外
揚
受

下
段
乎
刀
受

容
の
耐
と
吐
の
耐

型
と
拭
息
の
問
題

筑
息
法
論
践
の
理
由

受
け
方
五
つ
の
原
理

落
花
・・・
・・・流水
・・・・・・屈伸・・・・・・将位・・・・:反撃

第
六
議
卒
安
三
段
の
型
の
議
議
:
一室

第
十
六
章
卒
安
三
段
の
型
の
手
数
:
・一六回

第
五
十
二
郎
卒
安
三
段
の
型
の
概
観

-
j
i
--一高

技
法
の
種
類
ハ乎
と
足
〉

故
武
線

第
五
十
ニ
節
卒
安
三
段
の
型
の
手
数

-
j
i
-
-
一室

構
へ
方
よ
り
終
演
ま
で

第
十
七
章
型
の
分
解
説
明
と
研
究
法
一
主

第
五
十
一
-
一
節
卒
安
ニ
段
の
分
解
的
説
明
・
・
:
:
一吉一

各
動
作
の
特
徴

横
受
と
猫
足

内
積
受
:
:
・
・
外
積
受

満
足
の
優
れ
た
魁

仲
縮
自
在
の
早
川
用

績
交
と
銚
受
〈
そ
の
一
〉

内需
γ
刀
交
・
・
・
・
・
・
外
乎
刀
交

第
四
十
八
笛

卒
安
二
段
の
都
兜
と
習
熟
・
:
:
一
四
回

研
究
と
朝
日
熟
の
必
嬰

研
究
法

下
段
乎
刀
受
の
研
究

上
段
揚
叫
誌
の
研
究

上
段
揚
交
と
下
段
胡
交

習
熟
法

連
制
練
習
法

連
結
練
習
法

各
種
の
連
結

ー-:10-ー

第
十
五
平
補
習
的
研
究
諸
問
題
:
:

一き

第

四

十

九

節

拳

足

問

答

j
i
-
-
j
i
-
-
-:
:
:
:
一問。

傘
の
営
て
方

平
拳
の

mひ
方

七
段
蹴
り
濁
稽
古

準
と
足
と
の
闘
係

腰
mw
問
題

形
・
と
精
神

第
五
十
節

気

息

混

と

受

方

原

理

j
i
-
-
i
f
-
-
-:
一芸

品
也
誕
と
お
息

ω問
題

容
認
に
於
り
る
綾
な
二
組
め
年
の
引
方

梯
交
と
小
乎
と
の
閥
係

横
受
と
梯
受
ハ
そ
の
こ
〉

横
交
の
旅
立

活
々
と
ら
れ
た
時
の
は
づ
し
方

特
受
と
打
込

内
管
受
・
・
・
・
・
・
外
野
史

後
か
ら
抱
き
つ
か
れ
大
時
の
は
づ
し
方

酷同宮・
・・・
・・撮
り
突

第

五

十

四

節

卒

安

三
設
の
碗
究
と
習
熟
:
:
:
一
克

積
受
の
研
筑

特
受
と
打
込
の
研
究

援
の
受
と
平
仲
片
手
の
研
究

内
振
突
・
:
:
外
銀
突

逆
の
は
づ
し
方
の
研
究

特
設
の
研
究

振
り
突
の
研
究
と
習
熟
法

撮
り
突
の
郡
類

桜
受
の
習
熟
法

mH交
と
打
込
の
謹
結
練
習

ー一-31-一一

第
十
人
寧
補
習
的
研
究
諸
問
題
・:::
一八人

第
五
十
五
節
受
方
内
外
と
八
方
特
身
法
・
:
:
・
一
大

受
方
の
内
外



情
パ
八
ん
と
脚
身
八
万

ぷ
附
主
義
と
締
説
主
議

開
沙
流
足
の
法

第
五
十
六
節
出
足
・
・
・
・
・
・
引
足
・
・
・
・
・
・
寄
足
・
・
:
・
・
趨
足
・
:
・
・
・
跳
足

組
手
観
戦
配 組
手
の
研
究

:ji---fizz---
一品一

流
し
ん
や
一受

鈎
乎
引
流

指
紋
咽
喉
攻
め

扱
受
引
落
し

揚
受
逝
抑
へ

揚
受
逝
抑
投

揚
受
寄
足
投

揚
受
入
身
投

拐
受
刈
倒

組
手
考
察
鎌

横
受
の
密
化

平
鋲
満
+u
打

第
-・__..・-

議
、

日
本

裏
部
'
摘
古
打

基
準
m
出
打

宰
受
反
撃

押
へ
裏
打

挽
ひ
裏
打

反
し
裏
突

外
受
表
投

外
受
裏
投

務
宏
と
っ
て
咽
脚
別
々
締
め
ら
れ
た
時

ネ
ク
タ
イ
締
め
に
か
主
っ
た
時

掛
取
り
片
乎
打
は
投
げ
る

掬
止
め
逝
投

掬
止
金
的
蹴

ー-32-ーー

足
だ
け
で
行
ふ
逝
投
ハ
身
投
)

膝
叉
は
足
裏
に
て
足
h
q
受
り
る
訟

刺
叉
受

振
り
拾

棒
に
て
打
っ
て
来
た
時

羽
交
締
に
か
げ
ら
れ
た
時
の
投
方
〈
喪
謀
》

精
神
と

33一一

空
手
道



第

-・E・--
ヱ歪~

与主

日
本
精
一
柳
と

第

一
節

自
本

の

奇

践
的

設

展

に
M
V
'
N
'
a
A
J
、晶
va
，
b
ん
a
w
A

企
日
本
は
近
k
数
十
年
間
に
、
あ
ら
ゆ
る

抗
献
に
が
て
鰍
針
州
都
即
応
を
皆
げ
て
mm設
し

企
珂
肺
g
b
主
白
ん
と
ん
じep

hu

E

た
。
明
治
の
初
年
・
と
今
日
と
に
於
け
る
、
口

、
A
Z〈
S
HVて，
aBゐ

、‘，、b

・3
e
-
e
h

本
の
悶
際
的
地
位
の
嬰
化
は
、
式
川
踏
と
も
宏

、ncbzha内

ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
明
治
初
年
に
は
あ
ら

hn
'J、
.・
は
ゐ

ゆ
る
も
の
敵
米
に
胞
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

こ
ん
E
b
f
や
〈
お
う
べ
肺

な
か
っ
た
の
が
、
今
日
で
は
逆
に
欧
米
を
し

に
よ
内
屯
ん
‘
.
と

‘。‘司き
ま

て
日
本
に
範
を
求
め
し
む
る
の
有
様
と
た
り

涙2かま
をに明干し
将骨猫f治写た
んfJ比二 。
で露る十
路工の七
君、え三八
し閤2年2
1;.子XE!; 
け 渉3消え
れを毅Z
ば受'役き
な け時U
らて代さ
なさは
かえ、わ
っ血2僅ま

mm仰
の
伐
似
を
、

mw鉱
山

um阪
r仰
の
町
倣

ゅん‘F'

を
顕
彰
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

=3・い曾肺M陶肺

泌
え-nMFらめ
いva-Zう

今
公
明
正
大
た
る
が
放
に
媛
智
明
泣
し
、

口
配
猷
山
仰
な
る
が
献
花
U
A
1
一
料
品
し
、

m航

h劫
柚

UA
，
ゆ
え
U
U
0
3
a
、
.
‘
，

‘，

武
侠
た
る
が
放
に
破
邪
顕
正
し
符
る
の
で
あ

s
e
，
、
ゅ
・
命
令
倉
会
ぷ
-
e
，
、
ほ
〈
け
A
V
，
4
3

り
ま
す
。
相
官
徳
の
赤
血
球
、
武
徳
の
白
血
球

は
、
ば
鍛

の
M
即
時
加
に
日
目
併
せ
ら
れ
て
慨
紛
の

f
、
え
さ
&
?
，
、
，
‘
、
h
V
A
"
・
9
h
uv塗い

品肌
液
と
な
り
、
阪
々
と
し
て
我
等
の
慢
内
に

控

訴

毎

U

6

5

ゆ

も

冷

え

流
れ
て
居
り
ま
す
。
上
不

一
致
す
る
が
放
に

駅
前
明
い
よ

/
1部
艇
に
し
て
、
獄
側
釘
断
よ

きa・
・
・
、
h
v
h
w
v
，
、
ョ
h
n
v
s
h
r
JVや

〈
東
亜
の
平
和
を
確
保
し
、
思
抑
H

向
く
と
と

浪、aM
A

ド

管

い

さ

ん

‘

a
v
い
a
f
、
U
ん

ろ
殻
明
と
な
り
生
涯
と
た
り
、
以
て
愈
K
人

総
幻
似

k
w…
…
慨
が
の
伊
貯
を
た
し
山
刊
る
の
で

②
り
ま
す
。

第
三
節

精自
静由
iこ
し
て
強
ι、
日
本

し

か

リ

争

点

、

う

-

-

e

，

U

A

A
然
し
な
が
ら
翻
っ
て
息
ふ
に
、
智
仁

・
a
，
け
ι
v
E
、
A
e
肺
む
ん
こ
ん
に
も
ご
と
令
uv

m抑鋭
備
の
円
・
本
箱
榊
が
今
日
の
如
く
そ
の
結

thリ
ha内S'M

.
，
h
Z
こ

h

r‘
内
定
で

諮
捌
哉
と
暁
き
誇
る
に
至
る
迄
に
は
、
一二千

武
道
教
育

"

h

v

ん

2

h

ん

の

‘

ぜ

ん

ぜ

た
日
本
が
、
そ
の
後
四
十
年
の
後
に
は
全
世

艇
を
階
ふ
に
町
は
し
て

rmmmで

r
rの
侃
俄

-
a
n
し
ん
5
E
9
・
・
‘
，
、
句
し
な
，

に
沼
地
し
仰
る
ま
で
に
-MA
カ
を
諮
ひ
得
る
に

い
た
し
ん
9
3
〈
"
怖
い
紅

至
っ
た
と
と
は
民
に
柿
快
の
至
り
で
あ
る
と

et'・
Mm
，

レ

恥

順

守

《

'
e
'

-
S
も
に
、
背
広
岡
陪
史
に
が
け
る
一
刻
寄
刊
紙
と

こ
巴
a
7

・a，、

叩け
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
此
の
質
力
た

る
や
収
陀
前
駅
附
が
献
だ
け
で
は
な
く
、
加
齢

巾
・64t‘，ぇ-wu

号
、
ち
い
ぜ
ん
し
ん
し
注
'M〈

舎や'ふ

業
や
賢
日
仰
の
上
に
於
て
も
先
鎧
諮
問
を
恐
怖

崎
地
ヲ
め
い
に
a
ん
〈
h
p
d
r
，
、
R
Y
司
書

せ
し
め
、
ま
た
殻
明
そ
の
他

一
般
化
製
上
の

叡
総
艇
に
が
て
も
、
川
町
ザ
を
し
て
猷
器
削
ι
ら

情
い
ど
に
い
や
F
、
・
ら
ん
と

し
む
る
程
の

一
大
限
遂
を
遂
げ
つ

L
あ
る
の

てで
生1.A. ~う
じ~!Tr~'り
てのま*s如Eす
たき。
の鴬2
ぜくる

ら ペ
りき
ま限?
せ進k
うは
か如‘.
。何か

に
し

A
ゐ

pw
』

T
a
n
a
u
-
F
9
・
一
t
民
え
仰
の
‘
，
ぼ
h
r
・
9

相
引
の
時
い
年
間
昨
に
斡
多
の
偲
設
を
刷
出
よ
り
嬬

ぜ
am当
〈
ぬ

Ta，
‘"'o

軌
し
が
た
っ
た
の
で

b
り
ま
す
。
前
陸
相
荒

，
ち
ば
島
た
uv'
w
&
v
a
，
と
か
ん
es'ぞ
《

A7
g
a
R
'

木
良
夫
大
都
は
此
の
間
の
消
息
を
次
の
椋
に

航
。
て
伊
ら
れ
ま
す
。

「
mu
松
阪
は
対
き
た
蛇
い
m
m似
の
や
ろ
だ
、

附
測
で
も
似
…
釦
で
も
何
で
も
以
内
一
郎
似
し
て
し

民

Z
'
旬ぞ悼
む
ん
己
陣
a

，

ま
っ
た
。
と
れ
ば
日
本
結
晶
仰
が
、
自
由
に
し

3t

τ

少
之

て
蚊
い
か
ら
だ
。
一
つ
に
凝
り
閉
ま
ら
注
い

で
何
で
も

T
け
だ
れ
る
。
臨
し
M
叫
が
J

と
れ
を

ュ
，
a川

〈

匂

て

ん

に

ヲ

ゐ
・.，、
み
ん
さ
し
v
r
h
v

r本
化
す
る
、
と
の
酷
が
日
本
間
民
の
最
大

'

=

り

で

と

a-
c

怒
る
椋
で
あ
る
。
例
へ
ば
文
字
に
し
て
も
、

む
な
に
い
、，

m
品、，

hv

A

c

q

〈

巴

支
那
は
大
居
な
骨
折
で
漢
字
を
作
っ
た
。

日

ま
b
m
w
主
A
守
主
し
A
V
t
・
-
a
J
v
z
a
寸
〈

桝
は
そ
れ
を
一
寸
僻
川
し
て
、
仮
名
を
作
り

除、巴

q
ん
b
g
む
ん
・
占
ど
4
e

漢
字
を
迎
用
し
て
、
礎
化
の
道
具
と
し
た
o

b

u

-

u

z

h

r

h
h
a
・
3

‘‘

文
郷
は
文
字
に
凝
り
閉
ま
り
、
文
字
に
捕
は

ぷ
ん
f
b
叫

A
V
%
令
-
-
a
h
E
・

れ
て
し
な
っ
た
。
文
化
の
強
迫
し
た
る
今
日

守
危
険

s

'

U

に、.an

官
靴
を
打
つ
と
と
も
賊
づ
か
し
い
。
円
本
は

ね
ん
し
主
令
、
.

千
年
も
支
那
よ
り
進
ん
で
ゐ
た
と
と
に
な
る

‘
た
の
円
g
n
b
A
3
お
う
4
・
n
・
'
A

-
1
-
叉
、
明
治
維
新
後
は
ド
シ
/

¥
欧
米
文

;，

，
t
H
h
"
と
f
，
.
R
a
'
:
hM

似
を

W
K
し
、
山
川
つ
掛
か
ら
市
化
し
た
が
、

舗

を

巴

1

ん
こ
〈
ど
げ
-9A守主

出
叩
す
ま
で
ら
な
く
日
本
は
問
土
狭
小
に
し

て
ん
h
ん
し
げ
ん
き
ぽ
巳
ヲ
ん
じ
A
に
円
仇
〈

て
天
然
資
源
に
乏
し
く
、
日
本
人
の
偲
格
ま

令
お
ら
勿
う
4
hv
じ
ん
〈
&
す
こ
ぶ
h
V
A
Ch
〈

た
彼
等
散
米
人
に
比
ぺ
て
蹴
る
貧
弱
怠
る
も

こ

O
ん
じ
ゃ
〈
に
い
か
，
、
‘
・
0

の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
貧
弱
怠
る
惚
格
の
持

阻
む

b

T
ゐ

a
z
ゅ
う
必
33

と

.、t
s

h

-廷
が
、
資
源
に
志
し
き
狭
小
な
る
闘
土
の
よ

-8
山

P
"。
こ
ミ
〈
h
v
'
却
し
に
か

L

T

3

&

に
於
て
、
列
同
韻
脱
の
た
ど
山
市
で
斯
く
の
如

、8

・
e
z
d

，

げ

、

，

t

ロ

き
古
川
蹴
佐
官
現
し
得
る
た
め
に
は
、
何
か
そ

""。.M4
h
-
-
-
u
・
a
y
a
h
-
u

と
に
列
閣
に
無
い
服
術
の
精
が
な
け
れ
ば
な

令

包

や

ま

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
何
か
?
と
れ
と
そ
は
大

£
ピ

a
L
3
に
俗
ゐ
令
柿
L
ん

大
魂
で
あ
り
、
白
木
精
一
脚
で
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
あ
る
が
た
め
に
ザ
船
山
仲
間
附
似
が
都
似
さ
れ

ー一-34-ー

た
の
で
る
り
ま
す
。

第
=
節

白
木
精
神
と
は
何
か

御t器事+Eか
鋭ふ をロとと.A.
は以主よ EhZ然主
公fてり しら
明f表2天23t ぽ
正ぎ象Z主主今す 日区
大正さ日2と本2
のれ嗣宮、精Z
智もてのそ紳k
特l:.mゐ御Eれ と
をる穏tはは
、のた長t如"
御みでる くこ何もa

ZEEあ竺もた
はり麓午前fitる
仁えまの 代主も
223す創立のの

z
b

直

va'fhM

S
ゐ
念ゐ
帥

引
に
は
消
化
し
な
い
で
、
そ
の
他
丸
容
み
に

ひ

る

に

ゆ‘
，Uん

し
て
ゐ
る
人
が
あ
る
。
と
れ
は
岡
本
人
で
は

巴
事
、
=
，
、
跡
、
.
e
h
v
'
崎
づ
勺
み
紅
・
・

な
い
、
川
口
木
附
民
の
軌
諮
か
ら
舵
れ
た
人
建

三
宮
、
3
E
h
-
-
h
v
t
A
K

降
、
ゐ

だ
、
何
日
本
の
綜
り
を
忘
れ
た
人
々
だ
。
日
本

巴
ル
・
‘
，
a
-
じ
ゅ
う
レ
か
っ
主

ゐ

人
は
一
人
残
ら
4
1
自
・
聞
に
し
て
而
も
強
い
胃

hh，、
z

p
，adad-AV

ぽ

袋
C
所
有
者
で
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

高
閣
に

フ川

.、宮
、
だ
星
L
3
a
-
注
品
て
う
〈
怜
え
舎
た

禿
づ
る
叩
口
一
本
務
ィ
と
い
ふ
強
い
消
化
液
を
多

川
汎
に
繋
船
し
て
.
が
る
く
wm一
似
せ
し
む
る
だ
け

の
か
が
陀
和
総
と
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」ハ
「
全

日
本
間
民

K
告
ぐ
」
〉

ユ室、ぜハbAUT'wの-一
ζ

・

4

5

へ

ん

A
E本
航
榊
品
酬
は
頑
筑
開
削
で
も
な
く
、
偏

川
肉
料
以
で
も
た
く
、
「
出
向
叫
に
し
て
船
い
」
の

じ

ゅ

う

例

主

で
あ
h
ま
す
。
「
自
由
に
し
て
弧
い
」
か
ら
如

ヤ

ヘ

円

ぜ

ん

う

い

何
な
る
も
の
で
も
平
然
と
し
て
受
け
入
れ
、

h'
・LV，・
u
，
e
s
J
a
句
、
h
v
‘
.

敢
然
と
し
て
消
化
し
去
る
の
で
あ
り
ま
す
。

U
噛
膚

a

，

，

a

「
向
山
に
し
て
強
い
」
も
の
で
た
け
れ
ば
、

、し，，.，
p
，
、
伊
l
E

lV
9
L
は
い
γ
%
ほ
か

億
Mm
邪
到
に
税
制
し
、
嫉
閥
排
他
の
外
な
す

い
民
づ
え
い
、
‘，LPえad

と
と
も
た
く
、
従
ら
に
州
開
設
不
良
と
な
っ
℃

艇
か
れ
を
桁
好
せ
し
む
る
と
と
に
な
る
の
で
あ

Sい4HV

巳
喧
'
h
p
H
7
し
ん
じ

り
ま
す
が
、

撃

に

し
て
日
本
新
榊
は
「
自

一一 35-、



-

a

e

L

，

‘

ゐ

山
M
l
古川判
い
」
誕
貨
を
持
っ
て
居
た
の
で

ι

-

6

9

a

，

A

‘

μ

ん

げ・

5
巴
悔
ラ
ぶ
S
h
w

m臥
附
ゅ
は
も
と
よ

p
、
文
間
関
美
術
武
器
武

"
-
d

v

a

n

た

孟

〈

ヘ

hv
ザ
ん

術
ほ
.4H
る
な
で
、
他
凶
の
も
の
を
平
然
と
し

"・&S
か
ん
ぜ
ん

や

-Af、hH

S

℃
机
γ
ι
h
f

し
、
敢
然
と
し
て
泊
化
し
去
っ
て
、

r

'

凶

F
e
肺

え
肺
令
う

n
u
m内
の
容
器
と
た
し
凍
た
っ
た
の
で
あ

hν

を
す
。

・

第
四
範

日
本
精
紳
と
武
準
教
育

h

v

ん

応

、

み

C
企
E
S
a
h
-
w
，
、

企
斯
く
し
て
今
日
見
る
が
如
き
日
本
の
国

際
川
町
ザ
肘
が
お
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

M
H
料
鰍
鰍
を
し
て
総

ν減
税
V
L
般
的
押
せ
し
む

る
も
の
は
一
蹴
縦
約
げ
仰
山
で
あ
り
ま
し
て
、

-
b
し
ν
3
-
-
z
企
官
&
む
れ
v
h
ゐ
‘
。
‘
‘
.
0
e
ん

武
士
道
、
大
和
魂
の
名
を
以
て
、
或
は
草

川
総
献
の
れ
咽
を
以
て
し
て
、
uA恥制的
m
H
h
り
社

一
本
に
部
る
ま
で
都
知
隙
の
た
め
に
駅
併
を
駅

げ
て
紛
駁
す
る
m
M
m
m此
献
の
総
械
を
山
泌
総
な

惨
事
げ
5
M
m

く
翠
擁
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
の
男
侠
武

阪
の
総
鰍
を
紛
附
す
る
に
賊
ゲ
て
総
μ
も
が
M
U

6
.・
ι
v
，
、
し
ゅ
M
M
E
U
砂
町
b
‘
，
出
V
ふ

っ
た
も
の
は
、
古
来
の
各
額
武
術
の
修
業
で

-L
・

べ
き
で
あ
ら
う
と
忠
ひ
ま
す
。

第

-・・園田園.

=歪色

耳主

あ
り
ま
し
た
o

s
い
君
ゐ
f
s
h
v
h
'
ぺ
V
U
今
b
U
A
a
n
n

r
E
，

A
最
近
数
十
字
欧
米
物
質
文
明
の
撚
務
に

ζ

ら
拘

S
YB

--tF-P

ゐ

よ
っ
て
古
来
の
武
道
が
や
L
沈
滞
化
し
て
居

&

に

τι
司‘
・3
・e
a

た
か
に
比
え
ま
し
た
が
、
日
本
の
京
国
に
於

%

ゐ

む

血

v

t

e

-

A

ず

か

い

け
る
地
位
の
自
党
、
さ
ら
に
弛
ん
で
は
伏
界

対
切
に
が
す
る
封
切
吟
の
彬
払
に
よ
っ
て
、
減

む
ち
a
、
4
い
む
ん
r
b

-e
ふ
た
・
・
巴
ほ
ゐ
@
い
し
ん

時
欧
米
心
酔
よ
り
究
め
て
蒋
び
日
本
精
榊
が

今

う

で

う

企

ゐ

3

U
5
・
?
、
二

5

宰

げ

高
部
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
武
道
復
興
が
叫
ば

-

e

L

~

ゅ

れ
る
や
う
に
た
っ
て
楽
ま
し
た
の
は
民
に
腕

え

ん

こ

ん

ぽ

ん

令

uvbん

以
あ
る
と
と
で
あ
り
ま
し
て
、
根
本
の
紺
榊

た

ん

"

"

'

句

円

か

ぶ

μ
事
ι
，
MU
ふ

ふ

か
け
a
p

鍛
練
に
如
何
に
武
道
修
設
が
不
可
般
の
も
の

し
の

た
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
軍
節

国
民
修
養
諮
と
し
て
の

武
遁
復
興

ふ

〈

・

・

3

に

ら

ふ

〈

二

A
復
興
は
単
な
る
復
古
で
は
あ
り
ま
せ
ん

対
似
中
川
知
衡
の
椋
如
怖
の
街
僚
は
都
知
燃
が
服

切
で
は
た
く
、
鰍
批
判
潟
が
倣
叫
が
あ
り
ま
し

ふ
〈
c
s
aマ
ね

i
w
'
M
-
A
，
号
、
‘

.ο
む
ん
え
い
や
A
J
官
。

た
。
復
興
は
常
に
新
附
世
議
或
は
新
得
誌
を
蛾

駄
し
て
よ
り
お
き
く
獄
破
す
る
と
と
で
た
け

日
本
武
道
と
し
て
の
空
手
道

第
六
節

日
本
武
遁
の
地
方
的
形
態

-gaabAHし
'M
こ
，
ぷ
μ
亙
'

h

F

s

r

'

'

v

・

&

av近
来
新
興
武
道
と
し
て
の
空
手
綱
渡
の

・
旬
、
，
h
'
つ
じ
つ
め
ず

進
出
は
貨
に
筒
先
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

f
A
n
b
司

》

E

が
、
や
L
と
も
す
れ
ば
跨
」
ん
に
失
す
る
山
氏
粧

の
幻
慨
に
あ
や
ま
ら
れ
て
、
そ
の
知
的
耐
に
蹴

ゆ罵MP
穴
3

に

A
し
・
6
h
p
喰

‘同
九
'
"
'
'
‘
、

す
る
正
賞
の
認
融
を
紙
〈
按
色
が
佐
i
R

に
し

て
あ
る
樹
に

rrけ
ま
す
の
は
、
政
k
m
唱
蹴

‘ZL
T
 

た
と
と
L
巾
・
さ
な
け
れ
ば
怒
り
ま
せ
ん
。

的
処
ヂ
税
制
は
郎
軌
「
船
出
刑
制
山
内
服
ヂ
」
と

e

'

L

V

い

，

.

，

er，

し
て
紹
介
せ
ら
れ
た
が
た
め
に
、

「
配
球
」

位
柿
巳
ん
ι
，
.
，
‘
e
f
h
r
‘

B

F

に
到
す
る
認
融
不
足
と
、
「
庇
」
の
字
か
ら
受

け
る
航
じ
と
で
、
N
M
か
も

r
M罰仙の
川町内
怖
で

あ
る
か
の
対
き
府
燃
を
向
付
つ
必
が
、
伝
的
で

た

令
3

も
多
少
あ
る
ゃ
う
で
あ
h
y
ま
す
が
、
航
る
加
帆

&
F
M
p
b-u

h

r

nゅ‘，

h
r
，
、
し
し
《
ヒ

解
は
越
か
ら
や
解
消
す
る
も
の
と
総
億
総
し

し
か
れ
伊
・

ご
か
い

L・
内
守
a
'
Z
E
-
-
‘
P

ま
す
。
然
し
斯
る
誤
解
の
解
前
は
一
山
町
も
v
m

肉付。

き
と
と
が
箆
愛
し
い
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、

ど

か

い

a

・

去

し

t

で

a

司

令

Z

そ
の
誤
解
の
法
た
る
諸
駄
に
就
い
て
、
訟
に

時

-

M

-

珍
事
・
i

・39
t
地

ph
，t
E

会
話
し
す
る
と
と
は
此
隊
最
l
b
ぶ
一嬰
な
と
と

haa-

-忌

M

-

v

o

--3

で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
先
づ
紘
一
に
「
配

金
E

佐

V

E
A
-
与

e
n
p
、

球
」
に
劃
す
る
認
識
を
瓦
磁
K
す
る
と
と
が

な

に

舟

'
ha

争
'"“

何
よ
り
も
念
務
だ
と
考
べ
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
阪
か
ら
公
慌
し
縦
し
ま
す
。

h
F，
a
'
u
a附

'a7

b

F

L
id
-P

A
蹴
球
人
は
決
し
て
異
人
組
で
は
な
く
、

U

，

、

，

A

h

』

a

ゐ

U

A

W

E

E

、

p

lu

純
然
た
る
日
本
人
で
る
り
ま
す
。
同
じ
充
恥

~~ l'ヒはにれ
と'れた於匁ば
もぼくけな
にと 、るり
、そ新上復号 ま
窮2日巴嬰J古こせ
ま本2払:t誕;ん
りのを動fo
rl. 閲?婚3は串3
〈 続々 取与常γ・5
殻iはしにに
民1前Jl.¥:l'と rK，~ し
し見ぬn瓦i・1'l. て
ての《興iる円に
来'如fで復す本Z
?とくあ奮;陸2
の天AQで!J!'"

すて で
偏2の A あ
見1武尽かり
嫉と道fるま
践し復すがす
の興;故2。
Z昔~~ Iまに
盆f一日巴
かう流!本ヱ
らー精ま
Hih汲勺可tk
護2のの
しっ復ふ鍛2
7ヒ哲i鯨2
もを場Z
の闘のとー
で指手し

一-116 -一

あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

‘
x，
‘
@
へ
い
b

a

砂

〈
S

し
ん
"
H
a
ゐ
.
‘

束
誌
の
平
和
を
純
保
す
べ
き
新
日
本
、
世

h
t
u
v
u
n
ん
a
n
v

L

T

a

，

主

}

位

，

、

に

依

ん

界
文
明
を
持
母
ナ
ペ
雪
印
肉
凶
日
本
と
し
て
の

ゐ

記
い
・
ν
A
位
、
ん
ぜ
い
し
ん

先
ん“叫ん

伶
大
な
る
新
日
本
利
一
糾
を
鍛
鯨
せ
ん
が
た
め

で

S

5

h

F

畠

い

う

ι

5

L

aw
え
a'

モ

し

ん

に
、
出
来
得
る
限
り
優
秀
た
る
新
製
索
、
新

配
討
を
緋
比
し
て
M
m
例
制

kmmし、
和町滋

b
s
t
h
v
'
e
A
J
 

せ
し
む
る
窓
鉱
と
大
理
想
が
な
け
れ
ば
た
P

--z、
.
"
で
-
eb
う
角
多
ど
a，

ba内
包
定
ん

ま
せ
ん
。

間
民
的
修
養
道
と
し
て
の
新
臼
・
本

"が

PE卸
価

肺

e

V

3

巴勾

b

4

U

武
道
大
成
の
た
め
に
、
吾
人
は
飽
ま
で
「
自

h

m

S

9

主

己

、

ん

・

肺

ι

A

包
・7
S

向
に
し
て
強
い
」
日
本
純
一
柳
を
殻
抑
し
て
、
"

か
〈
L
.
，
.
6
9
g
'
M
m
士
、
S
J
'有
3

・3
u
・
9
、
，
と

各
開
制
武
術
の
綜
ム
門
的
研
究
と
溌
越
を
企
凶
す

み
ん

。

，

、

島

ゆ

リ

a

，

ほ

血

円

民
族
の
血
を
わ
け
た
応
動
で
る
り
ま
す
。
と

色。3
'・

ana，.eEゆ
A
喧
ふ
e
2
・
‘

の
と
と
が
明
か
に
た
れ
ば
筑
球
緋
訟
は
卸
V

R

ほ
A
，
ん
ぽ
-a

・

'
e
'民

μ
3

・
'
M
‘
a
p
s
、
=

日
本
指
訟
で
あ
り
琉
球
武
道
は
飢
U
D
V
木
武

r

'

b

は

'τ
げ
い
匂

J

e

・'
b

組
の
地
方
的
概
胞
で
あ
る
と
と
が
位
mm
さ
れ

て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

山
抑
制
必
は
巧
蹴
臥
肢
の
一
山
仰
が
蹴
川
町
に
針

ω

。

・

・

Z

H

r

家
し
て
居
た
に
過
ぎ
た
い
の
で
、
そ
の
ルル自然

即
時
に
も
紙
管
は
制
し
て

r料
開
館
と
し
て

じ
、
ん
倍
、
い
し
ん
U
a
n
-
-
-
R
《
b
μ
'
s

h
u

の
臼
本
精
…脚
l
l仁
艶
、
紙
智
、
武
怖
の
民

ぞ
〈
曾
い
ι
A

'
L

b

族
紛
榊
ー
ー
を
失
ヴ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

，
.
i
，

S

H

』

ヲ

ん

f

、

t

&

b

b

;

ル。

蹴
球
は
日
本
ヴ
ヱ
よ
り
も
古
く
か
ら
舵

U
ム
・
3
E
h
-
-
7
2
a
v
勺

a

v

-

-

-

え

-

u

E

R

V

披
衡
が
護
法
し
、
精
鋭
な
る
時
術
時
比
&

制
し
て
印
刷
り
ま
L
た
が
、
恥
一
端
に
し
て
そ
の

anph
MW
ら

S
2
住

Z、

z
v

九
分
た
る
臨
般
紙
の
た
め
に
背
山
怖
を
す
っ
か

り
取
り
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
総
L
M
M
ら
い
く
ら
齢
制
単
純
μ
八
で
も
、

r

-

a

偽

h
"
。
，
t.

“
.
，
，
，
ニ
K
3

部
は
と
り
る
げ
得
た
が
烈
k

た
る
武
侠
f

魂
:

そ
の
も
の
ま
で
も
彫
り
あ
げ
る
と
と
は
町
mr

ま
せ
ん
で
し
た
。
郎
相
川
々
は
仰
向
ヤ
配
的
帥
は
い
r

…

巴

官

A
・
6
t
-
g
及

、‘
い

u

n

'
・
Mhs
u》

宮
内

く
と
も
、
円
本
民
族
本
来
の
武
侠
魂
4

が
内

ーー-87-
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ま
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B
E
E
J

巳円

区、
b
s
e
いか，、

政
時
に
討
す
る
留
識
を
正
般
に
す
る
た
め

に、

約
バ
鉱
山
州
戦
影
山
の
「
船
側
，
M
は

r税

l

t
b
u
p
，
 

殿
燃
で
あ
る
」
と
臨
す
る
一
対
を
次
臨
に
誠

b

a

 

み
上
げ
て
見
ま
せ
う
。

第
士
節

琉
球
人
は
日
本
民
族
な
り

-問主，s，.，櫓'ca舟崎

v
a
-
ゐ
巴
ん
し
ゅ

ふ

『
即
就
琉
球
人
が
劃
仇
し
て
異
人
種
で
は

た
く

r材
隊
阪
の
烈
赫
併
で
あ
る
と
配
ふ
.取

は
、
れ
牝
抗
献
の
駅
都
滋
が
杭
ま
で
に
お
阪
に

一

B

部
臥
し
て
ゐ
る
朕
ザ
あ
り
ま
す
の
で
、
A
引

E

f
h
ヒ

ち

ゐ

に

ひ

7
i

高
批
ら
し
く
論
じ
立
て
る
必
要
は
な
い
と
も

旨‘

胸
、

食
、
-
S
A
h
v
'

E
ひ
ま
す
が
、
念
の
岱
め
御
参
考
ま
で

に
沿

っ
て
渡
船
し
た
イ
ン
ド
、
不
ジ
ア
シ
が
あ
り
ま

九
、
.. 
2
う

@

に

合

し
て
、
か
れ
ら
は
九
州
地
方
ま
で
延
び
、
世

u

e

v

y

&

u

z

h

 

時
「
熊
襲
」
と
一宮
ば
れ
て
ゐ
た
ア
イ
ヌ
人
を

勧

・

3

・

・hr，主
，、抱

遺
ひ
、
と
の
地
方
に
勢
力
を
張
っ
て
ゐ
た
さ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
孫
自
部
駅
、
民
ま
で
「
即
時
μ
八」

と
一
試
は
れ
て
ゐ
た
の
が
と
の
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア

ぴ
.
・
乞
ん
ι
a
n
E
医

ahC
ゐ

-aA
g
b

ン
系
の
人
種
で
、

日
本
人
の
桜
鼻
持
は
と
の

献
が
烈
の

M
鶴
が
裟
し
た
配
叡
で
あ
る
さ
う

なん由
3
砂
4
V

で
す
。
と
の
南
方
系
の

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
は

し
2
h
た
堂
内
・
a
，
，
E
n
a
7
ξ
a
'
'
h
z

九
州
に
渡
る
前
に
琉
球
列
島
に
も
立
ち
寄
っ

b-LV〈
怖
"
。
ぇ
-
e
勿

eh怯え時リ
んじん

た
の
で
、
と
の
種
族
の
血
液
は
沖
縄
牒
入
。

出
澱
の
町
内
に
も
政
針
路
っ
て
ゐ
る
鰐
で
あ
h
y

ま
す
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
官
っ
て
、
開
問
必

が
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
ン
の
子
械
だ
と
設
へ
な
い

z

h

a

ao
p
I
，
う

と
と
は
、
前
の
ア
イ
ヌ

の
場
合
と
同
様
で
あ

K
Z
ん
巴
ん
ぜ
ん
え
肺
昭
島
ひ
な
ん
ら

号

り
ま
し
て
、
日
本
人
会
阻
の
場
合
と
何
等
共

，、hνんWHY--&

の
闘
係
は
異
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

しゅ，
z

s
a
F
い
ん
ど
心
会
争
〈
ち

と
の
こ
積
族
の
外
に
印
度
支
那
族
の
血
が

巴
£
A
U
a
岬
凶
"
。
え
今
ち
，
こ
ん
祈
・副

日
本
人
の
血
液
中
に
は
混
合
し
て
ゐ
ま
し
て

にhvι
怠

鎗

LV
・
A
.，、

2
・・・
・3

se

古
代
文
部
に
於
て
漢
族
が
勃
興
し
た
時
に
、

B
E

-

-忌

向

す

-

組
し
て
置
き
ま
せ
ぅ
。
そ
の
前
に
少
し
ば
か
--

p
、
山
口
科
目
胤
艇
と
い
ふ
も
の
が
、
ど
ん
た
払

LV

E

内

J

H

S

L

Z

艇
か
ら
山
腐
っ
て
ゐ
る
か
に
就
い
て
諾
し
て
能

ひ
う
え
a

，

〈
必
裂
が
る

p
ま
す
。

μ
川仰向
町
駅
叫
仰
や
抑制
ι口
駅
私
邸
の

mm加
し
も
山
防

隠

地Z

んみ
ら。
.
食
ん
L
.
‘
守〈

に
よ
り
念
す
と
、
日
本
民
族
は
単
一
の
麗
族

で、，

‘"が

の
み
か
ら
山
川
来
上
っ
て
ゐ
る
も
の
で
な
く
て

-パ'ユ

昆
九U
ん

a司
令

ιん

「
山
川
有
配
本
人
」
を
中
心
と
し
て
そ
れ
に
い

同

wu-
ゆけavah偽
・
ζ
'"‘，e

〈
つ
か
の
ん
棋
の
庇
液
が
混
合
さ
れ
て
ゐ
る

=

t

u

c
ame-

と
の
却
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
無
人
ぬ
で
あ

aeb包い
し
a

h

w

v

h

S

げ

必

っ
た
断
水
に
品
初
に
渡
っ
て
来
た
の
が
、
現

}

'

e

L

ヲ

』

守

ず

日品川

U
W訟
の
一
慨
に
抽
出
ひ
と
め
ら
れ
て
儲
か

e
'
s
'
w
UA
ζ

う

柿

う

巴

ん

故
前
向
の
人
口
し
か
有
し
て
ゐ
た
い
ア
イ
ヌ
人

で
あ
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
刈
は
日
出
川
践
の
一

し
乞
u
r
-
-

で
あ
り
ま
し
て
、
い
っ
と
も
知
れ
ぬ
太
古
に

翫
ア
ジ
ア
か
ら
弼
縦
し
て
シ
ベ
リ
ア
の
却
N
A
u

t
・

-

z

'

E

，

‘

t

u

'Magん

附
加
に
川
山
り
結
き
、
駅
ー
か
ら
三
四
千
年
前
に
一

柊

t-ntLV・
-
7
‘
，
，
た
に
胞
団
ん
広
い

習
は
附
削
配
瓶
附
帆
一
を
渡
っ
て
日
本
陀
入
り
、

一

-
w
t
'
F
W
A
Y
P
，
S
ヘ
殴
ん
し
う
ぜ
ん
と
9
ゐ

献
は
緋
附
m
湘
艇
を
経
て
木
州
全
土
に
蹟
が

p

a
m
p
・
h
P
5
・
?
9
・6

骨

企

」

市
川
帖
九
州
の
醸
成
に
ま
で
延
び
、
ま
た
謡
〈

etU5av--九

σ--a'f
〈
レ

だ
v

e
んば
B
hvん

先
住
民
で
あ
っ
た
荷
族
は
次
第
に
南
方
の
印

即
日
比
野
別
問
へ
脈
拍
官
、
さ
れ
、
そ
の

一
ず
が
鉱

s

ba'Uや句。，、

昨
に
よ
っ
て
九
州
花
上
陸
し
た
ら
し
く
、
か

れ
ら
の
ず
に
よ
っ
て
械
の
総
燃
は

r税
L
航

注

さ
れ
た
さ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
落
ち
と

や

は

-

n

g

h

‘

1

ι

ぽ
れ
が
矢
眠
り
沖
縄
に
も
あ
る
か
も
知
れ
ま

ぜ
ん
。レh
p

b

h

，

‘，、
凶
B
J

巳
2
ゐ
a
A

A
仰向
し
と
れ
ら
の
種
族
は
決
し
て
日
本
民

総
の
按
械
を
な
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

広隆んzmAL，，、しゅ%い

日
本
民
族
の
主
慢
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
は
、

=
ぜ
い
防
庁

し
骨
h
n
e
レ

-a

F

Z

&

古
代
に
舵
て
支
那
の
歴
史
に

「
東
胡
」
と
呼

にい
λ

んa，，
、
.
5
'bs

ば
れ
て
ゐ
た
大
民
族
で
、

満
洲
や
シ
ペ
リ
ヤ

守ん8
&

Sに
ζ
な
い
し

に
ド
門
附
加
し
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
し
て
叉
古
代
文

包

た

翁

日

や

込

A
曲

a
e

那
を
絶
え
占
y
品
行
か
し
て
ゐ
た
「
旬
奴
」
と
同

じ
航
船
の
も
の
だ
と
す
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
と

し除
。〈

巳
ほ
ん
と

ら
h

v

げ

巴
噌ん

の
腕
一一放
の
日
本
に
渡
来
し
た
の
が
「
即
日
本

むん
急
た

ヰいa'巳

句ZA
Uゐ

が
・・
・司令hv

人
」
叉
は
「
問
有
H
本
人
」
と
穆
術
名
を
つ

け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
か
れ
ら
の
一
部
は
ア
イ

ヌ
と
脈
問
じ

W
Wに
T
Vり
附
的
配
制
を
綜

っ
て

r料
に
いん
り
、
ザ
の
一

献
は
V
税
綜
を

税
引
為
政
や
別
総
ま
で
も
伊
僻
し
た
燃
腕
が

-
n
・
6
b
h
v怠
mvhs，な£にら汁ん

あ
り
ま
す
。
開
明
治
三
十
七
年
夏
、
沖
縄
探
険

-
e
。
b
。
，
f
'温
tしな酔dpゐヤんSA可〈寸々

に
来
ら
れ
た
お
腔
能
擁
州
博
士
は
ム中
頭
郡
中
披

-e，，‘，
f

，
，
，
，
.
，
h
r
u
F
4
F
v
e
，
M
V
3
d
?
"
、
ん

和
制
約
動
車
の
般
a紅
，
の
此
塚
か
ら
ア
イ
ヌ
文

山
仰
に
配
す
る

r
r、
ね
炉
、
税
制
窓
際
都
し

ゐ
ま
す
。
山
川
継
の
断
的
仙の
日
刊
に
も
ア
イ
ヌ
…市

は

a'

や
し

F

-eう
に
'

で
解
い
た
方
が
よ
い
様
た
の
が
相
槌
あ
り
ま

ヒ

-

'

u

z

s

ん
Aav〈

す
o
例
へ
ば
金
賞
な
ど
も
ア
イ
ヌ
時
の
山
脈

--e--

句

"

“

の
と
と
で
、
地
蹴
友
"
と
か
ら
推
し
て
名
づ
け

-一

色
許
認
u

ぷ
r

た
も
の
だ
と
宏
っ
て
ゐ
ま
す
。
叉
弔
深
い
の

す

3
t
・
g
・
‘
S
A
M

e‘‘，.w

も
ア
イ
ヌ
の
ω仙
波
が
混
っ
て
居
る
跨
披
だ
と

官
ふ
駅
執
も
ゐ
ま
す
。

L

h

r

b

s

g
w崎

?

然
し
ア
イ
ヌ
が
沖
縄
に
位
ん
で
ゐ
た
か
ら

と
て
蹴
抵
の
別
総
バ
が
山
似
て
ア
イ
ヌ
の
ヂ
蹴

で
あ
る
と
は
官
へ
な
い
と
と
は
山
口
村
山
川
斜
配

の
伊
釣
と
附
加
別
で
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ヌ
刈
は

舟
、
昨
新

r校
以
が
山
間
継
に
齢
る
献
に
山
悼
ん
、

b

wva、レ
'
す
e
a
a
--A
U
A
J
a
・
~
・
〈
い
サ

で
后
た
U

九
盤
、
郎
ぢ
先
住
民
族
と
云
ふ
に
過

ー- 38-一ー

ぎ
ま
ま
せ
ん
。

企
ア
イ
ヌ
の
似
に
蹴
山
市
対
峨
か
ら
隊
側

k
p

h
"
民
団
F
d-‘

.
，a'しんしa，、
みん
ぜ
い

渡
っ
て
出
誌
を
中
心
に
研
民
し
、
第
三
に
は

‘
吟
と
勧
〈
て
'
e
、
ん
叫
ん
か
s
-
v
L
2
FMPWS

最
も
遮
れ
て
、
朝
鮮
半
ぬ
か
ら
封
白
梅
峡
を

"
に
し
3
U
や
A，
均
〈
h
v
'
d
m
b
ほ
e
-
m
う
し
ん

渡
っ
て
九
州
に
上
陸
し
、
日
向
地
方
を
中
心

に
獄
刊

AVm取
っ
た
ら
し
く
、
と
の
配
管
に
配

ら
凶
F
H
ゆ
も
ゆ
ゐ
で
A
e
A。〈

来
し
た
の
が
所
商
「
天
孫
族
」
で
あ
ら
う
と

い

な

か

τんそん
-c

宏
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
中
で
も
と
の
「
天
孫
族
」

が
総
い
も
依
獄
た
同
州
知
と
蹴
対
を
和
し
て
ゐ
ま

u
F
h
v恥
F

e

z

-m骨泊三
m
a-
-sA

し
て
、
そ
の
一
部
が
別
れ
て
渇
く
南
の
奄
美

、
幸
信
乏
し
傘晶
、
‘
。
μ

0

・フ92'じ
ん
し
・

沖
縄
の
島
k

に
渡
っ
た
の
が
、
疏
球
人
の
主

位

uv

-
t.、
需
品
‘

A

慢
で
そ
し
て
叉
組
先
で
あ
り
ま
す
。

n

p

h

r

喝

の

い

宮

ぬ

ん

と
れ
に
就
い
て
は
待
て
(
明
治
二
十
七
年
〉

‘.，z

s

s

じ

ゅ
zr、

za，。am

h'
s
う
ゆ
-n

仲
紘
vh
来
て
、
部
k

の
方
町
か
ら
琉
球
を
研

'

'

レ

m

-

f

a

V

5

究
し
た
チ
ャ
ン
バ
レ
ン
氏
は
次
の
搬
に

L
F
‘
‘
ニ
3
'
w
じん

D
，
.
曹
'
U
ん
そ
惨
ん

「
線
等
ハ
貯
水
人
と
琉
球
人
〉
の
臨
先
は
、

住

P
9
ザ
'
h
r
B
=
んザんも

='

・

蜘
げ
て
非
同
の
峡
冗
地
に
位
し
た
り
し
が
、
紀

一
川
似
三
山
山
町
の
郎
別
対
mw鮒
芝
川
町
子
炉
問
貼
を
仰
い

h

v

L

2

bavs《
4

を
の
だ
い
ぶ
位
H
V
・
A

・

過
し
て
九
州
に
上
陸
し
、
北
大
部
険
は
道
を

》

E
浪
，、

e

，

伶

ん

じ

う

み
ん
令
?"，、

東
北
に
取
り
、
行
く
/
¥
先
住
民
を
征
服
し

て
だ
い
判
断
坊
に
点
的
す
る
に
お
れ

p
。
お
献

に
一
市
対
k
m
m総
じ
っ
L
あ
り
し
村
献
が
れ
の
治

ー-39-ー
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官官似た品i
m争於ま設Zらに

い
て
あ
り
ま
す
。

企
と
の
野
料
一
r州
内
μ
川
の
献
刊
か
mv蹴
の
と
と

を
、
鉱
山
胸
間
三
仙
川
断
ど
は
叡
官
邸
駅
μ
お

ら

訟

の

uv
明
し
て
ゐ
ま
す
。

va局、・

E

L

で

3

「μ
請
で
は
他
の
も
の
が
知
る
と
と
の
山
来

む

咽

v
e

な
い
も
の
を
知
る
と
と
が
出
来
る
の
で
す
が

=
れ
て
考
会
っ

と

お

き

コ

芯

じん

之
を
趨
切
な
ら
し
む
る
詩
め
に
、
沖
縄
人
は

ど

こ

@

肺

司

い

れ

た

ι

何
融
か
ら
来
た
か
と
去
ふ
と
と
に
付
て
、
私

か
んが

@

Mτ
h

ha・

の
考
へ
を
述
べ
る
と
と
に
致
し
ま
せ
ろ
。
沖

なま
CA

Zこ

と
ら
い

縄
人
が
何
底
よ
り
渡
来
し
た
の
で
あ
る
か
に

つ

九
き

ゐ

重

たと
A
も
き

就
い
て
は
、
僚
出
%
に
も
な
く
、
叉
何
等
の
記

ろ

〈

M

O

A

ご

忽令
書
、
8
h・2

鍛
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
す
路
上
か
ら
沖
縄

ぞ
を
ん

し

，

.

い

こ

と

.

，

め

い

の
組
先
が
九
州
か
ら
来
た
と
云
ふ
事
を
詑
明

U
E

司

巳

い

句

-A'uF
〈
の
悼

す
る
こ
三
の
事
疫
が
あ
る
。
第
一
方
角
の
名

AV・5

b

a

，

君

、

世ら

稿
に
よ
り
て
九
州
か
ら
来
事
凡
と
と
が
明
か
に

キ人Z主主?
ののが
中~ jji立ぞな
に先主〈
住'はと
ん阿にも
で本2、
ゐ人工榊k
?との話"
とそが
とれた
がとく
殻:同3と
旬l~ じも
さ〈
れ、河sf
~シ組主

す
。
」
む
か
ら
今
主
巴
、
，
ぅ
“
F
'
e
s
ん
し
ゅ
ら
や
5

と
力
強
く
日
琉
同
組
論
を
危
張
さ
れ
て
ゐ

宅

峰

崎

ζ
ae‘a

-「

v

'

'
'
'
E

ま
す
が
備
言
葉
を
制
け
て
、
琉
球
吋
叫
川
に
就
い

p

a

E

z

t

f
f

，

 

て
、
失
問
限
り
む
が
刊
口
桝
の
一
ず
ま
に
結
ぎ
な

い
鮒
中
野
と
し
て
お
の
山
仰
に
配
っ
て
ゐ
ま
す
。

み
磁
の
計
P
M
h
に
は
付
附
で
は
、
阪
に
貯

苫

Zaea

品

V
U
怖
は
拘
ゐ
，ん

し
a
'

慨
に
な
っ
た
官
謀
、
仰
ち
七
百
年
前
に
使
加

。
.
a
&
・
・
企
鴎
巴
肺
舵
ん
-
A
，、

，

し
た
大
和
言
撃
が
大
分
合
ん
で
ゐ
る
の
に
筑

づ

勿

@

匁

は

ご

応

急

す

付
い
た
。
た
ど
沖
縄
諾
が
あ
ま
り
託
り
過
ぎ

え
0
・
，
Z
A
V
と
書
官
肺訴んこ令
な
=
-
e
位

た
需
に
、
一
寸
聞
い
て
は
大
分
臭
っ
た
首
諜

S
-』

偏

va
炉

、

.e

の
や
う
に
聞
ゆ
る
と
と
が
分
っ
た
。
・
:
:
・
沖

章

1

2

・

怠

a

・

ぃ

・

細
藷
が
若
し
祇
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
今
よ

"

伊

旭

A

・

り
そ
ツ
ト
よ
く
分
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。

hn山
F

翁

今

傘

'

z

-

yurbpb

:
:
・
例
を
あ
げ
て
い
へ
ば
沖
総
括
で
長
持
の

h78
a
忍
・

0

.，.vク
シ

と
と
を

Z
と
巾
し
を
す
が
、
笥
、
ま
瓢
縦

・7

ナ

ペ

タ

t

げ
ん

--anな肺

笥
、
凡
て

E
と
な
る
の
で
あ
る
。
現
今
内

、

E

A

v

r

地
語
で
は
そ
れ
を
使
っ
て
ゐ
た
い
け
れ
ど
も

〈山町
W
M
M

的
山
山
総
肱
川
を
耐
九
鉛
し
て

ひ慎む

ほL

e

t

・

み
れ
ば
、
来
を
ア
ガ
リ
聞
を
イ
リ
と
申
し
て

を

に

Mpz，
輔
、
・
5
ゐ

居
る
が
、
太
陽
の
出
る
所
を
ア
ガ
リ
と
云
ひ

乞
い
2
5
U
い
止
二
ろ
U
Y

ち

an

太
陽
の
入
る
所
を
イ
リ
と
一
五
ふ
の
は
論
中
る

'
た
と
と

ま
で
も
な
い
が
、
北
の
事
を
「
ユ
シ
」
と
い

企

R

'

z

a

E

‘，
ロ

ζe

ふ
の
は
妙
な
と
と
で
あ
る
。
何
故
に
北
の
都

-
Z
A寸

-z
令

を
「
Z

シ
」
と
い
ふ
の
か
、
前
に
も
申
し
た

船
h
y
「
-
一
シ
」
は
イ
ユ
シ
(
町
一
ざ
と
い
ふ

ゐ
み

と
“

お

'

含

必

ひ

a

意
味
で
あ
る
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
沖
縄
の
人

命伝

入なみ

むか

す
、
.
8

が
北
か
ら
市
に
向
っ
て
巡
ん
で
来
た
と
と
が

ゐ
曹
ら
わ
か

明
か
に
分
り
ま
す
こ

@

申

、

.

ash--みじんa.
‘.且C

みん・〈

と
越
ぺ
た
後
、
沖
縄
人
が
大
和
民
族
で
る

セ柄

、，
z

、

，

--EH・

・48

る
と
い
ふ
第
二
の
設
蛾
と
し
て
沖
縄
慌
で
披

.、a

，

vA4
・v

a-
-
竃
司
令
h
v

の
都
を
さ
す
伺
z
a
ぎ
を
都
げ
て
説
明
し
て

わ
か
る
。

のは匂-Tが「ゐ
と勿H脅し大:此=ま
と論E料2利とのす
詮敬ごと民2m 。
2 語Jた 族TE 
1':"でるで~

村Eあもあー
主ぎるのると
の。でとい
と朝tあいふ
と鮮ぜるふ言E
をの吋?と業a

き主:ささ l宅
r 冒首‘ .，;.' 世f
5.で話燈1沖Z
ハはのす縄2
宿?村212 る人E

ふ
a・

内酔

、-
gi
'HAVhpA

古
く
は
依
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
御
飯
茶
碗

』

R

，
&
・・2

・
マ
カ
イ
i
・

の
と
と
在
沖
総
括
で
g
u
F
7
と
ま
ふ
が
、
そ

-Y拘
d

，

e

a

，

vua・鴨川
Mvt
p

れ
は
E
P
F
岡
山
の
託
っ
た
の
で
、
飯
氏
物
語

の
中
に
マ
カ
リ
と
書
い
て
あ
る
。
:
・
:
」

-

』

C

・

'
a
「
民
、
・
aph
v
奇
‘
宅
金
な

営
業
の
上
か
ら
日
琉
同
胞
を
祇
へ
た
の
は

、.
せa，av肺

tae

で

2

3

2

n
〈

と
L
陀
御
料
介
す
る
都
の

mwmな
い
程
、
内

々

ι肺
S

1

2

、，

E

山
今
を
で
に
は
溌
表
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
之

-r

で

MMん山
崎ど

に
就
き
ま
し
て
は
、
既
に
二
百
六
十
年
程
も

急
、
，
，
働
時
2
q
・ι
UT
K
'U

ぜav
曾肺

前
に
沖
縄
の
怒
沼
で
抗
時
の
撮
政
で
あ
っ
た

蛤

hq
E
τ
3
ι宮
崎

'd可'
"
'h

L

』

3

・，
ι
a
怖
い

羽
地
朝
秀
〈
向
象
賢
)
も
そ
の
仕
也
容
(

A
ホ

R
9a
a
ゐ
け
ん

hF

，

、

士

-

aE
A

建
及
び
鷲
見
を
書
い
た
も
の
)
に
、
沖
縄
人

事
、
ぞ
ム
在
u
v
e
b
h
u
んg

e

g

h
v

の
翻
d
A
M
弘
戸
地
本
土
か
ら
渡
亦
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
出
川

r
M
m五
鰍
五
似
m
m
m叩
斡
日
制

信

柿

た

み

な

位

乞

-f
tぱ

の
S
引
に
亙
る
ま
で
符
似
で
ゐ
る
。
只
汁
諜
が

... 
、

“

情

ム

四

5

a

'

?

・〈
う
へ

υさ

異
っ
た
搬
に
た
っ
た
の
は
、
逮
閣
の
上
、
久

し
く
が
判
断
が
析
結
し
た
僚
め
で
あ
る
と
官
ふ

る

a

-

a

骨

柄

・.ーらf
'
句、.

意
味
の
亦
を
辿
ベ
て
ゐ
ま
ず
し
、
維
新
前
後

。.
、4
3
Vご

巳いゆ
unC
h
r
-
w
L
r

の
琉
球
最
後
の
大
政
治
家
で
し
か
も
和
歌
の

内

Vむ
・-ehdん守う混

ぜう
い
3
・
u
'
s
h
E
e
q

名
人
主
濁
朝
保
ハ
向
有
領
〉
も
、
潟
地
の
設

岨

ya，企町
MF
君
、
傘
ん
と
・
3一

な
か
巳
マ
ん

に
共
鳴
し
て
、
記
紀
商
業
の
中
か
ら
日
本
の

郁
酬
と
間
的
必
抑
制
〉
と
悦
し
ま
す
が
、
と
の
常
的
地

に
守ん
ど
混
同
P

E
V
ゐ
，
、
ら
υ

は
日
本
訴
に
む
入
っ
て
日
本
の
般
に
も
な
っ

し
伊
う

b
y

こ

a

て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
窓
誌
の
官

出

E

をら
と

-

uz

q

L

r

、

.

葉
が
日
本
語
で
は
按
と
書
い
て
シ
キ
と
読
ん

で
ゐ
る
。
だ
制
仰
の
ザ
一
仰
に
シ
キ
と
い
ふ
脱
M
V

も-
，
b
a
に
1
a
n

あ
る
が
、
シ
キ
シ
マ

ハ敷
山
〉
と
い
ふ
日
本

Z4

2

u

v

こ

a

o

国
の
名
に
た
っ
て
ゐ
る
シ
キ
と
云
ふ
言
葉
を

すん・
0

》

す

ゐ

み

研
究
し
て
み
る
と
、
シ
は
住
む
と
い
ム
意
味

hvてひなhp

ゐ
z
m
令
ι
・
・
位

で
、
キ
は
聞
の
中
と
い
ふ
意
味
で
る
る
。
卸

hr・-
u
h・
か

す

ゐ

み

ち
図
の
中
に
住
む
と
い
ふ
意
味
に
た
る
。
玄

L

F

'

v

・

、

.. 
・hzq

b

は
垣
の
や
う
た
も
の
で
図
っ
た
所
と
い
ふ
意

み

し

か

に

ミ

ご

てうeん

味
で
あ
る
。
然
ら
ば
日
本
語
で
シ
キ
、
朝
鮮

ご

行

肺

・・

ζ-

W
川
で
ス
キ
と
い
ふ
の
は
、
一
間
ど
う
い
ふ
所

$
 

を
指
し
て
い
ふ
た
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
、

幅

同

E・
5

2

・
4
l
s

E

高
い
所
陀
在
っ
て
、
研
の
庄
で
取
り
か
と
ま

ゐ
b
z
.‘
。
ゐ
み

=
a?
・

れ
て
居
る
所
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
是
等
の

の
柿
し
守
h
r
・-5
"
、
ん
巨
ん

で

書

、

・

z

名
制
で
疋
舗
な
る
判
断
が
出
来
る
の
で
、
沖

鮭
は
郎
防
肌
ザ

V
山
内
の
一

W
針
で
る
る
と
い

‘司

ら

3

C

U

勺

ふ
と
と
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
慈
賞
で
る
る
。

句

作

し

で

ん

守

司

草

原
史
が
友
く
と
も
、
仮
設
が
友
く
と
も
、
記

ー-40-

Jln~ 古=
し詩=
てを
、採k

琉lり
球;出に
H??し
黛ゐと

とれ
いを
ふ斑:
も球?
の跨2

をと
容か比。

い較マ
て fi~

ゐ
ま
す
。に

E

・a
噌

'
P
E
ぞ
た
y

・4俗
、-HV〈
信。
5

A
B
琉
同
組
は
唯
に
言
語
畢
上
か
ら
ば
か

hV5
aq
--，、たVLa-巴ぬゐゐuv
〈

り
で
は
た
く
、
よ
り
有
力
な
開
質
人
類
懇
の

ほ，
‘叫
ん

。
。冷
倍
、
，
.hv

方
面
か
ら
も
立
誠
に
野
明
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が

Z民
H

R

7

民

い信
号
恨
ん
魯
今
な
広

之
に
就
き
ま
し
て
は
、
大
正
八
年
沖
縄
に
来

ら
れ
て
術
館
バ
の
耐
似
を
宙
船
和
総
概
約
さ

れ
た
知
対
の
郡
山
川
舵
w
w
f
の
織
対
.が
あ
り
ま

ehr 

す
。
そ
の
中
に
、

.‘，.8a，Uん
勾
い
え

ζ

，Aマ
ぐ

b
、
，
.
5

「
琉
球
人
に
就
て
得
た
る
此
の
結
附
加
を
琉
球

ふ
・
ん

じんιゆで守ιふ
だん
。
か
4

・eπ

附
近
の
人
種
的
集
聞
と
比
較
す
る
に
蛍
り
、

和
机
に
際
M
U
ぺ
き
は
、
附

mm郎
縦
μ
八
と
の
そ

例

-
z
か
・
-
q
い
令
A
U-t
也

3

・，

れ
で
あ
ら
う
。
今
般
に
不
均
ム
に
税
ば
れ
た

。
，
J
a
・
9

0
h
v
t
y
v

av--

正
字
を
以
て
、
比
較
の
材
と
す
る
と
と
を
許

"‘.ea，じん1・等、・saァ，すいきい官hvふ〈けれ

す
な
ら
ば
、
琉
球
人
男
女
の
長
傾
故
大
幅
佳

品

殉

よ

ι
与
す，

Laγt
‘

ぽ

ん
に畑
ん
じん

及
び
指
示
数
は
、
一
ニ
米
共
に
一
般
日
本
人
の

そ
れ
と
グ
げ
A
が
す
る
を
貯
る
。

rれ
は
…
叫

に
恥
山
ザ
九
段
の
い
ム
か
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
弼

し
回
'
ゐ
ゐ
ペ
a
p
'
J

ゐ
h
v
p
み
と

形
の
種
類
別
か
ら
も
亦
よ
く
類
似
す
る
を
認
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で

S

3

・

湾

、

.

，

e

，

a

'

E

A

め
る
と
と
が
出
来
る
。
翻
っ
て
琉
球
人
ア

t

a

'

ゆ

A

e

9

ゐ

イ
ヌ
悶
源
設
の
あ
る
所
か
ら
、
試
み
に
ア
イ

X
の
そ
れ
と
叫
ん
較
す
る
と
、
ポ
ゐ
し
く
制
巡

み

こ

o

b
-
-
「
い
・
3

，、守
a，

ず
る
の
を
見
る
。
之
れ
も
漏
り
平
均
敷
ば
か

t

肺

三

‘

，

S

刷

、

茂

肺

』m
b
u

り
で
は
た
く
、
内
容
に
於
て
も
大
に
趣
き
を

異
w
比
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」

と
書
い
て
る
り
ま
す
。

aa
前
ま
で
川
雄
べ
ま
し
た
艇
に
叡
昨
川
駅
、
日
川

事
。
“p
，

、

童

、

な

よ

-e
い
・
ヲ
ん

類
製
の
上
か
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
倫
故
近

ん
こ
‘
，
d
V
4
b
ん
み
ん
・
C
M
F
〈
は
‘
，
め
ん

の
新
興
の
懇
問
た
る
民
俗
務
の
方
面
か
ら
も

畠
?
な
V
Z
〈
区
守

ゆ
hah
守
い
‘
，
o
e
-
-
@
h
h
お
湯
〈
b
h
i
主

柳
問
国
男
先
生
や
折
口
信
夫
博
士
及
び
そ
の

n

d

T

r

，

.

v

t

A

A

守

0
9
a
あ
ん
せ
司

他
の
務
者
も
、
と
の
舗
に
就
き
立
誠
た
論
娩

uya

u

主

主

b

を
費
表
さ
れ
て
ゐ
ま
し
て
、
今
ま
で
自
他
共

.，am-
-

の

み

念

事

勺

怜ゅ

に
珍
奇
た
限
で
し
か
見
て
ゐ
な
か
っ
た
沖
縄

-

V

A

g

W

B

m

ろ

か

み

司
か

の
告
別
数
|
|
蹴
女
が
耐
に
仕
へ
る
と
と
|
|

ふ-，ぞ，
、・Uム
少

ゐ

ζ

だ

肺

紅

、

ん

'

1

u

z

や
風
俗
習
慣
た
ど
が
、
古
代
の
日
本
々
土
の

、
A
J

巴
勺

置

・
4

内

全

ん

め

い

そ
れ
を
忠
貨
に
保
存
し
て
ゐ
る
と
と
が
判
明

L
F
，
、
u
'
の
ん
が
〈
L
守

、

.
3
。

し
ま
し
た
の
で
、
各
方
面
の
勝
者
の
注
意
と

照
射
を
按
き
践
し
、
的
で
は
加
粥
を
創
刊
向
山
す

る
と
と
た
く
し
て
は
、

r，料
の
ず
山
川
を
が
州
る

出
品
川
市
凪
部
似
し
mw
た
か
と
一
宮
ふ
航
で
な
け
れ

ぽ
な
ま
せ
ん。

民
ん
仁
も
句
s
e
v

--

o

U

9

r

書

官
た
い

ム
今
日
隆
盛
を
組
め
て
ゐ
る
柔
道
の
母
髄

=

・

3
じ
ゅ
巴
ゆ
っ
a
m
'
b
&
ん
A
A
叫
ん
酔
ん

た
る
古
流
梁
術
で
も
、
明
か
に
部
延
年
間
に

-a
ん
U
'
h
φ
・
，
M
Y
シ
ピ
シ
っ
た
む
な
ゅ
ん
ほ
み
え
い
や
う

明
人
陳
元
費
が
停
へ
た
文
相
神
山
部
ー訟
を
器
養
と

MF

2
-
q
た
-
1
2

し
て
と
り
入
れ
て
褒
達
し
て
来
た
も
の
で
る

ふ

-

u

v

v

し

ょ

に

守

虫

色

b

a

る
と
と
は
、
古
い
武
榔
む
に
多
少
の
智
織
で

-

由

自

白

H

'
】

'

b

も
あ
る
者
は
誰
し
も
知
っ
て
居
る
と
と
で
る

り
ま
す
。
飢

γ恥凡
妙
税
制
は
い
仇
Y
Kが
て
は

u
・
じ
命
・っ

A
H
や
5

b

a，
，

-

u

u

v

h

r
む
て

衆
衡
の
替
援
と
し
て
、
琉
球
陀
於
て
は
益
乎

W
A
ぱ

a

e

‘hv畠
で

'

e

A

す

し

ゅ

務
法
の
脅
養
と
し
て
採
取
さ
れ
て
居
り
ま
す

と
れ
は
た
ど
そ
の
湾
総
書
の
抑
伊
に
よ
っ
て

・
'
'

S

ゐ

L
V
B

陰
~
ど

生
じ
た
差
典
で
あ
り
ま
し
て
、
般
に
-
本
土
に

身

柄

S

S

な

L

r，、τ

け
ん沌a，

於
て
武
器
が
無
か
っ
た
と
し
た
ら
室
恭
手
法

が
郡
能
し
た
で
る
り
ま
せ
う
し
、

搬
出
加
に
町

，

柚

ゐ

ゐ

m

A

t

-

-

u

a

'

・

器
が
併
さ
れ
て
居
た
ら
・
本
土
に
於
け
る
柔
術

、・

e
・
5
"u
‘
τ
s
v
h
e
，
由
鎗

の
如
〈
棉
助
的
立
場
に
位
か
れ
た
で
あ
り
ま

。

ぃ

宮

ば

ん

.・

s

o

肺

ぜ
う
。
明
治
に
た
っ
て

一
般
に
武
器
の
披
帯

-nA同
-u

=

'

μ

v

J

，

、

拘

ん

巴

e

h

'

m

-

が
務
止
さ
れ
る
と
、

部
部
制
系
逃
が
起
っ
て

町内
的
の
総
践
を
な
し
、
.hM山m
A
(必
ず
抑
制
加
が

ふ

か

9

A

J

柄

〈

6

3

は
に
と
不
可
能
だ
と
ま
で
一去
は
れ
る
伎
に
た

噌
ん
白
血
内
い
ろ
'
1
M
F〈
ι
h
v

り
ま
し
た
。
近
年
、
色
A

た
験
者
が
・
わ
ざ
わ

ざ
榊
磁
へ
川
町
泊
唱
に
対
日
間
附
加
汎
や
m
m
m抑
制
。

む

う

む

ふ

，

、

ぉ

u

s
た

蒐
集
W
L

来
る
も
の
が
多
く
た
っ
た
の
も
、
亦

"

u

今

、

・

e

h

，

ゅ

怖

や

念

品

と
の
怨
め
で
あ
り
ま
す
。
世
に
沖
縄
は
大
和

み
ん
・
4
ζ
日
い
e
u
v
〈
h
p
n
，
ゃ
う
し
舎
に
S

今
吋

民
族
の
古
代
の
生
活
様
式
を
一
堂
に
掠
め
た

"柚〈μha，，、
れ
ん

苫
と

「
博
物
館
」
の
如
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

か
ん
が

み

の

u
v
g

つ
く
ん
¥
考
へ
て
見
ま
す
る
に
、
明
治
維

釈
献
を
唱
え
戦
総
た
鴎
r
M
m〈
総
書
約
の
吟
に

釘
総
じ
て
刺
市
て
、

常勤同

・
駒山駅

・
叡
燃
た
ど

が
数
μ
八
般
に
は
一

m
r
m
m
k
m恥
じ
ま
し
た
が

0

9

s

・

a

・-
-

s

っ

か

・

2

織
に
、
久
し
く
稲
子
扱
ひ
に
さ
れ
て
ゐ
た
琉

瑚
必
が
、
院
か
そ
の
俄
で
あ
る
mH
如
何
の
ふ
倹
ゐ

A
H
E

仇

V

'

ζ

'

'

h

に
抱
か
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
此
の
上
も
た

い
斡
献
で
あ
り
ま
す
。
』
ハ
紳
飽
耐
貴
君
混
一
帖

仙
問
品
部
「
抑
制
隠
史
」
の
一
節
〉

第
八
節

空
手
及
裳
締
と
支
那
準
法

の者与す前Zる
成:.tt. 0 節3沖ぎ
長主る自民で縄主
張2沖宮本1十 は
述τ縄ま民心分fヌド2
S♂に狭tI旬。土e
r;.於誌のから と
して古こに問1
た 、代宮さー
と室哲生fれ民f
と手て活;''1と族?
は事2の句と で
、法千忠Eとあ
特1が質-?lo.る
にち理~ 1.孟息tと
註T 想3 保~l V. と
目t的3干?!"tが

す
べ
き
と
と
で
あ
り
ま
す
。

か
ら

τ

ふ

区
a'

て.，
.
a

'

t

h

p

V

-

2

-

Fら

宰
乎
は
武
道
の
嫡
流
で
る
り
ハ
第
三
議
「
宰

ヂ
戦
出
の
ω剛
院
」
の
聡
鋭
mm)
鮫
べ
て
の

r

t
s

s

u

ん

道
の
基
本
と
た
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
銭
字
続
出
が
「
脈
ヂ
」
と
し
て
紡
似

に
hV

L
?
"
い
S
H，
み

さ
れ
た
た
め
に
、
と
れ
に
針
し
て
「
外
来
武

む

.

句

、

.

a

hF

ん

‘

。

と

%

e

a

J

術
」
で
あ
る
が
如
き
感
じ
を
持
つ
人
が
多
少

み

て

ん

で
も
あ
る
や
う
に
見
え
ま
ず
か
ら
、
そ
の
慰

豚
乞

に
つ
い
て
公
話
し
し
て
た
き・ま
す。

抑
制
税
減
は
燃
し
て
ず
新
税
制
そ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
る
ほ
ど

T
V戦
泌
を

炉
心
抗
に
W
い
ん
し
と
れ
を
ず
艇
の
縦
鰍
の
酔
お

*

-

7

ι

-

s

‘

，

ゐ

と
し
て
嬬
取
し
た
と
と
に
相
越
は
あ
り
ま
せ

b
t
口
悼

む

な

W

ん

捻

-

u

F

L

r

e
-a，，、，

ん
が
、
問
題
は
支
那
舘
法
を
如
何
に
消
化
し

が
加
刊
に
山
ロ
村
山
ぬ
限
似
し
、
凶
日
制
仇
即
時
鰍
似
し
、

ー- 42-

窓
ヂ
続
出
の
庶
務
山
崎
で
る
り
、
対
ず
で
あ

-
A

2

ぜ

い

，

、

H

A
-
-
v
s
い
か

隆
盛
に
な
り
つ
L
あ
る
の
は
穏
撹

の
如
何

と

&

-

B

W

2

M

--
b
υ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
武
侠
魂
に

よ
っ
て
散
開
さ
れ
射
た
っ
た

r杭
殿
山
仰
の
械

の

‘

，

て

ぬ

吋

え

う

晶

司

会

出

今

、

た

め

限

修

能
的
m
x求
に
合
致
す
る
も
の
あ
る
が
錦
に川町

訟
ら
訟
い
の
で
あ
り
ま
す
。

第
九
節

唐
手
に
非
ず
室
乎
な
り

に

-
‘

，

，

。

ん

h

v

・

と
れ
に
は
多
少
疑
問
が
あ
り
を
す
。
仮
に

れ川ん
.‘
，
z
h
H

さ
う
だ
つ
た
と
す
れ
ば
、
ま
だ
十
分
消
化
さ

-

v

ピ

・

品

z

e

，

れ
な
い
時
代
は

「
ト
I
Jア
」
と
綿
し
、
と
れ

総
ん
ha

，“.3

を
十
分
沖
縄
化
し
た
と
き
に
は
「
テ
」
と
い

め
h
v
e
‘
，
‘
a
p

ふ
名
稿
を
用
ゐ
た
と
と
に
た
り
ま
す
。
〉

ム
仰
れ
に
し
て
も
野
蹴
即
戦
誕
生
「
ト
I
Jア」

舎、
，
.
e
h
a
aゆ
a

h

・

ふ

e

E

C

，

、

，

と
綿
し
沖
縄
務
訟
を
「
テ
」
と
栴
し
て
直
跡

hv
eや
d
'

u
・
'
E
u
v
ゐ
智

し
た
と
と
は
、

非
常
に
京
大
友
意
義
の
あ
る

h
m
b

U
HV
J
h
v
g
 

と
と
L
閉山
ひ
ま
す。

「
テ
」
と
は
「
術
、

業
、

わ
ず
へ
い
e
b

危
h

v

u

m

か

.

い

h

F

け

肺

・
φ
，
、
忽
h
z

技
、
兵
士
の
隊
、
部
下
、

問
下
、
計
略
」
等

mmr
針
く
の
お
成
以

.VT山m
bz
相
す
る
川
町
制

2

じ

を

ん

A

ん

a

e

，

、

れ

ん

廿

怠

い

語
で
あ
り
ま
し
て
、
日
本
民
族
の
分
家
に
斡

て
が
抑
制
泌
を
制
似
航
恥
し
て
出
回
似
の
も
の

と
怒
し
、
炉
内出
品川
V
V
M
m
F
「
テ
」
と
い
ふ

れ
骨
織
を
討
に
即
附
し
た
と
と
る
は
蹴
r

r肘
の

-
U
J
 

深
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に

と
仇
併
〈
二
う
け
'
M
P
，
、
，
h
v
主
2

S

肺

=

‘

"
‘

之
を
桜
校
教
育
に
掠

mす
る
際
此
臨
ま
で
思

-

a

与

に

ん

テ

.
，
b
て

ひ
及
ぼ
・
予
し
て
?
ア
」
と
は
単
に
乎
足
の
乎

hyら
υ
&
P
ん
が
へ
令
a
ー
か
t
金
品
マ
↓ん
均
ん
w
e
τ
'
ぜ
ん
に
，
、

だ
位
に
考
た
か
折
角
組
先
が
本
能
的
選
掠

金

。
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q

ぱ

ぽ
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、
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す

に
よ
っ
て
名
づ
け
た
立
祇
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仲
間
語
を
捨
て
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ら
て
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と
い
ふ
綜
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三
十
問、

五
割
叫
恥
か
ら
砂
叫
鉱
山
肌
蜘
リに
拡
周
一

自

v

'

h

F

a

T

L

さ
れ
る
桜
に
な
っ
た
と
き
、
「
唐
乎
」

と
ま
ふ

・h
v

'

』.

字
を
書
い
て

「
か
ら
て
」

と
読
ま
し
た
の
が

給

食

広

注

句

HV

は
じ
ま
り
で
、
そ
れ
ま
で
は
沖
縄
に
於
て
は

ゅ

ん

冶

多

‘

務
法
の
と
と
を
「
か
ら
て
」
と
云
っ
た
と
と

は
あ
り
ま
せ
ん
、
た
ど
…
叫
に
「
宇
」
と
官
つ

‘

a

h

a

-

後

u
a
w
ゐ
惜
・
前

て
目
的
た
の
で
あ

p
ま
す
。
沖
縄
捗
訟
の
と
と

b

h

a

m

ゅ

・

5

た

い

し

を
鼠
-
K
「
-
ア
」
と
格
ず
る
の
に
劃
し
て
、
支

野
斜
泌
を
「
ト
1
Jア
」
と
締
し
て
加
悦
服
し
て

令

U

M

M

F

ぜ

ん

ぱ

A

口
市
り
ま
し
た
。
ハ
一
時
代
前
乏
で
は
一
般
に
ト

u

p

ゆ

っ

1
J7
と
云
っ
た
と
い

ふ
設
も
あ

p
ま
す
が
、
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て
叫
附
乎
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な
る
午
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川
ひ
た
た
め
に
、
臨

.
、
，
、
.
，
，
仰
h
w

先
の
市
内
心
を
無
に
し
て
し
ま
ひ
、
ひ
い
て
は

=
ん
・
ヤ
a
v
じ
ゅ
‘
，
h
r
&
旬
、
.
h
F
V

今
日
多
少
と
も
「
町
」
の
字
が
誤
解
の
も
と

LFA寸LW
ヘ

-a

と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
返
す
返
す
も
惜
し
い

と
と
h
安
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

eedかa，
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会
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v
チ
タ
イ
シ
ヤ
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・
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7
9自
7
少
セ
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一
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先
手
ノ
大
勝
。
寄
セ
乎
。
討
乎
。
攻

テ

マ

そ
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a
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乎
。
守
乎
。

セ
シ
2
F
4
2
・
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先
乎
。
後
乎
。
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A
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タ
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一ニ
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手
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ド
キ
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ノ
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'
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V
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ノ
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乎
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甲
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線
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何
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4
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a
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五
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射
乎
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手
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カ
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¥
ノ
使
ヒ
乎
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少
ド
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H
V
包
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7
4
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〈
制
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拾
得
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合
)
乎
筋
ガ
強
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ヲ
ル惑
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o
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・
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e

宮
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六
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郎
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数
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-
二
ナ
ヲ
負
ハ
セ
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汽
保
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4
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m
に
h
v
イ
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ι
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物
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賎
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乎
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テ
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古
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ご変色
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図
民
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化
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節
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本
特
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化
せ
る
安
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憎
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a
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ゅ
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テ
副
え
H
V
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A
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し
土
と
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縄
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務
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響
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・

内て
ん
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r
h
・
も
た
舎
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を
受
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命
事
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た
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、
た
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訟
拐
の
諮
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ゆ
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ゐ
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で
、
決
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質
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の
相
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で
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勿
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と
と
は
飢
に
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述
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泊
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で
あ
り
ま
す
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ん
ど
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な
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叫
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介
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化
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ぜ
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で
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叫
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1
て
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て
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民
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に
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る
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命
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し
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茂
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。
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椛
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。
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鈴
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。
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。
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と
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卸
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=

=
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・
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Z
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り
ま
す
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体
鰍
鉱
山
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た
る
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一
手
伝
札
刊
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ん

と
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VAV

巴

ん
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て
認
な
る
闘
争
の
術
と
せ
や
、
仁
侠
の
道
を
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a
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k
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-
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et

f
んι

先
ふ
す
る
た
め
の
身
の
備
へ
と
な
し
、
京
子

ゐ
F
'
畑

、

c

u

巴
切

っ
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の
成
段
h
f
・保
持
す
る
た
め
の
武
術
と
し
て
修

げ

ふ

れ

ん

ま

S

設
し
鍬
-M
附
さ
れ
来
た
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

。
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こ
ら
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て
む
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酬
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故
に
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来
よ
り
安
手
修
誌
を
志
す
殺
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、

かh
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e

h

F

S

今
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L

モ

ぜ

ん

必
や
そ
の
京
行
役
恨
む
べ
き
と
と
を
帆
先
の

れ
J
r
ん
、
r
h
'
f
t
白
7
0
A
，
a
g
a
ん
h
r
h
v

銭

前
v
h
判
官
ひ
、
搬
貨
危
る
保
設
人
h
k
介
し
て

と

ふ

・

A

b

入
門
す
る
と
と
に
な
っ
て
陪
た
の
で
あ
り
ま

叶

5
U
ゆ
b
M
川
区
ふ
弘
-
U
L
A
V

す
。
と
れ
が
教
授
を
た
ず
者
も
、
入
門
者
の

ワん仙沼
.
・
し
・
9

・忌
ん
々
』
F
a
，

門
川
性
を
よ
く
別
ぺ
尚
一
紫
行
た
さ
交
ら
ざ
る

弘
均
d
e
A
7
"
・
h
v
に
'
h
a司
ん
冶
a
-
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者
ιな
ら
ば
絶
封
に
入
門
を
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一
問
一
例
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h
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e
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色
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刊
仰
の
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係
が
結
ぼ
れ
た
ら
武
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を
け
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す
行

hnん

-a4司
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「
テ
」
と
い
ふ
一
脅
だ
け
で
不
使
だ
と
し
た

ら
、
川
市
総
ず
の
村
に
縦
泌
を
蹴
は
す
郡
山
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た
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シ

ヂ

イ

u

p

t

「
武
士
乎
」
と
云
ふ
訴
が
あ
る
の
で
あ
り
ま

き凶FX2

す
か
ら
、
と
れ
b
L
採
用
し
て
も
よ
か
っ
た
ら

-
句
，
b
h
v
s
s

う
と
思
ひ
ま
す
が
、
今
一
見
ら
"
と
う
と
も
す
る

で

S

ゆ

え

均
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L
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と
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
故
に
我
等
は
「
庇
乎
」

a
-
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は
い
か
ふ
て
普
い
之
、
，

と
い
ふ
文
字
を
股
し
「
接
手
」
を
採
加
し
て

h
g
L
b
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a
，
汐
何
ゐ
み
る
ら
，
ぉ
・

徒
乎
本
一
部
ー
の
意
味
で
用
ひ
て
行
を
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い
と
思

H
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O
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、
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ひ
ま
す
。
と
れ
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故
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分

け

L
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・
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鎗
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、
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防
ん

自
然
た
る
沖
縄
の
先
人
が
日
本
民
族
化
し
た
粧
し

ぱ
ふ
巴
叫
ん
ぷ

・
吋
b
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ゅ

法
V
L

日
中
中
誌
「
テ
」
を
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て
名
緋
と
し
た
越

L
明
白
寸
志
巳
2
A
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ど
19

2

9

t

ん
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も
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、
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ゐ
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・
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陪
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仰
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来
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」
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あ
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。
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。
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岬
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摂
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。
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'
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rH.
於
て
最
も
蹴
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。
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っ
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知
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採
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叫
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あ
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。
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仁
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仰
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し
て

第
一
一
一一
節

理
想
的
健
康
法

そす法2中2
.....の 。とす .. 
宰空理'何τしま益t
乎て白?古文ぜてで三子τ
はを 積立ももは
ー簡Z庶す理'あ賢正
人・r防法t~!~ りに
でにと的3ま立1
もたしだせ減ば
多£話Eてとんな
勢ざし理‘ 云いが武S
で芸tE惣引主 、術2
もし的}れ叉aで
手品交でてーたあ
古こすあ居令市l.2る
IH1!。るり強nl't
z粍' かを弘践は

武ぷ十しろ ま
街ミ種主ては宰tす
的E額2行・ 、乎τ 。
内主あく型主が
容5りとと他=
をまといの
持‘ずで ふ 武ぷ
つがるも街与
た 、 りのと
技'何23Eを呉2
法まれ ず中3つな
をも。心kて
艶Tい此こに函2
つろのし自主
か/型主てい
総司¥は 研1と
をの数f究?と

す。MF民
r

，
.，，

Z
民

F
a市

巴

・

3

・ζ
・

企

-g平
の
問
古
は
附
問
、
白
山
閃
w
h
出
来
ま
す

h
v
h
τ
少
た
L
V
い
u
-
u
e
巴
匂
F
'
旬
、
官

宗
一
乎
の
型
を
一
同
行
ふ
時
間
は
短
か
い
の

h司
令

Z

a向
島

V
A
L
F

・

は
偲
か
に
一
介
聞
も
掛
り
ま
せ
ん
。

、

金

量

、

E

A

L

V

‘

て

h

v

p

-

a

g

h

v

前
に
も
巾
し
ま
し
た
通
り
益
乎
の
型
。
短

き
a
F
3
2
ん
を

い
の
は
二
十
穆
勤
前
後
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か

た

れ

か

a

n

に

ん

ら
、
と
れ
を
お
ぼ
え
る
と
と
は
誰
で
も
簡
単

で

き

ゆ

え

か

に

に
わ
け
た
く
出
来
ま
す
。
そ
れ
故
五
つ
の
型

を
一
度
づ
っ
や
れ
ば
五
釘
し
か
か
L
り
ま
せ

た

宮

古

ひ

と

に

ら

ふ

ん

ん。

E
ん
た
に
多
忙
友
人
で
も
一

a
k五
分

や
十
一
例
脱
げ
昨
阪
を
、
紙
郎
総
総
出
か
た
め

に、

M
m
釈
明
樹
齢
の
た
め
に
、
緋
郡
山
山

mb仏

-
Z

た

h
w
e

い
と
と
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
叉
一
度
に
郡
一
を

hv綜

政
つ
も
や
ら
な
く
て
も
、
一

つ
の
型
を
く

p

‘司
b
O
L
?
に
U
L
V

か
へ
し
ゃ
っ
て
も
よ
い
し
、
或
は
型
の
中
の

ぷ

un
ん

ど

'

・4

事
し

一
部
分
の
助
作
を
く
り
か
へ
し
ゃ
っ
て
も
話

。

か

3

ん

ど

a

'

U

ん

仇

a

J

E

ゃ

ん

支
へ
あ
り
ま
せ
ん
。
混
動
の
分
症
と
時
間
が

毘

命

全

で

-

L

v

b

τ

s

号

、

急

，

白
山
聞
に
出
来
る
と
と
る
は
益
乎
の
特
徴
の
一

A つ
~~で
乎てあ
のり
稽Jま
古ζ す
は。
場邑

所t
も
遣す
.Jl..~ 

も
ν、
り

さま

の
空
手
選

すにつ俄'・合主
がはた組;せ

~・3 りして
短号いずつ 1i11!
い'・のる l. 3lE' 
のは攻;ーた
は六防す人'も
二 、の での
十七動f突っで
思?十作・いあ
動リ弘でた り
詰甘ん1Fbiあ り ~ 
後とのり交うし
のもまけて
もあすた、
のり。り敢3
もま型:;Utaを

あ
り
ま
す
。

か

に

で

t

・
し

ぜ

a
晶
型
は
乎
を
出
し
た
り
足
を
出
し
た
り
、

全
hn
慣
を
ね
肘
り
た
り
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
制
作ば
し

ι

v

に

与

は

う

た
り
、
い
る
/
¥
の
形
を
と
り
訟
が
ら
四
方

dJa，

a

J
、.

八
方
へ
動
く
の
守
る
り
ま
す
か
ら
、
や
っ
て

ゐ

"

。

し
aq

--

ゐ

居
て
商
白
く
然
持
ち
よ
い
も
の
で
あ
り
ま
し

-u

s

e
-
ω
し
ん

$
ゐ
P
B

て
、
知
ら
ぬ
一聞
に
全
身
の
運
動
に
な
る
の
で

L

L

F

た

h

T

'

s

あ
り
ま
す
。
然
か
も
型
の
動
作
に
は
す
べ
て

て

い

巴

ゅ
ん
U
&

舎
孟
w
-a

，

，

、

Y

一
定
の
順
序
が
あ
っ
て
、
一
線
動
づ
っ

R
切

ぜ
ん
。

h
明
色
官
色
m
u
h

崎、
‘
，
で
，
〈
ら
ゐ

定
乎
の
郡
一
を
や
る
に
は
六
品
か
八
aM位
の

し

ょ

，

A

ー

か

‘

，

b

h

p

?

$

叫
ん
市

場
所
が
あ
れ
ば
結
構
で
す
が
、
然
し
問
m脱
出
れ

や
三
郎
で
も
や
れ
な
い
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん

隊

ぜ

肺

V
R

〈

V

何
故
か
と
云
ひ
交
す
と
型
を
限
切
っ
て
や
れ

Am
怠

-
宮
司

ぽ
わ
け
な
く
狭
い
と
と
で
問
来
る
か
ら
で
る

り
ま
す
。
山
町
山
の
が
郎
b
注
射
mmと
せ
歩
、ぷ
山

‘，
、

ぃ

v

b

巴

書

に

必

え

・

‘

d

v

u

の
上
で
も
板
敷
で
も
庭
で
も
縁
側
で
も
何
庭

と
・
3
a還
し
司
か

で
も
一
向
義
文
へ
る
り
ま
せ
ん
。

広
ず
は
が
〈
M
T
巡
り
町
釈
を
伊
た
な
い
ザ
誌

〈

3
W
ん

M

m

u

q

口

事

守

色

容
器
ー
の
武
術
で
す
か
ら
、
道
具
を
持
ち
ま
せ

て
ん
ザ

ぅ

。

，

、

E

8

T

M

併

ん
の
で
、

天
井
が
低
く
て
駄
目
だ
と
か
、
長

'a

‘

a

h
"
与
、
，

い
も
の
を
振
り
姐
し
て
物
を
揺
は
す
か
ら
い

-
区

内

''w

，.、
f
・

け
な
い
と
か
、
さ
う
い
ふ
制
慨
も
以
配
も
い

り
ま
せ
ん
。

第

一
四
節

僑
康
増
治
の
貸
倒

rr.gA 
k 以t
fií'i~上T
J'11Zの
にや
誰5う
にな
で理"
も由T
t[{t'で
来' 、
~定:
す乎て
'iJ~σ〉
、部よ
古品

は

乎て緒:ら
のにれ
型Zでて
のも居ν
特tきり
徴Eち ま
とsんす
荷2とか
白与行2ら
味みへt 、
がるー
あと人制
るとで
のろも
でに多士
あ 、勢ZJ
t ~芸:-

ま
す
O

LV・

-

t

'
・a'z
-
v
〈
ば
-
m
綜
K
ピ
hH

守

B

A
益
乎
は
老
若
児
女
能
に
で
も
出
来
事
品
す
。

ι

v

ら

て

か

に

=

e

&

w

b

a

，

じ

ら

，

a

M

{
企
乎
の
型
は
小
供
で
も
泡
人
で
も
制
凡
で
も

今
ん

=

た

組

"

で

S

女
で
も
般
に
で
も
肌
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す

蹴
を
溜
る
献
に
は
配
仰
の
が
制
限

u
rれ

ひ
と

ば
よ
い
の
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
人
が
や
っ
て

岬
ヲ
危

u

v

u

。

‘
ド

も
絶
封
に
無
理
注
し
な
い
で
す
み
ま
す
。
封

τ

台
。
f

リ
抑
ζ

で

3

手
と
取
組
ま
な
け
れ
ば
柿
宮
の
町
来
泳
い
武

U

A

V

む

'

術
で
は
無
珂
そ
し
や
す
い
も
の
で
す
が
、
円
&

で

か

に

ぞ

A

V

に

H

v

h

u

，

乎
の
型
左
や
る
に
は
絶
割
に
無
理
が
な
く、

h
u
p
が
ん
τ
-
e
f

j

2

自
分
で
趨
配
に
や
れ
ま
す
。
悶
じ

一
つ
の
部

，、れ
い

か
る

で
も
は
じ
め
二
三
回
は
抑
制
く
や
っ
て
、
そ
れ

ぞ

O

か

ら

に

て

う

ι

じ

ぷ

a

m

か
ら
北
(
の
日
の
身
飽
の
調
子
に
よ
っ
て
自
分

き
S
乞
5

ち

か

ら

え

A

ぷ

相
賞
の
カ
の
は
い
っ
た
讃
武
を
や
れ
ば
よ
い

か

ロ

し

ゅ

ゐ
ゐ

か

い

令

多

む

M
齢
ん
す

の
で
す
し
、
型
の
額
類
や
回
数
も
自
分
の
好

き
紅
一
だ
け
や
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
ら
、

総
に

む

.
，

W
怖

と

で

曹

で
も
自
由
に
相
省
が
出
掠
る
わ
け
で
あ
り
乏

ーー・ Go-一ー

三た3 どのたる frl~
氏 、文‘りも際J
ー 無1:!:j::t1 'tのに
二重自其3すか {if.~
だの儲tと ど政・1
け 質号だ 、 う訟:
世ft例tと そかと
例Pが巾2れ 、 し
を あ しと とて
あるてそいそ
げのも司令ふれ
てで世、棋$大!てほ
ゐぁ 戎恐12 羽~.:ど
括主 りへーかなh勤?
し まな !が仏lん糸
致Eずい位以題{iの
し 。ほとふにあ

ま
す
。。

「
切
に
税
叫

U
Mき
、
p
b

船
判
断
麟
M
V
飢
で

あ
っ
て
衡
か
か
郡
一
献
の
飴
w
k
が
て
さ
へ
、
五

し
令
〈

av
a

内

L

A

て

'

T

3

拠
出引

h
n
e
い
づ

尺
四
寸
の
身
長
を
有
し
な
が
ら
、
関
長
僅
か

に
十

一
武
百
一mrい
ふ
鉛
縦
断
V
る
勝
招
の

附
和
訴
に
で
、
到
底
一

μ
織
の
蹴
M
U
は
か
し

え

4

て

う

れ

h

v

h

T

ら

τ

得
ざ
る
倣
態
で
あ
っ
た
が
、
益
手
に
よ
っ
て

ん
ι
A
見
ん
れ
ん

げ

内

か

Z

A

は

ら

句

肝

心
身
h
r
・鍛
練
せ
ら
れ
た
る
結
果
、
今
日
w
h
於

-
V
う

い

ん

こ

u

n

n

4

ぬ

て
代
儒
寂
十
六
什
H
h
r
・
起
ゆ
る
に
歪

p
、
常
に

山同町蜘
k
p
m
w
し
山
付
る
に
五
り
し
の
も
、
滋

f

b
a
，
げ
ふ

R
S・
骨

ふ

か

ゃ

ん

し

副

V

む

を
修
業
し
た
賜
と
深
〈
感
謝
し
て
ゐ
る
次

，れ
で
あ
る
。
」
ハ
東
京
上
野
松
坂
限
益
乎
部
長

ー-51一一一

さ
て

丸
0 山
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昭1人
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八〉
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乎τ
の
ヌドさ
そ
手作t
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て



h
p
a
e
qぱ
子

氏

b
a
z
-〈

る

腕
ひ
専
ら
却
の
仲
抑
制
吋
に
訟
を
そ
L
ぎ
ま
し
た

そ
し
て
山
県
燃
の
術
的
収
十
俄
一
一
十
併
の
附

r
m

み
ど
ろ
に
な
っ
て
綜
ず
し
て
ゐ
ま
す
。

M
W駅

間
炉
問
阪
を
一
配
附
犯
を
一
郎
駁
っ
た
践
の

昔
、
b
u
a
v
〈
L
A
V

々
4

ζ

・

迄

府
財
務
で
し
た
が
、
昨
今
で
は
す
っ
か
り
紅

会

t

か

n

f

a

，

か

ぜ

ひ

陣

絡
が
改
遣
さ
れ
ま
し
て
胤
却
一
つ
引
か
や
館

巴
抽
う
か
~
*
事
長
し
ん
ら
ps

b
や
〈
会
事
ル
μ

E
十
六
質
強
、

身
長
五
尺
五
寸
七
五
分
と
い
ふ

b

ら

，

、

に

い

し

ヲ

'

ζ

e

で

，

文
句
の
な
い
髄
質
役
得
る
宮
市
が
出
来
ま
し
た

2

9

に

h

r

L

τ

h

F

V

h

n

-

T

と
れ
も
全
く
宰
乎
の
た
か
げ
と
院
な
が
ら
成

，，

i
u
e
 

削
聞
い
た
し
て
同
町
り
ま
す
」
〈
制
限
郡
山
m
m
m
v
m

b
i
M
U
A
'
h
う

井
雄
一
郎
氏
)

A

g

F

'

巴

司

民

凶

v

h

J

、

‘

A
右
の
桜
訟
質
例
を
ー
一

A
あ
げ
て
貯
た
の

v

y

e

p

-

-

:
、

で
は
、
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
¥
都
拡
都

L

v

‘

τ

2

b

p

t

レ

uF
'
却

し
ま
す
が
、
ん
企
乎
を
や
る
と
競
い
U
A
が
丈
夫

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
対
り
す
ぎ
の
々
は
昨

・aF刊
d

a
u

‘
.
J

i

A
川
の
附
叫
仰
が
と
れ
て
慨
が
し
ま
っ
て
き
て
椴

〈

h

u

司

'

a

，

、

急

陣

-

一

っ
て
活
力
を
増
す
と
と
え
た
っ
た
例
も
い

Tてく
る A ら
惚正問まも
錨(:fiI:~あ
でニラり
は十ま
あ問す
る :CJ:.t。
がい
、〈

膝2ら
がの
苅2人t
くで
て、

$巴~~;
E昔IJ，;を{

h
F
A
τ
冷
‘
，
‘
司
令
隠
d
'
U
9
v
ん
で
-
a

{
会
乎
を
胤
鹿
の
方
か
ら
賓
験
的
に
見
る
と

-

-

a

・
阿
-
z
'
T
内
て
沼
ゐ
ん
ち
'
'e'
w
u
v
ζ
で
主

先
づ
本
絞
の
安
手
部
品
で
相
位
稽
古
の
出
来

て
m
T
Q叫
ん
を
、
開
刷
仰
向
誠
ハ
滋
ヂ
の
艶
の
校
教

ロ

ん

巴

ゐ

~

u

v

‘

e

a

A

h

T

a

，

れ

や

AB
M
h
ん

一
段
か
ら
三
段
ま
で
と
平
安
ハ
企
よ
〉
一
段

ピ・
ω

ピ

ん

ふ

ゐ

か
ら
五
段
ま
で
を
、
一
段
す
む
ご
と
に
二
分

か

ん

た

令

す

争

乞

間
づ
っ
立
っ
た
ま
h
で
休
ま
せ
て
、
約
問
十

Z
ゐ邑
P

A

ぜ

ん

ぷ

ιa，れ
3

品
凡
間
つ
ど
け
さ
せ
、
全
部
終
了
し
て
か
ら
四

十
例
皆
に
削
艇
を
は
か
つ
て
貯
る
と
、
常一蹴

eら
hu

十
五
ミ
リ
位
の
も
の
で
あ
る
。

と
れ
ば
似
の
も
の
と
以
ベ
て
、
附
阪
を
二

十
…
似
必
ヂ
た
と
き
、
潟
町
協
の
船
似
組
抑
制
を

十
時
保
υ
ゃ
っ
た
と
き
の
雌
隣
と
隊
じ
も
の

で
あ
っ
て
wm鰍
mmM閣
の
鋭
献
に
出
ベ
る
と
は

旬、‘
.
9

す
〈
鉱

る
か
に
胤
艇
は
少
い
の
で
あ
る
。

民
同

az'

・-az'

A
そ
れ
か
ら
尿
の
方
は
ど
う
か
と
い
ふ
に

一
般
に
鋭
脱
が
は
凶
り
し
く
な
る
と
、
際
の
村

た
ん
出
，
、
明
、
〈

に
議
白
が
出
て
来
る
も
り
で
あ
っ
て
、
之
を

‘
‘
，
z
'
守
山
F
危

A
ば
，、

か

ら

で

努
動
性
蛋
白
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
{
会
乎
を
は

b
，
、
ロ
か
ん
ゆ
帥
-
t
-
t
凶
屯
h
v

じ
め
て
か
ら
約
一
時
間
継
続
の
後
に
詐
っ
て

a

a

，

に

a

，

守

い

た

ん

由

，

、

0

2

・

5

a

z
危

見
る
と
、
努
動
性
議
自
の
比
重
が
七
叉
は
六

-
，
k
h
F
h
v
z
'仰

の

ぽ

』

a

'

'

z

・

'

所
の
附
段
の
L
A
り
下
り
に

W
な
り
不
昨
山
山
一
を

淑
じ
桃
山
m，V
似
ω叫
に
わ
れ
がJ
h仏

b
r
訟
を
町
村
ち
山
川

e
s
u
y
'
a
z
v
H
5
巴
、

t
‘

除

・

し
た
時
K
、
偶
然
K
K
.の
す
L
め
る
川
M
K
釘

ザ
、乎
を
は
じ
め
た
と
と
ろ
が
、
航
船
山
仰
は
鰐
パ
、

山
，
.
旬
、
‘
U
U
L
a
h
p
-
一
乏
し
ゅ
v
，
‘，
s

ほ
ど

F若
で
、
事
務
所
の
肱
院
が
お
い

wf

に
ま
け
や
に
が
船
く
辺
り
廿
I

り
が

rwる
や

う
に
な
っ
た
と
山
町
ハ
ル
で
の
府
る
山
ん
も
る
り
を
す

S
い
に
る
ほ
・
惜
し
a
v
，
、
b
E
S

ヒ
L
v
b
，
J
E
4
2

A
毎
口
町
酌
の
況
の

F
引
で
関
税
と
に
ら

ゐ

ゆ

w

a

邑

F
b
r

め
っ
と
し
て
居
た
人
が
お
チ
を
や
る
や
う
に

な
っ
た
ら
間
断
が
加
が
紛
っ
て
術
館
計
沿
い

フ・
‘
E

z

--

L

，

‘

，

!

.

，

し
く
な
り
、

muw
の
働
色
も
は
る
か
陀
約
釈

が
あ
が
っ
た
と
い
ふ

M
も
あ
り
ま
す
。

今
て
の
似
、
帆
献
拡
が
な
ほ
っ
た
必
も
あ

忠
明
、
・
柑
ゐ
、
.
，
V白
v

'

z

u

v

E

夕
、
永
年
の
四
mm病
が
す
っ
か
り
批
判
回
し
た

り
と
ル
ん
扮
H
-
v
ゐ
u
a
v
〈
ふ
弘
、
レ
内
5

人
も
あ

p
、
一
脚
部
袋
弱
で
不
舵
症
に
な
や
ま

‘，f
e
・

川
島

て

z

b

u

さ
れ
た
問
中
生
が
答
乎
を
や
り
貯
し
て
か
ら
制

限
が
山
川
町
貯
、
総
ゲ
て
駅
仰
向
の
蹴
向
山
も
?
っ
と

よ
く
な
っ
た
と
か
、
餓
断
U
A
が
郎
総
駅
山
山
総

む

や

む

b

LF・

者
の
知
っ
て
居
る
だ
け
で
も
数
へ
あ
げ
た
ら

か
ぎ

・

限
り
が
な
い
抵
ど
で
あ
り
ま
す
。

ム

吟

書

偽

畠

ゐ

で

肺

で
あ
っ
て
、
と
れ
ば
説
H

過
に
歩
い
て
居
る
程

ど

う

ん

ど

a

'

e

a

n

h

v

s

h

ゆ

ゆ

え

か

ら

皮
の
逝
動
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
故
に
益

旬

、

‘

う

ど

a

'

e

肺

紅

A

捻

，

、

で

句

主

.

，

乎
を
や
っ
て
も
努
動
粧
弦
自
の
出
る
設
は
、

に

し

&

A

E

ん

e

a

J

す

〈

な

他
の
諸
運
動
の
と
き
よ
り
も
は
る
か
に
少
い

・
・
ゃ
AJ

t

ら

h

v

e

n

d

v

み

h

r

・-τ

以
よ
の
二
掛
か
ら
均
~
て
見
る
と
、
{
抗
乎

u
・
勺
食
事
げ
き
‘
，
，
ぬ
ん

ιふ
ぜ

A

，

、
，
代
で
書
な

術
は
念
激
に
猛
練
習
を
や
ら
や
漸
越
的
に
慣

し
ん
に
U
V
て
い
か
き
旬
、
‘
〈
急
・
2
a
v
て
g

ら
せ
ば
、
九
回
恒
の
抵
抗
力
を
増
し
、
理
組
相
的

事

'

M

μ

E

は

ふ

と

ら

い

‘

，

s

t

に

い

-

F

・・ゃ，

の
運
動
訟
で
あ
る
。
古
策
室
乎
の
犬
家
に
長

c
e

'

h

n

"

w

U

U
Aマ

ゅ

ん

い

ゐ

詩
の
方
が
多
い
と
い
ふ
事
費
も
、
そ
の
原
因

・

か

い

で

'

a

‘

が
よ
く
理
解
出
来
る
と
思
ふ
」
と
。

第
二
八
節

種
育
と
L
で
観
た
る

空
手
の
生
理
撃
的
効
果

第
一
豆
一
節

密
接
的
に
観
て
も
漣

想
的
健
康
法

花
柄
い
〈
U
h
T
‘
，
‘
.

hr
s
t
守
山
p
h
v
H
F
，
、
τ
-

A
盟
育
上
よ
り
観
た
る
宰
乎
の
生
理
接
的

孤
艇
に
つ
き
減
収
バ
即
国
対
日
附
桝
し

mhd僚
の

て

，

g

ろ

ん

ぶ

ん

z

a

調
提
論
文
を
蹴
ん
で
見
を
す
。

似
批
判
総
知
的
と
し
て
紛
た
る
滋
軒
仰
向
の
舵
和

問
燃
総
は
掃
の
雌
き
も
の
で
あ
る
。

h
y
レ
ゅ
‘
，
A
e
a
，
帥
リ
凶
E
E
e
A
@
a
'
P
B
て
き

〈
イ
〉
各
種
の
活
動
系
統
は
、
凡
て
能
動
的

で
泌
総
刻
印
山
、
艇
日
Q
M
肌
掘
で
あ
る
。

ω仰に山総

ふ
釦
が
を
智
艇
の
対
蹴
か
ら
即
応
た
山
町
お
も

-
S
2
て
，
‘
，
，
"r
'
臨
，
b
k
a
，
内
山
ド

‘
広

告

「
理
想
的
運
動
訟
」
の
按
畑
町
ど
風
へ
て
居

p

a

v

y

ゆ

鳴

ら

‘

し

て

，

，

、

.

，

p

p

'

ま
す
。
戎
に
本
門
前
た
椛
究
O
一
一
一
を
符
紙

、
相
柿
に

介
致
し
ま
す
。

〈vm倫
明
綜
の
制
服
一
郎
び
肪
に
れ
ぬ
ぼ
れ
脱
獄

旬、
守
ん
ゐ
，
、
b
H
肺
慌
〈
e
v鮎
p
b
u
n
t
-
w

(
日
本
密
科
大
串

・
間
際
串
士
〉

。
吟
ゐ
9
・
e
M
引
に
い
，
。
‘
。
9

8
《
ゆ
一
3f
，
.
"
'

血
朕
に
は
最
大
山
肌
.
腿
と
品
市
町
越
と
が
ら

，hvruγ帥
リaマ
ゐ
a
v
L
A
S
'
h
巴

る
。
最
大
血
邸
は
心
臓
の
縮
ま
っ
た
と
を
で

ohreRは
，
妙
つ
怠
吟
し
ん
ず
る
H
d
s

最
小
胤
艇
は
心
臓
が
開
い
た
と
き
で
あ
る
。

配
脱
が
献
い
と
い
ふ
と
と
は
公
叫
の
船
齢
の

た

か

，

，

.

，

.

.
 

高
い
と
と
で
る
っ
て
、
配
艇
が
あ
走
り
高
い

け
吟

《
色
W
A
聡

』

町

内

7

・SAP司
3
9

と
き
に
は
、
血
管
が
破
裂
し
て
脚
皆
川
止
な
ど

に
な
る
た
そ
れ
が
あ
る
。
特
例
即
僚
に
な
る

L
Aぱ
h
v
h
，
m
-
b
p
h
w鮎
r

是
'

r

h

，

と
そ
の
心
配
が
多
い
。
然
し
若
い
時
か
ら
鉱

配
な
紙
即
酬
を
や
っ
て
聞
出
れ
ば
、
郎
創
刊
り
節
制

却
が
蹴
く
怠
っ
て
伊
る
か
ら
、

rmな
は
配

ーー-5!:-

が
た
い
。
・

似

た

る

銀

怒

駆

と

し

て

、

器

対

紛
や
叫
げ
山
肌
府
船
山
を
郡
山
政
に
航
猷
せ
し
め
、
釈

、，
W
乞

m
p
L
や
、
s
a
H
'
ぜ
い
・
て
s
a
F
〈
L
ん

陳
代
閥
横
能
を
生
理
的
に
促
挫
す
る
ば
か
り

h
F
a
，
、
v
a
n
-竃
a
，
@
ぅ
，
.
ゐ
4
・
v
'
e
肺

で
た
〈
、
巧
線
、
敏
捷
た
ど
の
能
力
を
養
成

す
る
棋
が
昨
が
る
。

ハ
ロ
〉
鈴
軒
仰
向
は
蹴
艇
に
肱
川
料
館
ぴ
都
町
制

泌
を
脱
す
る
ば
か
り
で
は
た
〈
、
一
蹴
跡
的
蜘

紛
の
郎
斜
地
料
、
路
川
鰐
郎
川
払
て
舵
部
M
Z
M
んへ

U
A
つ
猷
向
島
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
炉
格
域
部

W
酬
と
し
て
の
獄
応
も
が
仇
齢
め
ら
る
L

W
執
が
針

h
-
ぇ
・
ν
ん
た
u
v
a
肺
・
・
ん
か
ん
，
a
均
に
〈
.
主
，
、
W
H
V

ぃ
。
放
に
身
慌
の
平
均
感
ゃ
、
筋
肉
カ
の
緩

宮
山
引
て
・
し
之
う
の
・，
.
a
〈
-
z
U
M
凶
肺
S
'
'
耐
民
t
h
u
S
〈

済
的
佼
用
能
力
ゃ
、
叉
は
符
部
筋
肉
カ
た
ど

ゃ

う

を

肺

ζ

と

で

事

養
成
す
る
事
が
閥
系
る
。

&
F
b
e
、
u
・
9
‘
，
・
h
"
、
a
均
し
-

a

z

a

"

も

や

会

ハ
ハ
〉
空
手
術
の
型
b
E
練
習
す
る
事
は
、
上

u
a
m
ろ
し
H
W
A
V
A
，
?
と
-
w
'
t
l
ゅ
・
h
-
-
5
・
J

党
総
叫
じ
た
る
如
く
、
一
割
の
徒
事
相
換
を

む
ん
に
・酔
〈
偏

際
配
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
身
肱
川
智
部
。

部
川
川
町
山
ν
砂
w
mは
、
似
て
M
b
智
刊
で
あ
る
。

P
な
ほ
か
4
4
ん
s
a
a
‘
偲
U愉
'
e
A
て
ん
い
t
，
a
a
、
・
a

卸
ち
各
運
動
に
伴
ふ
重
心
賭
の
移
動
範
聞
は

し
ん
K
A
ド
L
L
'
多
め
ん
・
2
H
v

h・え

し
ん
に
柄
巴

身
慌
の
支
持
制
以
内
で
あ
る
。
放
に
身
問
自

し

ん

ど

ζ

へ

い

士

う

4

h

H

巴

し
ん

-e'M
E
〈
'
a
，、

身
は
、
自
己
の
手
術
・

5Mmに
自
身
の
筋
肉
カ

ー一司 63-ーー



b

g

B

W

占丸
ゐ民、肺

』置い
-
u
ん

の
み
に
て
支
持
し
特
る
範
閣
内
に
於
て
、
ι
身

r
.hv，、ふ

a''aP
5

む

たur

盟
各
部
を
運
動
す
る
も
の
で
あ
る
、
従
っ
て

れ
取
材
の
部
献
に
は
ザ
…
智
が
た
い
。
川
蜘
お
部
知
的
引

縦
ザ
訟
に
は
、
山
似
て
の
伊
町
駅
附
縦
断
叩
併
殺
が

ua'd
F
ん
ゐ
z
-
T
A
w
-
た
ぬ
ん
.，、

包
含
さ
れ
て
府
と
か
ら
、
此
等
の
型
を
連
続

縦
観
す
る
と
き
は
、
抗
松
pm献
の
桜
前
は
、

旅
抑
制
一
時
に

U
R
W
R均
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
し
.
，
た
い
符
，
か
らて巴
・9

いuaV3

徒
乎
恒
換
と
し
て
の
宰
手
術
は
、
以
上
の

折
く
舵
駅
長
ぷ
る
裁
の
も
の
で
あ
る
。

第

五
ニ晶~

早

む
か

客

肺

3

v

h

、，、。

L

而
し
て
一

O
議
よ
り
六

O
譲
位
ま
で
は
、
如

加
判
た
る
明
猷
に
が
て
も
、

犯
し
も
賦
.恥

M
拡

M
砂

柿

企

b
匁

容
を
伴
ふ
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
。

や
ら
て
か
A
記
ゐ

ω

宿
泊
刊
で
E

レ
Lv

a
益
乎
が
簡
単
に
離
に
で
も
出
来
て
、
然

か
げ
ん
やa'uhT，
aw，
，τ
，

も
如
何
に
儲
成
上
理
想
的
の
も
の
で
あ
る
か

い

肺

巳やa'

e
A
7
@
肺
ゐ
・
''"

と
云
ふ
と
と
は
、
以
上
の
説
明
に
よ
っ
て
明

h
"
‘
‘
マ
，
蜘
wv-F，

か
に
さ
れ
た
と
舷
ひ
ま
す
。
実
に
は
武
術
と

し
て
の
対
聞
か
ら
鈴
苧
のゆ

m
Wを
会
出向
し
縦

し
を
せ
う
。

・

武
育
及
び
気
育
と
し
て
の
空
手
道

第

-
t節

理
想
的
武
術

無U武L-
論2術空.. 
あと昼2
るし手て
わて に
lすのは
で益三健2
は乎て康?
あと法ま
りカ・と
ま 、し
せ特をて
ん}:lIJ;の
。の~~
た直〈乎τ
ピ<.sIJ:;と
碗tが か

な
る
凱
献
を
川
部
制
式
払
と
し
て
押
献
し
、
似

す
か
〈
-hゆ
ぷ
M
a
，
‘
却
し

る
後
に
各
部
の
武
道
を
敬
へ
る
と
と
に
ず
れ

隠
れ
な
Z
〉

色

.

と

・

事

'
T
a

ぽ
、
鬼
に
令
一
締
で
批
も
理
想
的
で
あ
る
と
と

-aι
v

p

で

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
い
く
ら

'
e
・
3

争

ひ

-z

hFむτ

か
他
の
武
遣
を
や
っ
て
居
る
人
が
、
接
手
を

-
e
z
，
内

も
悦
せ
て
帯
す
す
る
と
と
に
す
れ
ば
、
川
内
川
、

の
給
総
ゲ
っ
て
伊
た
叫
礼
節
に
悲
し
て
も
椛
紡

に
対
き
た
桝
松
制
的
M
L
Mぽ
し
て
配
る
昨
卸
は

い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

hvs
て
民
主
三
宅
ば
‘
，
と
‘
巴
g
uv

ム
宰
乎
は
武
器
た
く
し
て
攻
防
共
に
自
在

らい
ゆで益:
る行?乎て
部候ふ認 は
分三武5額Z
を術2ん
以ミでで
てあとf:C
攻3りの
費l~ *如E
い防守し〈
ざ禦fて孟t.l'
と』乙、若'1fJ
いiiJ!ι身えを
点、 HH棺!?持‘
埼Fすの?と
合Eるあた

術誌で武品 !何怖も
は勾す蒋C'~芸t 時。 の
あかに三子.τ何tで
りらもは底ζ あ
ま 、 な ruc:で り
せ とれ 分fもを
んればの間色す
。ほ 、身tにか
込など訪す開tf寺島ら
tr.却!'禦1そふ
健;t想3ののの
ほ2的5桁ーもで
抜:なにのあ
と認?もがり
し~l';:1注工交7ま
てのる醗1す
や武z・のの 。

掴2ら察3
み考Zの
へ世立%
そて場企
の見みを
良kてい
慣が 、ろ

をそ/
中IJ;!の 1
断~ :?è~ I'C 
し貌らか
やをへ
うはて
とつ各マ
云いき方す
ふり商2
のとか

で
然主 ib
しり
'F主ま
らず、。

袋t
!f.'C 
』主
宅干ふ
通2
t乞
健3
tlH 
法2
と
し

し {伊例到列lほ~ Iは念 つ
てが肉uて
鍛兄い 分仕〈古t幻以J，I
絹鯨~~ < の る
しら 4身才i)，t.丸、
てもをけ
$公? あ !純砲:で
けりるも
ば 1設長 iにと 、
、す十い
そ。分r-r
れ況:;~5n・ 2
にんに J，'、
越=ゃ立れふー
し 武ぎつ.I.lJ'1
た術きたイザ
ζ と貸号IC，

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
一
昨
は
や
ぎ
ら
ひ
の
鉱
山
~
附
総
舵
を
ザ
つ

ぶ
な
ら
ば
い
ざ
Mm
ら
で
院
に
均
体
吋
探
と
し

申ん君主

、，‘

こ
う
へ
肺
・
3
@
は
ん
だ
ん

て
献
雌
た
一試
持
ち
で
公
平
に
物
を
判
断
す
る

e
-e

h
HU
ゆっ

か

か

らτ

醐

と
と
の
出
来
る
武
術
家
た
ら
ば
、

昼
手
の
武

Uゆ
A
Y
て
脅
か
・
"
と
か
晶
、・3
か
h
v
と

術
的
償
依
を
高
〈
評
慌
し
な
い
入
は
あ
り
ま

か
ら
で
き
・
L
K
ε
d
，M司
54，
.5hFHV

せ
ん
。
密
乎
が
最
初
東
京
に
紹
介
せ
ら
れ
た

-z
a
，
b
ん
じ
杷
肺
す
ん
b
E
た
い
か
在
h
F
A
V
--位〈ra'eんe
HP

稲
穂
時
代
に
、
飼
道
の
大
家
中
山
博
道
先
生

は
出
回
.
仕
の
慨
都
対
戦
ur蹴
射
し
て

rr阪
管

蹴
対
似
の

mm'mmmに
獄
加
を
殿
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来

ゐ
司
ば

・

ν
-
v
ん

‘

vam
Aq，、

ゆ
白
い

天
晴
れ
主
人
と
し
て
の
立
総
も
つ
き
、
商
副
島

も
鋭
利
怖
が
断
て
訟
が
で
脳
出
る
と
い
ふ
鋭
附

こ

れ

な

ふ

ゐ

a

A

F

，、
τ

が
あ
る
。
之
は
何
を
意
味
す
る
か
、
安
乎
を

け

肺

・

・

乞

い

句

Z
，、

9
4

棺
古
し
た
沿
か
げ
で
、
極
力
を
鍛
へ
る
と
と

包

‘

じ

し

ん

で

a

h

，‘，
a
l

-

-

も
に
、
股
に
自
信
が
出
来
て
m
抑
制
剤
が
金
守
る

か
ら
で
あ
る
。
」

A

『
パ
ル
チ
ッ
ク
舵
隊
部
蹴
の
抑
制
を
が
恕

す
ぺ
く
銭
的
紛
肢
の
税
就
に
貯
え
た
別
総
航

Aav
こ

に

怠

愉

う

b

u

a

マ
b

，、"司

φ
e
e
'
h
v

忠
古
-H
仰
の
六
勇
士
の
決
死
の
前
蹴
は
、
昭
和

ね

ん

が

hvf血
Ha'2e，
‘
刷
h
v
s
・-ι
が
〈
し
ふ

b
b
F
a位、
dvい
〈
hwhv

五
年
五
月
島
后
陛
下
が
女
子
接
樹
首
院
副
申
蹴
出
合

に
鰐
樹
齢
m
u
さ
れ
た
齢
、
}
対
日

brが
E
4
・

駅
時
の
「
滋
か
り
し

一
昨
隙
」
を

W
献
に
船

舶
航
し
た
と
と
に
よ
っ
て
、
山
科
パ
、
も
州
駒
山
町
般
予
げ

の
と
ホ
に
跡
即
す
る
泌
総

rm刊
た
。
劇
院
院
百

ご

u
r
L
，

ん

か

ヲ

ん

世

，

、

の
御
下
賜
金
を
ち
っ
て
蹄
は
れ
た
五
本
の
自

e
'
M

民
主
C

宮
、
ぶ
し
が
《
j
u
-
-
‘，ゐ
ら
字
書

-Z
A1
う
s
aら

鼠
へ
営
時
女
子
製
細
目
院
長
で
あ
っ
た
松
浦
武

三
郎
氏
は
「
陽
訊
殻
山
出
金
石
亦
遜
、
紛
糾
一

到
何
事
不
成
」
の
術
訟
を
し
て
班
枕
の
五
黙

し

缶

，、

仰

s

h

叫
ん
め

hF
・
e
ん
書

土
に
賜
っ
た
が
、
今
や
三
十
年
闘
の
海
軍
一
記

絞
V
を
川
町
へ
て
と
の
五
財
ず
は
関
心
w
て
紘
紙

昏

E

h

a'
P

5

5

a

，ん
a
a
h
b九
MWん
e

G

省
か
ら
表
彰
を
受
け
る
』
云
k

と
新
聞
記
事

は
総
じ
て
彫
り
ま
す
。

.
米
の
山
悼
の
や
う
な
一

a
T
v
t，
M
除

。

，

.Fa

ど

む

歩

む

止
の
剥
舟
に
繋
っ
て
艶
傘
く
怒
務
を
十
七
時

慨
も
が
献
し
た
と
い
ふ
と
と
は
、
仰
向
縦
即
申
、
設

隙
川
船
山
り
湖
mmな
る
治
討
の
対
く
、

mMに
ma蹴

で
，、

A
9

き

‘

A
ば

い

い

を
超
越
し
た
「
集
」
の
問
題
と
去
は
ι
な
け
れ
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いぱ
ふ A な
文Z荒tり
:lt'5木e~ 
の ti~.せ
中2夫毎ん
で大全。
衣?勝与
のはう
捺す「
に名合
云‘.幣与
つをフ
て 荷主
居&る
ら」
れ・・と

ま
す
。
，
ι予
3

ぅ
、a
v
yゆ
リ

an
し
ん

b
b
，
，、

.
ん
ぬ

『武
勝
と
し
て
上
杉
謙
信
に
私
淑
す
る
所
以

S

念，
、

4

・eん
S
会

あ
ん

は
そ
の
鉱
蹴
で
あ
る
。
政
争
は

一一
聞
に
ゐ
い

て
W
総
怒
る
似
艇
を
mm
mmと
す
る
が

一
献
に

で
t
z色
H
'
a
y
。，、ー
"

ご

a

s

・
aM
R
hv

沿
い
て
電
光
石
火
の
如
き
「
mm
」
の
問
助
で

』

a
・

ぬ
る
hv

・
，
や
〈

あ
る
と
思
ふ
。
或
は
と
れ
を
機
略
と
い
っ
て

も
い
h
が
、
叩
慨
に
献
じ
て
鱗
対
の
山川
き

r
w

が
慨
め
き
、
そ
の
蹴
猷
山
り
飯
山
m
-た
る
約
駅
が

民
u
e
注

し

で

譜
り
出
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

的
叡
儲
と
敏
一
以
の
供
総
た
り
を
.
燃
し
般
的
野

紬

W
Aし
ん

宮

遺
〈

τゐ
a

ιん
げ
ん

&
4つ

す
る
に
謙
信
は
集
悌
一
路
張
h
y
、
信
玄
は
水

‘

M
F

ふ

争

て

き

魯

〈

.

‘

ん

ヨ

も
洩
さ
ぬ
合
理
的
作
鞍
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
筑

s

s

，、

，

‘

，

n
盆
色
Fu
a

魚
、
酔

童
舎

が
勝
っ
か
策
が
臆
っ
か
川
中
島
の
鞍
ひ
は
正

に
五
ヂ
五
M
A
で
あ
る
。
:
・
・
:
そ
の

m
p線
総

-a
e-2
ゐ

し
う
と
う

L
ん

げ

ゐ

魯

〈

e
A

は
用
意
周
到
な
る
信
玄
の
作
鞍
に
ひ
っ
か
主

AV
MM

S

、

.

.
 

e
 

っ
て
常
に
危
機
に
泣
か
れ
て
ゐ
る
。
と
の
危

側
慨
を
防
隊
じ
、
取
艇
を
滋

rm酌
慨
す
る
も
の

にれといいれら
ながはだ て ばな
つ IT"疲Z後急云‘. 、け
て分走れとへ叉~ tt.
あにのかば特fば
れ加2性r湯・会!ßIj~ 4，¥ t 
だは質主に身えに別，
けるがはが披2に
のか謹主い疲2れ彼2
祭'らふつれなれ
をで。たるい る
出だ るそ後~ 0 J;畠2と
すられのがもゐと
にうは*.iすしなろ
は。叙， 1.泣かいも
練.2初tの疲2し。な
脅上段記疲2れ泳t強しlす

，
，、

b
，
av
，、

は
策
で
も
な
け
れ
ば
相
官
時
で
も
な
い
。
た
ど

為
。
，
I

警

官
ん
し
ゐ
う

烈
k

た
る
「
口
県
」
で
あ
る
。
と
れ
が
九
都
た

ら
ば
鋭
い
つ
燃
の
ん
叫
に
慨
れ
て
し
ま
ふ
が
、
誠

心
'

h

9

・'dm

め
い
し
AV
S

信
は
流
石
に
名
勝
で
あ
っ
た
。』

め
い
し
φ
う
め
い
し
φ
う

が
お

z

a

・
ん
t
hv

名
勝
が
名
勝
を
諾
っ
て
「
祭
」
の
問
題
を

主

ゐ

み

し
ん
、
ゃ
う

説
く
と
と
る
、
意
味
深
長
で
あ
り
ま
す
。

に

ほ
ん
U
A

-1
-

た
が
仇v
e，、て
-w

企
日
本
人
の
強
さ
は
慌
力
的
な
カ
回

P
ー

の
加
が
測
る
べ
き
も
の
で
は
は
な
く
総
献
耐

9

M

LW
S

伸ゆ
か

令
、
.

た
「
筑
」
の
歩
留
り
で
測
る
べ
き
強
さ
で
あ

伽輔ら

-E
R
S
-
c
e
τ
肺
・

ら
う
と
思
ひ
を
す
。
藤
聞
東
湖
は
「
正
u
m
o

'u
っ，
、

巳

阻
ん
ら
ゐ

‘

て
A
e-

-‘肺
目
hv

歌
」
を
作
っ
て
、
日
本
人
の
持
つ
天
地
正
大

の
が
を
「
絞
っ
て
は
百
般
の
艇
と
な
り
、
駒
山

‘‘，
削信

吉
〈
ら

し
て
は
の
高
架
の
担
と
た
る
」
と
い
み
じ
く

ヘa
，
ゅ
ん

や

や

a
nu
'

も
表
現
し
て
居
り
ま
す
。「
病
は
無
か
ら
」
と

L
'
h
"
υ

‘@
S

S

企

ゐ
量

一足
ひ
、
愁
あ
る
者
に
は
「
集
を
落
さ
ぬ
校
に
」

と
燃
蹴
し
ま
す
。

協
に
、
川
竹
は
僻

M
O一
昨
蕊

虫
、一

.，、
ι

ゆ

こ
う
ぽ

3

肺
民

$
い
ご

よ
り
い
丸
は
閥
家
の
興
亡
に
至
る
ま
で
、
最
後

い
お

げ
つ
舎
、
‘
，
、

.e

‘
ん
Z
hv

に
到
つ
て
は
結
局
「
筑
」
の
問
題
に
な
っ
て

舵
ま
す
。
「
前
」
の
お
協
は
飴
に
蕗
対

r附
配

h

ゅ
じ
担

金

ゐ

a'
'~

た
る
と
と
に
何
人
も
同
時
存
は
あ
り
を
せ
ん
。

の
際
伊
・
削川
り
仰
の
鰍
飢
を
や
っ
て
目
的
る
に
泌

ひ
な
い
。
そ
れ
で
鮮
が
帰
れ
る
の
で
あ
る
。

守

崎

か

τぃ
t

畠

m
A
L
--

筑
の
疲
れ
な
い
租
度
の
練
習
で
は
あ
れ
だ
け

e

z
 

の
無
は
得
ら
れ
た
い
の
で
あ
る
。

mm
の
邸
れ
は
断
艇
の
み
の
応
れ
の

mwh、

=‘a
q
t
u
九
E

，

L

快
い
疲
努
で
は
無
い
か
も
知
れ
た
い
が
、

併
を
鰍
鰍
す
る
と
い
ふ
と
と
は
、
総
鋭

r
t

か
ら

τ

Z

巴
陣
'
だ
い

き

a
VA
d
e

い

企
寄
乎
は
此
の
軍
大
な
「
お
」
の
養
成
に

新
総
の
郁
泌
が
あ
る
と
さ
貼
れ
て
断
官
ま
す

砂凶
p
h
5
K
い
3
:
hF
b
て

Z

S
ウ

-b

g
肺

ミ

官

い

民
臨
応
大
問
中
益
乎
部
雑
誌
に
「
集
古
河
」

tc題
す

2

3

な
酔

-3
y

'

h
AV

る
記
事
の
中
に
次
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。

a
u

-

-
ゆ
て

A

O

ag

hF
・・τ

・

『初
め
て
窓
乎
b
L
見
た
人
に
、
昼
晴ず
は
ど
う

た
a'

L

F

&

τ

，

で
す
か
、
と
簿
ね
た
ら
「宅
v

乎
は
訴
で
す
ね
」

柄

。

《

畠
h

・3

L

と
す
っ
て
陪
ら
れ
た
。
「
黒
帯
を
締
め
て
ゐ
る

ω主
化
a'

s

a
，

か

ら

τ

人
法
の
あ
h

い
ふ
紙
を
得
る
だ
け
で
も
益
乎

U
Ad

伽

h'e
-
-‘

は
貨
に
悠
い
も
の
だ
と
思
ふ
」
と
。

L

，
‘
て

-b

ぜ
ん

--H〈
お
ζ
傘
・

ゐ

益
乎
で
は
自
然
に
そ
の
気
宵
を
行
っ
て
居

・・

内

・

-e
a

'
s
a肺
ゐ

る
と
と
が
、
前
の
官
漉
で
股
明
さ
れ
て
居
る

-v
，

、

‘

・u
に
巳
ん
0
4
hv

か
た

様
に
思
は
れ
る
。
初
段
位
た
る
と
型
そ
や
っ

ゐ

ae

・e
・
惨

a
aJaaも
酔

肝

た

a

，

て
居
る
時
の
筑
は
一
寸
近
づ
会
雛
い
、
犯
し

鰍
い
と

rふ
獄
じ
を
柑
討
す
ザ
れ
に
械
か
せ
る
。

FN

‘LF

A

F

V

ζ

内
ゐ

「
識
は
守
し
て
勝
つ
」
と
一宮
ふ
の
も
此
の
鑑

e
a，号
，
、
ゐ
の
が
M
h

の
消
息
を
物
語
る
も
の
で
は
た
い
で
あ
ら
う

あと カ‘
るい ~~ 0 
iJ~ ふ 乎τ
質与を
考2附iや
へがはっ
て我2て
み.k(何ど
るが鹿=
とよが
掛~ <ーi

脅主受'番ん
さけ疲Z
へるれ
か質とる
た mltか
よ~、

にる をあのき
よか 2設やる範史 て
く と乎τる 。園ゐ行・
現:いが慣'とのく
はふ無事値‘の慨g上ミ
れと宵Yが筑'い l'
てとと充1一文主於r
ゐはし分Zつ効?て
る 、 てにを }!H殺止
と.此=如‘'ib得'のも4
思tの何"るる nvt大t
ひ短~ tt: o.!だ噌Z卸2
~いか効: けした:
す文~:W:・6 でい最1
・ヨ間的E ももも‘
ので ~~の mi?
中ZiIぅ乎Tで JIJ!

‘-
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第
~ 

"、
ェ歪~

早

空
手
の
起
源
K

第

=o笛
遺
磨
涜
組
設
の
提
問

ι

F

'

・

て

悼

ん

ぜ

ん

E

a

-

-

ゐ

広

い

i

u

A
益
乎
は
予
凶
百
年
前
に
述
・
肘
大
師
か
ら
は

巴
交
っ
た
m
m
な
加
が
一

仰
仰
に
附
伊
せ
ら
れ
つ

つ
あ
り
交
す
が
、
れ陀山
M

…此の
際
b
L
慨
が
炉
問

お

ω
守

口7

h

u

・

a

マ

の
多
い
設
だ
と
思
っ
て
居
り
会
す
。

こ
l

品

V
Av

b

h
ゆ

e
a
B
除
ん
じ

ロ
ゐ
a
R
い
レ

此
の
北
は
、
支
郊
の
少
林
4
v
k
建
館
大
仰

が
駅
紘
じ
た
脱
艇
が
ら
、

Mm械
が
続
出
の
配

骨

ん

t

・

。

・

・

E

h

v

む

と

す

句

作

ん

ゐ

源
を
謹
踏
大
師
に
結
び
付
け
て
構
成
る
る
も

s

，

，

、

"

も

の
た
ら
し
め
る
た
め
に
健
作
し
た
ら
し
く
忠

ぇ‘，
..
 
ん
w
・
'
ue

z
a町
、
，
a
町
民
、

は
れ
る
「
易
筋
経
義
」
な
る
釈
が
一
也
射
に
な

っ
て

V
械
で
獄
紫
総
似
せ
ら
れ
た
と
と
が
邸

働
慨
に
な
っ
て
ゐ
る
や
う
で
る
り
ま
す
。

J

e

a

'

h

'

ん

じ

い

H

h
a---

院
い
tu

尽

だ

hv

ム
少
林
寺
と
云
へ
ば
連
勝
北
側
で
が
官
同
〈
、

.

第
二一

節

空
手
は
武
衝
の
嫡
流

" ... ‘ 
て 2きt
日夕乎て
りは
ま武ざ
す術を。
のち

;jt~ 嫡?
の流:
現'1L
白?り

んl
tr.とh
設き私t
明fはか
教主考会

し
ま
す
。

信
ん
ゐ
ゐ
b
・
h
，
、
a
v
a
e
u
-
T
g
』
g
v
s
，
に
多
角
い
。

人
類
進
化
の
途
上
に
於
て
争
闘
と
平
和
は

b
e
・
な

は

注

ご

と

絢
へ
る
飽
の
如
き
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
集

記
ん
て
‘
.
S
に
ζ
C
ん
て
s
s
'
・ha

'

に

・

・

閥
的
に
又
個
人
的
に
争
闘
の
絶
え
聞
は
た
か

s
'
ι
a
，
抽
ロ
ド
l
u
-
-
u尉

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
争
闘
形
式
は
武

.

‘

，

帯

広

9
3

尽

き

‘

器
を
持
つ
て
の
等
間
よ
り
も
武
器
を
持
た
ざ

h

M

玄

，

、

多

て

‘

.

，

μ

'

ふ

a

-

h
v

-z
む
M
'
a
g

る
舵
手
益
乎
の
争
闘
が
古
く
、
且
つ
叉
武
器

を
ザ
つ
や
う
に
怠
っ
て
か
ら
も

w
f鉛
ヂ

c

.

，

民

'

M

・

・

a

，

広

多

是

‘

へ

い

ぞ

ん

曽

mv闘
と
武
器
等
閑
と
共
に
並
引
付
し
て
来
た
の

h
u
v
、
，
、
，
v、

。

b

m

・

で
あ
り
ま
す
A
無
乎
宰
乎
の
乎
は
武
器
を
窓

・・

4

・

e

u

τ

，

、

，

τ

-

-u

u

除
す
る
古
慨
に
し
て
、
無
手
益
乎
と
は
即
ち

u
-
F
・
・
‘
.

武
器
女
持
た
ざ
る
誌
な
り
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A
武
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向
日
伺
の
一
部
で
は
な
く
、
外
部
に
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u

v
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申

'

携
帯
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て
ゐ
る
借
り
物
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あ
る
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ら
、
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れ

M
V
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い
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・
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U

て

を
拐
帯
し
て
ゐ
な
い
時
は
否
応
な
し
に
無
乎

関
す
る
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念

品
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Ma'

叉
傘
訟
で
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仰
向
い
た
め
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、
ダ
林
制
訟
は
溜

色

乞

u

v
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u

ぞ

'

L

V

，

ん

命

ふ
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，
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酪
大
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始
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う
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少
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'
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Z
い
ゐ

ロ
仰
い
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、
然
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林
寺
は
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τ

ん
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、
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、
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い

ふ

が
凶
天
笠
よ
り
支
那
に
渡
米
す
る
よ
り
も
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s
a

守

宅

‘

l
a，

く
か
ら
あ
っ
た
名
刺
で
る
っ
て
、
公
脊
の
賞

、
m
v
y
い
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ん
し
出
，
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e
，
、
い

LF
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b
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物
や
財
践
の
守
磁
の
た
め
に
併
兵
が
各
部
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"
が

u
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W
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ζ

る

ほ

己

武
術
を
符
古
し
て
居
た
の
で
、
そ
れ
は
何
も

け

ん
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V
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法
だ
け
に
限
っ
た
と
と
で
は
な
く
輪
、仙仰
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L
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鉱
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包

こ

た

叙
、
刀
等
の
武
術
も
等
し
く
行
は
れ
て
ゐ
た

り
で
あ
り
ま
す
。
町
丹
の

r艇
は
川
山
総
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の
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都
に
付
則
で
も
叡
っ
て
ゐ
る
し
、
M
A
蹴
掠
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軍
事
h
v
a
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汐
ん
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い
τ
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多
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、
注
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昼
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少
林
寺
は
現
代
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を
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し
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'

u

e
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‘

毒

事
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‘

か
ぶ
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小
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を
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っ
て
ゐ
る
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ダ
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が

悦
配
し
て
伊
り
ま
す
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お
叫
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伊
の
加
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貯
て
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抑
制
が
の
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燃
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の
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と
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，
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h
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h
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g
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で
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よ
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方
法
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器
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せ
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u
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n

v
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で
も
な
限
、
一
騎
打
が
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熱
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て
来
る
と
、

「
恥
働
か
h
y
」
と
川
町
び
訟
が
ら
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釈
を
野
げ

す

〈

b

u

て
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捨
て
て
、
「
い
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組
ま
ん
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と
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で
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、
.
、
む

合
っ
た
と
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、
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史
上
白
記
録
に
明
か
な

e

u
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事
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で
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友
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葉
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。
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の
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ゐ
る
と
と
が
「
薗
倒
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り
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齢
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て
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へ
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、
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ざ
組
会
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」
と
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低
か
ら
の
叫

ぴ
と
た
る
の
で
あ
り
を
す
。
山
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即
m
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る
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V
'
U
い
ぜ
ん
h
n
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炉
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‘、
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ん
M
p
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に
於
て
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え
、
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島
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に
な
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器
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て
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ら
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な
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り
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無
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で
決
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の
争
闘
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と
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・
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務
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、

ぴ

ん

ゐ
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又
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仇
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ゐ
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'

・

・
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存
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で
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と
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い
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あ
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す
。
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古
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陪
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。
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蛇
瓶
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仇
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。
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「
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林
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膳
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縦
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と
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岡
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叉
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あ
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に
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武
器
付
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し
て
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縛
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無
手
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u
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-
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v
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乎
の
武
樹
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の
理
想
に
か
友
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然
字
紙
減
に
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た
る
も
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、
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幡
多

つ
も
な
く
、
四
肢
五
慌
の
椴
能
を
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由
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術
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・、.，、‘
..
 ‘‘、‘"hMr〈
‘，，‘，.uE
・
av

五
、
劉
相
戦
法
仕
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の
目
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武
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の
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と
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て
の
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で
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せ
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て
怜
ん
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ち
れ
て
来
事
凡
が
、
安
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法
は
無
手
益

て
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ん
u
v
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ん
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、
，

手
を
本
慢
と
し
て
研
究
さ
れ
来
た
っ
た
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よ術空のと
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空
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友
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関
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命
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大
地
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た
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う
で
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く
と
も
せ
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目
、
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て
今
、
広
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歩
、
そ
の
M
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は
金
銀
の
や
う
に
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、
諮
御

付
加
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が
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と
れ
は
が
…総
た
m剛山
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さ

と

似
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れ
を
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し
た
と
と
る
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で
は
行
く
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ば
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り
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手
た
る
控
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名
方
命
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苫
企

ac

を
「
若
諌
の
芽
の
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や
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の
で
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縦
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司
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何
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あ
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滋
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仙
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双
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縦
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・
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友
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踏
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あら 、
たぽ 簡工
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。
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を
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た
と
と
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の
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湛
だ
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た
も
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で
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り
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で
あ
り
ま
す
。
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双
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り
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数
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無
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的
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で
あ
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ま
す
。
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古
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こ
は
怠
勿
い
そ
%
か
‘
〈
，
.

伊
那
佐
の
小
蔀
陀
於
て
其
の
カ
を
競
べ
ら
れ

じ
α
ん
n
、
.
b
骨
二
a
・
A7
k
-
A
‘
.
3

た
と
と
が
、
日
本
傑
史
に
建
る
後
も
古
い
詑

a
q
〈
も
守

宅
h
v
z
・'
g
v
ぜ
A
V

録
に
な
っ
て
舟
り
ま
す
。
第
一
諮
第
七
節
に

見みと

るは
ペ品f
~ り弘
司?
あ決~:
り手'el.o
Eを1'1'.， ~ 
す知"
。乎‘
;!it" ノ、_h
t句ω
で
あ
っ
すc
と

-ULPh地
U
F
C
ん
ゐ
ゐ
h
F
E£

hv時、

A
然
し
乍
ら
人
類
は
斯
く
の
如
き
生
命
が
け

し
ん
け
ん
b
&
'
g

こ骨

の
民
剣
勝
負
だ
け
た
好
む
も
の
で
は
な
く
、

鉱
炉
に
か

L
は
ら
な
い
限
配
で
が
船
ボ
を
し

み
い
'
M
W
H
叫
ん
の
，
‘
守

て
見
た
い
郵
政
・
本
能
も
持
っ
て
尻
り
ま
す
。

a-'
u
'
Z
飽
ん
町
，

(
猛
般
に
さ
へ
此
の
本
能
は
あ
り
ま
す
〉
そ

の
た
め
に
、
M
r

一
宇
一
怨
ヂ
の
山
野
町
駅
鉛
に
即
時

l
u
Z
い
か
，
、
l
v
・
診
て
u
v
-
z
多
を
い
め
hv

し
て
、
次
第
に
各
種
の
規
定
を
設
け
生
A
W
0

・
w
ん
、
L
P
‘
乞
‘
・
u
，
‘
，
u
き
め
ん

危
険
な
く
し
て
カ
を
闘
は
す
遊
戯
が
一
商
に

お
い
依
勺
お
勺

於
て
後
述
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

守
-
‘
，
Z
へ
'
a
'
a
，

す
。
角
力
に
土
俵
を
別
ひ
る
や
う
に
な
っ
た

、
，
ん
，
、
.
臨
ん
4
T
ん
て
ん
b
e
'
M
M
い
・
，
a
v
'ご
ろ

の
は
位
三
ハ
七
百
年

H
(実
正
座
長
頃
〉
か

守
ん
と
〈
傘
司
S

ら
の
と
と
で
、

職
問
末
期
で
あ
り
ま
す
。

ハ
.
此
ぽ
で
仰
刊
に
w
m料
の
加
か
を
側
臥
し

τ

常ん、.，、.ZAVS

お
き
た
い
と
と
は
‘
職
問
末
期
ま
で
は

W

ん
む
ゆ
令
む
の
ひ
い
い
師
、

剣
術
の
賦
A
m
u
と
去
へ
ば
‘
生
命
が
け
。

bA内
柑
ん
b
k
'
A
-
p
fuFUU苦
い

押刊
行剣
勝
負
だ
っ
た
が
、
総
川
時
代
に
た

、ふ
i
u
主
L
u
v
、
ん
て
a
'

っ
て
か
ら
、
念
所
に
お
す
る
糾一バ
4
?
を
設

Em悼んみんaT，、と
6

い
銀
往
し

停
ゆ
か
昆
c
a

日
本
民
族
波
来
の
話
の
中
に
も
あ
る
通
夕
、

巧
mmwm臥
即
献
花
開
て
慨
に
郎
仙
一
一岳
刊
却
を
目
的

l
ν
ん
や
象
主
主
叫
ん
。
，
、
ぷ
む
注
〈
A
ん

心
と
し
て
、
日
本
民
族
の
一
部
が
荊
民
を
し

る

て

ん

そ

ん

か

'

h

v

ん

・
・

て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
天
孫
降
臨
に
先

だ
っ
て
貯
飢
と
し
て
鉱
は
さ
れ
た
邸
鰍
4
郡‘

併
は
対
阪
両
い
吋
艇
に
》
配
都
の
蹴
即
日
を
h
m
m叫

&ヨは〈
ヒ阻む明ao--a

g

広

に
な
る
と
.
大
闘
志
命
は
と
の
と
と
を
他
0

・
・a
A

、
E
S
'世
ん

怠

砂

一
脚
々
に
御
相
談
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
述

A
U
h
F
紅
骨
A
4
a
g
u
¢
ん
俗
、
，
、
巳

・

御
名
労
A
W
は
「
自
分
述
の
聞
に
や
っ
て
来
て

鉱
山
地
?
っ
て
ゐ
る
の
は

wrの
れ
だ
、
怖
か

官
ふ
と
と
が
あ
る
な
ら
我
と
カ
比
べ
を
し
て

&

%

か

色

〈

‘

見
る
」
と
い
ど
み
か
け
て
力
蹴
べ
を
し
た
と

ゐ

・
し
か
a
v
守
が
に
怜
み
&
F
4
・
吻
骨

と
に
な
っ
て
鼎
ま
す
。
然
し
流
布
に
践
例
雷

み
主
と
h
v
h
v
い
こ
e
b
a
‘
A
7
τ
a
n
‘

命
は
外
交
使
節
だ
け
あ
っ
て
、
あ
ま
り
手
荒
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Jl:1.o必
ず知
る J白内
とノ1む
と)-
t亡者r
1t J~~ 
って
た Ij~~

の
で
あ
り
ま
す
。

』

F
h
T
a
h
d
F
，
、
-
v
z
a
e
・
な
，
て
-

A
斯
く
考
へ
て
来
る
と
、
次
の
事
が
師
納
的

・"

、

‘

〈

こag

に
明
か
に
せ
ら
れ
て
来
る
事
に
た
り
ま
す
。

乞
い
お
い
む
て
〈
'
て
帥
U
勺
ル
て
・

一
、
古
代
に
於
て
は
無
手
探
乎
で
決
死
的

制
慨
が
併
が
れ
た
。

ご
、
一
r
…
平
釘
干
の
山
山
貯
間
的
判
断
の
慨
術
を

始
。
い
レ
、
a
，
，
z
h
E
e
‘
い
伸
ん
・
τ

正
し
く
織
承
し
、
禁
乎
の
制
限
規
定
を

s
'
喰
い
め
い

--
w
ん
a
g
i
u

設
け
や
、
生
命
の
危
険
を
防
止
す
る
た

位
ん
耳
〈
創
刊
ん
震
か
お
S
・
'
b
・

め
に
忽
精
練
武
の
型
を
設
け
て
、
主
と

し
て
そ
の
都
を
村
似
に
し
て
蹴
犯
総
齢

こんヒ・・LF‘τ

し
た
も
の
が
、
今
日
の
安
乎
で
あ
る
。

む
て
，
、
，
て
"
"
-
7
b
t
・
・
3
'
μ
'
w
h
v
μ
'

一
二
、
無
4

工
会
乎
の
決
死
的
余
闘
の
系
統
を

，
峰
可
U
・
め
い
‘
，
M
W
ん
曲
'
l
ν

受
け
訟
が
ら
、
生
命
の
危
険
を
防
止
す

-
S
A
t
-
事
い
ゅ
ん
・
て
u
v
・
・
'
そ

る
た
め
数
手
の
制
限
規
定
を
股
け
、
共

h
v
e
ほ
ん
ゐ
w
-
a
v

u

hv

の
限
ら
れ
た
る
純
闘
の
競
技
と
し
て
殻

・h
a

マ

=

ん

じ
急

畠

v

a

'

h

・

建
し
た
の
が
今
日
の
相
模
で
ち
る
。
〈
沖

h・
n
，
・
s
'
恨
ん
E
・
V
・
忌
，

純
相
設
は
本
土
の
相
撰
よ
り
も
は
る
か
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に
山
川
ザ
が
が
く
、
官
艇
か
ら
問
ツ
に
川
和

ん
で
や
る
の
で
す
。
広
平
蹴
総
統
一
一
転

h
-
s
な民
e
s
'
L
F
ε

・.、

こ'
S
んe
'

「沖
縄
相
撲
と
空
手
」
の
羽
参
照
。

四
、
伊
平
出
創
平
の
獄
貯
傾
斜
踏
の
鯨
総
b
L

.，

h
r
s
て

b

h

h

'

ん
て
ぜ
い
ゅ
ん
S

受
け
、
安
手
と
同
じ
く
禁
手
の
制
限
鋭

忠
は
お
け
た
か
っ
た
が
、
燃
し
町
駅
総

統
の
路
仰
の
m
m山
町
山
山
政
側
主
配
か
れ
て

ぴ
ん
.
.
 ，
 

•• 

9
'
c
'
U悟
A
Y

研
究
さ
れ
た
の
が
古
流
柔
術
で
あ
る
。

五
、
務
純
綜
泌
が
L
V僚
と
し
て
M
h

れ
、
的以

定

ぜいゅん‘・

thy--'

広
い
ん
け
ふ

乎
の
制
限
規
定
を
設
け
て
、
多
分
に
誠

一
広
似
し
た
の
が
抗
町
の
抑
制
活
で
あ
る
。

起
を
お
w
比
し
て
貯
る
と
お
の
縦
り
に
な
り

ま
す
。

一
郎
知
手
袋
手
の
一

一

T
j
i
--
怨
手
ハ
繁
手
都
知
〉

一
決
死
的
母
子
関

一一

-

-

下

|

柔
術
ハ
筆
無
〉
|
」

一

「

柔

道

ハ

祭

手

き

一l
l相
撲
ハ
祭
主
多
〉

、，

，

t

-b

』F
h
p
-
-

a・AV
企

A
叫仰
に
叩
地
べ
た
併
が
ら
芳
村
て
見
る
と
、
最

も
針
く
の
緋
隙
印
刷
〆b
h弘
前
け
て
ひ
め
い
撚

rω

-
値
"
・
b

，h-
町
.. 

，

ゅ

，

M
仏

l

h
f，vm犯
と

M
.
の
ふ
い
仰
げ
を
か和

τ
A

b

u

w

-
同
市
-a

・
ゅ
んザ吻

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
文
郵
務
訟
の
起
蹴
肢

の
村
に
は
、
五
千
俄
献
般
の
純
紛
の
似
燃
に

3

ん
‘
ん
ぶ
ん
，
、
b

H

U

ん曽
aマ

〈

b
'
てい
V

C

E

h

燦
側
た
る
文
化
を
越
設
し
た
る
貨
物
の
時
代

お

い

?

で

そ

隠

'
d
F

同
協

9

e

a

マ

に
於
て
、
低
vh
共
の
前
芽
を
賀
し
た
と
の
誌

が
あ
り
、
辺
五
千
一何
献
の
山
町
わ
必
ず
獄
の
慰
部

の
m
m
k
も
縦
一
院
の
一
部
と
目
見
る
べ
き
総
統
が

て
ゐ
か
ん
MF

い
か
こ
M
h
L

あ
る
掛
か
ら
考
へ
て
も
、
如
何
に
古
代
か
ら

そ
ん
す
V

存
在
し
た
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
り
、
税
減

、S

凪げん

h

y

d

3

a

」
az
、

，.〉
弘己
A

，

の
起
駅
を
僻
か
に
千
四
百
相
秘
の
嵐
官
対
削
川

u
q

・v・3'a
n
ん

き

&

A

E

-

-

a

，

の
蛮
明
創
業
の
如
く
説
く
と
と
が
誤
謬
で
る

am.‘
 

る
と
と
は
明
か
で
あ
り
ま
す
。

h

v

u

'

'

e

'

L

V

‘
 

さ
て
以
上
述
べ
て
来
た
と
と
に
よ
り
、
富

市
'統
一
郎
は
一
僻
対
の
聡
切
で
も
な
く
、
れ
4mm

千
一
制
限
に
は
じ
ま
っ
た
と
明
被
に
ず
ひ
き
る

で

-

-

・

ι

と
と
の
出
来
る
も
の
で
も
な
い
と
と
が
明
日
臥

創

a-

-wbF

人

以

=

に
た
っ
た
と
と
と
思
ひ
ま
す
。
鉱
し
、
文
献
州

MUa
内
申
ふ
巴
い
，
‘、ぃ
a
v
E

。

.. 、z
b

き
t

，.，，

世
帯
法
は
大
砲
何
時
腕
か
ら
ふ
川
町
の
刺
さ
制
的
期

を
と
る
や
う
に
な
っ
た
か
、
む
情
級
戦
総
は

E
H
V
F
、
い
句
、
、
九
こ
ん
民、
、
-a

e

'

・FJ
・

大
恒
例
時
頃
か
ら
A

，rの
如
き
淑
式
を
と
る

し
た
も
の
が
抑
制
践
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、一
的
防

総
も
桁
燃
を
山
内
て
蹴
鰍
と
は
麟

yzせ
ん
。

?
.，

h'

i

、ん
:

お
に
抑
制
訟
は
釦
刑
制
山
川
ら
山
山
・
れ
ιな
が
ら
、
禁
ヂ

を
鰐
け
郎
使
似
し
た
ザ
釘
が

P
併
に
あ
り
ま

民Z
，、
'
'
"
r

ち
a
'
b
ん，、‘。

す
か
ら
、
制
併
と
鉱
山
弘
と
の
ゆ
間
に
位
す
る

e
-

こん巴、む，

も
の
と
智
ふ
と
と
が
町
東
ま
ぜ
う
。
今
日
柔

'

:
.

、

1

・
1

h

ζ

・んて

訟
に
猷
ず
る

F
Wの
.
聾
は
、
此
の
紫
乎
が
あ

阜、いげん

z
c

・9

・
・

る
た
め
に
制
限
さ
れ
た
武
術
で
あ
る
か
ら
、

嚇
貯
ら
ぬ
航
じ
を
い
だ
か
せ
る
た
め
で
は
な

M

-

-

b

h

-

M

A

r

、ん‘‘

か
ら
う
か
と
相
旬
以
ま
す
。

一一叫
に
総
て
抵
来

l

l

l

:

・'p
h
'
'除

a
，.

獄
ヂ
税
制
や
ず
船
抑
制
似
M
U

創
刊
知
が
敏
一
官
を
以

・・
2

h

u

ζ
a
'
.々、

A

て
行
は
れ
つ
つ
あ
る
と
と
は
、
伎
…
拘
来
で
数

'
2・
3
.
，，、》‘，
e
h
，

ず
が
か
仏
く
、
間
配・
1
慨
を
宮
川
闘
に
部
動
せ
し

む
る
蹴
仰
山
で
あ
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

A
慌
に
、
釘
ず
の
撚
や
似
ず
を
即
臨
ず
山
町
の

都
民
即
断
の
か
H
K
蹴
併
設
必
ず
か
ら
山
崎
ぎ
か
っ

et
e
-
-
、

，

‘

。

C
H
h
h
v

た
舷
鉱
似
を
は
か
る
と
と
を
以
て
時
代
と

色
--

e

b
b

かん
d

r

ひ

&

共
に
拡
秒
す
る

l
!と
考
へ
る
人
が
あ
る

』

号

、

ほ

h
-
u

・
な
ら
ば
、
そ
れ
は
思
は
ざ
る
の
甚
だ
し
き

も
の
で、

践
を航
船
似
泌
す
る
と
と
は
お
ヂ

や
う
い
な
っ
た
か
‘
洲
町

r
rは
え

mMW払

kwwe町
か
ら
都
鰍
じ
た
か
、

T
W純
潔
の

統
的
似
献
の
肘
蹴
純
一
体
J

は
ど
ん
た
も
の
で
あ

っ
た
か
、
紛
糾
の
峨
犯
は
就
航
が
仙
川
い
た
め

，、“M
W

伺
叩

-a

に
鮮
し
い
と
と
は
殆
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

ふ
制
民
総
べ
伊
る
就
航
の
縦
断
で
は
、
山
川
総

の
鈴
ヂ
は
二
百
一
特
慨
に
は
銭
ヂ
と
宏
一は・?に

〈・
0
・00
U
M
V
R7

2

ゐ

-
P

「
組
合
術
」
と
呼
ば
れ
て
居
た
と
と
、
共
の

即
吋
仰
に
は
郎
に

T
m抑
制
仇
滋
の
艇
部

r紛
跨
に

受
け
て
ゐ
た
ら
し
い
と
と
が
辛
う
じ
て
わ
か

て
いど

る
程
度
で
②
り
ま
す
。
と
の
と
と
は
土
佐
の

駅
斡
が
伊
い
た

「
均
以
紋
紗
」
と
安
ふ
械
の

.怖かか

かS
て
，
、
"
ん
ん

中
k
m世
い
て
あ
り
ま
す
。
{盆
乎
に
闘
す
る
文

"

ん

惜

ん

ふ

a

・

献
と
し
て
は
と
れ
が

一
番
古
い
と
去
ふ
と
と

に
な
っ
て
附
す
ま
す
が
、
と
れ
ば
約
制
殴
の

鍛

r即
聞
い
て
伊
い
た
の
で
す
か
ら
、
仇穴の

w

t
h
v

邑

F
6
v
‘

代
の
益
乎
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
縦
し

a‘ν、
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すと
る 1:1:
にわ
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L

F

も

や

い

w
a
'

し
ん
ζ
J
、

の
戒
解
と
し
て
の
償
偵
を
解
摘
す
る
深
刻

た
佼
骸
の
紘

一
グ
に
あ
る
と
と
を
炉
鍛
し

'3
・

念
い
私
と
一
試
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

hr

‘c
h

r

ロ

，、A
t

℃

hp
・

'

ゆ

め

し

し

ん

窟
乎
の
世
や
組
手
は
乎
の
高
下
、
足
の
仲

総
が
り
僻
似
た
航
に
ま
で
蹴
怖
に
縦
鰍
川
町
仰
仙

紙
M
正
取
を
於
ゲ
ベ
舎
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

hJhr

ち

ら

』

置

い

守

h
v
h
v
u
r〈
E
'

・e

配
し
て
一
献
に
総
て
は
会
期
務
的
基
礎
に

rっ
て
、
ぱ
即
時
附
な
智
仰
聞
紙
附
や
仙
川
町
川
町
臥

E
，
‘
.
3

‘，a
内・』mv

隠い
A''iu
主、，
〈
紗
ん
、
e

由

a

，

動
を
以
て
航
A
V
や
内
臓
問
機
闘
の
機
能
を

l
，.
t

・'r
・

hr
u

，、.A
C

創

間
耐
此
に
蹴
紘
し
つ
つ
.
劉
や
組
平
に
於
け

z
u
・，
t

・'h鳴
い
a
'

u
apMU
‘.

・

T
'
L
Vん
が

る
武
倒
的
内
鮮
を
充
貸
せ
し
む
る
秘
に
汚

へ
て
げ
く
べ
き
で
あ
っ
て
、
蹴
や
山
肌
ず
乞

位

v
e
a
，，、わい
V4'Y

〈hv

MW
鋭
化
遊
戯
化
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま

-GG -

せ
ん
。

第
==一
節

支
那
準
法
と
日
本

態
法
と
の
関
係

あ 企
つ金畳む

て乎τ
、室;
そ乎τ
のの
歴2等3
9乙む関守
はは
jkX人三
類S類主
治:共1
動?油ミ
物との'
かも
らの
越にで

4na
曹、

の
れ
む
と
ζ

ら
何
此
に
も
必
犯
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
件
¥山
川
町
が
あ
る
総
m
b
の
猷

て
hv

乞

g

s

a

'

a

守

'

b
μ

制
紙
芝
辿
っ
た
と
と
は
惣
倣
に
郷
く
な
い
の
で

‘，

t

、Ma
ふ

あ
り
ま
す
。
斯
く
し
て
支
那
の
如
き
古
く
か

un
ah
，、。修司
nAV

と
e

v

h

》い

島

E

そ

ら
す
A
・化
。
殻
建
し
た
土
地
に
於
て
は
特
に
共

甘
ん
・
ふ
す
・・

ゐ

・

0

・

の
研
究
も
進
ん
で
居
た
た
め
に
、
そ
れ
が
沖

蹴
に
制
限
挺
し
て
は
鈴
ヂ
の
総
識
と
注・
夕
、
。
お

a
ん
ど
と
‘
ぃ

u
'
C凶
vav

えい之
aB

は
本
土
に
渡
来
し
て
は
柔
術
の
策
養
と
た
っ

2
ん

に

也

た
ま
で
の
と
と
で
あ
っ
て
、
何
の
種
子
も
な

い

f
rにが
λ

野
戦
泌
を
税
総
し
て
お
m純
一V
怨

ヂ
と
な
っ
た
・
わ
け
で
は
な
り
ま
ぜ
ん
。

hF6τ

・
比
げ
ん
か
a
，‘dA7

も
弘
ほ
益
乎
の
起
加
の
考
・採
に
つ
い
て
の
も

っ
と
縦
し
い
と
と
は
「
滋
野
収
容
務
で

e

z

‘

A
S

な
'

述
べ
る
と
と
と
し
、
此
蕗
で
は
飴
h
p
長
く
な

り
ま
ず
か
ら
、
と
の
く
ら
ゐ
で
止
め
て
ゐ
き

一 町 一

ま
す
。
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七
ご宣ι
早
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空
手
の
流
糠
及
び
型
の
意
義

第
=
四
節

涜
汲
の
傷
続

明
か
な
ら
ず

-

b

ュ
・
・
・
5
t
'
・
h
p
-
S
E
-
-
'
h
V
A
r
・
品
開

A
射
訓
郡
宇
陀
以
て
開
山
叫
に
舵
引
を
制
引
飛
つ

b

私

h
v
v
‘
‘
‘
a
'
U
ゅ
ん
ぜ
ん
ぜ
い
V
3
'
u
a
'
h
v
'

て
貯
る
の
は
、
立
按
長
臨
先
生
の
剛
柔
械
と

V
Y
H
F政
印
刷
鉱
山
b

の
伊
知
加
と
の
こ
つ
が
あ

る
だ
け
で
、

m
m
f
k僻
伊
保
胞
と
官
は
れ
て

ゐ
る
の
は
銃
三
部
れ
ら
の
附

mmで
あ
っ
て
、

そ
の

V
V射
で
ザ
ず
り
を
あ
げ
た
も
の
で
は

な

，

，

台

‘

無
い
桜
花
思
は
れ
ま
す
。

企
一m縦
で
は
路
側
索
の
と
と
を
町
ど
と
椴
じ

u

h

v

b

b

.

。

な

白

島

、.，hq

ま
す
が
、
此
固
か
ら
劃
塁
、
那
覇
、
泊
の
三
ケ

脈
に
約
仰
の

r
fが
然
く
、
鈴
ヂ
の
即
mmhが

忠
利
、
あ
っ
た
や
ろ
で
あ

p
ま
す
。

と
と
る
が

ろ~
不ふっ

可'て
能?刷t
でぺ
11 る
なと
いと
カ‘は
とぬ1・
a思tるa
はn.lA.
れJ{l%
"tで
ナ、

プむ
L 

企
-料

W
鉱
山
恥
と
叩
N
m
机
僻
刷
奴
M
b

-

ん

官

い

き

・

ん

の

い

ゐ

h

v

‘

t

R

b

・

近
代
ま
で
御
存
命
で
居
ら
れ
た
宰
乎
の
大

尉
で
、
総
い
も
蹴
川
和
五
川
は
抗
駅
一
で
は
前
wm奴

封
、
鵬
州
臨
制
で
は
路
即
日
W
M
A
M
b
、

rの耐
m
だ
お

も
あ
り
ま
し
た
。
慌
に
.
此
の
献
だ
誌
の
烈
総

=
ん
巴
・
，
a・
A
守
&
い
，
，
‘
‘
，
、

が
今
日
最
も
有
力
で
あ
り
を
す
。

，

k

g

e

ん

ぜ

い

a

T

b

h

r

に

-

u

・

ゐ

b

s

h

F

A
雨
先
生
時
仏
教
へ
ら
れ
る
型
の
甑
類
が
周
到
つ

。

ぜ

b

z

i

u

&

〈

h

F

a

除

む

也

'

て
居
り
、
そ
の
特
色
も
は
っ
き
り
宥
取
さ
れ

-

h

&

こ

ん

に

も

・

隠

ん

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
例
へ
ば
今
日
基
本

離
と
一
般
に
川
町
ば
れ
て
伊
る
郵
は
、
ナ
イ
フ

ア
シ
チ
、
ヨ
航
、
山
内
ぴ
鰍
お
の
三
つ
で
あ
り

て
ん
e
'
a
'
M
曹
、
、
‘
，
e
・
ん
ぜ
ん
ぜ
い
令
〈

ま
し
て
、
聴
診
は
宮
按
長
願
先
生
が
作
ら
れ

h

v

院

に

ふ

ゐ

h

r

隠

た
型
で
、
他
の
こ
つ
は
省
く
か
ら
あ
っ
た
劃

a
v
%
i
u
z
‘
‘
 .
.
 
絃
帥
峰
崎
w
a
内
・
崎
、
，
ず
い

で
あ
り
を
す
。
私
共
が
沖
縄
臓
立
一
中
に

a

v
，
、
U
H悔

い

め

い

g

阻
ん
巨
h
v
・
a
，
ぜ
ん
ぜ
い

思
時
代
(
明
治
問
十
年
代
〉
は
両
先
生
は
ま

hn

広
吻

b

-

v

・

・

a

'

h

r

‘

，

、

・

w

だ
御
建
者
で
あ
り
ま
し
た
。
一

-巾
の
益
乎
師

e
ん
い
V
&
e
v
ぜ
ん
-
-
H
V

奇
心

範
糸
測
先
生
は
ナ
イ
フ
ア
ン
チ
を
敬
へ
ら
れ

山山仙川叡
F
J
の
加
山
犯
が
帥
脚
献
に
ゆ
山
川
貼
れ
た
た
め

乙
'

W

ん

か

ん

由

ん

記

で

む

に
、
必
然
と
宥
板
を
出
し
て
弟
子
を
と
る
わ

uwん
u
-
-7

6
'
u
・
A
V

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
剣
術
や
柔
術
の
や

"

'

め

い

し

μ

M

v

w

u

v

u

'

う
に
械
が
引
も
な
く
、
従
っ
て
系
統
も
は
っ
き

り
し
な
い
の
は

rむ
を
伊
ま
せ
ん
。
鉛
苧
の

b

-

u

ふ

れ

W

血

T

か

ふ

に

い

か

b

・

陣

v

・

a

p

‘

修
北
市
仰
は

m-の
大
誌
に
つ
い
て
修
課
を
討
む

む
じ
ゃ
，，

“

H

'

h

v

い

含

む
ha司

ahvhr

と
、
仰
ほ
の
鯨
僻
の
も
と
に
叉
乙
の
大
家
に

自
可
ん
ぜ
い
V
主
，
、
い

つ
い
て
、
そ
の
先
生
D
得
意
と
す
る
と
と
る

を
臨
ん
だ
り
し
た
た
め
に
、
問
献
と
結
い
た

h

q

'

e

'

h

'
u
s
 

端
山
町
と
い
ふ
も
の
が
肝
づ
く
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
税
ぷ
ら
れ
ま
す
。

-e，
、

民

ゅ

ん

b

ん

a

ん

u

c

h

z

企
更
に
他
の
庶
図
と
し
て
は
、
木
土
に
於
け

惨
ん
じ
皿
'
q
u
a
'
C
ゆ
内
港
町
釘
ぷ
巴
同V
A可
t

，

是

正

怠

巴

る
剣
一
術
や
柔
術
共
他
の
武
術
等
の
如
く
、
何

h
v
'
U
M
U
・
A
7
b
a
ん
む
ゆ
，
、
ん

苫
a
'
ζ
・
'

流
の
武
僻
師
飽
と
し
て
生
活
に
御
事
公
ず
る

p
'
'
u
t
・
‘
F
-
h
c
'
官
、
‘
九
L
V
・
-
い
ど
な

と
い
ふ
椛
な
職
紫
前
本
門
家
の
制
度
が
無
く

る
が
-r帆
は
附
へ
ら
れ

3wん
で
し
た
。
と

。
“
，
淘
ん
u
'
A
ぜ
い
‘
ん
‘
，

e

と
る
が
東
恩
納
先
生
は
三
職
を
鵠
礎
と
し
て

‘

ん

て

い

・

ι

門
弟
を
鍛
へ
ら
れ
る
が
、
ナ
イ
フ
ア
ン
チ
は

色

T

a

u

-

v

'

敬
へ
ら
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
り
ま
す
。

mmす
る
に
昨
の
二
郎
の
松
村
獣
を
h

宮
駅
と

a
，
，
、
i
ν
‘
A
E
，
、
h
v
，
、
民
"
A噌
齢

VHL・

し
て
、
そ
れ
ん
¥
特
色
の
あ
る
各
一
控
の
劉

け

ん

‘

，

ふ

凶

，

‘

，

K
一'
e
a
h
e
v
・
'
s

を
研
究
し
て
行
く
と
と
る
に
雨
充

ιの
流
相
似

て
・
3

ゐ

的
器
具
が
る
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

第
=
宜
節

刷
業
混
と
糸
東
涜

r撚
隊
総
は

mmk叫
ん
仰
を
概
犯
し
た
け
れ
ば

守

色

防

む

た
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
な
く
て
好
き
な
者
が
師

し
ゃ

，

‘

-

a

M

V

Z

て

h

v

s

匠
を
求
め
て
特
有
す
る
制
何
度
だ
っ
た
と
と
も

m
r
m
の
藤
忠
し
な
か
っ
た
m
m
mた
肌
蹴
の

h
m
-
A

・

一
つ
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

h
F
'
・
て
か
お
、
，
b
ん
け
ん
ゐ
・
副

A
宰
乎
は
型
を
中
心
に
研
賞
さ
れ
る
の
で
.

LV位

‘，

h
，

、

む

で

iν

そ
の
型
を
陀
鍛
に
と
っ
て
師
か
ら
鈴
子
へ
と

R

v

t

T

W

い

b

E

，

‘

0

・

，

憾

で

ん

L'

代
々
縫
承
し
た
ら
、
統
波
の
仰
統
が
は
っ
き

M

m

ん

'

=

・

り
し
た
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
文
献
が
無
く
配

鍛
何

mmph炉
一
炉
い
ぷ
に
、
川
和
附
町
と
も
紛
れ
い

=
ん
に
・
移
動
、
ん
d
e
い

を
れ
引
の
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
今
日
存
在

h

r

t

h

z

，

。

v

hh
い
主
事

し
て
ゐ
る
裂
は
、
同

一
名
の
も
の
で
も
内
容

ζ
a
E

吟

a

，

ゐ

が
い
る
/
止
即
興
っ
て
俳
へ
ら
れ
て
来
て
居

。・q・
3

・・

る
有
校
で
あ
り
ま
す
。

峰
三

Z
ん
ヒ
も

・・

『

u

a

i

u

a

ム
そ
れ
放
に
今
回
、
松
村
氏
の
五
十
四
沙
だ

・
1

争
、

e

g

い

ae
-
-
α

と
か
、
新
垣
抵
の
ソ
1
チ
ン
と
か
、
糸
削
減

の
バ
ツ
サ
イ
と
か
い
ふ

m
m
mは
、
町
縦
対
邸

、w為

且守

ん

島

町

い

s

，

・

h

ド

h

F

怨

‘

『

頃
ま
で
存
命
せ
ら
れ
た
老
大
家
の
名
を
以
て

，
宅
多
m
併
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

い

J

F

ん

a

%

い

ぜ

ん

ふ

ゐ

で

ん

位

，

以
前
叉
そ
の
以
前
と
、
古
い
僻
統
を
さ
か
の

-68-

ゅ
ん
ee
い
か
，
.
乏
に
い
い
唯
J
U
r
u
.
、
E
e
、
.
E
P

，

A
現
+
仙
の
富
手
の
究
家
で
東
思
納
党
出
の
引
加

に
'
w
h
v
b
k
'
a
'
M
曹
、
‘
‘
，
u
-
a
m
々
、
-
5

・・

統
を
織
承
せ
ら
れ
た
の
は
宮
城
長
楓
先
生
?

い
と
す
合
ん
e
h
v

陥

u
u
v
定
，
‘
-7
・ε
に
・
・
砂
川
ド

あ
夕
、
糸
洲
先
生
の
系
統
を
最
も
正
し
〈
蜘
惜

し

a

，

‘

・z
M
巳
伊
九
h
w
e
、
e
-

永
し
て
居
ら
れ
る
の
は
時
文

C
間
以
和
克
鉱
で

あ
り
ま
す
0

・

a

ぷ

E

e

ん

を

い

傘

民

同

WHF
・
ん
隊
守
ん
曾
い
l
u

-e

胸
伸
文
仁
先
生
は
叉
、
東
一
恩
納
光
也
氏
師
事

、
。
血
V
M
曹
ぜ
ん
ぜ
い
S
E
o
u
v
街
ん
陰
e
a
h
e
ぃ
‘
.
、
.

L
、
宮
城
先
生
と
共
に
旋
風
約
先
紅
門
干
の

.
，
h
・

s、

.

，

隠

‘

，

‘

・

r

双
極
と
し
て
共
の
流
況
に
置
き
を
な
し
て
ぽ

，
、
れ
ん
"
い
じ
ゃ
，
み
や
e
e
ん
を
い
・
ん
し

・
'
怠

ら
れ
た
闘
係
上
、
宮
披
先
生
が
恩
師
の
流
抵

企
柳
町
内
吋
の
h
m
w
λ
L
F
h
r
側
め
て
剰
だ
に
剛
来

初
の
付
総

γ側
め
ら
れ
た
附
に
、
ね
に
附
知

加
を
作
仰
木
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

念
総
し

f
r
r
m川
山
岳
は
一
献
に
対
て
は
政
航

v
bヱ
v
e
w
ん
a
・
'

S

い

か

E

'

u

，

.

，

糸
洲
波
締
法
の
犬
家
と
し
て
、
附
桑
流
だ
け

の
伊
を
於
と
は
鉛
た
り
、
い
m
w
rを
総
靴
に

附
別
総
し
、
傑
に
賂
蹴
W
M
A
自
の

m
rを
俄
せ

怜

'
u
-

-

陰

，

哩

働

砂

て
教
授
す
る
と
い
ふ
方
訟
を
と
っ
て
居
ら
れ

-a
h
v
R
ん
い
と
守
び
d
p
h
n
ん
依
-
k
a
'
e
a
向
島罵い

る
の
で
、
最
近
で
は
糸
洲
、
東
恩
納
雨
先
誌

の
聡
引
引
を
一
宇
づ
っ
聡
ザ
て
、
総
た
に
「
針
刑

務
総
」
を
ザ
ヂ
ら
れ
る
と
と
に
た
り
、
川
町
て

球
一
抵
の
抵
榔
唱
を
切
断
に
し
て
町
ぼ
ら
れ
ま
す
。

ゅ
ん
e
e
u
v
h
v
‘
τ
L
F
h
v

-z
u
v
a
w
い
ほ
，
、
事
'
2
6もい

現
在
宰
乎
界
に
於
て
、
明
尉
に
流
舵
引
を

な

聞

を

z

h
s

a

名
乗
っ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
此
の
二
流
綻
だ

け
で
あ
り
ま
す
。
仇
持
の
叫
閣
は
僻
三
杭
か
ら
。

情
的
側
は
あ
っ
て
も
、
似
耐
に
齢
げ
り
制
川
町
村
和
を

r

怖

や

か

に

-

a

'

乗
っ
て
居
ら
れ
る
方
は
お
見
受
け
し
た
い
や

- 69 -

ろ
にで
お私tt>
願Eはb り
ひ本史ま
し蹄2す
て義ザ。
、鍛?

:iE~に
仰Z於f
来rて
測'、
誠健康‘
の文M
~!.仁巴
乎て先主
型E生t



-vm仲
間
的
し
て
恥
い
と
と
に
し
て
伊
り
ま
す

が、

W
W
A
N
-
対日
b

は
が
札
献
花
「
広
ず
航
路

ぞ

a
'
U
&
u
a
，
O

が
お
ん
な
修
は
う
ぺ
'

設
魯
」
の
方
で
東
恩
納
祇
を
護
表
せ
ら
れ

そ
悶

μ

‘，a
，
院
か
広
島
FSτ

つ
つ
あ
り
、
其
他
の
流
涯
の
型
は
「
宰
乎

械
的
恥
」
桜
丘
で
穂
釘
せ
ら
れ
る
と
と
に
な

を

つ
て
居
り
ま
す
。

第
=
六
節

少
林
涜
と
昭
盤
沈

の
疑
問

'a
隊

ζLve

-
-
んぜん守いか，、
τ

・'
U

4
9

e
'

a
官
名
腰
義
珍
先
生
は
塞
乎
の
流
汲
別
を
少

。ん.，.‘，白
H

ぃ
。
，
，
、
ε
av

'

林
流
と
昭
露
流
と
に
院
別
し
て
居
ら
れ
ま
す

が
、
燃
し
そ
の
船

rM川
燃
の
総
如
慨
は
切
断
で

b

‘

ιFト
h

ζ

h

w

s

'

た
い
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
型
を
此
の
二
流

-
b
e
aマ

LF
‘τ
w

ん卵、
hH
いを
'mr
い

に
類
別
す
る
と
と
は
宰
乎
が
鯨
外
に
紹
介
せ

よ
る

iuav'

比

vih

ら
れ
た
頃
か
ら
生
じ
た
も
の
ら
し
く
、
現
に

叡
ず
の
比
街
地
た
る
併
艇
の
訟
だ
判
然
も

r
o

''a司令

-eん曾
hv

を

流
別
陀
は
賛
成
し
て
島
ら
れ
ま
せ
ん
。

m
h
撚
的
動
脈
鍛
鈴
ぴ
世
官
か
れ
た
郊
斡
げ
村
に

・7
7

e

ny

決
。
一
節
が
あ
り
ま
す
。

官
け
て

W
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

-
L
e
'
・"
v

・'ゆゆド
h
e
a
'
a
"
h
v
u
'
'
Uが
ん

uuん

叉
昭
盤
沈
が
恥
到
し
て
郁
露
中
一
寸
械
と
文
献

a

m

z

'

 

陀
比
え
る
も
の
と
同
一
守
あ
る
か
ど
う

・・・・ぷ
s

・
a

・ん

か
頗
る
疑
問
で
あ
る
。

曲‘，
P
ん‘，
a
'
e
'
h
"
ぃ‘，
a
'
s
‘e
d
a
v
&

五
、
少
林
流
、
昭
震
流
の
類
別
を
説
い
て

e

'

a

な

ζiν
常

amせ
い

も

&
t
u
a

居
ら
れ
る
官
名
腰
先
生
の
著
結
に
つ
い

ζ
-
n
b
'
・
室
。

A7智

Hvav

て
之
を
調
べ
て
見
る
と
次
の
や
ろ
ゑ
結

z
h
v
b
s
 

果
が
現
は
れ
る
。

第
一
「
特
獄
事
」
大
正
十
一
年
十
一
月
葬

祭
一
一
「
務
一
際
山
手
術
」
同
十
四
年
=
一
月
俊
一
行

第
三
「
袋
手
謎
数
範
」
昭
和
十
年
五
月
妥
行

型
の
名
一
第
一
一
第
二

一
第
三
一

平
安
一
昭
株
泌
一
少
綜
流
一
少
林
泌
一

ナ
イ
ρ

シ
チ
一
階
窓
泌
一mm
四軍総
一岡町黛誠一

会
籾
必
一
昭
線
量
少
株
誠
一
-
少
祢
誠
一

パ
ツ
サ
イ
一
昭
林
箆
少
株
油
価
一
b
y
桃
泌
一

セ
1
シヤ
y
一
昭
窓
泌
一
目
的
盆
純
一昭
震
誠
一

p
y
シ
a
・9
一山崎睡皿洗

-m窓
越
少
林
流
一
・

チ
シ
ト
ウ

一m
m
銭
鐘
少
林
誠
一
少
林
誠
一--

ジ
ツ
テ

一mm
鍍
紘
一
少
林
誠
一
酬
明
震
誠
一・
・

ゾ
オ
シ
一
昭
震
被
-
昭
銀
波
一
酬
明
暗
線
油
価
一

h
M
u
a
q
〈h
p
h
，
い
司
e

y

a

・
ん
し
ゃ
e
，

ふ
此
の
純
泉
に
於
て
決
の
疑
問
が
生
じ
て

「
阪
燃
の
駅
平
の

m
rに
町
い
て
は
訟

w

ju
切
ん
I

e

。

種
々
の
設
を
た
す
も
の
あ
れ
E
も
、
い
づ

か〈
u
q
L
F
'
b
&
a
，

飽
-

e

E

〈JV
，ん

れ
も
確
貨
な
る
考
詮
友
〈
殆
ん
ど
混
然
た

乱
管
〈
宅
，
、
急
‘
.
a
e
ん-
-
g
a
-
S
〈
，
、
ap
ん

る
臆
測
に
し
て
、
正
に
暗
中
模
索
の
叡
あ

そ
，
.
診
ほ
ん
る
ふ
を
av

り
。
共
の
中
一
般
に
流
布
せ
る
設
と
し
て

を
'
"
ん
。
，
守
'
作
い
h

v

'

M

んるゐ

昭
林
流
、
昭
銀
流
に
分
類
し
、
前
者
は
胞

質
肥
浦
し
骨
柊
偉
大
た
る
も
の
に
趨
し
、

後
者
は
之
氏
反
し
骨
格
倭
少
開
力
貧
弱
に

し
て
鋤
柳
の
如
〈
捜
せ
細
り
た
る
も
の
に

ぃ，、先

u
'
a
町ん

遡
す
と
あ
れ
E
も
、
幾
多
の
方
面
よ
り
の

か'
s
a
v

ぜ

ん

の

い

苫

砂

ん

考
察
と
間
明
に
よ
り
、
そ
の
謀
見
た
る
と

‘0
・‘

と
明
か
な
り
」

み
智
ぽ
，
て
ん
わ
L

，、au
&
〈

AV

お
の
傍
肱
は
私
が
特
陀
付
け
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
と
れ
は

rp.肱
奴
ぽ
の
較
詑
「
輪
一
同

町
平
」
「
剛
一
肌
脱
軒
鰍
」
k
m
仙
総
さ
れ
た
そ
の

傘‘・

uv
ん2
a

'

h

v

〈お

u

・
'
ゅ
ん
か
'
S
A
7

健
を
引
用
し
て
「
幾
多
の
方
蘭
よ
り
の
考
察

と
限
切
に
よ
り
そ
の
官
慰
た
る
と
と
燃
が
た

り
」
と
航
慰
さ
れ
た
ゃ
う
で
る
り
ま
す
。

念
日

bw鉱
山
恥
の

h
L加
を
鋭
し
く
黙
癒
し
な
い

守ん
e

い
ろ
ん
し
む
&'aehv

の
で
、
先
生
の
論
旨
の
詳
細
は
わ
か
り
ま
ぜ

イ
型2 のし、羽~(
を3t土?と'i:iふる
分Z守二じ矧~:ß館 。
類主に別立腰E帥:
さ l't::で先Zち"
れした生t
たてくの
も先2、類2
の生t古=別ま
で佃ζ典Zが
は人，Uc古主
主匡のあ典Z
か解tるに
ら稗与流:依い
うで〈名f掛:

か。z
'

L

v

k

e

'

れい・
'

e

'

ロ
、
同
一
の
型
が
昭
盤
流
に
な
っ
た
h
y
少

hJ
ん

'

'

ゐ

林
流
に
な
っ
た
り
し
て
居
る
の
が
三
つ

む
か
宅
定
歩

e
・'a引い

も
あ
り
、
然
も
其
の
中
の
一
つ
は
昭
塁

総
か
ら
m
h
税
制
仰
に
た
り
た
町
慰
郎
町
叡

。
ぜ

も
ど
り
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
か
ら
推
し
て

かんが

U

んるゐ‘・

e

む
'

考
べ
る
と
、
分
類
の
基
礎
に
無
理
が
る

に
る
矯
め
で
は
な
か
ら
う
か
。

ふ
な
こ
し
曾
ん
ehr

・a
，
め
い
ぶ
ん
ゐ
ゐ
に

ハ
、
官
名
眼
光
一
生
の
流
名
分
類
は
絶
え
会
y

E
'
t
'

こん
a

v

-

z

'
え

'

動
指
す
る
の
で
、
今
後
ま
た
動
掃
す
る

iu

・
断
。
ん
い
ん
b

，，，

か
も
知
ら
ぬ
と
い
ふ
不
安
た
印
象
を
受

"'" もは 、け
の IVj~ 1J'"・る
でか‘名鉱。
あに腰t
る i昭?先主
と鯨t主主t
JBt流;の
はの分Z
れ系R類2
る統Tにι

がに倣T
、嵐マへ
'較すば
悠?べ締Z
はき ~r

hv
広〈
b
h
w
広，、む
ζ

る
か民

Avg

・va
，

ん
が
、
私
は
私
一
個
の
見
方
か
ら
宍
の
様
に

か
ん
が
を

考
へ
て
居

p
ま
す
。

一
、
町
山
mm仰
は
蹴
M
b
m
桝
加
の
対

vaに
総

h

v

'

K

い
iv
、4a，

更
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
大
正
十
二

也

ん

曲

、

年
よ
り
後
の
と
と
で
あ
る
。

R
v
b
孟
'
阻
ん
師
も
幽
‘
，
。
ん
じ

二
、
大
正
十
二
年
よ
り
後
に
少
林
の
字
&

‘

・

・

ぇ

・

・

ん

w
'
M
・

用
ひ
ら
れ
た
の
は
「
易
筋
継
器
」
な
る

も
の
の
鮒
併
せ
ら
れ
た
紙
航
が
あ
っ
て

こん巴も毘ゐ急信
H
v
b
h
v
‘て

U
'
・
9

今
日
建
肥
大
師
と
益
乎
b
L
結
び
付
け
る

e

，

ha隊
え

s--ん
w
a
，M
-
a
h
H
r

・-T'

設
も
、
同
じ
く

「
易
筋
継
器
」
の
影
響

-70-

で
あ
る
。

b
'
伝
鯵
肺
ヰ
ふ
・

b
k
m幅
ん

三
、
沖
縄
に
掛
る
古
い
潟
水
に
は
、
昭
林

‘ん
c

a

'

流
、
部
鍾
寺
流
の
文
字
を
見
受
け
る
か

崎

w
ん、，ふふち，、
M
，
u
i
w

ら
ハ
「
セ

1
パ
イ
の
研
究
」
附
録
武
備
誌

S
ん
e
a
'
e
s
怖い・
'

u

e

'

H

h

v

u

'

'

A
也
照
〉
昭
盤
流
と
い
ふ
乎
は
郁
鰻
寺
流

か
ら
来
た
も
の
で
は
た
か
ら
う
か
。

色ん
C

・E.
，。ん

e'り
ん
を
'
れ
い

回
、
文
字
は
昭
林
が
少
林
で
も
、
都
震
が

山
町
一
町
一
で
も
搬
は
ぬ
と
し
て
も
.
総
し
問

、a
'

u

a

ζ

ん
ヒ
む
と
れ
他
ゐ
晶
、
，

容
は
果
し
て
今
日
唱
へ
ら
れ
て
居
る
少

-A''b伝

-z'り
ん
じ
け
L

州
市
酬
で
ん

-h'

林
流
が
支
那
の
・
少
林
寺
都
訟
の
体
統
を

-
t
・
am-マ
V
品

W
A
.

‘
.e
'

「l
ハ
筑
d
J
」
か
ら
符
批
先
々
が
約
り
山

さ
れ
た
と
の
mmで
あ
っ
て
、
そ
の
六
筑

b

・'
a
a
-
b
a
v
ほん

e
'
り
ん
。
，
で

乎
は
古
い
お
本
に
は
「
昭
林
流
」
と
出

ゐ

&ζ
ら

み

ζ
ん
じ
も
由
主

て
居
る
成
を
凡
て
も
、
今
日
磁
っ
て
ゐ

かに

h
u
g
'
s
e
'
"
"
い
り
宮
自
宅

'
O
ん.，

る
型
を
和
的
諮
作
に
昭
盤
流
と
少
林
流
に

，、必ん

ζ

主

治

‘

直
分
す
る
事
は
ど
う
か
と
思
は
れ
る
。

凶

r
u
'
'
Z九
注

品

目

μ
，、L
W

之
。
，
e
い
ぶ
ん

ぽ
上
回
駄
に
依
っ
て
、
私
は
此
の
流
名
分

aeb

こんゐ
&
a
c
c
a
T
c
-
T
9

かんが

類
を
根
擦
の
薄
弱
な
設
な
り
と
考
へ
ま
す
。

同
窓

-
e
L
b
・
-e'
・AhJ
'
s

A
叡
w
ぺ
最
初
は
昭
林
流
と
書
き
、
そ
れ
を

川
内
山
仇
制
仰
に
討
取
し
、
際
に
川
的
椴
加
は
が
λ

蹄仰の

Mm税
制
磁
の
終
総
な
り
と
注
し
・
川
山
川
仇
戦
総

は
儲
肢
が
附
の
は
じ
め
た
も
の
と
な
し
、
慌

に
桝
縦
の
叡
ず
は
滋
和
樹
対
伽
仰
が

mrで
あ
る

と
平
艇
に
m
M
W
け
る
と
と
は
、
銭
宇
都
の
mm

・-
-

z

・・
'

v

-

v

a

、・・
a

s

v

a

、‘F
3

9

腐
の
卸
め
に
引
山
仇
し
く
枇
庇
た
る
吟
吹
が
必

え

'

か

ん

が

要
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま

す。

-n-

Aw
y
f鉱
山
恥
都
「
紙
一
糊
航
射
鰍
叡
平
戦

禽

み

け

ん

命

ふ

-a

ゅん色調、‘捻
mv

抜
」
に
も
「
と
の
組
-
訟
の
起
蹴
及
び
殻



問
川
川
船
明
に
総
じ
て
は
、
対
燃
に
誌
し
い

脱
ん
的
恥
い
A

，
釈
艇
が
と
と
は
拘
っ
て
ゐ
な

い
が
、
保
ふ
る
と
と
ろ
に
よ
る
と
:
:
:

・:
袋
軒
仰
の
縦
め
で
あ
る
と
さ
れ
て

巳
b
急

医
い

b

・，そ
e
a
v

ゐ
る
」
と
智
麿
先
師
流
組
設
に
つ

い
て

・

診

を

n
b
・令む主

官
い
て
ぽ
ら
れ
る
の
で
、
其
品
所
を
h
6

a・‘‘"'司
令

ムa
・
h

た
づ
ね
し
ま
し
た
所
『
別
に
古
く
か
ら

2
2
ー

，

隠

ド

レ

k
a
'
h
H
a内
av--

あ
る
印
刷
ず
は
な
く
、
が
ん
正
十
二
三
年
頃

k

レ巴
b
k
，、い
b

u

ん-q
'
c
e
e
い
av
怨
依
え
・

吉
川
山
正
本
町
の
「
融
通
自
在
」
ハ
即
ち
必

飢
仰
向
抑
制
の
俄

mv
怒
る
械
が
町
た
の
で

仰
向
材
を
印
刷
ん
で
貯
た
ら
そ
ん
な
慌
川
川
町

-
a

・iM
a
o
-鳴
館

b

a

a

-

い
て
あ
っ
た
か
ら
、

面
白
い
荷
だ
と
思

h

z

〓ι
'

"

。u
b

っ
て
、

皆
川
咽
院
さ
ん
に
も
た
崩
し
た
と

t
，、

dv
，
、
‘
ん
て
・
ふ
か
て
'

と
が
あ
る
が
、
特

κ車
問
的
に
深
く
翻

s

-
7
%
 

ず
し
て

rた
の
で
た
い
か
ら
「
体
ふ
る

iz
--

陰包

般
に
よ
る
と
」
と
か
「
始
め
て
で
あ
る

かる

SA1
少

と
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
か
と
粧
く
扱
つ
℃

i
u
h
v
e
，。，
.
a
，
智之
'
a
ur

s

お
い
た
の
で
す
。
然
し
昭
林
流
と
郁
露

出
寸
加
の
こ
僚
が
.
お
く
般
紙
し
た
と
と
は

貯
い
て
ゐ
る
が
、
球
記
舵
つ
つ
ゐ
る
邸

と
川
叫
に
.
作
品
開
制
叫
が
仰
い
ん
に
澗

v
rを
附

献
し
た
以
で
が

r対
杭
駅
叡
平
獄
の
紛
た
も

''τぃ
.

‘

，

‘

ぃ

‘。μ

の
を
制
定
さ
れ
た
た
ら
ば
、
将
来
新
ら
し
い

LF

仲
ん
.
，
め
い
.
，
、
電
い
ふ
e

a

a

‘

い
h
加
滅
危
流
名
の
銀
生
を
防
ぐ
と
共
に
、

対
肱
に
叫
め
て
純
一
あ
る
鈴
平
総
の
燃
肢
が
山
山

か
ん
が

来
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考

へ
る
の
で
あ

こハ二
k

E

，
‘
ん
し
主
』
nHV

陥
【
伝

p
ま
す
。
此
事
は
ホ
八
門
容
に
於
て
会
話
し
す

第

入
ニ泊~

早

うを
か此こ
との
忠之二
ふ流:
』訳&

とに
の直〈
御三分主
意いす

見史る
で・と

あと
りは
まど

し
た
。

A
荏
は
「
配
射
純
一
b
棋
戦
総
」
村
の
「
い
加

・・・
ふ
b

，
‘尽
hn
んsw
い-PZT
畠

7
・vaq
h
令ん常いる，、
.h

W
引
役
流
組
恩
師
糸
洲
安
恒
先
生
遺
訓
」

=

'

h

w

'

L

e

'

'
・向。，

e
'
怖い今，

の
配
に

「
佐
古
ダ
林
流
、
昭
震
流
と
一
宮

陰
む
な
令
位
、
，
に

ふ
ニ
波
文
那
よ
り
停
へ
来
り
た
る
も
の

ox，
山ゆ
か，、
.. ‘‘，

a
二
号
、
‘

に
し
て
、

同
紙
各
長
や
る
所
あ
り
、
依

待

"a--
也‘，ん
U

・ん
iν

主，、
e
u

っ
て
兆
催
に
保
存
し
潤
色
を
加
へ
ざ
る

hv

ぜ
AV

を
苛
と
す
」
の
一
節
が
あ
る
と
と
る
を

‘
，
a

b

伝

W
ん曲
ゐ

偽

'a

以
て
見
る
も
、
支
那
拳
法
の
二
流
波
が

e
、
‘山
v

s

a

，.，で

・

依
拠
し
た
ら
し
い
と
と
は
懇
像
出
来
事
事

す
が
脱
税
の
蝶
を
燃

W
M
M
gが
一一
一抑制臥

Mm
んゐゐ

'

a

T

一

に
分
類
さ
れ
た
と
と
は
聞
い
て
居
り
ま

を
宮
崎
ん
ぜ
a
，M
w
v

・
ん
む
で
ん
b

・7・.，

ぜ
ん
。
ハ
グ
林
、
昭
箆
の
文
字
は
俄
寝
中

‘句hTS

の
誤
り
か
?
)

しを A
た 受宮 2芸t
温色け手τ
り?とは
でも柔Y
Sうの術ぷ
りでと令
ま あ同き
する巳
がと 〈
、 と支む

今ミは那尽
日正前ミ隼2
何Uc滋
のものa
た~Il影Y
め話2響1

利。於士れいしる
だてるふ~~・と
ら明fの と ご予τ と
う白?でと修主IJ
とに あ 1(，詳~~ど
芳~~しり就勺を z う
へがてまい芯よか
でたすですぎと

たいか最t仰え恥
官fïi~ jヒら初t人1{.~I.: 
し つぢ守 、にも ひ
しがむ 質と 2芸~i
?と拶院 し 問え乎τt
次む究iろをのた
第吉者・与最1張号流:が
での初2せiI氏U
~使之にーらと然!

り
ま
す
。

型
の
名
稀
、
種
類
及
び
意
義

第
-
一
七
節

空
手
の
型
の
名
稽

と り 型Eの A
がまはで~!'
I:!feし現定あ 乎て
来・て在ごるの
ま 、設さと修年
す大tっ と 業主
が恒〈てはは
、三居ゐ前向型E
少さ十るにを
し 艶Yもも中3
ぽ 種主の ~心え
か類2が括Eに
りをいしb し
の 撒2る まて
諜'へ/し行T
異いる ¥ jとふ怠
をとあ。も

一
々
取
り
た
て
て
言
ふ
と
と
に
た
る
と
、
そ

の
燃
の
鈎
に
は
怠
る
で
あ
り
ま
せ
ろ
。
燃
し

巨
ぃ，
‘
、
ゅ
ん

い，、
b

・ゐゐ

大
随
一
般
に
は
三
十
畿
税
類
と
い
ふ
と
と
に

ゐ

た
っ
て
居
交
ナ
。

かμ

な

iu
ゆゐゐ

a

A
裂
の
名
は
二
三
の
抑
制
類
を
の
ぞ
く
と
、
他

は
M
叫
即
剛
山
川
鰍
げ
げ
掛
川
も
か
併
も
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。
山
山
都
郡
と
い
ふ
続
料
山
弘
、
配
の
獄

aT

に

む

な

b

e

令
官

を
伴
へ
た
支
那
使
節
の
名
で
あ
っ
た
と
い
は

ぜ‘、』'思

w-

‘。‘‘。，
a

電晶菅うちん診、兵
ふ
LF
，、u-T

に
疑
問
劃
き
建
磨
流
麗
設
や
論
機
不
確
貨
な

偽多区

μ
ん
る
る
も
に

ひA1
ぇ，

続
前
分
類
を
持
ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
う

か
。
蹴
日
船
酔
た
の
蹴
献
に
税
が
い
す
る
ん
弘
ず
は

山
町
燃
と
い
ふ
V
税
同
州
燃
の
山
中
泌
を
官
邸
し
、

--
-P‘.‘、
‘，，、e
p
ν

、

以

am

‘z-

同
口
京
民
族
相
献
に
よ
っ
て
十
分
に
清
め
ら
れ

て同
居
る
お
舵
放
肝
料
配
踏
で
あ
る
山内山
判
、
そ

し
て
蹴
叡
都
叫
が
鉱
炉
部
の
w
m
mを
創
刊
川
蹴

t
:
i
t
l

-

z
'
A
A
K
，
 

か
ら
観
察
概
死
し
て
党
て
、
川
口
木
武
道
と
し

LF
，、民ん

で
臨
〈
附
即
す
ぺ
を
も
の
た
る
と
と
が
柿
思

Z
P

J

g

b

、回
a

h

4
t

e
弓

ふ

hv
b
g弔

さ
れ
る
以
上
一
、
庶
問
多
き
協
組
跡
や
不
硝
貨

な

mrmル
制
は
、

.b院
対
い
に
歌
川
~
た
け
れ

L
E

‘. 

ぽ
た
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

障
問
巳

t
l
u

軍
司

'
u
e
e
ん
ぜ
い
、
‘
，
u

，.量

企
そ
と
咽
山
町仙
ぽ
む
し
ろ
宮
城
克
也
の
剛
粂
流

政
♂
ぽ

rr鉱
山
伽
の
い
択
制
抑
制
仰
の
い
川
〈
、
信
ず

l

a

T

h

両
.
，
a
7
'
eん

黙
の
銃
殺
が
、
〈
榊
総
に
叫
庶
け
る
問
血

W
即
応
海
先

e

い三な
v
e
，、
..
 
‘‘，‘.
e
ん
曾
い
に
や
'
b
u
w
ん?
"
u
r

u
b

、
ー
花
椛
朝
茂
充
盤
、
そ
の
他
数
氏
、
感
外

旬

齢

隊

二b
e
e
-
a
刊をんぜい

a.
‘cu
m
-
-
、‘，‘，
e

ん

に
於
け
る
官
名
腰
義
珍
先
生
、
本
部
朝
骨
盤
先

-
z
p
t
'
hr
〈・2
b
b
a
防
ゅ
ん
ず
い

お
に
、
ぽ

車
等
〉
各
御
自
身
の
粧
棋
に
於
け
る
立
場
と

b
a
、
降
ん
の
い
除
，
、
芝
〈
h
q《

V

A''a聞い

乞

億
紅
を
仙
川
内
回
目
礼
し
て
澗
立
の
流
名
を
立
て
ら

・・9
b

，、hv
ミ
h
v
E
こ
ゐ。
，‘

れ
、
以
て
子
却
の
撤
附
を
明
か
に
せ
ら
れ
る

ー-72ーーー

れ
て
げ
り
会
す
が
、
ル
馴
に
は

十つ
あ
っ
て

巳
H
V
6
y
，
a

・9

&
主
ん
巴
・
・
勾
包

υと

大
、
小
を
以
て
呼
ぴ
、
今
日
で
は
仰
へ
る
人

か
%
に
晶
‘
，
、
U

F

O

-

ζ
'

陀
よ
っ
て
型
が
多
少
典
っ
て
居
り
ま
す
。
公

心主，，、.ゐ
E
u
r

・‘，

b

ゆ
ぬ
か
い
a
a
，
*ん‘
v

相
殺
は
大
、
小
の
ニ
頼
の
外
に
糸
洲
先
生
か

--m
巴ぜん
bz

い
で
ん
匂凶曹

は'
ζ
'
b
k
，，、ん

ら
臨
時
文
仁
先
生
に
仰
授
さ
れ
た
四
方
公
相
世
相

か
広

と
云
ふ
型
も
あ
り
交
す
。

-

鉱

区

‘

，
U

A
ナ
イ
フ
ア
シ
チ
と
い
ふ
刑
制
は
そ
の
立
ち
方

b

a

、.‘

.Ta
，
か
位、

が
騎
士
が
馬
に
ま
た
が
る
椴
た
形
で
あ
る
と

u

m

Z

の
ご
為、，

a

t
も

い
ふ
と
と
ろ
か
ら
、
一
部
で
は
此
閉
騎
潟
立

c

h

F

孟

と
い
ふ
申
す
を
寄
金
』
・
ナ
イ
フ
ア
ン
チ
と
呼
ん

a
a
・0

い

を

だ
り
或
は
キ
パ
グ
チ
と
云
っ
た
り
し
て
居
り

j
u
v

・
9

巴

ち

じ

‘

、

回

・

俸

を
す
。
然
し
騎
馬
立
と
い
ふ
字
を
周
ひ
る
故

‘
，
位
巴
い
じ
，
.
，

U

H
句、

か
、
此
の
型
の
大
事
な
内
八
字
立
を
と
わ
し

て
‘
即
刷
間
的
の
撚
執
を
か
け
る
紛
に
配

γウ
シ

e
--uv
u

--
a7

民毛
主

。

と
内
側
へ
む
け
て
金
〈
外
八
字
に
な
っ
て
し

hvμ

，
 

•. 

ま
ふ
会
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
此
の
型
が
内
八

包踏切い
u
'

a"
・5‘

r
'
じ
ゅ
ん

字
系
統
で
あ
る
乙
と
を
明
か
に
し
同
時
に
原

・ん

れん
包
，
&
'ゐ

応

。

恨

ん

む
孟

管
の
聯
想
を
容
易
な
ら
し
む
る
錦
に
本
帯
に

勉
い

ナ
4
A
m

L

F

h

'

u

a

e

z

a

e

鈴
て
は

「
内
歩
進
」
と
い
ふ
字
を
首
て
る
事

‘ド
h

ζ

h

，

に

官

ん

巴

ん

に
致
し
を
し
た
。
此
の
型
は
一
段
か
ら
三
段

ーー・ 73-



ま
で
あ
り
ま
す
。

A
似
山
め
と
い
ふ
訟
はい
m
w銃
一
広
が
館
山
町
さ
れ

か
μ

た
型
だ
と
い
ふ
と
と
で
る
り
ま
す
が
、
と
の

‘，U

こ
ゐ

型
は
は
じ
め
の
頃
は
チ
ャ
ン
ナ
ン
と
去
っ
て

る

い

&

'

e

ん令hγ

こ
骨

hF鮎

居
た
さ
う
で
、
糸
洲
先
生
が
ま
だ
此
型
を
チ

ャ
シ
ナ
ン
と
い
ふ
川
和
総
判
、
伊
ん
で
伊
ら
れ
た

.
駄
に
総
へ
を

T
け
た
山
内
は
蹴
艇
で
も
チ
ャ

ン

ナ
ン
と
彬
U
て
似
へ
て
伊
り
ま
す
。
チ
ャ
ン

ナ
ン
と
判
鋭
で
は
就
が
M
Y
M
M拘
っ
た
と
と
る

む
か
h
V
4e・
常
ん
ぜ
い
ち
'
M
F《
hn'

が
あ
り
ま
す
。
然
し
糸
洲
先
生
は
中
勝
校
や

b
a
a
h
M
〈
L
F
'
w
a
'
u・
・
・
8
e
・
〆
γ
シ

師
範
附
申
技
で
教
授
さ
れ
た
頃
は
卒
安
と
い
ふ

awur
iu''eaマ
τ
H
V
L
V
広
忠
い
&
a
'
h
r
，
、
て
‘

名
抑
制
に
決
出
品
し
て
、
型
の
内
容
も
確
定
し
て

仇

T
e
い
で
ん
h
v
a
-
-
陰

hFL

居
ら
れ
ま
し
た
。

E
僻
糸
洲
減
の
型
と
し
て

ほん='ga勾
〈
で
，
、
ヘ
H
V
めん
か
v
h
-vhゆ
処
い
&

本
講
義
録
に
出
て
来
る
平
安
の
型
が
即
ち
糸

W

M
A
p
b
が
配
管
に
「
舵
底
」
せ
ら
れ
た
蹴
で

あ
り
ま
す
o
と
の
説
ー
は
一
山
ぬ
か
ら
五
郎
ま
で

あ
り
ま
す
。

と輯主 企
れのワ
は字C;y
鱒Zをシ
ヘ寄'・ュ
たいウ
人Eてと
(ゐ ν、
支bるふ
郵u方E型主
武fもが
1言~ ~ぅ~
v りり
のまま
名依す ず
だが。

と ・証?

;
?
?'

i
b-

-

に
は
二
十
問
、
包
阜
、
ソ

1
チ
ン
等
が
あ

p

ま
す
が
、

間
じ
れ
唱
の
ソ

1
チ
ン
で
も
郷
脱

W

E

-

-

、
z
b
h
s
'
u，
.
，
か
鉱
ゐ
ら
h
r
，
u

相
臥

(
A
U
配
の
剛
柔
流
〉
の
裂
と
、
新
垣
汲
の

な

弘

と
は
部
ひ
辛
ず
し
、
セ

1
サ
ン
な
ど
は
抑
制

-u.，砂

‘η降

tu--ゐゐ

と
杭
旦
と
情
・
』
は
合
せ
て
五
、
六
種
類

b
p玄

B

'

n

t

-
・

院

急

白

7
U
‘"“

す
。
五
十
四
が
な
ど
も
京
削
減
と
松
村
仮
に

i

・
6

土
っ
て
が
J
M
引
の
紛
訟
が
あ
り
ま
す
。
山
鍬
字
を

以
て
昨
ぷ
m和
総
ω
u
M伽
仰
向
と
脱
出
併
が
あ
る
と
の

献
が
る
り
ま
す
が
.
紘
一
明
乙
と
は
わ
か
り
ま

ぜ
ん
。

ab
ル
肱
に
が
て
監
の
叙
梯
凶
貼
そ
仇
郎
防
釈
蹴

が
な
か
た
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
そ
と
で

也

F
Z
凶

r

・b
v
む
，
，
館
ん
す
ζ
b
%

問
眠
1名
寄
の
か廿
郁
を
何
と
か
も
少
し
親
し
み
ゃ

い
h
v
w
a
h

す
い
も
の
に
し
て
は
ど
う
か
と
云
ふ
意
見
た

，‘，‘HV 

E
が
あ
り
ま
す
し
、
将
来
は
さ
う
な
る
べ
き

"

‘

.

L

V

μ

 

だ
と
思
ひ
ま
す
。
会
ひ
/
¥
す
べ
て
の
型
が

M

F

、

，

u

i

u

民

併

す

総
ハ
ナ
を
あ
て
て
、
も
っ
と
親
し
み
日
仰
い
も
の

L
-
‘
L
U
ω
r
h
p
t
，
、
・
ν
・
・

に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
を
す
。
然
し
私

一
側

ゅん@hv

の
救
イ
と
し
辛
属
し
て
は
、
な
る
べ
く
原
名
を

除、
.
，
，

C

いE

かん
じ

・

b

耽
想
し
特
る
甑
皮
で
誕
字
を
嘗
て
て
、
然
か

一宮ふ
と
と
に
た
っ
て
ゐ
ま
す
。

A
概
お
と
い
ふ
鉱
は
、
ず
掛
恥
か
ら
れ
か
隣
だ
け

の

ζ

ゐ

，

b

-

-

e

e

e

建
っ
て
居
た
六
祭
乎
と
い
ふ
も
の
を
、
宮
誠

、、‘，uhwんぜん令いけん
、一-
a
ふ
，、，、静q

a，
.

長
臨
先
生
が
研
究
し
て
復
活
し
、
新
た
に

駅
制
の
れ
句
を
.
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

脱
獄
は
、
一
一
一
蹴
が
附
約
加
に
が
け
る
叫
ん

W
P

の
仙
脳
科
般
で
あ
る
に
慨
し
、
平
の
慨
が
』
の
わ
皆

川叫んMFμ
本
型
と
も
一
試
ふ
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
=
八
節

空
手
の
型
の
種
類

a' 

五
十
四
歩

タ
ツ
テ

ジ

1
ン

ジ
オ
ン

チ
ン
ト
ウ

チ
ン
テ

1

流:京芸
+r榔E三1〉邸主ヲ
三t ~主?職Z 納ヰン

先Zシ
主主tュ
のち，
系主
統7
の
型E
，......， 

現党
名ES
の
剛す
柔y

一一-74-

sIJ三企
にそ
しと
てで
見み現止
ま存主
ナす
とる
、型主
戎2を
の大E
遇在胞〈
り t乙
lと於f
1i.て
り系R
"t統す

ナ
コ弘い O 

M 
ぅt芝
生t
の
系t
統7
の
型2

.zr.~ナ
安主イ
フ
ァ
ン'

チ

〈
一
、
二
、
一
二
)

一?三1十?セ
百7十?入ず 1
ot八7 エ
入7 ン
f、 チ
叉ン
の
名

ベヲチ品。，
.，

百
歩
迩
)

ハ一

、・

2

・二
、
四
、
五
〉

〈
一
、
二
、

=
一)

公3ロ
相r1 
第-iハ
んイ
〆町、

大

及
r; 
四
方
/A 
J>、

相
君、J

バ
ツ
サ
イ

ハ
大
、
小
)

ツ
1
チ
ン

サ
イ
フ
ア

l

等i
をク
数主ル
r、、 Jレ
るン
とフ

とア
1J~ 1 
出t
来・
":t 
す。

霊;
i)it'" 

の
蹴
が
あ
り
ま
す
。

rの
山
閣
の
鍛
の
川
和
協
同
ι
も
そ
れ
ん
¥
配
給

‘
.
b
L
V
，
、
h
r
μ

='
V

&

・

を
持
っ
て
応
り
玄
す
が
、
各
型
の
鱗
議
の
時

-v
Z
慮
。ぺe
，

‘，‘

に
そ
の
都
度
殺
誕
し
た
い
と
忠
ひ
ま
す
。

第
=
九
節

型
の
意
義
と

綜
合
的
都
究

hva陶
U

ぃ‘
.

.

 

も
そ
の
舵
手
で
一
つ
の
意
味
を
持
つ
も
の
た

&a

・

ら
し
め
た
ら
よ
か
ら
う
か
と
思
ひ
ま
す
。
そ

の
か
一
時
で
ね
m
m
w燃
で
は
す
べ
て
そ
の
対
鰍

p

a

・

か

ん
が
や

3

で
盤
み
た
い
と
考
ぺ
て
届
り
ま
す
が
‘
差
し

-s

、
b
a切
な

い
偲

あ
た
り
前
に
配
し
た
ナ
イ
フ
ア
ン
チ
を
内
歩

レ
、
‘
ら
o
b
色
却
は
い
み

訟
の
文
字
で
岱
て
た
と
同
じ
意
味
で
て
こ

の
節
倣
を
問
中
げ
て
貯
金
す
。

h
v
μ
食
品守包

い

色
んじ

A
.
ハ
ツ
サ
イ
の
型
を
「
按
砦
」
の
文
字
を
あ

て
ま
す
。
そ
の
官
邸
は
、
.ハ
ツ
サ
イ
の
際
叡

ま号、

E

・
'
c
t
b
T
ヲ
き
い
阻

を
出
陣
杭
す
る
と
同
時
に
「
披
砦
を
抜
く
」
と

-a

--

い
ふ
獄
事
晶し
い
宮
山
m
を
持
つ
も
の
と
し
て
此

Mu

--

n

&

き

品

目

司ざ
ん』FUV

の
字
を
祁
周
し
た
の
で
る
り
ま
す
。
(
故
山
登

山‘
hr

・'aa
，
位
。

世
の
勇
等
の
抜
で
す
)

A
ロ
1
ハ
イ
の
獄
に
叫
め
し
て
紛
即
時
と
い
ふ
対

ロ

レ

k

'

h

v

・'

字
を
低
肘
し
ま
す
。
理
出
は
、
冒

1
ハ
イ
一

郎
に
、
川
町
間
以
協
の
や
う
に

m
Mで
rつ
郎
仰
げ

，、hk

-

h
E
SE-u・
2

が
二
凪
b
っ
て
、
此
の
型
の
特
色
を
な
し
て

-au-
-ν包・ju

hvz'

ゐ
る
と
と
ろ
か
ら
、
鷺
の
牌
と
い
ふ
意
味
で

ち

'

S

い

&

ゅ

ん

鋤

ん

血

・

a同
T

，

鷺
糾
と
し
て
此
ま
す
と
似
昔
も
保
存
向
来
て

... ‘‘"w--a，‘
，，、

訟
の
や
ぽ
え
に
も
よ
い
と
い
ふ
、
一
応
帯
雨
縛

』
F
‘
z
-
m

hv
%
い
M
E

企
富
手
に
於
け
る
型
の
意
義
を
、
い
ろ
/
¥

巳

b

s

b

忌

2a'awん，、わん‘，ay

み

に
が
坊
を
か
え
て
諸
方
聞
か
ら
観
察
し
て
見

h
g
a

・

b

齢じ・
9

に
も

a

た
い
と
舵
ひ
ま
す
。
武
術
と
し

τの
立
場
か

ur'・
c
hvド
M

B

'

'

a

'

t

u

v

ら
宏
一
手
の
劃
を
覚
る
と
き
、
三
つ
の
重
大
た

る
肌
mm掃
を
針
ん
で
伊
り
全
す
。
ハ
甲
〉
町
出
向
の

肱
川
向
、
ハ
乙
〉紛
れ
似
の
郡
山
u
、
ハ
丙
〉
郡
山
川
の
m
v

z
a
'
・
u
a
A
a
'
e

動
、
此
の
三
嬰
紫
で
あ
り
ま
す
。

ー一一 75一一一

か
に
い
R

〈
甲
〉技
法
の
襲
化
|
|
一
つ
の
型
に
は
盤

機
総
か
の

M
泌
が
針
ま
れ
て
mmを
す
。
が
mv

の
が
泌
を
加
mmmす
る
と
と
は
麟
の
鰍
紘
に
院

‘令止
に
いじ

し
て
最
も
光
事
な
と
と
で
あ
り
ま
す
。

〈
乙
)
甑
由
彦
容
吐

l
l似
仰
に
燃
て
は
す



.‘‘
e

-

v

z

z

 

ペ
て
鹿
賓
と
い
ふ
と
と
を
叫
ん
牢
に
し
ま
す
。

れ
u
，
‘
，
:
?

r

;

町
叫
が
貨
を
川
地
て
削
仙
の
叩
加
を
つ
く
、
脱
以
内
J

叩叫が

知
能
し
た
が
M
E
以
て
阪
の
が
制
限
を
昨
く
と
と

巴

p
u

a;

持

が
だ
事
で
あ
り
ま
す
。
即
し
て
叡
平
に
仰
い
て

は
常
的
仰
の
郡
町
民
五
協
の
泌
が
あ
る
と
と
に

息

T

F

E

L

-

-

'
!

な
っ
て
居
り
ま
す
。
制
い
つ
〈
一
日
郎
副
社
込
町
、

訟

u

p

-

-

L

1
1
と
Hm〈
肢
ひ
込
ん
で
ハ

!
と
m
M
〈
山
刊
を

印
刷
す
。
ハ
ご
い
関
税
鉱
山
山
、
ス
ー
と
母
〈
ザ
ひ

が
叫
ん
で
ハ
ツ
と
婦
か
〈
ザ
き
印
刷
す
。
〈
一
一
一
〉
航

-ean‘
e

・
a『

a
，
‘
e
-
n
w
-
F
bl

・-

界
長
吐
、
ス
ツ
と
紘
か
く
剛
弘
ひ
苛
ん
で
ハ

1

2

と
儲
〈
M
U
き
昨
ず
O

〈
阻
〉
鯨
蹴
紙
山山
、
ス
ツ

a

g

-

-

-

-

:

J

 

ι短
か
く
肢
刊
日
配
叫
ん
で
ハ
ツ
と
儲
か
く
肝
一き

附
け
ド
…
1
)
V
m
mお
司
、
と
れ
は
飢
四
郎
総

の
結
合
形
で
、

一と
二
、
一
と
三
、
一
と
問
、

ご
と
三
、
ご
と
回
、
三
と
四
、
併
の
舵
併
に

友
る
の
で
あ
り
ま
す
。
知
的
仰
の
訟
が
は
す
べ

て
肌
必
の
五
馳
十
政
(
鯨
五
枇
皆
税
制
仇
ザ
出

，

‘

;

ー

が
六
玖
る
る
か
ら
、
税
引
』
宏
へ
ば
鮒
蛇
が
十

砂

の

村

k
m
m
針
せ
ら
れ
ま
す
。
鋲
ヂ
の
敏

の
鰍
観
を
し
て
伊
る
慨
が
紛
れ
必
ず

r
gは
そ

て
ん
左
i
u
ん
毎
注
，
、

ahい

k'

レ
'作品

働
問
を
讃
む
と
と
が
心
力
の
築
養
と
な
り
修
練

お
伝
ふ
"
が
ん
w
u
v
てん

LF‘τ

と
な
る
と
同
じ
く
、
不
文
の
経
典
た
る
宰
乎

の
磁
を
舵
ザ
舵
む
と
と
は
慌
が
が
総
お
と
注

り
修
献
と
ゑ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

LV'・
τ
L
F
μ
h
H
V

安
乎
の
型
は
た
だ
忘
れ
た
い
で
た
ぽ
え
て

ゐ

か

ん

が

ひ

&

さ
へ

居
れ
ば
よ
い
と
端
々
へ
る
人
が
あ
る
た
ら

、ー‘，
z

-

-

-

ぽ
湖
底
の
蛮

p
と
す
は
怠
け
れ
ば
た

P
ま
せ

ん
。
舵
泌
が
都
知
加
仰
と
断
搬
は
貯
慣
に
よ
っ
て

で・

hF巴

CA7
'v

出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
型
を
賢
際

同ん
u，

E

ぃ。主，、えい

に
演
武
す
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
櫨
力
の
柴

訟
を
都
山
内
し
微
微
を
抑
制
む
と
と
が
印
刷
射
る
の

Lv

・
b

-

b
皿

'
h
F能

で
あ
り
ま
ナ
。
般
に
十
種
友
ら
十
翫
の
型
を

川内特
W
付
か
ら
抑
制
制
即
時
主
じ
鋭
的
臥
駅
鰍

む
ふ
る

9
4

習
し
て
居
る
人
が
あ
る
と
し
ま
す
。
そ
の
十

協
の
獄
が
そ
の
バ
の
純
と
狩
の

V
狩
の
出
向
の

o
u
ん
%
い
て
'
b
hFん

・・dv

身
慢
の
綱
子
と
に
よ
っ
て
感
ど
と
ろ
が
遮
ひ

松
鶴
T
る
と
と
る
が
mw
っ
て
伊
き
ま
す
。
蹴

M
b
e
与
し
ん
い
i
u
・
い
鎗

武
者
自
身
が
意
除
す
る
と
否
と
に
か
か
は
ら

L
F
民
a
u
-
-
h
ん
ぷ
か
れ

b
ん
に
い
b
&

ay型
の
真
面
目
な
演
武
が
彼
の
身
慢
に
及
ぼ

えhr'・7
a
'
h
u
ゅ
ん
日
h
v
h
r
，
、
℃
か
に

す
影
響
は
無
限
大
で
る
り
ま
す
。
益
乎
の
型

れ
手
1
の
餅
き
に
献
じ
て
が
の
五
都
十
川
砂
利

の
倒
れ
か
の
燃
が
な
り
ま
す
。
慨
に
斡
俗
的
ル

離
の
鰍
叡
村
そ
の
W
加
を
に
が
u
s甑
し
た
か

mr

‘，にちむぜん広川v-z，、

の
形
を
自
然
に
飽
得
す
る
と
と
に
た
る
か
ら

t
-
』

F'F凶.，、，

t
b
E

‘
・
E

い
ぢ
と
い
ふ
時
に
信
仰
U

動
き
に
矧
ヴ
て
仙
罰
則
必

室
内
宮

の
観
れ
と
い
ふ
も
の
が
た
く、

m
m配
的
問
叫
ん
加

LV怠
に
趨
ふ
と
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ

む

伶

虚

偽

ν
・隣

国，.
F

:

‘

?

を

日
盤
の
続
期
祉
に

wmて
は
ザ
削
除
と

W
L
rの
栴

腕
附
総

γ
十
一
筑
間
悲
し
て
町
犯
す
ペ
舎
で
あ

り
愛
す
。

〈
丙
〉
重
心
の
移
動

l
l町
似
の
鍛
応
が
な

け
れ
ば
総

γザ
鰍
を
射
た
し
ま
す
。

wmw

k

z'
a町a
'
u
-
BA

，.:，
.

7

・l
，

r

巧
妙
丘
町
樹
、
制
動
が
附
町
輯
身
も
が
釦
川
仙
の
目
別
忠

S

E

S

P

E

2
 

を
伴
は
な
け
れ
ば
、
も
の
の
鉱

κ
rち
ま

ぜ
ん
og平
の
裂
は
い
仰
の
猷
り
、
が
山
ぬ
の
総
似
、

・
モ
E

A

ん
ど

Z
J
-
w

、
，
!

無
息
の
呑
吐
、
釦
似
の
す
加
と
い
ふ
三
郎
が

mm紫
が
附
山
市
し
て
印
刷
釈
で
伊
る
も
の
で
あ
り

ま
ず
か
ら
・
似
艇
に
+
針
肘
か
し
て
椴
ず
し

た
け
れ
ば
た
り
ま
せ
ん
。

間傘得'との有限部ぷは
にるの身え強?分定範ロ
合・と故E髄ドしの〈え
ふ共U~ tL 、新2や
働きに彼t 及.~ ~皮Z カ~ iJî~ 
きー‘はぽ .自 U を~ ~f' 
がい健史し身え靖?を
出でざ康tての縫え;mz
来・とをー居ゐ1まいし巴
るい保aる除t或・て
のふ持tの・せる人史
で目UI~ し、でぬ部ぷ間2
あ践'長iib i舌品分Zの
りの A 諒=り作Zの間t
't場ーをま IlH薮2の認
す合3かずを港記或・
0 にち。彼::;とる

A
M
ル
三
に
、
鈴
干
の
艇
は
空
き
紛
で
あ
り
ま

す
。
郷
町
都
の
一
却
一
体
と
鯨
鰍
の
綜
ぽ
を
際
つ

、
.
ん
&
・
ん
，
、
い
る
υ
&
@
え
い

で
一
言
の
文
句
も
言
は
や
観
る
人
の
自
に
映

航
し
て
目
見
せ
ま
す
。
智
鰍
の
た
い
幻
が
や
る

と
訟
は
い
や
な
蹴
し
ま
す
。
き
た
へ
て
た
い

ひ

と

か

μ

L

F

a

む

か

人
が
や
る
と
型
は
し
隠
れ
た
顔
し
ま
す
。
然

し
十
例
智
鰍
が
あ
り
鍛
鰍
し
た
々
が
や
る
と

か

鉱

偽

い

ひ

&

型
の
認
は
そ
の
人
に
の
り
う
つ
っ
て
、
ピ
チ

，
ご
官
L
F
μ
&
a
q
-
-

l
¥と
析
を
て
動
ぎ
出
し
を
す
。
型
が
響
ん

で
総
似
た
る
織
し
て
ゐ
る
の
が
よ
〈
r
k
m飢

え
ま
す
。
叡
ヂ
の
凱
は
官
事
口
一
暢
で
す
。
監
さ

-

n

い

え

ん

ぷ

b
v
む
ん
れ
ん。がい

た
揺
あ
る
も
の
で
す
。
部
武
者
の
鍛
錦
理
解

のと読・ 4‘
憾とれ的E第ご
背Yをにニ
的E十云いに
Jl'tk分支へ{か
債かにぽ乎τ
を玩Z不ふの
憾と味主文Z型主
将tす の はー
すれ経R蹄去
るぽ典Z宵V
とすで的苦
とるあ見Z
がほり地‘
出でどを治‘
来・昼tナら
る 乎τ 。比世

の
で
る
り
ま
す
。

ナ
ペ
て
対
的
T
を
以
て
お
蹴
さ
れ
た
舵
射
は

そ
れ
を
総
mmm臨
も
絞
り
恕
し
て
Nuwmす
弘
慨

に
‘
齢
問
む
々
の
特
脈
と
川
町
掠
ど
の
数
蹴
に
よ

っ
ィ
、
そ
れ
件
1
蹴
ど
と
ろ
が
お
ひ
航
舵
が

=
』

a

，

、

.

;

!

ー

真
一
っ
て
来
る
も
の
で
、
総
度
読
ん
で
も
税
鮫

川
も
の
ー
と
さ
れ
て
伊
ま
す
。
鉱
炉
の
獄
は
府
・

討
の
側
斜
で
あ
る
が
慌
に
、
問
問
で
貯
ん
だ
り

偽にS
泣
か

間
叫
の
中
で
そ
ら
ん
ヒ
た
り
し
た
だ
け
で
は
似

R

-
l
t
 

に
E
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
鰍
ず
舵
む
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
阪
ザ
訟
の
総
り
舵
&
即
時
か
す
と

h

r

民

主

・

・

・

と
が
裂
を
積
む
と
と
で
あ
っ
て
、
い
か
い
《
と
め

a
A

A

M

-

:

;

:

b

 

て
演
武
す
る
と
と
が
訟
の

r府
同
同
友
青
み
放

で
あ
り
を
す
。
撃
を
脈
阪
す
れ
ば
H
C
う
な
る

か
と
ず
言
、
が
AVd
を
以
て
お
蹴
さ
れ
た
総

ー- 76_

郎防
川山
の
絞
m此
に
附
じ
て
そ
の
総
帆
や
附
舵
に

LPah-ae，，、
E

，、

‘"
μ

時
的
臨
し
、
功
徳
を
興
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

慌
に

g
Fの
蹴
は
弘
吾
川
え
て
伊
る
だ
け
で

忽ん-v，、

鉱

区

A

ゐ
u
n
a
，

は
何
の
役
に
も
立
た
歩
、
結
え
や
'
演
武
を
観

，、
z
，
、
れ
る
に
い
と
，
、

け
て
そ
の
功
徳
を
我
が
身
に
開
得
し
た
け
れ

胞
ん
阻
ん
凪
ん

ば
な
り
ま
せ
ん
。
五
年
十
年
、
二
十
年
三
十

hHんて
'
ぜ
・
乞
h
v
w
い
た
いX
，、

b

u

u

・7ee，、

年
と
朝
夕
に
種
経
発
煙
積
す
れ
ば
、
無
病
息

-e
いえんめい、‘‘，cu'

M

Hhv紛ん

災
延
命
長
詩
、
そ
の
銭
験
の
あ
ら
た
か
た
る

‘，
 

と
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
宏
せ
ん
。

ー-71-一軸

A
鯨
凶
に
鈴
ヂ
の
獄
は
仰
向
山
小
川
町
取
川
崎
か
ら
官

へ
ば
武
器
の
賓
慮
で
あ
り
ま
す
。

h
F
，
.
℃
"
冊
、
，
M
Ghw吻

忠
一4
ず
は
武
器
訟
を
武
術
で
は
あ
り
な
す
が

h
w
て
ゐ
む
は
ね
‘
，
U

こ

a
H
H
・

設
が
乎
足
の
働
か
し
方
に
よ
っ
て
之
を
武
器

叫

ん

て

ゐ

b

に
費
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ

p
ま
す
。
手
足
の

慨
が
し
放
肌
ザ
が
泌
は
凱
と
い
ふ
阪
の
村
に

U

U

ん

.

，

に

〈

昨

ゆ

か

‘

τ

』

Fth

無
税
政
陀
貯
べ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
宰
乎
は
型

と
い
ふ
創
昨
が
敵
機
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

、
M
M
・
-
、

k.，
守

異
っ
た
武
器
部
貯
擁
さ
れ
て
居
り
ま
ず
か
ら

信

h
F
h
v
‘F

H

a

-

u

-
，
‘

そ
の
中
か
ら
如
何
な
る
武
器
で
も
白
山
に
持



巾川川
L
c
hR亡
、
そ
れ
を
裁
が
ら
だ
け
で
友

，‘

‘ト
h，
，
.
，
、
わ
m
v孟
a，広ふかんが

〈
W

引
か
ら
、
そ
の
叉
裂
か
ら
と
活
用
法
を
考

e
k
，
弘
・
嗣
c.
，
、
府
ん
守
ん
J

叫ん由ん，、静

へ
.
共
の
別
法
に
熟
練
す
れ
ば
千
製
高
化
。

ω網
ゆ
n

，
h
"

が

で

B

制
脚
術
を
載
も
の
と
す
る
と
と
が
出
来
ま
す
。

歓
を
町
m
m
w
せ
や
似
字
紙
一
説
抑
制
を
峨
へ

ひ
と
h
H
，
，
、
て
ん
‘
H
V
み
や'

忍
人
に
は
、
往
k

に
し
て
、
さ
も
夫
衆
の
妙

が
を
穂
町
ね
し
た
る
が
川
町
く
似
利
と
し
て
ず
る

智
泌
ぷ
W
が
す
る
と
と
が
あ
h
p
愛
す
。
総
し

v
u
-
m
M
W
'
て
ん
‘
v
a
a
T
'
e

そ
の
技
法
た
る
や
決
し
て
夫
衆
の
妙
技
法
で

ぞ

HV&iua内
ua-骨い

も
な
け
れ
ば
共
の
人
の
新
澄
明
で
も
な
く
し

て
、
山
口
μ
九
が
凱
と
い
ふ
釘
府
の
ど
の
縦
か
の

特
に
チ
ャ
ン
と
い
ハ
れ
て
た
い
た
も
の
に
ぽ
ぎ

。‘"。

た
い
場
合
が
い
く
ら
も
る
る
の
で
あ
り
ま
す

れ
れ
，
、
、
，
h
v
h
'
a
&
F
L

・-忽

我
々
が
よ
く
注
意
し
て
多
く
の
型
を
接
び
、

そ
の
村
の

r訟
を
需
安
か
ら
蹴
怒
し
践
に
そ

へ
ん
，
、
む
か
ん
が
悟
お
そ
ぜ
ん
品
、

の
細
密
化
を
考
へ
て
行
け
ば
、
恐
ら
く
は
全
然

鰍
総
出
向
と
す
べ
き
M
1
泌
は
た
か
ら
う
と
邸
は

れ
ま
す
。
月
&
平
の
訟
を
お
郎
封
勝
せ
守
し
て
総

ζ
ピ

uvb・
-

A

怠

0
・
a
て
ん
ふ
も
F

乎
第
一
主
義
を
唱
へ
る
人
は
、
そ
の
踏
を
傑

他悼ん

e

H

v

-

a

・

〈
反
省
す
べ
き
だ
ら
う
と
忠
ひ
ま
す
。

-
A

い

W

あ
り
ま
す
。
次
に
紛

rの
窓
品
を
い
ゐ

J
L

-

除

い

a
"

‘

‘

の
説
掛
か
ら
宮
ひ
現
は
し
て
見
ま
き
っ
。

，
、
星
m
，
、
h
v
‘
τ
L
V
区
民
官
。
，

企血
相机
乎
は
富
乎
の
裂
を
正
し
く
理
解
す
る
た

O
A1
ぇ
，
、
，
・
F
L
V
に
に
E

め
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。
放
に
型
を
正
し
く

保
町
す
る
に
は
似
干
に
よ
っ
て
、
訟
の
村
に

あ
る
約
桃
山
拡
訟
の
か
野
と
・
そ
の
が
泌
の
ヨ

ツ
を
十
例
伊
織
し
て
伊
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

か
広
，
、

・h

r

へ

ゐ

ん
。
た
だ
型
を
繰
り
返
し
て
や
っ
て
居
る
だ

E
u
v
c
t
ζ
‘
。
，
、
管

け
で
は
、
大
事
な
所
に
釘
が
き
い
て
ゐ
た
か

っ
た
り
、
ネ
ヂ
が
ゆ
る
ん
で
ゐ
た
り
し
て
、

貯
て
ゐ
て
も
訟
た
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
閉
山

っ
て
も
十
似
の
術
総
を
を
さ
め
伊
た
い
と
と

-
a
hFu
h
t
a晦
総

Mma、

に
注
り
ま
す
。
蛇
に
劃
の
斌
貨
に
は
十
先
に

総
ヂ
を
以
て
掠
ザ
ち
し
て
沿
く
と
と
が
Mmmm

あ技' 貸与 ~l Á で
ら法2醗史吐Z第tぁ
ゅの的E、こり
る嬰2に 誼?に"t
技勺民研Z心え、す
法まと究工の組〈。
をし練2移ゐ乎芳
際主て習主動fは
問tはすと主主ザ
裡t型Zるい法ま
にに機!ふの
前4於吉台t型t艶2
ffGてとりイヒ4
す'習~t.t 三
る q1J.~ り嬰号訴・
ζ しま紫冷息?
と?とすをの

A
慨
に
袋
町
ア
を
問
一犯
す
る
川
内
は
燃
し
て
撚
僻

亡、
，
。
，
u
h
h
こ
a
・

的

κ
一
流
放
に
立
て
鈍
る
と
と
な
く
、
友
る

h
r
s
亡
h
v
u
"
定
防
ん
ぶ
ん
か
，
、
・
b
・
e
e

ぺ
く
窓
乎
の
劃
を
一
弘
く
党
関
し
て
各
種
の
技

出
の
あ
る
と
と
を
知
っ
て
た
く
と
と
が
以
訟

M
W
い
民
a
，
か
包
む

で
る
り
ま
す
。
一
の
系
統
の
型
だ
け
し
か
知

。
&
巴
帥
v
h
v
u
'
h
v
に
忽
L
V

ら
な
い
人
は
、
他
の
系
統
の
型
の
中
に
あ
る

V

本

ふ

み

か

‘

℃

か

応

、

、

‘

，

鉱
山
部
な
ど
を
比
て
、
し
益
乎
の
型
に
と
ん
た

E

m
'
M
W
は

ふ

品

川

，

a
a
o

賞
た
技
法
も
あ
っ
た
の
か
と
結
く
と
と
が
よ

-
-
h
L
V
，
、
て
か
%
か
，
、.，
a

く
あ
り
ま
す
。
献
に
室
乎
の
型
は
各
流
波
、

都
府
総
を
紛
糾
恥
郎
に
蹴
犯
す
る
の
で
友
け
れ

ば
叡
ヂ
に
配
す
る
臨
し
い
紙
鰍
は
伊
ら
れ
な

h

-

b

区

-s

巴
ん
i
u
a
e
に
，

い
と
肱
ひ
ま
す
。

E
し
い
認
職
た
く
し
て
正

第

九
ニt昆
早

し
い
新
加
山
は

rmmま
せ
ん
。
き
れ
ば
鈴
平
の

砂ん
‘.
ふ
こ
a
h
e
e
b
υ
と
ゆ
今
、
ん
也

J'
位、直

研
究
に
志
あ
る
人
は
決
し
て
偏
狭
な
立
場

そ
と
ら
で
鈴
討す
の
獄
艇
を
総
MUM刊に
mmmh

むこ

・
'
U
&，、
、ka'aA7・

し
つ
つ
、
自
己
の
流
抵
の
特
徴
を
殻
揮
し
て

・

か

ん

が

行
く
と
と
そ
汚
へ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

に

.

，

惨

む

u

=

h

S

依

E

他
流
波
を
知
ら
や
し
て
は
自
己
の
流
派
の
何

=

、

主

'

U

ん

l

u

a

底
に
長
短
が
あ
る
か
さ
へ
知
り
締
ま
せ
ん
。

航
る
舵
ぽ
で
は

r
rの
m
rを
さ
へ
院
に
智

燃
す
る
と
と
が
町
山
知
歩
、
鰍
側
な
る
蹴
叫
に

t

・

=‘C

L
P
e
a
，
広
い
Z

堕
し
て
行
く
務
に
た
り
ま
す
。
斯
様
な
態
度

』

F
‘
て
官
a
'
U
い
ぜ
い
申
・
で
・

で
は
宰
乎
道
の
大
成
を
望
む
と
と
は
出
来
ま

せ
ん
。

.b蹴
k
m仰
m
m却
を
勝
ひ
ま
す
。

ー一目 78-ー

組
手
及

ぴ
防
具

の
問
題

第
三

O
節

組
手
の
愈
麓

は~!;が
組~ k~ lLγ 
快主の 外4・
自b1臨~t
税~ ~ I~ ナ
のと。
締Z な ~itþ
身丈り必.1
法2、の
と認f:fi.i 
1:.心r.p! j 
るのと
の移ゐし
で動fて
あ とは
りし雌?
まて k(

す
O

A
縦
一
二
、
総
苧
は
山
同
部
山
内
鉱
山
町
の
俄
総
に
は

ふ
h
r
e
av

ひ
A7えa'o

不
可
依
の
必
要
事
で
あ
り
ま
す
。

s
an
o
て
B

・、‘・

s

間
合
と
は
敵
と
の
距
離
で
あ
り
を
す
。
問

。
ひ
ζ
'
ゆ
*
az
a"
o
e
'
v
k
a
・
0

A
A

口
に
は
政
蝶
間
合
と
防
禦
閉
会
と
が
あ
り
ま

-
轟

a
の
ひ
か
忽
6
@
a
，
k
，

す
が
、
間
合
は
必
や
し
も
同
氏
見
え
る
距
離

を
官
ふ
だ
け
で
な
く
、
ぷ

.vm附
併
と
総
じ
て

こa，喰'

bん
c
・
乞
い
e
u
hTa，

.. 
‘"。

攻
防
の
心
的
態
度
上
の
間
ム
ロ
も
b
り
ま
す
。

伊
に
貯
え
る
間
取
が
廿
官
射
mmm凶
俄
に
た
っ

ゐ

l

u

ん
て
‘aめ
ひ
守怠仲悼むん
て‘
，
t
u
v
ど
こ
'

て
居
て
も
、
心
的
間
合
印
ち
心
的
態
度
が
政

献
叫
に
な
っ
て
伊
た
い
と
、
附
俗
の
悦
服
山
川

で
‘
，
e
肱
他
陣
i
w
ん
L
い
&
‘
.
事

‘，
υ
・
・

出
来
ま
せ
ん
。
即
ち
心
惜
共
に
間
合
が
一
致

‘
avaτ
‘，
せ
h
v
a
ano

し
た
と
き
散
も
越
正
た
開
会
に
な
る
の
で
あ

致、 t> り
がり筑・~
必，~ *:合めず
嬰?し は。
でて !終Z
あ 、強2
りとの'
"tれ庇e
す も 合Z
。心?と
心にとゐで
的E限ごも
筑・と'f"f"
US雨:ふ
は方2ベ
精ごのf l!" 
榊えーで

相3し 企
ミド演主宰t
と武ぷ乎て

封Eすの
立2る型E
しもは
ての相3
攻;で乎て

防1ii; a 
のり〈
技智まし
をすて
行きが -i
ふは 、人。

も S且iで
の乎て献立
では習主

，‘
 
... ，
，
‘
，
ん
、
，
S
記
い
e・，.‘"υ

の
錨
切
な
る
緊
川
別
で
あ
り
、
閥
的
出
納
A
H
と
は

抗
脈
u
m
w
の
紙
慨
な
る
取
舵
判
』
4

の
り
を
す
。

bA.、
.診
の
υ
に
い
て
，
‘ganHV

も

此
の
心
的
叙
A
M
と
惚
的
筑
合
と
が
一
致
し
た

4
・
b
a
h
-
‘
旬
。

時
花
見
の
叙
合
が
か
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。

，、λ
て
て
s

ano化
hV9A，

‘

A
組
乎
は
敵
と
相
封
立
し
て
居
る
の
で
あ
り

‘
事
‘
"
。
u
ん
記
ん
E
e
z
'

ま
ず
か
ら
間
合
の
判
断
が
駄
目
な
ら
ば
、
攻

由

'
u・
晶
V
4

・ν

防
の
技
は
総
て
死
ん
だ
も
の
に
な
り
ま
す
。

傘
乞
‘
，
a
"
。
u
ん
a
v
a
e
t

叉
集
合
が
十
分
鋭
く
な
っ
て
ゐ
怠
け
れ
ば
.

MWκ
甑
街
た
昨
併
に
か
け
る
氏
問
の
協
も

そ
の
船
艇
を
十
併
に
珠
即
時
す
る
と
と
は
昨
駒
市

ま
せ
ん
。
慨
に
が
仙
ヂ
に
仙
川
て
聡
いγ
だ
ん
伊
た
と

て
‘，
e
ぃ
‘
.
amo

u'U41

・
aeo

と
は
、
遁
正
念
る
間
合
、
充
質
せ
る
訴
合
、

守いLV〈

V

隠

ふ

i

v
hT

b
-e'て・
・

・・

正
確
な
る
技
法
、
の
三
者
が
理
想
的
に
一
致

i
u
憎
ん
か
ん
S
h
v
か
‘
て
-
u
ん
管

区。.

せ
る
跨
聞
に
於
て
の
み
答
乎
の
紳
技
が
捜
部

こ・・ろえ

せ
ら
る
る
も
の
と
心
仰
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

，
、
み
て
=
b
a
T
-
-
b
'
れ
ん
μ
いbz

ん
。
純
乎
は
此
の
三
者
一
款
を
修
練
惚
仰
す

る
た
め
に
総

νよ
き
倣
地
縦
で
あ
り
ま
す
。

A
鍬
阿
に
、
艇
が
え
は
艇
と
総
慨
し
て
断
服
榔

'
b
ん
紛
ん

--Mん
=
a
p怯
'U也事-vL'zu

撃
つ
民
創
怒
る
集
分
で
攻
防
の
術
を
行
ふ
も

b

b

-eυ= 

の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
知
ら
や
織
ら
や
の
問

一ー-79ーー"
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は求:ス攻3あ前1~と‘
大許さキ鍍2り且t....:
なれもすまに成t
るま抽悟るす於ぎし
赦すす断2敵Eがて fij.'
果色。もを 、tまる
の古主主ゆ限主総.i6f~の
あにる前主乎てにで
る組iさ lとに敵Eあ
と乎てれ持‘於tを り
とはなって想?ま
は路互いのは定ごす
巾;ヵ~ffixで現止す 。
すの〈創Z、賢三る

A t 
第tで
五 も
にあ
り

車瓜ま
乎てせ
はん
間T。
i!¥" 
ま
動IA
綜Z
ず
る
修与
業主

に
も
な
り
会
す
。

む
も
@
，
、
、
aT

区
'
s
'
i
uん

無
茶
苦
茶
な
る
闘
争
心
は
ケ
ガ
の
も
と
で

h

v

E

，
、
に
い

あ
り
を
し
て
、
た
と
へ
我
が
肉

mkケ
ガ
を

T
け
・
?
と
も
必
が
'
h
L跡
献
を
鉛
じ
山
川
椴
h
h
m跡

〈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
り
と
て
れ
抑
制
州

.

J

・
1

何
色
仏
る
ずム山
に
で
も
献
体
叫
に
隣
町
仙
の
ゑ
いは川

也

V

ん

み

づ
か

e
h
vぞ
ん

O

て

い

し

切

む

間
は
‘
自
ら
の
生
存
を
否
定
す
る
一
極
の
自

'
勺
む
aT

・b

・-

殺
者
に
類
す
る
も
の
と
宏
は
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
慌
に
M
Mb
に
U
U
て
際
貯
は
な
か
る

べ
か
ら
歩
、
さ
れ
H
C
と
れ
を
十
然
に

コ
ン
ト

E
i
 

n
I
ル
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
り
ま
し
て
、

4
0
ず
る
の
で
あ
り
を
す
。

民
ん
b
・
・
，
，
、
b
'
a‘
，

u
v
b孟

t
・
み
か
院
の
ひ
記

念
邸
式
、
複
式
共
に
最
初
か
ら
敵
味
方
の
附

}
ぞ
，
、
，
、
み
て

に
山
肌
黙
が
あ
っ
て
や
る
も
の
で
、
山
利
束
純
乎

と
い
っ
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
然
し

総
鰍
総
苧
は
倣

V
W黙
な
し
に
配
叫
に
射
防

M

布

陣
ふ
釘
・
"
は

b
-

b

の
技
訟
を
行
ふ
も
の
で
、
つ
ま
り
一
種
の
拭

俄
で
あ
り
ま
す
。
山
川
知
純
平
に
配
し
て
と
れ

を
郎同日山山脱出
γ
と
い
ふ
て
も
よ
い
の
で
あ
り
ま

す
。
総
し
た
だ
昨
の
殿
山
肌
総
苧
の
伊
併
で
も

字
や
れ
ん
に
十
併
が
い
乞
い
八
れ
て
や
る
と
釘
燃
を

是

色

な

こ

事

由

a'
・e
a
-
-切
か
‘

hr
ゅ
ん

件
ひ
ま
ず
か
ら
、
攻
防
共
に
カ
を
加
減
し
、

防

ん

に

，

‘

9

9

-

v

s

て
い
で

額
顕
を
以
て
突
か
・予
指
で
備
は
る
程
度
と
し

‘elv

‘

今

，

ん

て

‘.

M
M
t
a
'

ふ
ez

足
を
以
て
金
的
を
蹴
る
等
の
と
と
を
封
じ
て

そ
の
お
く
で
ど
め
る
舵
郎
氏
で
や
る
の
で
あ
り

i乞 へ P乎て.A ~ 
「 、、 の.Ijl~す

組;.Jlfx組i中2式t。
乎て銅Z乎てか組i
-t_組二型Eら乎τ
と 乎τハ幾Yや
稿与 Qp:;~飛む組主復?
し'ちu論2矧2式=
て ncこか組i
居h 山守人去をと 乎t

る幕以で溜2の
と 乎て包江主定ごや
とのや しう
るとるて訟
もと〉型2約T
あをとを束?
り 認定都品作:組i

似
苧
の
偽
山
部
は
版
印
J

昨
の
際
和
仙
の
コ
ン
ト
ロ

LF'〈わ

ー
ル
に
数
果
の
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

A
訟
影
山
仙
ヂ
に
よ
っ
て
十
併
に
お
館
を
み
が

に
ん
@
k，、

き
、
脆
カ
を
ね
っ
て
h

轟
け
ば
、
い
ざ
と
い
ふ

と

e

-

a

O

内
え
e
，
‘
。
υ
=

時
に
あ
は
て
や
さ
わ
が
歩
、
不
必
要
な
聞
は

ぜ

『

乞

い

て

〈

回

出

ん
や

え

宮

絶
到
に
乎
を
下
さ
歩
、
市
此
む
を
件
ざ
る
場

企句
。
か
ん
帽
峰
山マ

い

守

A
7

は

hT
・，

e
い

A
H
は
川
髭
を
容
れ
ざ
る
刺
那
に
勝
を
制
す
る

ぜ
ん
怜
ん

U'智
、

.

民

'

i

v

'
も

と
い
ふ
洗
練
さ
れ
統
御
さ
れ
た
る
闘
志
を
内

色

"

'

‘

，

V
ん

U

ζ

b

ん
民
UV

@

い

に
似
し
て
、
殺
然
と
し
て
自
己
の
身
仰
と
名

a

a

草

花

h
v
dん

a

・'b，，、
r

、

容
と
佐
保
持
し
、
務
然
と
し
て
飴
特
科
』
川
、

・
&
C申
'
*
ぃ
，
、
hHav

い
-
e
h
ω
'

居
常
の
生
前
を
岱
み
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。

r
M滋
ぴ
向
く
狐
ヂ
は

mFの
的
側
川
町
対
峨

け
ん
‘，ふ

か

の
研
究
に
は
飲
く
べ
か
ら
ぢ
る
も
の
で
あ
り

ゆ
ゑ

LTド
h

，
、
み
て

-uん
i
v
u

b
白

γ

〈
れ
ん

ま
ず
。
放
に
型
と
純
乎
と
は
唇
歯
輔
車
の
開

け
い

お
ひ
て

係
に
あ
る
も
の
で

b
り
ま
ず
か
ら
、
相
手
b

a
g

〈
み

τ

け
ん
肴
ふ

h
g

こ

九

%

ん

る
時
は
純
手
の
研
究
を
怠
る
と
と
た
く
、
草

加鰍の山町
は
般
の
ゆ
肌
訟
に
幣
紙
す
る
と
と
が
M
P

え
a

，
裂
で
あ
り
ま
す。

~~~型~Â t 
1:1¥ "の青山ナ
*・ ~p~~ 乎τ 。
支援'の
すを技V
か f局主法主
らんの
此=で組〈
儲‘研2み
に究よ合2
はすせ
省7れ方・2
時午ばは
し〈白む 、
ま然主宰t
すに乎τ
。合患の

第
三
=
一
節

防
具
試
合
の
問
題

第
=
ニ

節

組
手
の
練
習
志

A
郡
宇
は
磁
を
戦
獄

κ伎
が
、山
他
苧
に
よ
っ

て
蛇
阪
税
強
を
な
し
て
同
居
り
ま
て
が
、
燃
し

齢
ゲ
を
い
均
蹴
と
す
る
鵡
仰
山
で
あ
り
ま
ず
か
ら

政
飢

κ配
的
ず
る
新
は

r
rま
せ
ん
。

.b駅

hrsτ

主
〈

hva
，

胎

U

今

て

ん

が
益
乎
の
特
徴
と
も
汲
れ
ぽ
ま
た
依
鈷
と
も

い

た

-a
会
多
々

曾
は
れ
て
膳
り
ま
す
。
そ
れ
放
に
、
防
H
H

を

b
ん
け
ん

iu
偽
ひ

で

S

つ
け
て
民
創
に
獄
合
を
す
る
と
と
が
出
来
れ

hv
‘

官

陣

リ

司
て
ん

』方
M曹
は

で

・

b

ae
p

ぽ
答
乎
の
鰍
蹴
を
補
ふ
と
と
が
出
来
、
試
合

か
〈
ivuv

・

ぇ

・

警

句

で

‘

.

に
よ
る
各
抑
制
の
利
益
を
納
め
る
と
と
が
出
来

柚

wん
、

釦

F

，‘
τ

ぽ
事
俗
、

iu

a

・0

る
と
の
見
地
か
ら
、
盛
乎
の
防
H
H
時
間
合
と
い

‘
ん
記

h
v
h
B
・M

・

ふ
問
題
が
起
っ
て
来
ま
し
た
。

喰

'v‘
ん

記

い

句

い

拘

ん

凪

ん

hv
包
い

-a=
‘
ん

防
共
問
題
は
最
近
十
年
以
内
に
起
っ
た
悶

伊

憎

い

e
'
ι
H
γ

骨
ζ

-

n

a

閣
で
は
お
り
ま
す
が
、

将
来
花
盛
さ
紅
花
大

A
純
平
を
撚
ず
す
る
に
は
い
ろ

f
、、
の
対
泌

が
あ
り
ま
す
が
、

rrrm対
む
の
側
部
出
に

よ
っ
て
た
縦
し
い
た
し
ま
す
。
と
れ
は
似
ヂ

の
熊
山
n
b
E
一一一郎
K
M
M
け
て
紙
一
郎
を
職
制
似

て

H
h
h
v
H
h
a内
ム
，
、
b
・
〈
車
市
C

巴

い

隠

ん

b
d町
ゅ
ん

乎
、
第
二
段
を
絞
式
純
乎
、
郷
三
肢
を
民
鰍

似
ヂ
と
た
し
ま
す
。

お
ん

lw、，、
A
て

て

・

mv

，、

.5μ

険

会
鳳
弐
組
t
E
T

は
敵
が
突
い
て
採
る
〈
又
は
蹴

れ

れ

，

っ
て
採
る
〉
と
き
に
、
設
は
と
れ
を
受
け
て

即
ち
に
智
め
を
い
八
れ
る
。
と

い
ふ
鰍
靴
な
似

て

t
'砂
、

a
'
V主
管

陰

ふ

い

，

、

・

a
ほ

乎
で
あ
り
ま
す
。
攻
蝦
防
禦
の
抜
訟
を
幾
泊

り
も
戦
散
に
山
肌
み
併
せ
、
誠
治
船
引
ず
の
部
総

を
叡
総
も
vm
っ
て
脚
い
ず
す
る
の
で
あ
り
設
す

A
新
京
総
苧
は
艇
が
以
紛
糾
し
て
が
m
る
と
山
内
は

む
を
脱
ぐ
と
向
山
吋
に
舵
b
猷
鉱
す
る
、
阪
ま

こ

れ

ふ

ぜ

ヨ

‘

.

、

，

ゅ

・

ぃ

，

、

ほ

ん

た
之
を
防
い
で
更
に
攻
撃
す
る
、
幾
本
か
の

'a'm・，
a
，

‘

攻
防
の
後
極
め
を
入
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

般
向
紘
一
で
、
数
十
組
で
も
航
っ
て
と
れ
を
鰍

ー-1:0一目

き
な
臥
邸
と
い
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

ゅ
ん
Y
い
由
'

e

b

h
ひ

け

ん

・
ふ

hJ
a・

現
骨
化
防
共
賦
合
を
研
究
し
て
ゐ
る
主
な
る
と

-
a
'・・
k
'て
い
記

uv
，
、
れ
ん
・
3
h
v
t
い
が
，
、

か

i
w
k

と
る
は
京
双
-M
m
大
と
附
西
大
勝
の
二
個
所
だ

に

官

uvdr
，

、

直

'
h、

b
k
'
ω
ゅん

μ
い
ろ
ん

け
で
、
他
の
大
隈
で
は
防
共
侠
川
反
釣
愉
が

h
v
'
'
u
v
a
v
'
e
'
e
b

amHW 

有
勢
の
桜
で
防
口
封
拭
合
は
や
っ
て
肘
り
ま
せ

-aこ
ろ

a
'
v
b
a
'

令

hvぜ
・

ん
。
今
ま
で
の
所
で
は
防
H
H
侠
川
の
成
総
は

8

・

・

す

多

い

治

b

未
知
数
と
一
去
ふ
〈
き
だ
ら
う
と
思
ひ
設
す
。

ぽ
avh、
め

ん

と

多

こ

て

mHhr

，
ん
て
-e・
て

A
防
共
は
面
、
腕
、
純
乎
の
外
に
金
的
賞
、

阪
齢
制
が
あ
り
ま
す
が
、
総
し
蹴
却
ま
で
の

い

づ

ふ

〈

わ
ん
ぜ
ん

a
a
'
e
l
w
k
'

と
と
ろ
は
何
れ
も
不
究
会
で
、
防
具
使
用
の

hr'・
て

い

か

ら

て

a
'
e
ぜ
い
v
，
，
、
け
ん
§
ふ

{
会
乎
と
云
ふ
よ
り
も
答
乎
防
具
製
作
の
研
究

、
，

v

α

'

て
・
に
a
，

中
と
去
っ
た
方
が
、
む
し
ろ
油
設
で
は
な
か

色

調

‘

伸

ん

edhv

a

'

e

ら
う
か
と
思
ひ
ま
す
。
現
在
ま
で
の
防
具
。

"
・

Mu--
て

ん

し

ん

包

V

M

M

ん

主
た
る
献
断
は
、
身
砲
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を

町
駅
と
し
対
射
舵

W
仰
と
す
る
鋲

f
q械
的
判

隠
い
M

M
ん
t
h
w
'
&
b
'
・a

'

'

れ

ο

て
ん

を
し
式
部
分
前
用
を
封
じ
ら
れ
る
謹
が
あ
る
肱

む
か

伸
ん
ee
h

v

b

・-，、曲
'
h
y

ぜ
ん

で
あ
り
ま
す
。
然
し
現
在
。
賦
作
防
共
は
漸

む
伽
い
ぜ
ん

由
a
'
e

l
v
-a
g

衣
改
特
さ
れ
る
で
4
C
ら
う
し
、
防
共
伎
川
の

部
刊
の
も

mm加
を
慌
ね
て
げ
く
に
仰
向
ヴ
て
ぽ
出

網"ん

a

由
'

が
練
磨
さ
れ
る
で
あ
ら
ろ
か
ら
、
ナ
ベ
て
島

ー-81ー ー
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f
凶
r
h
r
h
w
司

e
a'
n
i-

-

《

什
片
山
即
仙
の
鮮
政
は
持
A
に
脳
す
る
も
の
と
し

‘
，
、
b
L
F

也
a
v
b
a
m
砂
ん
‘
s
p
a
m
-

て
.
恥
志
家
の
勲
心
な
る
研
究
を
箆
ん
で
公

h
a
n
 

き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

あ
訟
の
掛

mm防
W
の
鋭
制
民
向
吋
慌
に
仰
い
て
は

*
'
v
.l
u
&
'
b
a
v
E
a
'
e
i
v
主
a
，
へ
ん

防
日
持
佼
刷
者
は
防
共
使
用
に
の
み
偏
す
る
と

肺

ん

か

‘

て

L

F

U

れ

ん

i

u

ふ

と
な
く
、
一
耐
に
は
益
乎
の
型
の
練
習
を
沿

s
ph
a

'

e

'

〈

ぞ

，

、

〈

み

て

ろ
そ
か
に
せ
や
、
叉
防
共
な
し
の
約
束
紛
乎

や
配
郎
総
平
を
も
体
附
し
て
、
滋
ヂ
m
仇泌
の

第

十
;::d:.白

馬主

ザ
位
。
剣
山
可
h
v
L
F
〈
ゑ
&
〈
-u
-a
c
h，
，

、

と

・

-

a，F

技
法
を
正
確
に
A
M
得
習
熟
す
る
と
と
を
心
掛

食

a'hy

く
べ
き
で
る
り
ま
す
。
さ
も
怠
け
れ
ば
防
具

i
u
&
'
b
a
の
ひ
二
'
し
φ

邑
多
作
、

使
刷
の
試
ム
口
巧
者
に
は
な
っ
て
も
.
防
具
を

む

主

唱

，

K

A

q

s

ひ

み

え

'

E

a

向

。

‘

n
て
み

使
別
せ
ぬ
哨
盛
の
必
要
注
場
合
に
、
営
身
を

じ
ゅ
u
v
ん
か
ら
定
け
ん
鴎
ふ
ど
c
k
，
、
、
、
‘
，
i
u
主
陣
内
診

事
阪
と
す
る
益
乎
務
訟
猟
絡
の
長
所
を
鷲
掠

定

‘

B

e

v

-

-

-

‘

‘

.

ぃ

‘

〈

て

・

L
て
敵
を
制
し
身
を
臨
る
と
去
ふ
民
的
を
十

似
に
燃
し
伊
ぬ
と
と
と
な
る
の
で
あ
り
ま
せ

}

3

¥
紡
H
H

使
用
の
鍵
苔
紛
鎗
其
他
J

ラ《
f
「
仙
沼
崎
T

研
究
」
第
二
総
会
側
、

空
手
道
修
業
者
の
，心
構

第
三
三
筋
「
空
手
に
先
手
な
し
」
の

正
し
き
意
穫
と
誤
解

釘~i ~ ... ‘ 
職t't -， 
的Eす 2芸t
でが乎τ
は、に
銀広共毛先主
いの手て
と正;;1i
云いしし
ふ ν、」
心主主e'"と
的E味みい
態Fはふ
度ど、訓i
を 2芸t言文
示与乎てが
しはる

む
の
て
あ
り
会
す
ゅ
高
川
む
b
t
机
付
申
・
る
時
.

郎
wh
献

r
k臨
ん
で
は
・
税
制
げ
織
り
ゅ
慨
対

常

い

を

ら

，

、

e

a

内

=

‘

・

h

d

r

を
相
し
、
先
先
の
先
を
と
る
や
う
心
掛
く
べ

h
v
u
'
a
c
、
‘
，
.

き
と
と
は
、
兵
訟
の
定
理
で
あ
り
ま
す
。

凶-

ゑ

L

F

‘

，、

@

ん

て

苫

か

‘

今
世
に
「
宰
乎
に
先
乎
な
し
」
の
諾
は
、
{企

て

‘

骨

愉

U

9

u

u

m

ん

こ

と

お

ζ

4
?
を
や
る
者
は
決
し
て
自
分
か
ら
事
を
起
し

-
v
'
こ
'
守
ん
て
‘
，
に
h
v
z
a
a

た
が
る
様
友
好
磁
的
態
度
を
取
っ
て
は
な
ら

歩
、
慌
に
滋
抑
制
叡
叡
が
安
保
を
以
て
M
A
K
配

u

r

-

-

a

・

5

&

F

V

ぜ
よ
」
と
い
ふ
意
味
に
正
し
く
解
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

第
三
回
節

型
が
受
手
に
始
ま
る

三
つ
の
理
由

e
ん
て

か

広

U

す

企
「
克
乎
な
し
」
を
型
と
結
び
つ
峠
り
て
よ
く

都
川
和
さ
れ
る
の
で
、
献
山
山
続
J

協
の
舵
鰍
と

』"な

か，
、t

L

r

μ

'
H
Vて

同
じ
く
「
益
乎
の
裂
は
す
べ
て
受
乎
か
ら
は

ゐ

曾

a，
‘，主
〈
て
勉

事

怨

品

じ
ま
っ
て
肘
る
か
ら
治
柑
的
だ
」
と
刻
す
る

》

、

，

総

U

V

晶

司

令

め

い

舵
皆
川
が
あ
り
ま
す
。
と
れ
に
封
し
て
股
明
を

，

、

a

'

a

・

机
へ
て
公
き
た
い
と
思
ひ
を
す
。

A を締与 はらた
第::jl:.';が《此こいとも
ーしあの け ての
はてる罰II.Uiむで
外~j訟や雷丈いやる
部民きうにぞみり
か?とに tt;とにま
らい見&しい突吟し
のと受'てふいて
銀E思tけ 、敬?た
解tひま誤2叡11り 25t
でますれ怠で蹴"手て
あすかるあつを
り。らこりたや
ま 、種主まりつ
し とのすした
て れ鮮と。℃か

mjの
明
が
す
べ

τ覧
け
f
に
は
じ
ま
っ

b

官
'
臣
い

H
r
-
-

て
肱
る
の
は
、
一
二
つ
の
盛
大
注
意
義
が
あ
る

の
で
あ
り
ま
し
て
、
紘
一
に
は
「
鈴
f
K
M
m

τ

に
-z

i

u

ん

て
・
・
悔
い
Z

主
'
e
い

乎
な
し
」
の
正
し
い
心
的
態
度
を
養
成
す
る

い

み
意
味
で
あ
り
ま
ナ
。

陪

い

・

μ

'

t

A
抗
こ
に
は
、
劉
が
受
け
手
か
ら
は
じ
ま
る

、
い
陰
-a
E
，
、
い

の
は
兵
訟
の
極
意
に
か
な
ふ
も
の
で
あ
り
ま

そ

ん

し

、

M

V

出

ふ

、

す
。
孫
子
の
兵
訟
に
「
知
彼
知
己
百
融
不
殆
、

不
知
彼
而
知
己
一
勝
一
負
、
不
知
彼
不
知
己

紗
砂
少
妙
。
」
〈
似
を
叫
測
り
百
M
L
山
測
れ
ば
百
獄

hr蜘
H

l

u

-

F

骨

れ

し

ぁ
ゃ
う
か
ら
歩
、
彼
を
知
ら
占
ー
し
て
己
を
知

ーν‘
‘
，
h前

L

F

-

H

b

a

白白
H

b

れ
ば
一
勝
一
負
す
、
彼
を
知
ら
占
1

己
を
知
ら

巴
a・
白
F
苫
&
h
F
U
‘

ざ
れ
ば
職
ふ
毎
に
必
十
あ
や
う
し
。
〉
と
る
り

2
z
'
・
い
か
'
・

τ

に
h
v
h
F
K
，
、

ま
す
。
と
の
賠
は
古
来
益
乎
の
犬
家
が
特
に

虚
偽v
e

b

a

マ
脆

ぜ

い

'

e

州
都
草
し
て
悦
に
座
布
の
銘
と
し
た
も
の
で
る

り
ま
し
て
、
訟
の
鯨
一
平
が
鉱
炉
で
あ
る
の

e
隆
志

LV蝕
w

iu

ふ

h

v

h

v

a

ふ

〈

は
劃
ぢ
川
悦
を
知
れ
と
の
深
い
意
味
が
合
ま
れ

b

h
v
れ
す
u
u
a
o
て

て
居
る
の
で
あ
り
を
す
。
敏
、
即
ち
相
乎
が

ど
れ
だ
け
の
似
カ
r
m
w
つ
も
の
で
あ
る
か
、

む

血

町

，

、

‘

へ

宮

‘

由

そ
れ
を
知
ら
守
し
て
官
蛇
物
に
公
ぢ
や
で
、

.‘

L

a

-

V

V

4

写

ん

令

い

そ
の
言
ふ
に
は
「
磁
ひ
は
す
べ
て
機
先
を
制

す
る
と
と
に
よ
っ
て
勝
利
の
機
を
摘
む
も
の

az

ん

℃

い

号

と

を

会

'

s

k

〈

て

・

で
あ
る
、
先
乎
な
し
と
去
ふ
が
如
き
消
極
的

乞

い

E

巳

除

ん

M

m

t

'

ち

か

態
度
は
日
本
武
道
と
一
致
し
た
い
」
と
斯
う

M

へ
い
や

い
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
と
れ
は
武
は
平
和
を

ゐ

g

‘，、
て
-

-

M

m

・

-

維
持
す
る
と
と
が
目
的
で
あ
り
、
武
と
は
え

を
止
む
る
と
と
を
以
て
迦
想
と
す
る
も
の
で

B
t
a
司
何
悼
ん
‘
ぃ
‘
〈
C
・

h

H

ず

か

u

v

あ
る
と
い
ふ
武
道
・
本
来
の
目
的
を
忘
れ
た
解

除ぷ

ur放
で
あ
っ
て
、
mH税引札
W
仙
の
殿
町
船
鰍

-

』

，

ぜ

ん

て

・

b

が
「
好
職
的
で
は
な
い
」
と
と
を
知
ら
た
い

だ
の
叡
で
る
り
ま
す
。

h
hvh

v

ι

F

，

、

‘

ん

K

・

O

.
、

平
和
を
撹
乱
す
る
も
の
あ
る
時
、
自
己
に

、
，
u
r
u
v
，
、
帥

悼

す

低

U

M

L

U

危
害
を
加
ふ
る
も
の
あ
る
と
き
は
即
ち
武
士

p
h
a
'
o

a
a

e

k

，

‘z
e
A
e
h
r
 

が
践
に
臨
ん
だ
時
で
あ
る
か
ら
、
機
先
を
制

直
'
9
k
，
、
位
司

X
・

'

ふ

a

，

。

位

事

国

司

ん

し
て
暴
力
の
蛮
勤
を
封
A
Y
ぺ
き
ヨ
湿
の
古
川
駅
…

品志ん
℃

〈
ん
ゅ
ん
な
九
'
・
b陥
ぼ

で
あ
っ
て
「
先
乎
た
ん
」
の
訓
冒
と
何
等
相

辞
附
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
銃
二
は
怨
ヂ
倣
鍛
訴
の
山
川
町
仰
に
あ
る
舵
鰍

ぞ

ん

℃

守

い

じ

ん

か

‘

で
「
先
手
去
し
」
を
精
一
脚
と
併
す
る
と
と
を

知
ら
歩
、
就
が
ぶ
で
お
を
駅
悦
ぜ
ん
と
す
る

- 82-ーー

ゃ
h
'
ら
九
叫
叫
剖
守
的
に
川
て
は
い
か
ぬ
、
前
に

‘"
3
c

b

b
，
.
‘
‘
，
U
ん

aE

相
乎
を
知
る
た
め
に
は
特
に
用
心
す
べ
き
場

俄
b
る
を
品川
し
て
獄
の
統
一
平
に
お
へ
向
山
b
L

‘

3

L

V

U

 

持
っ
て
来
た
型
さ
へ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

会
今

S

P

ば

い

か

巳

き

庄

内

陸

‘

，

是

ん

i

U

3

袋
内
実
の
型
一参
照
〉
と
れ
ば
孫
子
の
賠
を

伊
り
る
と
「
か
を
や
勝
争
恥
ん
か
一小
亦
除
、
快

.

.
 
、、

い
巴
し
、
主
に
‘
hv

‘

の

念

待
敵
之
可
勝
」
ハ
古
町
桔
甘
く
職
ふ
者
は
先
づ
勝

屯

v

-厄

・・9
て
-
-
h
F

，h

つ
可
ら
ざ
る
を
鯨
し
て
以
て
敵
の
勝
つ
可
き

S

す
陰

惨

a

z

み

づ

か

-
a

u
u
v

-u

a

b

を
待
つ
〉
即
ち
先
づ
自
ら
不
敗
の
地
歩
を
占

め
、
総
る
仰
郎
氏
艇
の
脈
慨
に
鮮
が
る
と
い
ふ

苛
で
、
似
品
の
齢
営
は
献
の
眠
術
の
脱
税
郡
山
酌

と
し
て
、
取
統
的
蜘
四
ぬ
の
mm
艇
に
mu
い
て
あ

炉惨
事
え
a3

る
ほ
ど
軍
要
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

-
-
m
h
r
s
て
か
μ
'
げ
炉
、

そ
れ
放
に
密
乎
の
型
が
受
乎
か
ら
は
じ
ま

巴
v

u

r

-

-

S

L

V

れ

し

か

A

7

S

μ

る
鉱
こ
の
窓
味
は
、
先
づ
彼
を
知
り
且
は
又

』

'

D

n

ふ

a

v

--

-

い

常

、

レ

&

，

.

‘

c，.

E
乞
示
舵
の
地
に
舵
て
宵
峨
百
勝
の
機
を
捉

仇

7

ふ
べ
き
と
と
を
酬
へ
た
も
の
で
あ
り
を
し
て

材
鱗
野
鍛
に
が
て
般
の
知
鰍
限
切
に
慌
に
、

唱aF

B''

ae

一山
V
さ
が
っ
て
受
け
る
、
と
枕
い
て
あ
る
の

=

u

r

-

-

も
此
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。
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司自門

't-v白
川

崎

'

て

Am
に
は
交
け
乎
飢
ち
撃
ち
乎
で
あ
り、

附
wm.似
以
舵
た
る
践
が
'
の
民
伊
闘
を
そ
の
ま
L

‘，，h
I

I

‘. 

に
お
山
仇
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
喜
平
は
誠

c

-

3

k

，、，
iv瞳，、.，
U
ん

の

ん

ん
で
字
の
如
く
{
会
乎
宰
務
で
あ
る
が
、
一
聞

か
ら
は
鋭
利
街
戦
そ
の
も
の
が
町
駅
で
あ
り

ま
す
。
協
に
阪
が
総
駒
で
…
究
い
て
が
る
山
町
、

将
は
舵
を
献
し
て
と
れ
を
舵
山
口
ち
で

T
け
る

乞

e，
‘

，

広

告

は

'm

ハ
そ
の
他
ど
の
受
け
方
で
も
同
じ
)
と
の
受

苧
か
ら
船
駅
に
う
つ
る
の
で
は
な
く
、
部
ヂ

そ
の
も
の
が
狩
の
ぽ
阪
の
射
館
山
却
の
が
U
U

る
も
の
と
な
っ
て
、
航
の
が
引
艇
を
山
町
や
る
の

‘a
h
‘‘
，、

‘

で
あ
り
を
す
。
そ
れ
だ
け
の
威
力
を
持
た
せ

る
や
う
に
銃
鍬
す
る
の
が
叡
平
の
鍛
鰍
の
駅

τ

・

-

z

u

-

u

H

C

ん

』

E
u
r
e
-
7
9
h
v

的
で
あ
り
、
叉
鍛
へ
た
武
人
に
於
て
は
質
際

ゐ
-
&
，
、
‘
，

に
そ
れ
だ
け
の
威
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
り

事2せて ま
がし更:武・す
こ めに器ぷ。
段~a 相3 を
にけ手て持‘
分Zれのつ
れば身主武昔
、攻2慢と街き
受'..tc.で
けに自むは
乎てた己ζ ー
はりの且2
綿?ま武ぷ武ぷ
極tせ器・器・
と《んをぜを
えにか接2受'
P ら蹄fけ

とめ持‘をぽつJ.o:ー
でさつ積令なた l
敵Eせてんり場。 れ
をす=居。でま合Z
耳元tにて居ゐせに叫，TI
::-轄fもたん大:::~~， 
さ妙主我から 。き 4 
へな' が 、 .2Ji~ 1';. i'，喝
て特Z身tた紫毛破tI 1 
し身t盟己とに綻土 t~
まとにへ於fを相候
ふ見&は相3てき l
と ZEEー乎て締Zた 1
とた指むが身えさ J:
が乎τだ武ぷのな門
出で捌主も器・糠2け J 
2艇・き染eを也主れか

心，;:-，る
得2宰tの
沿三子τで
くはる
ペ鐙Eり
きのま
と轄2す
とし。
で手て
あの
り捌ミ
まき
す」
。土

く

( 

第
三
六
節

空
手
に
極
意
な
し

に「帥?に会乎τ.... 
b: ~ぜ答T 「きに或2
りがせ極?き極?時2
1量 、 ら tまいし意い訓E
せーれとまとさtt
う商:t'tいしい r... 
」かしふたふ摩‘
とら?ともとも文ぷ
楠a云ぃ。のとの仁c
足きへそはるが先主
さばしあがあ生吉
れすてり 、 りに
まべ悟ごま先主ま向Z
してをせ.生tすっ
たがっんはかて
・・弐 極?ぃ 」 直E」 「
で 1まいでとちと宰t

』'出
v
s
e
U
1
輪
主
，
、
い

』F

，、

攻
撃
は
積
極
と
一
去
ふ
と
と
に
な
る
が
、
申
託
手

ぷ
き
そ
，
、
l
u
ん
に
い

E
g
M
g
主
主
電
，
、
こ
'
陥
v

・

は
武
鰭
卸
身
位
で
あ
る
か
ら
、
防
禦
卸
攻
撃

と
い
ふ
航
船
戸
」
桜
一
叫
が
か
小
ザ
一
例
町
斜
配
給
約

は
A
7

診

を
殻
揮
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

慨
に
叡
干
の
か
つ
町
鰍
と
し
て
の
停
の
桝
射

-
v
u
弘

か

ら

て

心

ん

か

b

L

F

μ

即
ち
袋
乎
の
民
似
を
知
ら
ざ
る
が
た
め
、
型
一

の
到
ヂ
か
ら
は
じ
ま
る
院
か
を
智
鰍
し
mw占
1

箆

M
a
u
-。
怨

み

か

い
v
b
φ
，

、

急

も

が

内

u
h
-
-

他
の
武
術
放
に
解
糊
す
る
か
ら
間
泌
が
起
る

の
で
あ
り
ま
す
。

か

‘

て

か

に

'ωτ

・

・

'
h

答
乎
の
型
が
受
乎
に
は
じ
を
る
盟
闘
は

u

u
a
T
'
g
d
'
tい
み

上
の
一
一
一
つ
の
霊
大
注
意
味
が
あ
る
の
で
あ
り

ま
ず
か
ら
、
慌
に
そ
の
政
か
を
十
斜
配
燃
し

け

ん

・

品

化

hve‘
-v

て
研
究
す
る
と
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

第
三
五
節

空
手
は
慢
の
轄
し

手
の
捌
き

か
し
て
献
慰
し
て
な
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
棉
苧
が

M
Wに
齢
日
河
の
舵
い
総
N
U
出m
封

ぷ

ん

広

い

h
F
U

こ‘
..
 
n
え

で
も
、
十
分
に
憾
の
純
し
の
心
特
が
あ
れ
ば

g

u

v

-

a

々

に

念

に

"

が

ん

，

、

ん

れ
ん

大
し
て
拠
る
る
に
足
ら
夕
、
文
十
分
に
訓
練

τ

s

a

z

‘znえ

u
'
E
'

さ
れ
た
乎
捌
ぎ
の
心
特
が

b
れ
ば
柔
よ
く
附

e
v

晴
、
‘
.

を
制
す
る
と
と
が
出
旅
る
の
で
あ
り
ま
す
。

b
a
t
'
o
h
r
'

〈

%

も

A
武
道
秘
歌
に
「
打
っ
て
来
る
太
刀
を
た
ち

に
て
受
け
生
ー
し
て
慨
を
か
は
し
て
さ
け
た
ら

炉』戸・・

ふ
ペ
し
」
と
あ
り
を
す
が
、
た
ち
は
太
刀
と

'

'

L

U

u

m
h

隠
・
・

立
ち
に
通
じ
、
立
っ
た
ま
ん
ま
自
先
の
太
刀

で
抑
制
干
の
が
か
を
貯
け
ゃ
う
と
せ
や
に
、
舵

-e

け

い

辛

い

を
か
は
し
て
避
け
る
稽
古
を
せ
よ
と
い
ふ
窓

hv
に

鉱

‘

け

い

主

で
あ
り
ま
す
。
刀
を
持
つ
て
の
稽
古
で
さ
へ

む

"

が

ん

か

包

鉱

'

に

い

か

民

惨

い

』

自
分
の
万
で
受
け
る
よ
り
盟
の
特
し
の
稽
古

世
h
v
C

玖

v
b

ゐ

，

、

‘

ゐ

u
v
a

が
大
事
だ
と
敬
へ
て
居
る
位
で
す
。
況
ん
や

む

ぷ

ん

て

ぜ

ん

品

、

M

，

a
・

砂

‘

τ

自
分
の
乎
に
全
然
武
器
を
持
た
な
い
益
乎
に

が
て
は
蹴
抗
燃
が
い
州
知
川
に
対
町
引
で
あ
る
か
叫
測

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
か
し
抑
制
敢
に
総
て
献

む
ん
依
ふ

MHah-u
ふ

・

'
u
v
h
u
ζ
%

包

ん

か

身
訟
の
練
習
に
留
意
を
怠
h
y
、
何
で
も
彼
で

h

v

t

‘

，

，

‘

.

‘

 

も
我
が
乎
を
以
て
受
け
る
も
の
だ
と
思
っ
て

ーー・ 84-ーー

大去か A
~I:ら宰t
で 、乎て
あ慢とは
りの武ぶ
ま締2器・
すしを
。方主持‘
霊ご 、た
・乎てぬ
此この武官
の捌芸術き
臨Zきで
に方Eぁ
十がり
分Z殺とま
留;も止す

うに 11
、恥州
わた』げ‘
さ.づは
はね ~~t
無むし n‘
限:t-:l!企
ですい
すとふ
」 -4め
とさけ
答主うで
へもす
ら芝、ど
れ Eまと
ませ泣!f

し
た
u

も
ん
巴

'

u

m

a内

h
J

・

此
の

m答
は
、
と
れ
だ
け
で
十
分
だ
と
思

b
kは
か

に

L
I

・&FV

ひ
ま
す
が
、
初
歩
の
方
k

の
理
解
を
た
す
け

に

@

す

こ

、

，

b
e
，
、
〈
銘

る
需
に
少
し
く
註
楳
を
加
へ
て
た
き
ま
す
。

L
F
6
℃

、

.

〈

い

か

‘

て

A
「
接
手
に
極
誌
な
し
」
「
空
手
は
す
ぺ

て
が

観

-Y」
「
極
か
は
得
官
」
、
伊
う
し
て
三
つ
の

訟
艇
を
な
ら
べ
て
貯
ま
す
と
、念館
V
慌
の
滋

か

ん

除

ず

っ
た
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
替
で
あ
り
ま
す
。

か

6

τ

a

〈

E
，、い

空
手
に
は
特
に
「
と
れ
と
れ
が
極
・
認
で
す
」

と
配
り
・
わ
け
で

W
似
と
す
べ
き
も
の
は
あ
り

h
M
g
'
ι

・・広

ま
せ
ん
が
、
ど
の
一
つ
の
技
で
も
鍛
へ
に
鍛

ぜ
A
V

に

い

に

に

ん

a

-

b

e

b

-

b

z

z

へ
て
、
抑
制
割
に
他
人
の
迫
臨
を
貯
さ
ぬ
制
慌
に

ぞ

れ

Y

老齢

W
Oと

E
，
、
，
、

-
v
k
E
m

な
れ
ば
、
共
の
技
が
兆
六
の
獅
特
の
租
味
と

な
夕
、
仰
向
川
内
出
国
射
の
川
怖
か
で
あ
り
、
阪
か
で

し
l
u
a
，，

あ
る
と
と
に
た
る
の
で
る
り
ま
す
。
師
匠
が

似
殺
と
せ
ら
れ
た
が
邸
内
は
m
m
pは
mm附
せ
る

-

ゑ

む

が
放
に
知
つ
て
は
伊
り
ま
せ
う
が
、
そ
の
隙

ぽ身土かせでれじ
訟のらん、ば技'
ら鍛Z惇E。大r:t，ヒ'11土
ぬ練2授=放2いだ Il:
とのをにし形E宣J:。
云い中ま受' 益t~とを‘し
ふかけ 乎τ役t~診て
とらるににぽ削t
と 生iも於f立にえ庇?
にれのてってほ
た るではも居A ど
つもは栂?のるの
でのな 1まいでと鍛l
居ゐでくとはい桝t
るた・はあふが
のけ彼?;先2りだな
でれ自ロ生tまけけ

あ
り
ま
す
。

M
H
h多
ひ

か

三

，

、

h

v

-

n

骨

S
A
F
砂

ご

&

武
道
秘
歌
に
「
極
意
と
は
己
が
艇
の
如
く

..
 ，

、

み

に
・て
近
く
あ
れ
"
と
も
見
つ
け
ぎ
り
け
り
」

と

‘
い

ω
'
t
'
b
H
γ

ご
〈

υ

あ
り
ま
す
が
、
古
来
武
道
に
於
て
極
秘
に
さ

る

苫

，

、

い

で

ん

じ

・

'

a

れ
て
居
る
極
意
の
体
授
を
受
け
て
見
れ
ば
、

U

4

・

&

急

へ

lν

ゐ

「
何
ん
だ
と
ん
た
事
な
ら
前
か
ら
知
っ
て
居

-a・

αな
i
u

た
」
と
思
っ
た
と
い
ふ
話
が
よ
く
る
り
を
す
。

a-.
、

か

や

h

v

&

偲

「
遣
は
・
近
舎
に
あ
り
」
と
も
敬
へ
て
あ
る
泌

=

・

.

‘

，

匁

ん

創

刊

ん

・

p
、
心
を
と
め
て
鍛
練
し
ぬ
い
て
行
け
ば
.

、
.
〈
い

lu
ん
hv

仇
V

L
F

い

「
す
べ
て
が
極
意
」
と
い
ふ
民
間
を
理
解
す

明、

‘.

る
と
と
が
出
来
る
の
で

b
り
ま
す
。

也
企

hr
‘

τ

・ν・
ゆ
ふ

ζ
‘‘
n

S

0
・a

H

h

，
‘
ん

企
日
放
に
袋
乎
の
修
識
に
志
す
人
は
、
入
門
。

紘
一
ず
が
版
設
の
統
一
伊
で
あ
る
と
い
ム

ω
ー-8;)--



川
州
け
で
、
す
べ
て
の
釘
滋

κ畿
し
て

r
r
r

，、
・
L
e‘
.
C
M
'
a
陶
‘
A
7
&

に
概
叫
ん
し
、
遊
ん
で
は
自
分
の
最
も
よ
し
と

倣
じ
た

V
滋
陀
較
し
て
ず
折
原
ず
の
娯
叫
ま

で
飢
へ
あ
げ
勝
き
あ
げ
る
宮
前
が
た
け
れ
ば

忽

4
b
s
ろ
ん
苫
む
る
'
"
ゆ
が
，
、
れ

な
り
ま
せ
ん
。
「
鍋
・
結
論
語」
の
稀
あ
る
嘆
隠

統
一
紙
に
「

g
Mの
い
ム
を
獄
献
し
て
、
田
川
弘

旬、‘

.
K
U
ん
ぬ
ん
ふ
M
V
υ

及
ば
ざ
る
事
と
断
念
す
る
は
、
廊
甲
斐
な
さ

。vじん
0

・e

俗
品

υ
&

と
と
な
り
、
名
人
も
人
な
り
裁
も
人
た
り
、

w
m刊
で
か
然
る
べ
き
と
脱
ひ
て
、

一
郎
m
m
m

‘
a
・
7
ぞ
み
も
い

へ
ば
、
最
早
共
の
逝
に
入
り
た
る
な
り
、
十

ド

'
M
V
，
、
ζ

‘
包
旬
、
‘
e
h
v
u
ん

有
五
に
し
て
撃
に
志
す
と
と
ろ
が
聖
人
ゑ
り

俄
陀
靴
街
し
て
恕

M
に
た
り
総
ふ
に
は
あ
ら

占

y
と
、
一
販
制
さ
れ
館
。
初
登
ふ
時
、
耕
叫
応

'

e

b

 

正
受
-
と
も
あ
る
な
り
」
と
訓
へ
て
あ
り
を

民
九
h
r
，
.
，
、
.
‘
怠
こ
、
為
す
む
包

ナ
。
一

E
室
乎
を
感
ぽ
ん
と
の
志
を
立
て

-命、Ehv骨
h
v
c
ん
=
--a，ur

た
た
ら
ば
、
そ
の
遣
の
大
名
人
と
去
る
心
掛

ペ
皐
向
、
，
a
v
a
'
巨
い
e

け
で
勉
強
す
る
と
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

第
三
セ
節

技
法
無
限
慢
心
無
用

-w

，。，

『

l
引
仲
村
、
ダ
わ
す
れ

』
町

内

u
b
b

"と
も
も
の
に
な
ら
や
、
税
れ
も
下
手
と
思
ひ

ひ
主
へ
紅
白
a
a
・
=
"
が
ん
主
，

入
も
下
乎
と
思
ふ
な
り
。
此
の
分
に
て
は
用

位

、

，

，

、

‘

ゐ

a

a

F

に
立
た
ざ
る
な
り
。
中
の
位
は
、
米
だ
闘
川
に

・h

k
‘
。
・
a
毛
，
、
a
w
-
-
υ
企

ば
立
た
や
北
ハ
、
我
が
不
足
も
自
に
見
え
、
人

ふ
ぞ
，
、
み
u
a
γ
，
，
、
，
句
ゐ

hv

の
不
足
も
見
ゆ
る
な

P
。
上
の
伎
は
、
我
が

恥
骨

レ

は

c

a
a怖で

・・

ひ

と

鬼

物
に
仕
成
し
て
自
慢
出
来
、
大
よ
り
殺
め
ら

ひ
と
い
に

れ
る
を
よ
ろ
と
び
、
人
の
室
ら
ざ
る
を
な
げ

ひ
と
c
hv'a・

8

にuvMい

〈
な
り
。
人
も
上
手
と
見
る
た
h
y
o
大
任
は

ζ

ヨ
へ
な
依
箆
ん
民

と
れ
ま
で
た
hy
。
此
の
上
に
、
倫
一
段
立
ち

ぜ
ぇ
、
訟
の
航
れ
た
る
船
い
り
る
左
・
9
0
い円の

訟
に
mmめ
た
れ
ば
、
お
に
剛
球
て
も
な
き
酪
を

・6
9

埴
-

Z

L

Z

‘

見
付
く
る
放
に
、
と
れ
ま
で
と
思
ふ
と
と
な

hpaHふ易、，、

U9

b

ら
歩
、
我
に
不
足
あ
る
と
と
を
貨
に
知
り
て

bhv'v'
U悟

肱

ん

信

仰

匂
傘
ん
悼
ん

一
生
成
般
の
念
と
れ
無
〈
、
自
慢
の
念
も
な

。

ゅ

=

‘

‘

q

u

u

a

〈
、
卑
下
の
心
も
と
れ
無
く
し
て
泉
す
も
の

a
T
M
E
ふ
z
o
o
-
ζ
L
F
λ
も
i
ν

た
り
。
柳
生
殿
が
、
人
に
勝
つ
逝
は
知
ら
・
ヂ

hvωH

・
a
・
-
b

a-e，
.
ep
酬

6

我
氏
勝
つ
道
を
知
り
た
り
、
と
て
中
さ
れ
倣

ab

、田
ゐ
ヒ
晶
γ
'
e

惨

齢

ふ
由
。
昨
日
よ
り
は
上
手
に
な
り
、
今
日
よ

uaT
'

e

b

自γ'E・，
J

、・bae

り
は
上
手
に
な
り
し
て
、
一

生
日
A

仕
上
ぐ

が
あ
る
dn
の
丸
り

A

「
鈴
平
に
叡
智
な
し
」
と
は
む
恥
閣
の
一
蹴

こ
“
"
L
V
い
か
，
.
て
u
s
u
-
-
む
ぬ
V
A

か
ら
日
正
注
解
す
れ
ば
、
宰
手
の
技
法
は
無
限

いろ

で
あ
る
と
い
ふ
窓
味
で
あ
り
ま
す
。
と
れ
が

総
衡
の
新
潜
航
だ
と
い
ふ
伊
き
ど
ま
り
は
叡

て

智

弘

晶

む

ゅ

ん

札

v

b

乎
に
は
な
い
ぞ
と
、
技
法
の
無
限
を
訓
へ
る

b
a
'
i
U
・
V
・
-

も
の
で
あ
り
ま
す
。
良
師
に
つ
い
て
少
し
く

か
‘
℃
智
ほ
ふ

傘
隠
a
'
e
.
，
‘

けら

益
乎
の
技
訟
を
穆
び
、
そ
の
延
を
誕
を
と
研

-

T

h

h

v

〈

ん

乞
，
，

究
し
て
行
く
や
う
に
照
陶
を
受
け
た
も
の
は

町
制
術
献
の
殿
町
を
耐
慨
し
仰
る
の
で
あ
り

ま
す
。
V
也

-ahuゅんむん‘，

S

んむん
hw

a技
法
無
限
の
民
現
が
わ
か
れ
ば
、
慢
心
無

KLf
凶

q

'

〈

ん

は

a

v

用
の
教
訓
も
よ
く
わ
か
る
容
で
あ
り
交
す
。

hrsて

ザ
ほ
ふ
む
仲
ん

、肉、巴・・

宰
乎
の
技
法
が
無
限
で
あ
り
、
そ
の
遣
を
日

，
‘
、
ゃ
‘
ぜ
'
w
，
、
‘
骨
な
ん

傘ん
しん

』
丹
波
々
に
精
進
す
る
4
4
に
何
で
慢
心
た

E
が

出
向
り
伊
ま
せ
う
か
。

mm猷
を
続
日

Q
Tお
む
に
と

azん
し
ん
z
e
u

そ
慢
心
の
苔
は
生
え
る
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら

燃
務
職
応
た
だ
伽
…
隙
の
ザ
泌
を
訟
ふ
て
mmmh

hこに

怠
M
E
e
ん
マ
い

を
怠
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
摩
文
仁
先
生
は

bん‘
宅自γ'

な
じ
ご
と
，
晶
p
，

此
の
心
境
を
「
何
事
も
打
ち
忘
れ
た
り
ひ
た

h

m

b

a

z

ヒ

骨

ず
ら
に
武
の
島
さ
し
て
漕
ぐ
が
築
し
き
」
と

りト。臼ふりと ろ
ま下よ入い あ ~11
するりりりな
o liUはてまり
止「た上f_.. 1: !.1 
のり乎手咋Sut 
心k、に日掛:W:tl品
境2とたよてら
は'れりりも h

*~ gptしはな :t
敬すちヰて 上Zき t 
共老名合一.'乎L無む !
の人Z生:I乙限Xt、
もの日号訟の品
の姿F々 (り逝t-::
でで%に、 i乙叫

n り
ああ仕b今e辿I!L..

はり
絶に技'ま
え法2す
す=無tt 0 
心f限立
』亡ろ

諦Z慢え
し心え
て 1.~1I
自む用f
競争 、

す宰t
ぺ 乎τ
き道?
でのe
あ行?
り者Z

ま
す
。第

三
八
節

空
手
に
檎
へ
な
し

総
じ
て
伊
ら
れ
ま
す
(
「
十
八
の
間
約
一
」
間
対
〉

献
拡
三
眠
、
倣
抱
三
燃
で
あ
り
ま
す
。
む
を

と

骨

こ

れ

に

申

iu

好
む
も
の
は
之
を
襲
し
む
も
の
に
如
か
歩
、

広
平
が
炉
き
だ
と
い
ふ
だ
け
で
は
ま
だ
で
す

か
‘
τ
w
ん
・

ふ

む

由

巴

れ

{会
乎
を
研
究
す
る
と
と
が
難
し
く
て
、
鯵
が

な
ん
い

晶了

、

。

，

何
と
去
っ
て
も
止
め
ら
れ
を
せ
ん
と
い
ふ
境

、地に
は
い
ら
な
け
れ
ば
ほ
ん
と
で
は
あ
り
ま

H
v
a
b@

叫

V
&
か

ぜ
ん
。
人
に
示
し
た
い
、
人
に
勝
ち
た
い
-

M
k
m肌
り
た
い
、
と
れ
は
川
閣
内
川
の
た
め
に
や

る
倣
黙
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
邸
似
の
純
明

む

ん

、

，

い

a

v

‘

、

‘
こ
みち

が
心
中
に
は
び
と
り
、
何
時
の
間
に
か
横
道

一一-86 -一ー

A

「
叡
平
一
に
蹴
へ
た
し
」
と
い

ふ
脱
却
臥
が
説

く
か
ら
あ
り
ま
す
。

ふ

今

，

〈

み

て

b

a

o

a

偽

O

W
泡
に
は
組
乎
と
か
賦
合
と
か
の
場
合
に

か
は
6
a"

がa

‘
。
て
3

・"。にい

は
必
4
y
或
る
構
へ
を
以
て
敵
と
相
劃
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、

併
伐
の
出
町
に
献
斜
b
U
M
判

官

ん

か

a

段
に
あ
げ
て
柿
へ
る
と
と
も
あ
り
ま
す
し
、

傘舟守

吟‘位

。

賀
直
ぐ
に
ぽ
か
ん
と
突
立
っ
て
居
る
の
も
一

のし分支せに
遜・2み自cんそ
をを身え。れ
?と味2が他毘て
左はJl:.'"人去し
つふむのま
てのに錆にひ
行診で止やめま
けなまのす
るけれ修主。
もれぬ 裁まそ
のぼ昼tでれ
で 、手てはで
は此=傍主訟は
あの業主くい
り無Uの、け
ま限文業主自じま

せ
ん
。

老-tで A
後きあす
のりペ
物品まて
諾-Zすの
に。 。武M
.現t道?
一際二に
生ネ第ま於士
の'ーて
rm~ 悠2 此=
の世にの

修弘「誼Y
行主或。現砂
にるは
決心銅z-
第t師レつ

つ
の
い
《
で
あ
り
す
す
り
飢
ザ
の
州
州
へ
、

w

h
b
L干
s
e
'
r
、
、
h
r
a
τ

-u

足
の
綿
へ
等
k

、
桜
田乎
に
於
て
は
い
る
/
・
・1

恥

as

-

-

&

由

‘

・

u

h

v

‘

定

と
椛
へ
と
い
ふ
守
護
そ
川
ひ
な
が
ら
「
密
乎

に
ゆ
仰
へ
た
し
」
と
は
一

m
m
m
mし
た
と
と
の

u'

w
mv

uu-A 

ゃ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
費
は
決
し
て
矛
盾
し

て
目
前
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ι
r
‘
て
L
r
s

，

、

ん

ゆ

ゐ

「
答
乎
に
構
へ
た
し
」
と
い
ふ
訓
置
を
、

わ
か
り
よ
く
僻
し
て
「
獄
ず
に
搬
へ
訟
し
・

ぷ
が
綜
へ
あ
り
」
と
配
く
於
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
景
山
町
は
「
椴
へ
放
の
似

mr
…
r
闘
い
聡
い

白

-
4
a.

.

 

、

惜

品

ん

が
あ
る
と
思
ひ
込
ん
で
‘
油
断
た
し
て
は
い

け
た
い
」
「
ど
ん
た
に
貯
た
帥
聞
に
ス
キ
の
な

-
F
a
L
す
に
=
・
・
ゐ
ぬ
w
w
h
a防
ぽ

ap

い
構
へ
方
で
も
心
k
wm献
が
あ
れ
ば
駅
目
だ

ぞ
」
「
放
が
以
の
蹴
へ
は
ス
キ
だ
ら
け
に
貯

z・・
8

・Hん

a句
。
t
k
'
・
ん

え
て
も
心
に
納
断
の
た
い
劉
乎
ゑ
ら
ば

mAU

ha
--お

を
怠
つ
て
は
い
け
た
い
ぞ
」
と
い
ふ
と
と
で

一一 81ーー

あ
り
ま
す
。

捉iIC 
は 解tと
れ搾与と
てし〈ろ
し てで
を、 「
っそ心t
てのにろ
は心E手航
まのあへ
た耕民あ
nll~ へり
越主と」
v.いと
のよ、い
恭t司Hふ
でに瓜f



.. 
‘‘。

ζ‘・1q色、
・

ζ-aる

あ
り
ま
す
。
「
心
ζ

そ
心
迷
は
す
心
象
れ
、

a

-

a

・

、

.

・

8

u

・

心
に
と
と
る
心
ゆ
る
す
た
」
と
の
古
歌
も
る

-
e
a
u
ん
か

=
‘
z
q
L
r
a
a
。

る
諮
り
、
何
で
も
彼
で
も
心
の
構
へ
だ
心
の

織
へ
が
対
的
引
だ
、
燃
が
い
ム
は
ど
う
で
も
よ
い
‘

な
ど
と
、
一
山
げ
椴
へ
と
い
ふ
賢
明
柴
に
訟
は
さ

れ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
の
織
対
で
も
た

い
も
の
が
、

mAUぷ
の
獄
へ
た
ど
ど
う
で
も

-
tん

よ
い
と
油
簡
を
し
て
は
、
ケ
ガ
の
も
と
で

b

‘‘

‘

q

・
L

・‘E9

り
ま
す
。
そ
れ
は
「
心
に
と
と
る
心
ゆ
る
す

s
a
 

な
」
と
い
ふ
、
つ
ま
り
迷
ひ
の
心
を
と
り
し

.‘‘・aL，，、・
U
且

VCA--
e，.，za，
.. 

づ
め
る
心
の
臭
の
主
人
公
、
不
動
相
官
な
る
も

の
が
し
っ
か
り
し
て
伊
な
い
か
ら
い
け
た
い

の
で
あ
り
ま
す
。

A
そ
れ
慌
に
「
叡
苧
に
総
へ
訟
し
一
町
一

r搬
へ

u
n
v
・
・
'
t
s
、
‘
a

あ
り
」
で
は
貨
は
ま
だ
中
途
平
常
で
、
そ
れ

mM刊
に
船
出
対
し
て
「
叡
苧
に
椴
へ
も
品
し
、
こ
一
伐

に
も
様
へ
た
し
」
の
鉱
山叫
ま
で
一
行
か
ι
な
け
れ

ば
ほ
ん
も
の
で
は
る
り
ま
せ
ん
。
ぽ
の
船
山
叫

ご

に

a

'

c

・M
F

E

に
ま
で
悟
入
す
れ
ば
.
拡献は
W
問
う
来
る
だ
ら

う
、
そ
し
た
ら
紛
あ
伊
か
う
、
仰
悦
あ
山
川
た
ら

さの〈れが
す手中ま し 色=ら
2è~かて lW~-，
卸?ら然b赴ぜ格Z
赴ぜ生与かさき;へ
色~ t'ものな
でて千支脅主し
あ来〈撃を2現・」
りる高史でと
ま 、イヒ4あ r.nl~ 
すとのりふ
。X'Lはまる
とたすと
りら 。と
もきあ22る
たをへ 、
ほそなと

A

「
訟

T
L
A
Fた
し
」
は
常
的
問
問

mm日以ぽ

た
H

と
と
の
一
氏
概
念
へ
さ
と
は
ヌ

こ
令
、
，
。

キ
に
し
て
「
さ
ア
来
い
」
と
カ
味
か

へ
る
の

Z

こ

も

r
-
‘

.
4

宅
pa

で
も
た
く
「
何
底
ふ
く
風
」
と
哨
く
の
で
も

'klvんにん
'
I

へいぜい

ゑ
く
、
臨
心
坦
々
と
し
て
平
静
そ
の
も
の
で

て
・
こ
・・ゐ

，
、
.
こ
‘
.
ろ

あ
り
た
が
ら
、
敵
の
心
が
動
け
ば
そ
の
心
に

附
じ
‘
阪
の
吟
肢
が
附
ぬ
け
ば
そ
の
批
般
に
蹴

a司苫

avuu@.，、
.

.

 

じ
て
動
く
の
で
あ
り
ま
す
。
邸
ち
石
火
の
掛

かん修司骨hvaHeA-va，.

で
あ
り
ま
す
。
間
才
急
援
の
が
機
で
あ
り
ま

す
。
桝
機
脱
ザ
就
桝
ね
貯
山
酬
の
は
た
ら
さ
で

あ
り
ま
す
。
都
平
の
俄
μ
川
の
が
て
ば
依
ノ
リ
抗

告

ん

み

由
γ'

v

a

ゐ

二

か

ん

持
な
ら
ぬ
妙
技
を
見
て
居
る
と
、
此
の
間
。

曲、，‘
，、

消
息
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。
な
る

か
ら
て

&
F

・s

・ν

ぜ
ん
A
e
'

ほ
ど
「
益
乎
陀
都
へ
も
怯
し
」
た
だ
自
然
に
妙

智

ほ

司

ろ

，

、

h

u

h

'

技
が
殻
臨
し
て
来
る

の
で
あ
り
ま
す
。
無
理

，
、
‘
・
a
A吋
3
?
d
F広

が
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
雲
間
K
月
が
姿
を

あ
ら
は
ず
と
町

wthmmは
対
の
特
に
あ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
「
う
っ
す
と
も
お
は
脱
は

4

・

b
a・

0

ゐ
寺
区
u
r
H
V

や
ラ
つ
る
と
も
月
は
思
は
ぬ
蹟
穆
の
池
」
で

L
r
a
て
か
a
A
T
な
u

あ
り
ま
す
。
「
{
八
信
手
陀
椛
へ
た
し
」
と
は
卸

‘
句
品
T

，.砂

ち
此
の
撹
地
で
あ
り
ま
す
。

-a

・

斯
ろ
行
か
う
、

h
F
6
t
s
〈
い
b
-ueav'uz、程内哨ah

企

「
寄
乎
に
制
惣
た
し
」
は
修
行
時
の
心
椛

A

「
叫
ん
戸
山
ず
に
鰍
へ
た
し
」
は
抑
制

wm円以
M
m体

己

b
e

u

u

、
、av，、

此
の
三
消
と
も
に
「
無
」
の
一
字
に
師
活

U

U

て
mw

・

し
ま
す
。
「
純
…
」

の
一
字
陀
徹
し
行
く
と
と

と
そ
、
訟
が
訟
の
桜
討
を
勝
保
す
る
と
と
で

あ
「り
無むま
ーす
物至。
中す
無U
議Z
織す
花Z
あ
り
称f
霊ご
あ
り
L-

， 

b

-

F

'

a

?

き

ち

い

か

乞

'
E
9

A
Mm
…
ら
ば
そ
の
境
地
に
は
如
何
に
し
て
到
達

g

h

v

a

B

申

x
a
'
=
‘
診

し
得
る
か
と
云
ひ
ま
す
と
、
物
に
動
ぜ
ぬ
心

を
叡

μ
の
で
あ
り
ま
す
。
山
川
継
の
ず
m
h
M
U

S'・
z
t
a
H
タ
ル
づ
a
v
h
み
こ
、
色。

謹
親
方
は
「
静
か
た
り
す
み
り
常
に
己
が
心

伝

z
o
a
-
o
d
y
h
F抽
v

'

u

，

、

a

h

設
立
た
た
ん
水
ど
影
や
映
っ
る
」
と
自
訓
し

る

い

や

=

•. 
‘勾勺勉

て
廃
り
ま
す
。
そ
の
窓
は
「
我
が
心
よ
常
に

へ
い
@
U
V
な
A
綜
み
づ
か
ゆ

平
静
で
あ
れ
、
波
立
た
ぬ
水
と
そ
影
危
う
つ

咽‘‘.

す
と
と
が
川
来
る
の
だ
」

と
い
ふ
の
で
あ

P

ο
ゐ
s
u
h
V
M
u
h
"
・
な
み
に

ま
す
。
附
搾
の
池
の
聞
に
以
が
立
っ
て
ゐ
て

今、
hFO

ぃ，、

は
月
影
は
く
だ
け
て
抽
出
つ
に
も
な
り
ま
す
。

か凶V

色
、

‘

τ

‘"ー
ν

で

そ
の
影
陀
迷
つ
て
は
乎
も
日
比
も
出
な
く
な
タ

ま
す
。
航
脱
し
た
一
山
町
ケ
ガ
の
も
と
、
ア
ヤ

司胞

へい
e
hv

マ
チ
の
も
と
で
あ
り
ま
す
。
常
に
平
時
怒
る

ふ

z
g
i
u
ん
や
iv忽

令

・

で

『

・

か

ゆ

不
動
心
&
喪
っ
て
と
そ
、
月
が
出
れ
ば
月
影

主

。

是

正

り

か

hv

を
や
H

と
し
、
応
が
飛
べ
ば
白
州
影
を
う
っ
す
、

め

hy'
φ83こ，ぜい

泳ん
t
ん

明
鏡
の
公
正
な
る
判
断
を
あ
や
ま
ら
な
い
と

訓tの.. e 
へ初《「に

では ~t 1l:
i{I> 味2三子て る
りはにの
まへ 構Zで
すばへあ
。味i~ り
極与は し"*
.k~ふ」ず
のほ 2Zt。
椛主ど乎て
へ i架土越す
が味み極さ
あの窓い
りあの
なる止子

ぺとりので
きとま 究Zあ
目?はし 極:り
槙へ益tては《ま
で 乎て 、 QP~ す
る諮7務2ち=。
り入号b官制H瓜・「
~門え一 理，!f:c色t
ずの致、と a:~ ~P~ 
。第fのλー乎亡赴ぜ
ー妙7 致、の2ì:~
沙惜境与す試さ
にに'る ~i~ ~芸i
於t参えも 、帥?
てζ 入?のさ芸t赴智
志えすで 乎τ色S
すg るa>諮1L-

で
あ
り
ま
す
。

ー-88-ーー・ 89司ーー



第
四
議

補
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と
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具

ー一-91-ー

" 



第
十

ニ凸ヨー
与主

ーー・... 

拳
の
握
ム
ソ
方
乞

第
一
回
一
丸
節

手
足
各
都
の
名
穂

み

の
能
り
於
と
紙
一
向

仇
創
平
に
が
て
は
齢
p
m
m
v鈴
と
し
て

r
m

し
ま
す
が
、
そ
の
似
に
も

Mmwr開
削
す
る
と

‘

ぬ

い

し

t
う

曹

し

畠

と
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
等
の
名
栴
を
指
輪

『

智

弘

之

い

に

念

同

リ

ん

に
よ
っ
て
次
に
会
話
し
致
し
ま
す
。
先
づ
品
争

促

g
L
F
R

弘
巳

の
撞
り
方
か
ら
始
め
ま
せ
う
。

Z
E
む
A
V
A
J

毎
回

F

E

し

な

h

，
，
b

E

S

柔
術
に
於
て
は
栂
指
を
中
に
し
て
鉱
山
を
留

り
ま
す
が
、
A
b
f
k
撚
て
は
四
械
の
儲
を
総

〈
鶴

p
、
そ
の
い
ム
を
仰
向
滑
に
て
監
く
ぎ
c
え

ま
す
。
と
れ
を
政
戦
と
一
宮
ひ
ま
す
。

A
配
叡
の
郎町

H3
mは
、
が
ん
づ
蹴
斜
の
ω仰を

r

mる
だ
け
ひ
ろ
げ
、
が
織
と
が
協
と
鮫
一
節

唱

'r

、
，
‘
"s

t

・-向
一Y
，月Z
3

4

九
に
、
討
の
桜
に
し
て
十
分
後
方
へ
反

P

か
へ
る
山
仰
に
協
の
脈
鍛

γrら
し
て
h

や
い
た

E

書
レ

a

L
e

aヨ
世

A

牢
イ
を
、
矧
給
に
示
す
油

p
、
ロ
ハ
の
二
段

前

P

R

，e
z

に
し
っ
か
り
と
深
く
撮
り
込
ん
で
し
ま
ひ
ま

す
。
そ
の
ぷ
を
-
-
の
傾
く
問
問
貯
で
し
っ
か
り

E

・

e
・-''v
・g

・

開
へ
ま
す
と

E
識
が
出
来
た
わ
け
で
す
。
ホ

k

z

a

e

い

け

ん

か

に
ら

守

う

の

ん

は
艇
か
ら
見
た
瓦
載
の
形
、
へ
は
正
面
か
ら

‘
e
・
，
、
ひ
と
g
L
-
u
h
ゆかたかゆ。

町
た
五
割
で
す
。
人
差
指
と
中
高
指
の
つ
け

、

巴

ゐ

し

投
の
と
と
る
に
@
印
を
つ
け
て
あ
る
と
と
る

が
忠
一
戦
の
府
間
ず
る
ず
一
併
で
す
。

j
t

z
・1

、、

υ
L
e
e
-
L

，z
p

A
M
酬
い
ん
川
町
な
グ
ゼ
に
よ
っ
て
は
い
八
世
訟
指
の
解

:防、
e
‘，
P

ゆ
マ
ん
に
ぎ

O
と

一
跡
鉱

rwば
し
て
訟
を
握
る
人
が
る
り
ま

az--

ゅん

す
が
、
そ
れ
は
都
叫
ん
よ
く
あ
り
を
せ
ん
。
移

の
脇
り
付
加
は
紛
の

vmr都
品
ぐ
る
た
め
だ
け
で

'・

z
d
s

む
し
ん
、
，
、
.
a，、

な
く
、
斜
を
粧
る
と
と
そ
れ
自
身
が
極
力
。

'

ー

か

‘

mm応
に
部
対

rrw枇
を
山
村
つ
も
の
で
す
。
宰

r

-
-一
o
o
a
p
h
F
U
--aA

，.u

平
に
劃
て
樹
方
を
如
何
に
寂
嬰
脱
す
る
か
と

'
z
a
，、
h
v
E
'
V

巳
リ
U

M

柄ん‘，
t
，‘‘，、

い
ふ
と
と
は
桁
W
鉱
動
共
の
財
部
分
が
極
力

--

m
制
限
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
を
見
て
も

智
縦
し
伊
ら
れ
ま
せ
う
。
げ
川
託
協
の
鮫
「
蹴

足
の
立
ち
方

の
騰
を
M
M
せ
、
郊
に
M
W
鮮
と
野
鮮
と
も
綜

都
の
際
を
品
目
ぜ
、
均
一
に
ザ
の
一
二
府
と
も
れ
駅
間

、

防

砂

愉

u
r
H
y
e
A了
鳴
〈
め
ん

ひ
合
せ
た
指
の
第
一
筋
腹
闘
を
く
っ
L
け
ま

mda内
ゆ

J

a

，M
書
3

す
。
斯
く
す
る
と
五
本
の
指
が
指
顕
だ
け
を

。

は

ゼ

ん

P
A〈
ぜ
い

-F
5

〈
つ
h
け
合
せ
て
郵
力
性
の
パ
ネ
の
様
に
な

り
ま
ず
か
ら
、

r都
の
平
に
か
M
Z
U
N
れ
た
h
y

ぞ

W
M
a

司令&，、。

.. ‘，
 

ゆ
る
め
た
り
し
て
共
の
蹄
カ
を
利
用
し
つ
L

r

BM

@

・

た

守

ん

抑
指
を
除
〈
他
の
四
本
0

.，o
h同

指
が
根
の
と
と
ろ
ま
マ
く

-

&

F
は
a
，

夕
、
弓
き
ム
ロ
ひ
、
そ
の
下
方

に
が
都
仏
総

vmMの

m
v

ラ
〈

-u

・句主‘，
kuca.
‘句

作

p
ま
す
。
此
の
岡
鉱
・ひ。

の
ひ
ら
ぎ
が
な
る
べ
く
瞭

内，，
.

〈
開
く
や
う
に
ιな
れ
ば
、

'
I
a，
τ

、3
M
m

な
う

雨
乎
の
指
は
根
の
方
か
ら

以
ん
そ
や
‘
，

十
分
に
反
る
様
に
な
り
ま

u
v
E
φ
う
u
n
h

ふ

か

に

g

す
。
以
上
は
拳
を
深
く
握

S

O

S
-，
事

る
た
め
の
激
備
操
作
で
す

か
ら

V
Y
の
耐
に
は
何
昨

，

、

か

怜
A
-
b
・8

で
も
繰
り
返

へ
し
練
習
し

て
沿
い
て
下
さ
い
。

ぶこ:

窓ご
J、

-

7

、
v

w

ι
除
、
川
・
-w柄

飢
を
附
ば
し
て
制
引
を
蹴
る
の
は
、
動
の
Mm形

を
掛
川
る
民
的
の
か
併
は
あ
り
ま
せ
ん
。
約

.
‘
‘
，
.
‘
‘
，
，
v

e

b

・司抽U
』

F

し
そ
の
が
紘
に
よ
っ
て
般
の
外
形
を
と
h
の

へ
る
べ
を
も
の
で
は
な
く
町
淑
伊
動
向
W
制
仰
げ

と
猷
税
制
mw
の
れ
小
慌
の
鰍
飢
に
よ
っ
て
お
総

の
践
し
い
路
り
が
に
撚
巌

γ
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
す
o

'
'
z
r
pヒ
ふ

ぜ

ら

民

ん

む

-a

mwく
し
て
織
の
甑
げ
方
を
不
断
に
練
習
し

，

、pi--5l
，.，‘
-
v

・2
凶

m
d
?
3

て
配
る
と、

川
劃
描
似
し
掃
の
指
頭
の
あ
た
る

げ
が
九
の
お
臥

u
w叫
帽
を
以
て
た
さ
え
る
川
智

b
r
、，民
E
f

、
、
肉
、
.0

φ

e

，

鮮
の
僻
一

一脈
飾
部
制
引
に
ゲ
、
2

が
町
来
る
様
に

な
り
ま
す
。

帽、

;J - ~解

ー-92-一

方 P録。.lEl

p

?

!

・r
h

"

zaf

-
-

那
郡
山
ヤ
一
小
関
も
町
駅
る
恥
り
棚
附
く
州
拙
り
込

む
ペ
き
も
の
で
、
似
し
て
炉
か
し
て
は
い
げ

ま
せ
ん
。

企

mmす
る
に
思
統
は
広
平
を
お
制
す
る
も
の

?

-

r

uvz
・民

f
a町
民

ん

し

が

で
貨
の
鉱
り
引
か
は
示
断
に
練
習
し
て
沿
か
な

=
也
、
，M
b
ふ

今

い

し

A

け
れ
ば
怒
り
ま
せ
ん
。
此
の
山
肌
習
は
、
精
紳

尚
に
は
、

w
r、
献
側
、
純一
μ
、
期
的
抗
戦
。

お
軒
和

γ
対
ら
や
紛
ら
・
?
M
m川
に
新
町
子
伐

と
と
に
た
り
ま
ず
か
ら
、
則
前
し
て
い
L
加
減

訟
や
り
が
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

-
-
v

，

、

内

ユ

晶、‘，す
A
m
j
v
z
a
，

出
斜
の
乙
と
を
泣
い
制
併
は
却
し
と
絡
し
ま
寸
。

般
に
斜
を
齢
る
と
か
総
ザ
伊
て
る

w
m
t
yふ

備
は
政
ω軌
を
窓
山
町
す
る

「むが内i

防 |

t 、、4・，、

ー- 93一一ー

も
の
で
あ
り
ま
す
。

鈴関

A
叫ん
航
蹴

l
lm縦
o

b

ゐ

、

ひ

t
怒
し
ゅ
回

世
て
る
位
也
は
人
世
間
指

zur

・29
h

と
削
指
と
の
付
け
根
の

-
可

'
e
J

と
と
ろ
で
す
。
次
の
小

，‘b
E

e〈

t

a

R

A
V

殺
到
と
特
に
慌
別
す
る



?十4

揮を
.. 
一一一一ーー。

電訟
』ー-ー一ーー，、

一ー 」

ゆ
-
J
U
r
u・"Aar
'

L
A‘，

ふ
げ
巾
ん
ゆ
f
NSA，

m噌
A
W
仏
大
都
加
と
鵠
し
ま
す
が
平
常
は
結
頭

と
い
へ
ば
対
戦
蹴
の

T
Wで
す
(
第
二
闘
イ
)

&
村山帆船山

l
i刊
紙
の
税
関

γ
縦

νま
す
。

軒
続
は
山
川
判
官
舟
の
艇
に
野
叫
加
の
腐
を
つ
け
た

-
F
・
h
e
-
L
a
s

ぷ

ゐ

.

，

げ
A
a
a
，

形
で
、
使
用
す
る
部
位
は
小
穆
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精
し
し
を
す
。
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柑
伊
八
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滋
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a
マ
込
ふ

・

τ
，

危
な
し
、
丸
下
ず
へ
臨
く
踏
み
下
る
し
て
敵

an
b

・

・

3

ふ

2
8
2
t
‘
‘

の
足
の
叩
を
踏
み
く
ぢ
く
時
等
に
用
ふ
。

e
，
、
金
書

偽

b

-
h

ゆ
ぴ
M
P
・
・
を
t
ち
ん

企
足
刀
ハ
第
九
悶
ハ
〉
足
の
小
指
側
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側
面

ι
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a
'
R
u
v
、
‘
，
是
E
と
a

'

t

を
乎
刀
と
封
勝
し
て
足
刀
と
名
づ
け
ま
す
。

し
・

て

02

フ
g
t
"
a
n
e
n
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げ
を
書
、
b

主
と
し
て
敵
の
膝
側
部
た
蹴
る
時
に
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ふ
。

'
b
a市
hr
・
と

h
r
・
-
と
う
し
ろ
"
が
u
a向

A
後
題
〈
第
一

O
闘
イ
〉
臆
の
後
の
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分

h
-

。.kし
，
A
U
F
E
-
-
う
か

'

L

S

を
名
づ
け
ま
す
。
矢
印
は
議
動
の
方
向
を
一
不

す
も
の
で
、
街
叩
れ
か
ム
航
に
W
抱
き
つ
か
れ
た

院
な
ど
に
鋲
M
m
M
は
町
ふ
限
鳴
を

W
り
ま
す

‘n

・
d
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3

・L，、MV
行
金

-

S
ん
て
-
-

A
足
首
〈
第
一

O
闘
ロ
)
足
首
は
主
に
金
制

hz蹴
る
に
問
ひ
ま
す
。
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名
穏
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方
向
園
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伝

、
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L
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に
・
1
e
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2
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ν

ぜ
い

A
g乎
の
劃
の
緋
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方
(
即
ち
用
恕
務
勢
〉

に
は
m
u
の

rち
対
が
、
総
び
説
、
肱
川
町
一
山
、

u
ピ
官
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ゆ
ゐ
ゐ

八
字
立
の
三
盤
類
あ
り
ま
す
。

h
v
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え
九

g

b
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V

置
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企
劉
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蹴
武
す
る
巡
行
中
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右
の
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に
、

付
が
縦
也
、
一
一一
蹴
鋭
、
問
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山
一
、
舵
ぽ
説
、

s
d
g
ゐ
む
だ
も
ぜ
ん，、つ
ば
ら
こ
a
，
〈
A
J
R
‘
こ
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事
て
b
で
u
F

鷲
足
立
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前
周
立
、
後
筋
立
、
交
叉
立
、
了

z

e
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む

ピ

a

v

企

ど

巴

E
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u
f
r
、

ν
の
字
立
等
が
あ
り
ま
す
。
八
字
立

F

b

E

ぞ
a

u

a

n
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n

b

u

も

に
は
品
円
八
手
、
外
八
ゆ
ず
が
あ
り
、
鷲
足
立
に

・
1'P，
s
-
u
‘
r
U
2
・
6
、

む

巴

口

、

は
前
鷺
足
、
後
鷲
足
が
4
C
P
、
レ
の
ゆ
ず
立
に

は
椛
レ
の

ぞ

叡
J
Y

の
が
a

が
あ
り
ま
す
。
お

に

か

に

か

ん

円
ん
令
A
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に
そ
れ

A
¥の
立
ち
方
に
つ
い
て
筒
唱
に
設

勝

十

一

回

総

ぴ

立
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の
即
窓
妥
鉱
で
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即
応
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外
八
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て
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りる八三 u

ま ミ等ニ巴闘っ
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、が結E
ヒ内;び
は入立Z
左塁手コ、
足主でロ
をし 、が

示与足?閉t
す形Z足?
記'0立五

A
mmp
鋭
部
と
三
献
抵

Z
-
E
'
L
z
b
堂
、
一
-
a
L
h
h
v
に
是
〈
-
u
k
，
、

何
歩
進
お
は
内
歩
巡
の
型
の
特
色
を
な
す

z

b

M

r

z

h

p

た

h

p

L

之

，

‘

ヲ

お
郊
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
型
の
名
綿
を
以
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ヒ

hvと

の

仰

し

主

う

う
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‘
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rち
拐
の
ね
締
に
も
移
し
用
ひ
る
の
で
あ
り

ま
す
。mmず
訟
と
三
献
と
は
お
に
伯
郡
松
監
で
あ
り

第
十
四
凶
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ま
す
。

じ

ず

巴
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す

乞
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事
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企一
緒
び
立
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第
十
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)
結
び
立
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か

診

と

今

急

ぎ

書

会
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え

臓
を
ひ
き
つ
け
て
爪
先
を
ひ
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い
た
立
ち
方

-旬
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h

F
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9

8

e

か
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急

で
あ
り
を
す
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丁
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ヲ
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形
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守
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b

‘
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h
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院
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と

す
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第
一
一
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紡
び
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の
立
ち
方
で
腕
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ひ
き
つ
け
雨
膝
は
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し
、
あ
ご
を
ひ
き
つ
け

U
ね

は
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a
a
，
伊
た

胸
を
限
り
、
雨
府
を
さ

j
v
に
ば
ら
ら
』
F
‘

げ
、
下
限
に
力
を
と
り

ま
す
。
ヂ
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椴
へ
於
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ぞ

と

@

品

、

句
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こ
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其
の
時
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に
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て
異

っ
て
舟
り
ま
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で
ん

か

鈍

色

F
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は
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の
講
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時
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十問

会
し
て
、

rち
方
は
仰
れ
も
凶
作
八
字
訓
滅
私
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〈

に
廊
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

‘
，
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u
w
h
a
・

r
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Z

じ

，

a

v

h

肺

令

〈

な

内
八
字
立
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他
の
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術
に
は
例
が
少
い
や

』

q

b

h

v

ら

τ

指

い

a

t

ん

う
に
思
は
れ
ま
す
が
、
答
乎
に
於
て
は
仲
柄
本

郡
山
た
る

m
p訟
〈
一
郎
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ら
三
郎
ま
で
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必

・

ら

=
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b

u

ピ
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B
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相

主

a

'
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・

〈

包

に
一
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職
が
此
の
内
八
字
立
系
統
陀
局
す
る
立

L

V

M

b

h

V

C

A

n
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-

m

b

ι

ゐ

ち
ホ
に
た
っ
て
居
る
の
は
非
常
に
面
白
い
と

と
で
あ
り
、
制
刊
に
猷
臥
ず
べ
き
蹴
舷
で
あ
り

ま
す
。

A
削
除
ゲ
訟
の
訟
は
一
郎
か
ら
三
踏
ま
で
必
ず

が
が
杭
の
的
街
ハ
舵
仰
を
)
街
訟
で
あ
り
、

%
阜
、
4
a内
C
』
E
'
a
，
、
Z
う
し
ん

3

ゐ

三
臓
は
前
後
の
往
彼
行
進
と
い
ふ
差
異
は
あ

り
ま
す
が
、
皆
し
m
m
p齢
訟
を
が
百
四
グ
献
に

r

第
十
五
回
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す
。
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益
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相
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か
の
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?
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し
て
ゲ
し
く
臨
P
A
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W
ば

せ
ば
駅
ザ
一
一
一
蹴
訟
と
な

P
、
三
船
抵
の

rお

}

l

・

0
4
g

の
院
を

r
m酪
〈
総
U
M
叫
に
た
い
て
M
Lく即席

ap

命
な
川
島

E
n

，b
ん
信
色
，

を
属
す
れ
ば
師
ぢ
内
歩
進
立
と
た
る
の
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
m
m
y鋭
部
の

rち
於
品
部
都
民
終
日
山

s
-
一
'
a
n
L
a
v
e
-
u
u
F
L
U
b
，
‘
‘
，
‘
。
し

に
左
右
の
足
た
内
八
字
形
に
闘
を
、
雨
足
の

hFa郎、〈

d
，

‘

S

民

・

・

ι

hr
-
a
h
u

間
隔
は
一
才
の
膝
を
他
の
足
の
蹄
へ
向
け
て

'
b
d
『
エ

た
b

z

d伊

・
3
b
z
ぷ
し

内
側
へ
倒
し
た
長
さ
に
更
に
拳

一
つ
は
い
る

炉
、
M
r
〈

‘.
9

・ZAJ
ゐ
L
h
切
ら
司
、，
，
憎
-
a

だ
け
の
慨
附
を
以
て
雨
足
の
開
き
の
定
法
と

す
る
ー
ー
と
い
ふ
釈
に
た
っ
て
昨
ま
す
。
で

=

h

v

a時
h，、

.
陶
e
n
，
‘
喝
し
う
a
・
巴
u
v
た
。
ら

此
の
附
附
に
左
右
の
足
を
内
八
字
形
に
開
い

企
同
《
鉱
・
、
恥
p
b
t
，
.
。
凶
p
a
b
ヲ
a
s
s
h
，
、
と

て
齢
化
留
を
内
側
に
締
め
る
と、

爪
先
と
踏

の
榔
く
W
怖が

r杭
阪
神
ふ
れ
一
物
に
た
る

怜

K
F
'ロ
《
・
5
av
r

，

主

う

か

食

畠

し
山
附
刷
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H
R
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と
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下

u
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a
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げ
、
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間
以

p
、
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絡
し
、
膝
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b
-
旬
、
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‘
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し

ゐ
a
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内
側
に
締
め
る
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持
に
て
足
の
位
置

，

、

・

h

x

p

'

た

い

・

、

h

r

'

・

h

r

を
動
か
さ
歩
、
上
慣
が
ら
の
カ
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下

艇
か
ら
の
か
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が
剛
山
?
m
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に
鋭
的

句
喰
凶

F
Z

し
ん
一
せ
ら

す
る
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ー
と
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ふ
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内
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縫
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きに蓮i
鮪Zす勤;

で
あ
り
ま
す
。
ハ
第
十
問
問
ν

令
官

、

ん

」

w・b
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に
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立
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部
十
五
悶
〉
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立
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方
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む
か
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玄

-hr杭
飢
れ
か

ゐ
b
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-
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7
傘
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か
・
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の
足
を
前
又
は
後
方
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先
か
ら
蹄
ま
で
の
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だ
け
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ら
し
て
世
き
〈
腕

γ
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に
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宅

ゐ

b
L
A
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'
b
a
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急

多

雪

害

肺

き
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居
る
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の
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後
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右
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・
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・
b
、
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〈
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』
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b
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上
に
あ
る
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の
間
隔
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進

&

・
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ゐ
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念
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ん
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狭
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仲
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頭
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総
V
M却
に
引
所
ち
る
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‘
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ゐ
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膝
を
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、
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後
の
足
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、
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雨
膝
共
に

う
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臨

む

と

-
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A
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内
側
に
締
め
る
心
持
ち
守
、
上
偲
た
た
と
し

'
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'
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r
R

u
b

ほ

し

・

・

切

に

‘

志

向

雨
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を
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げ
、
胸
を
張
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を
下
か
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前
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し

Y
げ
る
ぷ
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ち
に
航
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が
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し
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行
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踏
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右
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献
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献
で
特

---b

、、

k
-
E
b

〈

・

3

昭
一
例
と
鉱
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も
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蜘
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友
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あ
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。
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膝
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節
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げ
た
婆
勢
で
あ
り
也
市
す
自
制
ち

W

こ

z
-
z
p
£

ぜ
ら
ロ
ら
内

a
s
寄

も

主

叫
F
g
ae-wu

そ

l
h
3

.股
立
一
は
何
歩
鉱
宜
の
爪
先
及
び
膝
頭
を
外
側

ひ

ら

か

に

ら

へ
聞
い
た
形
で
る
り
ま
す
。

ぜ
、
し
守
い

h
r
a
τ
L
F
民

で

〈

}

'

四
股
立
婆
勢
は
答
乎
の
型
に
よ
く
出
て
来

い

陸

《

a
p
'
u
'惨
AJ

る
密
鍬
で
あ
り
を
す
が
、
剛
柔
流
セ
l
z
ン

チ
シ
の
猷

q
斑
身
街
宰
乎
m
単
一
法
」
品
世
間
〉
ゃ

い
府
知
山
州
知
附
靴
鮫
〈
本
鶴
義
鋒
第
二
翁
会
問〉

』

zr

・
AV
と

，

宏

、

.
9

ゐ

本
に
は
最
も
多
く
用
ひ
ら
れ
て
居
ま
す
。

企
即
応
忠
誠
ハ
第
十
七
、
八
園〉

m
-‘OLd-e，
奇

心

る

‘

.
L
'
h
hγ
-
n‘

制

m
E
Eは
後
の
足
に
隠
の
重
み
を
か
け
、

弘
、

b
b

恥
‘

t

'

A

1

傘

S

'

b

・

W
の
即
む
の
置
を
浮
か
し
て
爪
先
を
極
く
つ
け

第
十
八
岡

1お

1込

:it 
ハ
官
揖
》

主
い
乏
し
ん
だ・，

bnt

・-ん

HHも

お
ん
て
肺

A
内
歩
進
立
及
び
三
職
立
の
安
定
に
つ
い
て

は
、
紙
μ
引
が
↑
ゲ
ル
恥
臨
戦
k
m
m
っ
た
山
町
断
M
門の

ど
‘

z

-

s
ぃ

‘

，

・

e

・
，
ん
え
ん
じ
今
マ
ん

動
指
に
際
し
て
最
も
簡
単
に
賞
臨
す
る
と
ζ

ろ
で
あ
り
を
す
。

rw臨
戦
犯
山
県
る
耐
に
帥
川
町

anb-o孟
・

憎

む

‘

ヲ

ら

ん

た

い

r

・可ん

τuv

本
足
及
び
腰
を
以
て
、
身
憾
の
安
定
を
と
る

.，
HY
U

-

-

v

ん

S

と
と
が
大
事
で
す
が
、
期
せ
守
し
て
前
記
の

M
m
V船
山
山
政
び
三
船
時
の
駅
仰
が
や
っ
て
ゐ

&
，
、
色
ゅ
う
‘
，
、
・

t
o

る
と
と
は
、
特
に
注
目
に
値
す
る
と
と
で
あ

ぉ‘
る
と
恩
ひ
ま
す
。

金
山
ド
£

し
ん
だ
も

@
・9
a
v

a
・c
-

飢ゐ

A
内
歩
進
立
の
設
明
の
時
に
古
く
か
ら
よ
〈

て
a'r
悶
U
φ
'

〈'・

ζ
a
b
-
-ん
て

υv

「
恰
度
馬
上
で
鞍
に
腰
を
安
定
し
て
沿
い
て

誠
艇

r
rね
に
mmは
し
て
も
脱
が
一
応
し
て

ゐ

句

忽

舎

。

0
.・

居
る
と
同
じ
だ
」
と
い
ふ
暁
明
を
す
る
と
と

-v

ぱ

b
e
E
ρ

ご

が
あ
り
を
す
の
で
、
騎
馬
の
婆
勢
と
い
ふ
踏

を
鰍
部
ぴ
て
山
知
軌
を
か
け
る
mm
陀
郎
V
M側

畠
ゐ
き

e

々

と

巴

drvH

に
ひ
き
す
ぎ
て
足
先
を
ひ
ら
き
外
八
字
形
に

一ー-100-

りるとた
まとのつ
すと立たて
。をちし
そよ 1j~ ま
のくはふ
練2記'内2と
脅主憶マ八と
はし字巴が
此ζ て系;?ょ
の練2 統~ < 
内t習土のあ
歩tす立たり
ま齢ペちま
のき方Zす
型Zででが
のらあ

-!
・4
h

』

M

E

F

.

，

、

て
お
な
、
附
配
は
州
削
げ
附
刊
青
山
γ

ン
と
仏
刊
A

つ

z

w

ν

P

S

E

-

-

ι

e

ん

た

ん

-v
ん

き
町
し
、
レ
J

M

臨
ど
沿
と
す
と
自
然
に
丹
聞
に

が
併
能
村
し
ま
す
。
統
十
七
叩
幽
は
お
蹴
よ
り

鱗
十
八
町
は
前
蹴
よ
り
蛇
足
釘
統
を
抗
し
た

ら

-
-
-
T
Z
Arは
a
'
H
h

も
の
で
る

p
ま
す
。
ハ
臨
に
乎
は
後
方
よ
り
抱

a
e

ふ

ぜ

か

n

o
宮
内

τ

き
っ
か
ん
と
し
た
時
の
跡
営
方
で
骨
訟
の
-

s

u
p
s
-
2
 

脇
で
す
が
、
昨
細
ぽ
伎
に
ゆ
づ
り
ま
す
)

ap-h'
'
f
b

・'
t

u

制
定
劃
は
や
っ
て
配
る
と
初
め
は
、
ち
ょ

降、，

Z
E，
〈

令

、

、

ん

っ
と
彬
肱
怖
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
繰
り
返
し
練

レ

与

し

ぜ

ん

置
す
る
う
ち
に
自
然
に
コ
ツ
が
わ
か
っ
て
き

な
ん
ぷ
，、

hHん
L
-a
h
zこ
包

ま
ず
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
配
櫨
練
習
を
怠

-v‘，
，

、

μ
h

ら
ぬ
棋
に
し
て
下
さ
い
。

ー- 101-ーー

第
十
九
回

• 
足

:it 



かずにるバ
ら。会妥bツ獅2
述。鮮品い勢合と足t
ペしてで前土は
るい研~q;へ
とと究fり出でサ
ととすまたツ
にはるすりと
し型主援すか 、組r
まのにら仲~ t:1! 
す 献 す 、縮与後:
義yペよ自5へる
にき〈在J引ひ
はで其Zのい
いる鮪Z妙すた
つ P を.味みり
てま頭i(b

すは足~ ... 
かそで~~. 鷺3
られ立た乎t足2
んつの 立5

;I--t:~ ¥と型Eハ
ののとに第
都。製Zる於2十
度~ tとがて九
沿よあは闇
路5つ りよ〉
してまく
す異2す鷲3
るつな。の-
とてそや
と居*のう
にり意ゐに
しま味ふ片f

第
二
十
悶

前

思

立

後2てあのま
へゐ居Iげ型主す
来'まてに。
てす居ゐあ i比=
居。かるる蕗‘
るら足さとに
とがI士がと出で
き鷲Z立総るて
は足そっで居会
後t立まτ する
鷺2と居ゐが挿t
足1云刷る 、納A
立主ひ足tとは
とも、のれ鷲2
云い皮史前えは!神r
Eム封去へ上ミ初K
1まに*'へ 段Z

ナ
。
ハ
鷲
牌
初
段
は
第
二
巻
参
照
〉

方~ ... 
を前Z前主
尚a刷毛届主
げ立f立言
、は と

後2前Z後ま
のお後ご眉毛
方2に 立ま
を腕Z
イ~1<P < 
ば開2
しい
たた
形2足t
でもの
る前三
りの

... "t 
後3す
周40
立2
は
前Z
側主
と
は
反2
劉去
に

後t
のゐ

足t
t: 
幽‘

第
ニ
十

一
回

後

m 

玄E

A
レ
の
が
訴
と
明
心
配
'
話
ハ
第
一
一
十
一
一
間
叫

制
使
の
貯
の
判
い
を
減
る
縦
を
制
び
付
け

p
'

・・
z

，

lp

是
坦

て
、
そ
の
燃
の

mvvの
字
に
た
る
時
を
L
J

b
F
.

，‘，
，ち

と
，
刻
'

の
炉
お
と
宏
ひ
、
刊
相
尉
が
鉱

rた
ι時
は
お

ν
の
が
、
桜
山
叫
が
船
山
ル
な
る
鵬
は
部
J
v

の山ず

に
た
り
ま
す
。
概
叫
聞
を
が
糾
問
し
て
百
さ
い
。

t'
b

，
 

.• 

、
F
t
p
l
、
τ
い
巴
nvえ

警
の
が
の
中
心
色
縦
る
線
が
丁
字
形
に

E
.
E
.
P巴
巴
b

'
心ν
k
う

た
る
献
は
ポ
S
'
Z
と
綿
し
ま
す
。

企品川
駅
駄
の
尉
の

rち
放
の
か
が
棋

第
ニ
十
三
回

1潟

罰E

符

宮E

肘
の
ん
U
ち

hmに
は
槻
淑
一
υ
燃
に
い

ι
'J
ー

あ
り
ま
す
が
、
似
の
た
め
に
そ
れ
ザ
ザ
租

c

rち
拡
が
以
脱
却
で
あ
る
か
と
宏
ひ
ま
す

ιい

そ
れ
は
蹴
療
に
肘
の
対
だ
け
伊
り
慨
し
も
務

位
肺
て
・2

・
zpヨ
'

へ
る
べ
き
も
の
で
は
た
く
、
封
敵
行
動

ι一一J

て
そ
れ
ん
¥
以
粥
た
耐
に
掛
け
川
仰
に
仰
向
刺
市
九
玖

を
、
怨
ヂ
の
訟
の
m
h
k
rり
だ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

一
体
乞
あ
げ
て
部
開
し
ま
す
。
郷

軍

t
g

ぜんぽ‘，

二
十
三
町
の
や
う
に
敵
が
前
方
か
ら

!

"

れ

山
世
き
っ
か
う
と
す
る
と
き
、
我
位
サ

ツ
と
一
が
を
総
ゐ
へ
さ
が
る
と
附
出
吋
に

艇
の
川
内
川
mwm
に
鰍
附
限
を
く
れ
る
と

お
に
も
う
一
つ
の
ザ
の
鰐
で
衡
対
へ

炉
開
つ
ザ
り
ま
す
。
炉
く
し
て
似
臨
み
つ

か
う
と
し
た
船
は
限
れ
て
し
ま
れ
三

;

r

・'
'

b

e

凶

v

，内‘.

す
が
、
配
の
剛
の
舵
が
務
動
を
顧
み

る
と
、
配
燃
に
献
郡
安
鋭
に
た
っ
て

伊
る
と
と
が
わ
か
り
ま
す
。

-

f

z

b

，

巳

・
た
し
@

斯
く
の
.
如
く
却
の
立
ち
方
姿
勢
に

t
a吋

a
a
，
a-
b

骨

Lvtm.

‘

げ
、
前
の
方
の
足
を
伸
ば
し
た
形
で
あ
り
ま

す
。
紘
一一
十
町
は
献
郎
、
鮫
ご
十

一
昨
は
総

〈
ヲ
ぜ
ん
〈
-vca
，，、。
4
・

ぬ

玄

ひ
Av

a--u

周
で
す
。
前
周
後
周
共
に
除
り
に
蹴
く
足
を

ひ
ら
き
す
ぎ
る
と
、
猷
法
の
出
回
日
間
&
だ
れ
ず
て

句

Y

で
ん
む
槍
，
ゐ
〈
ば

し
注
す
か
ら
衣
の
舶
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

a
g
a

ゐ
，
、
，
，
ι
ゐ
色"し

ひ

ま

@

章

、

前
屈
は
、
後
の
足
の
膝
を
伸
ば
し
、
誌
の

ae
b
n
v
S
L
V
‘，e

-v
ゐも&，、民

τ
-
-
v
s

足
は
膝
が
臨
か
ら
盛
山
砲
に
立
つ
鼠
度
に
山
間
げ

-a
，.・uuら
を

ま
す
。
雨
足
の
開
き
を
其
の
ま
h
に
し
て
、

室
内

3
s
。
，
し
4
0宮

S

ι

v

--
t

-v
b
・-
a
f

前
膝
宏
伸
ば
し
後
膝
を
曲
げ

(臨
か
ら
雷
砥

位

て

い

ど

-E
，、，

Z
5
5
3

に
立
つ
穂
庇
〉
た
の
が
後
風
で
す
。
後
脇
と

鵬
肢
と
は
猷
統
一蹴
ひ
ま
ナ
。

ー-102-

a
F
こ
-T
・-一回

ν
のゆ
T

立、

了。
f

ま

4 

i 

。

，、

。
り
・
1
1
・同出

b
oil-

-レ

内
w
γ
1
・1

は
肱
川
、あ
り
、
そ
の
以
wm山
内
な
ず
仰
を
ザ
っ

て
伊
る
の
で
、

WJH
の
ず
併
は
獄
の
時
議
が

'

h

g
a
w

b
s

b

e

 

w
b
ん
で
伊
け
ば
即
日
り
mmω
仰
に
た
っ
て
来
ま
す

ー一一」ー........ ーー

ふ
総
本
航
と
が
断
昨

g

'
;

一

'

"
'
:

h

E

R
a
司・・

2

‘

減
配
制
と
は
怨
ヂ
の
劃
を
筑
武
ず
る
際
に

巾
ん
の
描
く
紛
で
る
り
ま
す
。

柑

w
ニ
十
四
銅

てお

岡

ruJ 

ー- lOS--



示=のはも部主
す時Sいの武昂
るA-tろと者与
線Zの /しは
を位。¥ "s:最2
闘4立?にす初主
犯にた。東主
示主於~ " 彼主にし
しいまが向2
7ヒてす潰走つ
も謹iが武ぷて
の動5、中3
がの何.'tz: 器'
方7方す時吻動Z貼Z
向f向3で くに
闘4 を も方守立R
で指しそ 向;っ

b
り
ま
す
。

企
さ
て
取
材
獣
た
る
三
聡
と
蹴
隣
町
献
絞
に

--a''at

な

hv
a

し
ん

S

V
骨
勉
う
ふ
，
、

往
復
し、

内
歩
進
は
左
布
陀
往
復
し
ま
す
。

!

t
i

-

;

f

r

:

;

i

a

 

劃
に
ぶ
臨
で
守
へ
ば
一
一
一
恥
及
び
航
引
m
d
v
側
首

蹴
は
抑
制
配
の
対
郎
総
で
4
C
h
y
、

m
p紛
の

m

r縦
は
献
叫
仰
の
対
町
縦
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ

s
i
て
ん

-
e
H
Y
-
-
a〈
が
〈
か
，
S

S

3

e

e

v

?
ん

ぽ
裁
断
嗣
に
於
て
直
角
に
交
叉
す
る
東
西
紘
と

献
抑
wm
の
え
が
く
十
字
砂
川
を
一
昨
日
刊
総
と
し
て

急
う
か
ん
‘
c
h
u
-
-
Tん
包

帯

H
V
A
W
9
3

と
れ
ら
の
中
間
を
通
っ
て
基
盤
に
於
て
交
叉

含

ゐ

旬

vheん・
3
『
ん
曾
ん

E
て
ゐ

す
る
棋
を
準
基
本
線
と
す
れ
ば
、

器
拡
か
ら

JZa，
嶋

崎

3
・、，

b

u

e

-

-

八
方
へ
の
方
向
を
背
示
す
る
と
と
が
町
来
ま

す。A却
に
館
二
十
四
町
に
つ
い
て

O
限

rm
r

yや

L
C
S

ゐ

も

&F
U
z
e
b
-
a
B
Z
S

者
の
そ
の
時
の
位
置
と
し
、
釘
ん
町
の
方
向
に

ag''A噌
u-ad

民

M

運
動
し
て
居
る
も
の
と
し
て
、

一
か
ら
十
ま

第
十
一
一品早

補

助

運

動

第
四
一

節

容
柑
換
と
釜
本
的

鍛
線
法

k

F
'
a陶
ze'

降

C
2
・'ん
ど
a
，

aa
務
官
邑
動
と
補
助
運
動

，
:s

，z
p
s
z
'

・'』
E
P

ゅ
，
れ

AY

れ
ん
l
u
ふ

府
知
艇
や
跡
京
総
に
が
て
は
激
烈
た
練
習

}

!

，

ι
・・

jiu

，、

"t・t
AV

、

を
賦
山
知
ま
る
が
に
、
針
松
山
脈
附
仰
の
闘
郡
平
鉱

1

.，
，

:

ー

&
K
1
b
z
'

盆

隊
出
V
M
m防
総
総
蹴
を
鋭
利
に
札
動
に
慣
ら

す
た
め
に
、

制限

W
蹴
蹴
を
街
M
M
ま
す
。
〈
ぽ

W
A
H
H
W
鰍
総
「
射
防
出
回
仰
心
都
射
仰
叡
字
続
出
」

l
，
t

:

・V
I
L-z
l

b

，

，

昼

、

z
'
h
r
v
i
v

邸
側
〉

wmw制
酬
は
引
却
さ
さ
か
ら
抵
励
開
始

'

z
-一
旬

、

」

円

p
hv
'
u
u
u
F

ぜ
ん
し
ん
'
ん

し
・
引
仇
叙
に
以
悶
レ
中
畑
m
に
向
ひ
、
全
身
の
謡

'

'

e

LV'官
、

s

'

動
を
た
す
松
飾
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

ν
孟''い
4
-
7
4
'
"
h
v
z
'
c
u

・47い
に

官
制
ば
蜘
柑
併
に
於
て
践
越
致
し
ま
す
。

』
司
.
，
，
，
陵
、
回
巴
e，
‘

aah噌，、
.. 

a，a内
V‘
a，

除
制
同
誌
動
を
一
般
的
の
怒
動
と
す
れ
ば
、

はで
ーの
か方苦
ら向~
十 悶づ
まを
で 頼主

連2ん
絡tで
あ見る
るま
もせ
のう
で。

は但5
<<>し
り之2

ま
せ
ん
。
一
、
北
方
へ

二
、
南
方
へ

四
、
東
北
方
へ

六
、
西
方
へ

hτ
a

z

u

，こ
2

ほ
ん
ど
ん

a
V
3

怜

A
-w
ふ

に
感
じ
て
方
向
を
判
断
す
る
様
に
練
習
一
し
℃

か

た
か
怠
け
れ
ば
た
り
ま
せ
ん
。
斯
く
す
る
と

。
た

ば

b
s

い

す

え

ら

ぷ

新
ら
し
い
場
所
に
行
っ
て
直
ぐ
蹴
武
し
な
け

-
T品

b

・AVえし
4
g
'
w

事
仰
し
&
h
F傘

れ
ば
な
ら
ぬ
時
は
、
出
演
前
に
最
初
の
構
へ

b

a

-

-

，
 
.. ，、た
a

h幅
hr

の
位
世
と
方
向
念
頭
の
中
で
含
め
て
沿
き
、

u

u

b

t

b

u

h

"

と

に

t-r，.
h

aふ
ん
の
蹴
武
ぜ
ん
と
す
る
劉
を
そ
の
総
武
場

-府い

u
'
ζ

，
.. ，、e
t

u

-

v

'
ド

に
於
て
方
向
を
目
測
し
て
沿
け
ば
、
質
際
の

ミ
ん
総

3
い

l

部
武
に
際
し
て
き
D

つ
い
て
町
艇
を
す
。
ね
称

。

む

よ

で

え

ん

μ

S
い

ら
し
い
均
所
へ
山
て
続
決
す
る
隠
に
を
ど
つ

い
た
り
、
そ
は
/
1
1
と
公
ち
つ
ぎ
が
た
か
っ

九
A
a
u
ふ

伽

e，
、
峰
山

5
・v
，

た
り
す
る
の
は
、
練
習
の
不
足
と
方
向
の
は

っ
き
り
せ
ぬ
と
の
た
め
で
あ
り
ま
ず
か
ら

F

て
ん
も
惨
う
ゐ

h
ん
し
ム

υ4え
会

簡
の
注
意
と
練
習
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ー自由104-一 回

三
、
東
南
方

へ

五
、
東
方
〈

七
、
商
南
方
へ

八、

商
北
方
へ

九
、
東
南
方
へ
十
、
東
北
方
へ

い巴&町

5

や

3

・
・
2
‘
，

.

J

K

以
上
の
椋
に
な
り
ま
す
。
此
の
ず
向
の
読
み

か

お

づ

ω
・

帽

し

ふ

，

、
ロ

方
は
凶
に
つ
い
て
よ
く
練
習
し
て
会
い
て
ホ

か

か

た

-na悔
し
み

さ
い
。
斯
く
す
れ
ば
、

型
の
練
習
を
は
じ
め

t
s
L
v
a
'
Mヨ

&

h

p

g

s

る
時
花
、
鱗
説
を
踏
ん
で
も
は
っ
き
り
動
作

の
対
向
が
蹴
が
は
い
り
ま
す
が
、
が
.
向
げ
が

が

に

お

n
A
Lふ

よ
く
の
み
と
め
な
い
と
型
の
練
習
に
な
っ
て

か
ら
、
絶
え
や
ま
ご
つ
か
た
け
れ
ば
た
り
ま

ぜ
ん
。
ほ
う
乙
多
づ
&
う
ま
い
な
ら
民
《
巴
R
7

・VS5
宮
川
量
、
定

E

A
方
向
闘
の
東
西
南
北
と
貸
出
蜘
の
東
風
市
相

ら

ち

し

っ

か

と
一
致
し
た
い
で
も
差
支
へ
あ
り
ま
せ
ん
。

じ

M齢
、

ふ

官

U

，
••• 

Hr--3Llb

，. 

自
ル
ル
の
平
前
橋
古
し
て
ゐ
る
む
歎

r政
て
も

と
H
V
J

、、μ

ゐ

e
b

け
u
v
C

金
書

度
々
立
つ
位
む
b
E

か
へ
て
開
古
し
、
そ
の
時

具

と
鍛

練

法

榔
畑
山
山
部
臨
は
械
に
銭
平
の
抑
制
収
制
鉱
搬
出
で

凶

r
t
J
'

玄

白
主
'
ん
金
主
，
‘

.
e

‘
.. 

る
っ
て
、
が
航
の
桁
助
謡
勤
務
具
を
胤
ひ
て

そ
れ
件
、
の
即
断
の
戦
駄
の
都
駅
鉱
鰍
む
一
悦

。

，

隊

"ν
、
‘
，
ん

g
著作、

ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
北
に
補
助
運
動
具
と

そ
れ
を
脱
ひ
て
の
鍛
鰍
出
と
に
つ
い
て
沿
部

u
v
g
 

し
致
し
を
せ
う
。

A
斜
訟
の
依
り
採

1

・，

l

・
h
・
-
4
2
E
i
h
-
-
'
r
b
E
AWMor、
，
〈
‘
，

m
b
搬
は
益
乎
の
ww馴
制
御
船
掛
川
持
中
の
代
表
的

a
マ
《

hv
民

館

が

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
作
り
方
は
、
長

'
p
:

P
E、
hv，、

2
iu‘
陰

-a

u
a
T
'睦
・
・
‘

さ
七
叫
ん
引
の
る
四
ボ
怖
の
粧
を
.
相
は
上
下
共

に
そ
の
配
四
吠
と
し
、
限
み
を
百
は
四
J
M
M
山

は
八
グ
と
し
て
引
か
ら
ぷ
に
対
抗
蜘
に
船
く
な

'

'

z

b

a

、

‘。

訟

陰

陰

し

‘

る
や
う
に
蹴
る
o
w
岨
耐
に
丸
を
抑
り
位
を
そ

E
-

d

p
t
r、
，
多

も
U
P

'

b

e

，
、
守
ん

の
刊
引
に
二
月

E
f甑一め
、
地
上
を
四
尺
五
寸

ち

-
b
'
aい
ぽ

A7

と
す
。
地
中
に
援
法

"
-
u
a町
u
a
-
-
uv，
，

の
部
分
及
び
地
上
五

品

V

ん“
v
sゐ

六
寸
位
ま
で
は
コ

1

R
巳

a'ふ

ル
タ
ー
か
怖
か
防
磁

edhv

的

M

e

t

・

聞
を
掠
り
、
聞
に
示

a
e
z
a
n陰

そ
z

--

す
泌
h
y
穴
の
低
と
地

U
P
'
P
L
W

れ
ん

e
h
p

上
と
に
お
か
蝋
瓦
を

ーー-105-ーー

国王五ニ~1H 作の路~

にと 3訟
は父1い
よZへて
下ふさ 、
二せし
ケるつ
附:。uか
に桂tT 



-

h

w

‘

主

R

y

a
宅

A
7
〈
惚
ド
h
h
H
，
.

北
叩
誕
を
取
り
付
け
る
が
、
共
の
作
り
方
は
挺

R
Z
ゅ

に

定

&

こ

-

h

r

ι

の
鉱
を
鍛
に
な
ら
べ
、
そ
れ
を
積
か
ら
緊
く

智
い
て
、
同
時
さ
「
だ
一
船
四
J
M
m恥
「
一
恨
の
も
の

と
た
し
、
μ
ムは
鋭
M
z
m仲
町
ぐ
炉
問
き
仰
向
し
た
献

b
民
O
Y
H
b
'
・
お
か
依
l
ν
‘
か
れ
恥

さ
、
下
は
膝
.
織
の
高
さ
と
し
て
、
桂
に
緊
く

縦
り
つ
け
る
。
お
で
駅
川
町
の
仰
知
能
が
山
山
別
府
4
C

t
u
v
d
q
s
ん
ぜ
'
令
，
、
M
w
b
h
v

が
り
を
し
た
。
ハ
第
二
五
回
参
照
V

な
ほ
屋
外

紅
傘
、
h
v
‘
‘
"
。

に
建
て
も
ん
港
誌
は
悶
が
か
か
り
ま
ず
か
ら
、

-a

で

.

.

.

 

“
 

取
り
は
づ
し
の
出
来
る
や
う
に
す
る
か
、
又

納

町

司

‘

a

，，、

は
3
1
ル
グ

1
乞
掠
っ
た
プ
リ
キ
の
四
角
な

E
'
b

R1〈

開
予
で
も
作
っ
て
か
け
て
お
き
を
す
。

・58hv‘

て
舗
、
‘
‘
e
b
a
u
&
，
ん

x'

a官
襲
は
乎
及
び
足
を
き
た
え
る
補
助
誕
動

第

二

六

回

崎

VMMhリ

ヂ
の
よ
い
と
と
ろ
で
す
か
ら
、
窓
会
』
き
で
な

k
'
z
'
s
，
，
、
わ
い
e
'
句
協

λMg

い
い
州
は
お

U
ず
の
回
数
を
多
く
し
て
、
お
と

E

，
，
、
.
，

同
等
に
な
る
棋
に
き
た
え
を
す
。

島-hy
‘
巳
p

・a
・

-

-

a

・hn'・hMLr

企
一
綜
劃
に
討
す
る
距
離
は
、
先
づ
巻
拠
に
向

.
，
，

b
euv

g

て

骨

っ
て
無
を
付
け
の
務
坊
で
立
ち
、
手
を
仲
ば

第

二

^ 
悶

品
伊
の
符
て
方

底まあ刀E務見具ぞ
得3つ、 IDWで
でて平t)
あ 、 鉄Pf~ 乎て
り足t、み務1で
ま‘で弧zハ鍛E
す 、は捗~/J、?え
。主主、移Zる
と主主?踊Tと
し底ご)と
て 、裏2る
、小=拳2は
足?乎τ 、
刀7、拳宮正ま
、c骨2槌Z拳史
上?喜多3・( 
足きで乎与大王

て入いを碩~ J.‘ 
埼~~れ下主の正~ jE~ 
凪Tタにき移1能文
をにしたはの
治:i~与てえ大f鍛2
灘tか腰2方主穆見え
ににには1im-方2
あ j腕!主と 、を
てたり先色以と
まや11のまづて
すばす務主岱・。
し
。をルて

此
ζ

甲主最t強21ま
のを初tくす
時t上ミは披号、
乎τにカまり大f
首品しを‘ r~~捗Z

第

二

七

悶

=ロレ

・降
、
h
w
'
・
b
a
'
'
v
-
v
'
に
い
叫

し
て
鍛
冶
悠
識
に
批
て
た
時
に
上
慢
が
前
と

ご
み
に
な
っ
た
り
脱
が
似
へ
山
山
た
り
し
な
い

.，bh-hy且・
内，
P

‘‘，
w'ha'

--
a
"
"
u
'
a
，

だ
け
の
舵
耐
を
鉱
て
誼
監
の
間
合
と
し
、
右

山肌

k
k〈
山
町
は
が
肢
は
そ
の
ま
主
に
し
て
h
a

き

r肢
を
一
グ
似
へ
猷
め
、

r織
を
ダ
く
蹴

色、
μ
ぃ
，
‘
電
〈
傘
、
に

は
配
劃
に
右
足
を
前
に
出
し
ま
す
。

a
-
'
A
7
S

ヒ
、
一
戸
ら
に
い
，
，
、
司
g
b
・

A
山
世
相
蜘
に
劃
す
る
山
肌
置
は
克
偲
-
衣
の
二
種
あ

島
、』
"
'
.
、
い
-
-
a
'
R
'
ν
・7a'a即ん

り
ま
す
。
ハ
イ
)
は
容
認
と
就
い行
に
立
ち
正
面

i

;

・
民
全
'
h
s
z
h
v

k
附
ひ
M
ロ
っ
た

rち
説
。
乃
ロ
〉
は
傘
誌
に
艶

b
k
:凶
rt
二

hM'モ，、わら

S

‘
，
h
p
‘
望
。
b
h

し
て
配
矧

r
rち
府
側
配
に
巻
藁
を
見
る
立

:

r
b
L
V
む
&
B
S

ち
郊
で
あ
り
ま
す
。
イ
の
官
能
か
ら
は
屑
及

び
戦
艇
の
鰍
鰍
を
い
か
と
し
、
ロ
の
舵
ぜ
か
ら

ほ
際
航
阿
波
削
除
の
鰍
惣
を
践
と
し
ま
す
。
紋

b

・

，

h

V

6

a

7

に
イ
の
佐
世
か
ら
は
丸
い
っ
ぱ
い
の
突
き
と

p

-ゐ

b

e

は

除

・

2
g
'

引
き
を
対
み
ま
す
。
即
ち
二
傘
動
に
な
り
ま

}

‘

，

.‘
 
.. 

ず
。
縦
ゲ
て
山
究
き
き
っ
て
か
ら
山
山
く
ま
で
各

般
の
い
い
に
紙
・V
僻
慨
す
る
が
仰
の
wm貯
が
4
C

円

、

A

V

O

り
ま
す
が
、
冒
の
佐
世
か
ら
の
突
き
と
引
き

'
t
E
，
，
、
=
u
，
b
・
止
に
企

は
一
解
勧
で
す
。
州
叫
に
犠
の
管
だ
け
を
例
へ

且

怠

‘

a

a

o

砂

傘

内

守

・・

て
配
る
と
、
イ
の
坊
合
は
「
品
別
へ
準
メ
」
で

を
μ
ム
ー
に
川
聞
げ
や
際
部
k
m
wぼ
し
て
伊
な
け

ヲ

で

申

‘

，

h
u
r

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
腕
を
伸
ば
し
て
行
く
聞

に以
m
r
m却
は
し
て
引
が
ぶ
に
た
る
や
う
に
、

サド惨azu
b

a

J

層
、
h
F
6

印
ち
傘
を
ね
ぢ
ι
な
が
ら
突
い
て
行
く
の
は
力

za内

UH--

が
十
分
に
殻
概
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

一
二
配
が

r
rれ
ヂ
に
や
っ
て
貯
て
、

η的
民

τ
・

に

'

a

h

H

V

U

K

品

、

‘

趨
訟
な

mA口
を
は
か
り
、
そ
れ
か
ら
徐
々
に

、
，‘
h
v
w
h
r
・-

な

カ
を
入
れ
て
精
持
し
を
す
。
慣
れ
訟
い
う
ち

"
ん

%
'
u
v
%

の
8

・u，‘

は
組
中
川
桝
を
刈
め
ま
ず
か
ら
飴
り
力
を
入
れ
な

〈仇Huve'

細

川

崎

R7

い
と
と
、
回
動
も
む
や
み
に
多
〈
拠
か
な
い

と
と
、
そ
し
て
縦
印刷
が
対
似
合
か
た
ま
っ
た

・
8
c
o
い
令

，

“

ん

も

か

6

頃
か
ら
回
数
も
ふ
や
し
、
十
分
力
を
入
れ
て

色
、
"
‘
-
7
・

uaん

にん伺悼ん

傘
挺
を
突
き
ぬ
く
筑
分
で
鍛
練
し
ま
す
。
一

Z

ぉ
，
、
匂
ん
勺
師
、
u
o，
、
民
も
a
T
，
.
傘
い
ヒ
・
・

度
陀
滞
山
突
い
て
後
畿
日
も
休
む
よ
り
毎
日

て
a
'
e
‘
，
R
7
急
・
・
勿
‘
“
ん
じ
ぷ
ひ
抽
w
a
y

朝
夕
突
く
と
と
が
務
襲
練
習
の
秘
訣
で
あ

b

う
も
h
F
‘

ζuniuζlν

ま
す
。
突
く
カ
が
十
た
ら
ば
拳
を
腰
に
ひ
を

--hv
，. 

も
E
す
ガ
は
、
十
二
で
た
け
れ
ば
い
け
ま
せ

む

ろ

ん

こ

d

b

念

ひ

=

b

ん
。
無
論
都
中
を
麹
は
し
な
が
ら
引
き
、
腰
に

ξ

・・
&
F
ふ

b
お

と
っ
た
時
は
甲
が
下
に
な
り
ま
す
。

訴
事
'
と
混
棋
は
附
釦
引
に
き
か
せ
る
の
が
鈴

ーー-10C一一

ゲ
慨
を
と
っ
て
絃
む
と
き
の
町
い
ど
っ
し
り

h，

u

-

K

陪

偽

ひ

か

‘押し

し
た
m
A
軟
で
あ
り
、
ロ
の
場
ム
刊
は
「
腕
ケ
足

一
間
猷
」
の
践
の
都
側
肘
財
間
と
も
宏
ふ
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
'

h

、LV・-

イ
の
院
は
が
穴
き
も
刊
引
を
も
一
つ
一
つ
に
カ

を
対
と
し
・
ロ
の
阿
川
は
磁
波
を
鉱
山
日
ま
す
。

a-'"
‘Mma~iu
a'
い
ロ
軒
旬
、
‘
&

イ
だ
け
の
悲
欝
杭
習
で
は
板
剖
な
ど
の
如

き
続
放
訟
山
尚
一
札
は
た
っ
て
も
、
船
戸
T

や
配
総て診

の
却
場
併
に
れ
V
F
の
.
蹴
仰
げ
が
弘
子
セ
い
た
め
に
敵

z
p
'

s
μ
 

に
動
ぜ
ら
れ
る
と
と
が
あ
り、

叉
ロ
だ
け
の

幡、、
L
J

・鵬

、“レ
q

・
3
・
e
，
、
z
a
-T

統
習
で
は
器
一
ww
突
と
引
の
遮
皮
は
早
く
な
る

借
り
に
戦
加
が
か
中
肢
を
mm
た
す
と
と
が
あ
り

会
す
。
般
に
イ
政
び
ロ
の
間
抗
ど
も
十
一
併
に

、、，
h

‘
.
司
‘
司
t
u例
4a
'

総
慨
す
る
を
以
て
最
も
必
要
な
り
と
し
な
け

b
包

1

an
o
隠
し
・

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
初
が
の
聞
は
主
と
し

て
イ
を
心
的
〈
鰍
慨
し
、
問
肌
叩
抗
ロ
の
鰍
飾
部
b
t
一加

，
l

・

t
・

泡

九

J
K

官

い

ど

れ

ん

ba

へ
衡
に
は
イ
ロ
狩
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習
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蹴
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出
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。
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と
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。
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叡
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古
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簡
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叡
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叫
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引
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。
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仇
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仙
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。

け
ん
μ

'

-

v

ζ

企
拳
闘
が
よ
く
か
た
ま
ら
ぬ
う
ち
は
‘
少
し

a

・hv‘
a

v

?

"

v

んに
a，
い

民

地
帯
獲
を
突
い
て
も
直
ぐ
捗
顕
を
痛
め
た
り
、

い
位痛
ん
だ
り
す
る
と
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

と・3

傘

'
h‘
‘

志

向

鉱

傘

a
n
0

・vζ

念
時
に
は
巻
藁
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習
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。
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。
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蹴
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。
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。
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椴
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献
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椴
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が
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。
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と
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佐
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へ
叩
掛
か
す
下
げ
舵
悦
を

鴨
ん
レ
ム

練
習
し
ま
す
。

-

u

h
F
に
れ
ん
b
'a

A
舵
り
方
練
習

こ

J

'

u

e

a

e

.

，

、

白

骨

い

%

の
誹
議
の
時
に
詳
し
く
述
べ
る
と
と
に
設
し

ま
せ
う
。

い地、に A. 

。に簡2乎て手て
港:1院のの
E般に各マ各2・
に蹴主都島郡M

向~~月t lD の
つ致主き鍛Z
てし?と え
細i~ え 方E
かす方2
〈治=に
研究らつ
究2、い
し自じて
て分支は
下二で
さ賞与左'

.‘，

wん
に
'

ハ
イ
〉
小
品
中
頭

加
川
燃
は
村
総
関
で
か
て
ま
ナ
。
付
制
宇
ん
崎
は

ω
緩
急
時
r
rっ
て
、
担
ぬ
い
ム
(
収
VJ蹴
げ

&
ζ

傘‘，
h

H

‘

，

s

aT
，

.

桜
か
ら
)
強
襲
に
打
ち
下
ろ
す
按
に
蛍
て
、

m
A対
戦
艇
の
か
m
と
隊
じ
関
節
で
か
穴
く
。
撚

r

-z
に
鉱
‘
・
a
m
孟
ζ
u
r
-
-
に
e
'
け
ん
a
'

軍

叉
斜
繊
の
位
置
に
立
っ
て
小
稽
頭
で
打
つ
。

，
‘
け
ん

ハ
ロ
〉
裏
拳

，
ら
け
ん
傘
、
仇
V
'
・
i
u
畠
T
'
b
ん
に
こ
"
が
レ

&Z
-む
毘

装
組
e

は
各
識
の
正
面
に
立
ち
、
拳
を
顎
下

に
m
m
へ
て
そ
の
佐
世
か
ら
が
ち
伊
て
ま
す
0

・z
に
忽
九
ゆ
&
こ
い
ち

5

・

叉
斜
横
の
位
置
か
ら
打
ち
首
て
ま
す
。

〈
ハ
〉
斜
ω仙
、
出
古
川
、
一
ゲ
ヂ

刊
仰
の
川
駅
即
附
は
似
れ
も
紙
撤
の

mm艇
が
ら
げ

f

-

=
‘1
・
F
向
‘
.
，
ぬw'・

h

，

‘

‘

，

!

州肌り

γ練
脅
に
出
時
劃
を
利
用
す
る
に
は
、

p
''

'・
h
明
、
‘
。
l
d

，
‘
r
a
v
‘
，
t凶
F

W

m
m仰の
お
耐
が
ら
応
誕
の
上
庇
で
蹴
る
と
と

2

7

‘.
μ
ふ

是，、

旅
蹴
が
ら
応
対
で
附
肌
る
総
秘
を
し
ま
十
J
J

淀

川
W
り
は
艇
の
船
wm飢

r
wる
の
が
松
山
町
制

，
、
な
‘
・
e
l
u
に
‘
F.，、

ι'
・
a
A
S

で
す
か
ら
、

ιか
ら
斜
下
に
足
刀
を
時
下
る

-

B

院

、

，
h
w』
F

民

民

ん

L
・

前

お
-
h
b
峰

す
m
mた
相
熟
知
で
蹴
対
の
鰍
習
を
行
ひ
ま
す
。

M
F
事
抽
U

A
ク
パ
笠
蹴
り

グ
バ
の
料
品
で
依
っ
た
ク
パ
鉱
ハ
桝
継
で
隠

Z
P

3

2

}

L

F

，

ー

〈
知
則
正
れ
て
ゐ
る
笠
〉
の
た
る
べ
く
ツ
パ

Z

W除
、
a
n
b
u
M
ん

の
叩
仰
い
も
O
を
か
ぶ
り
、
が
闘
が
の

E
で
自
分

の
銘
の
ふ
ち
た

W
る
鰍
歓
を
し
ま
す
。
と
れ

b
'
t
a

・

'

e

}

は
応
を
洲
崎
く
か
ら
按
り
な
が
ら
蹴
ら
歩
民
、

ー

ι

・
b

・iv

rっ
て
印
刷
る
そ
の
似
の
佐
官
か
ら
足
を
あ
げ

る
附
ず
で
す
。
耐
と
献
じ
隙
一
郎
の
山
肌
り
一
れ
に

般
に
陥
っ
て

rち
、
な
る
べ
く
悠
と
の
限
配

を
せ
ま
く
し
て
院
を
開
く

W
る
鰍
惣
を
し
ま

す
。
間
し
附
加
を

W
る
の
で
は
る
り
ま
せ
ん
。

2
.
，
，
、
c
-
b
2
H
h
-
一
&
‘
・

ae
b
h
a
a

配
献
に
紘
と
制
動
し
た
時
に
、
足
を
大
き

.

，

乞

‘

，

島

τ

s

a

〈
振
り
な
が
ら
蹴
る
と
き
は
敵
に
直
ぐ
悟
ら

。

・

ε

'

τ

，

、

。

‘

‘

ち
首
て
ま
す
。
そ
の
時
、
乎
首
左
曲
げ
・
?
に

傘
A
7

す

'

さ

-
p
a
，
い
え
宮

民
直
ぐ
に
す
る
様
注
意
を
要
し
ま
す
。

?
一
〉
配
線

こ
け
ん

a
.
‘
"
‘
な
‘
.
。
孟
ζ

e，.。ae

弧
拳
は
h

苦
難
の
斜
般
か
ら
打
賞
て
ま
す
。

て

H
V

τ

，、日

hFふ

u
'

乎
を
引
く
と
き
に
、
手
首
を
甲
の
方
へ
そ
ら

し
た
が
ら

W
き
、
十
一

mwき
き
っ
た
と
と
る

-h
ドh‘
.
a
s
h

H

‘

u

p

-

-

e

ん

a

c

-

T

'

か
ら
蒋
び
容
誌
に
向
っ
て
弧
離
が
飛
ぶ
桜
に

a，

め

し
て
打
ち
官
て
ま
す
。

a
c
-τ
 

ハ
ホ
〉
肺
結
幽

o

g

め

て

z

t
Hug

-

τ

k
ζ
υ
む
ゐ
℃
缶、‘

包

陥

v
g

骨
首
に
は
縦
特
設
と
横
付
常
及
び
下
げ

w

an
て

に

t
k
ζ

ぜん・
3

〈

J
R

9

訟
と
が
あ
り
、
縦
横
と
も
に
前
後
の
直
別
が

6
・
ん

骨

あ
り
ま
す
。
臨
に
述
べ
ま
す
。

採
取
山
は
裂
の
政
問
主
っ
て
刊
か

ら
ぶ
k
m
m
V
J
V併
の
鉱
山
zmm
の
鰍
へ
部
に
か

‘

句

研

畠

T

a

，

‘

・

=

ぷ

レ

ゆ

伊

岡

崎

ゆ

つ
ぎ
上
る
訟
に
持
っ
て
行
き
(
傘
の
指
側
が

&
‘.

也

a

'

u

o

g

蜘

h
t
・
-
-
b
‘
‘
。

耳
の
方
へ
向
く〉

肺
門
を
縦
に
傘
藁
に
や
問
て
念

す
。
僻
…
献
.
此
の
献
は
慨
を
苧
と
し
て
恥
阻
止
町
に

一一ー110-一層

ちな
、後tり
ー縦2ま
祭箆え
.JL.φ 匹同ゐ

面いが
かん傘:
ら葉t
務主を
をむ一
帯?歩?
の後主
iJ!IJ~ 斜?
まに。
でし
持‘て
つ立お

れ
て
、
隙
即
時
W

件
付
附
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
阪
と
川和
似
し
た
山
山
花
ス
キ
が
あ
れ
ば

h'

i

'

p

i

め

ら

そ
の
ず
か
ら
以
を
付
期
し
仰
る
附
仰
に
、
足
の

似
ひ
放
を
い
ろ
/
¥
に
僻
ら
し
て
お
く
の
で

b

'

h

F

-

b

o

-

n

 

あ
り
ま
す
。
ク
パ
笠
の
代
り
に
ツ
パ
の
聞
い

訴
訟
慨
を
材
賊
し
て
も
撚
織
で
す
。

h

z

z
、直

F
-
t
a・
、
e
p
"
U

は
は

企
部
ず
O
対
自
然
鰍
知
釘
対
の
治
話
し
で
は
、

配
桜
の
ず
併
に
は
肢
は
鉛
版
よ
り
献
く
を附肌

，
、
b
'

ゐ

晶

T
4

，

る
と
と
は
鉱
物
と
さ
れ
て
居
る
様
で
あ
り
ま

.

.

 
，，

a聞
b
R
h
r

す
。
そ
の
宮
町
は
、
足
を
高
〈
診
げ
る
と
き

は
舵
黙
が
船
れ
ぷ
く
、

rつ
阪
ひ
ど
め
、

山紙

.，
?

、

F

r

-
wん
旬
。

z

り
が
て
観
の
加
に
か
か
り
が
く
、
危
険
が
弘

hv

‘c
u
m
-
eん
官
ん

い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
宮
乎
の
質
峨
談
に
も

i

，
，

内

陪

鉱

肢
を
開
く
あ
げ
た
た
め
に
別
れ
た
脂
し
が
よ

'
"
、
.
一
回

-v'
胸、
iu
，
...•. 

く
あ
り
ま
す
。
縦
し
栴
昨
の
鰍
視
に
際
し
て

!

'

z

・iF
L
-
t
i
e
-

-'
a
，

は
、
問
の
借
問
が
出
国
制
に
鮒
却
に
即
川来
る
桜

に
鍛
え
て
公
く
と
と
が
mummで
あ
り
ま
す
。

'
;
:
:
h
t
;‘
 

た
ほ
絞
り
郊
に
附
ず
る
肌
々
の
注
意
す
べ

i
v艇
は
、
数
の
微
微
に
は
い
っ
て
か
ら
齢

且ーー111-ーー

べ
る
と
と
に
し
ま
す
。



第
四
=
笛

霊
力
、
接
カ
の
鍛
錬
法

.Â つ鯨た越え特t 於~ .Â
下'いしすにて盤マ
げてをるきさtもカ:
務Eたすた乎て大まや《
話t括20めに葛U腰Z
〈し次ーに於~1j:の
2併殺~ t亡、てと強Z
三 し 各?特tは とさo t 翫与殊与 、 に等i
悶づす然'の握?さは
¥，J 0 ::!¥.(-器'カ2れ如い
とよドや5て何少
そを E夏?ゐ訟
の則tヵ:まる
周H~ 等:す武号
法主てを'が街雪
に鍛去増? 、 に

-

S

3

h

H

S

=

レ
・
砂
hr'・
A
7

主

下
げ
傘
藁
は
、
腰
の
カ
を
強
く
す
る
た
め

の
彬
脱
獄
献
ド
円
で
あ
り
ま
す
。
蹴
就
鮫

r磁

乱

T
M
r

，
、
づ
位
ん
，
、

u
v
-
m
a
-
-
n.
，、，、わん

と
鰐
屑
と
を
必
・
牛
に
入
れ
て
重
さ
約
十
貨
と

た
し
、
間
酬
の
蛇
く
「
対
艇
が
艇
が
ら
配
針
。

峨
の
献
さ
に
、
釈
続
の
や
う
ふ
巾
り
下
げ
ま

a

-

e
U
H
h
h
H
6
ο

‘
て
釘

ナ
。
先
づ
砂
依
を
品
1

乎
で
押
し
や
り
、
そ
れ

，、ほんど，‘。、‘，、

z

b

b

a

が
か
へ
っ
て
来
る
反
動
力
を
、
腰
を
得
し
て

ζ

信
て
由
ひ
&
-
a
μ
h
a
h
μ

てひg
'

a

問
股
に
立
ち
、
結
又
は
前
線
帥
刊
で
受
け
止
め

ま
す
。
こ
が
の
平
は
慨
を
街
対
へ
炉
問
ぎ
似
闘
し

へ

い

句

ん

て

。

u
h
暗
色
F
U

て
平
均
を
と
り
設
す
)
乎
で
突
き
段
す
代
り

ゐ
tu

陥
切
れ
ん
む
ゐ

に
足
で
蹴
る
練
習
を

粂
ね
て
や
る
と
と
も

出
来
ま
す
。

‘e
a

‘句色"‘‘
e
いむ孟

下
げ
巷
裁
は
最
初

ぜんご

a
m
b
p

，.

は
前
後
の
足
の
開
き

を
伊
都
の
就
航
一
家
鉱

ザ
ん

C

3

e

・

と
し
、
漸
次
そ
の
闘

を

念

ぬ

き

き
を
狭
く
し
た
設
い

守
-A

，、。仇・ゐ
lv

・-

前
屈
で
練
習
を
し
ま

''κ'れ
ん
し
ふ
で

す
。
相
営
練
習
が
出

悶 O 三!l'l認容げ下

s

s

h

F

広

島

H

ん
ivふ

・
来
た
ら
立
ち
方
を
い
ろ
/
¥
に
か
へ
て
練
習

を
品
川
山
い
ま
す
。

ポ
ー
げ
紙
幣
を
即
日
苧
で
ぐ
わ
ん
と
伊
し
離
す

ふ
色
"
・
悼
む
"
が
ん

ad'

・
掛
か

と
、
接
予
の
や
う
に
自
分
の
方
へ
振
り
返
へ

し
て
貯
ま
す
。
そ
の
耐
に
、
さ
っ
と
そ
の
以

-

C

ζ

u

a

噌

μ
い
M
V
陰

勧

μ

z

'

u

を
飛
び
越
え
て
反
釣
側
に
下
り
立
つ
と
同
時

に
ば
ず
下
げ
mm抑
制
は
的
問
似
を
伊
し
叫
刊
さ
う
と

-
a
L
r

・

0
ん島、，、に

振
り
返
へ
し
て
来
ま
ず
か
ら
、
般
地
に
立
ち

'句n
u

a

，，

・e
-

切
倫
H&m--u
-F

芭
っ
て
そ
れ
を
交
け
制
山
め
ま
す
。
此
の
縦
型

u
・，

s
a，
“
，
柑
い
二
で

・

h
E
-
u
陪

法
は
相
訟
に
精
古
が
川
必
て
か
ら
行
は
な
い

と
、
下
げ
総
献
の
た
め
に
は
じ
き
慨
さ
れ
る

ー一-ll!l-一ー

と
と
が
あ
り
ま
す
。

さ時むとす合~ .A 
い IZ:と 。に下さ鹿3
o /t¥でも此ζ はげ カ:
と 3tPmでの之=巻:養;
れま衆参運Zれj;!!t成L
にする動fにを法与
はかし法三代Z建にゐ
種主 ら 、はるて
.k~ 、 叉匁下'べる
の大Z謹7げきと
謹iい場手線;~.tと
却~f に内2薬2 勘f が
泌練2でおいと法主出で
が習之幾rfjt-~を来・
あしキ;Jll用f行ぎた
Pてもすひ忽い
を下品同2る を 場申

す
が
、
持
に
傑
dm滋
・
と
問
内
航
泌
の
ニ
働
総
だ

け
術
W
L
Kぬ
で
鰍
臨
し
ま
す
。

込
町
村
総

こ
れ
は
統
一一一

一
町
ハ
間
対
滋
4
〉
の
純
く

斡
ぴ
眼
目
川
町
V
M口
っ
て

rち
、
m
n
は
郡
引
ね

臨
の
が
官
較
を
と
り
、び
は
ね
向
き
献
艇
が
(
吠
鉱
山

S
E

んと

S
L

P

ら

e
-
-
a
z
んくつ控
怠

。
り
前
後
の
足
の
聞
き
を
狭
く
し
た
前
屈
立
〉

に

rち
、
蹴
鳴
を
蹴
・
晶
-v
蹴
叫
仰
は
統
一
館
だ

u

m凶
げ
配
燃
の
似
品
目
K
都
内
り
艇
慨
に
く
っ
つ
け
て

d

ワ

ど

と

か

金

uv
g
L
n
e

お
き
・
協
の
如
く
緋
へ
ま
す
。
〈
僻
は
肢
か
ら

柑
堂
二
回

倒
木
法
ハ
イ
V

陪

な

命

令

、

う

い

離
さ
ぬ
椋
注
意
の
こ
と
〉

令
g

a

F

，a

hv宮
績
よ

C

L

t

・-陪
&F

'
択
に
附
は
膝
及
び
腰
ι
伊品削
げ
?
に
、
恰
も

mv慨
す
や
コ
に

αに
倣
っ
て
餓
れ
ま
す
。

お
っ
こ
む

や
'

L

K
は
ら
ち
か
ら

乙
は
腰
く
だ
り
せ
ぬ
按
に
ぐ
っ
と
下
股
に
カ

ぃ
・
ゃ
う
て
か
ふ
た
い
g
a
，
，

ae

h
q
入
れ
て
雨
乎
で
原
の
相
重
を
受
け
支

へ
ま

す
。
脳
間
臼
は
一
猷
加
入
け
封
へ
た
慨
対
の
お

お
M
T
蹴
射
す
る
械
な
ぷ
械
も
で
、
山
山
黙
る
だ

ふ
か
巳
ゃ
う
K
L
P
C
うは
A

v

e

s

L

4

け
深
く
上
慣
や
後
方
へ
そ
ら
し
、
設
に
静
か

に
M
A
院
が
た
こ
し
た
が
ら
融
担
を
伊
ば
し
て

餓
対
t
q
m
財
官
ぐ

rて
な
ほ
し
ま
す
。
刊
は
綜

か
う
ち
ょ
，
、
ご
と
ひ
宮
二
L
t
d
v

ちょ，、

に
硬
直
し
た
る
が
如
く
膝
.
腰
、
首
々
一
直

第
三
ニ
岡

制
倒
木
法
ハ
ロ
一
〉

-
h
e
 

線
に
伸
ば
し
た
き
り
に
し
て
お
き
ま
す
。
続

三
二
町剛
(慨
対
出
ロ
)
は
貯
け
れ
ム
へ

、
縦
一
ニ
=
一

昨
ハ
険
料
仰
向
ハ
〉
は

rて
臨
し
で
あ
り
ま
す
・

似
総
腕
は
町
臼
側

rに
釦
臥
沖
J

つ
餓
れ
と

京
へ
に
な
っ
て
鰍
餓
し
ま
す
。
立
川
八
の
帆
附
俄

b
R
暗

す

ま

h
H
A
，
-
-
b

が
謹
迦
ぎ
て
も
い
り
ま
せ
ん
し
、
叉
乙
の
足

ひ
ら
揖
喧

す

ふ

A
p
e
ん
，、
つ

め
開
き
が
大
き
過
ぎ
て
深
い
前
朋
に
な
っ
て

は
的
地
獄
撚
艇
を
蛇
常
に
減
税
し
ま
す
。
献
に

こ
れ
は
コ
H
八で

rっ
て
や
h

り
な
が
ら
、
海
配
プ

の
剛
山
併
と
肢
の
限
き
そ

r対
し
て
百
さ
い
.

」

‘
命
軍
ゃ
う
と
し
急
か
ら
お
畠
τ
L
H
Z
-
E
e
い

1

右
の
桜
に
し
て
腰
の
力
が
或
震
に
震

〕

第
三
一
一回

倒
氷
法
ハ
ハ
〉



か
&
?
A
7
w
'
M
‘.3

ほ
L

e

さ
れ
た
ら
、
取
は
致
問
先
か
ら
定
っ
て
来
て

桜
山
仰
げ
一
如
く
餓
戒
を
伎
が
ま
す
と
、
ひ
に
鋭

ち
か
ら

-m

‘

す
る
カ
が
ず
っ
と
草
く
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
仰
向
於
泌
も
m
h
n山
知

rに
伎
が
ま
す
。

A
殴
概
潟

叫
仙
の
問
販
滋
一
は
献
の
慨
叫
ん
滋
の
肱
似
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
慨
利
減
に
仰
い
て
は
餓
れ

ほ
，
比
ぜ
自
7

・wよ
〈
て
・

av
L
Z
'
h
v
a
J，、
b

た
方
は
秘
極
的
な
運
動
妓
呆
h
q
あ
げ
る
こ
と

は
仰
が
ま
せ
ん
が
、
問
販
滋
に
燃
て
は
m
h
u

v
E

惨事，
，
昆
〈
て
-SAyjMZラ也
F，，、
b

ιv

S
主
〈

弗
に
積
極
的
運
動
数
泉
h
q
h
q
さ
め
、
且
つ
直

第
三
岡
図

反
戦
法
ハ
イ
〉

mい
‘

.

.

.
 
b
 

第
一
、
右
反
純

ハ
イ
〉
刊
の

M
R就
任
ヂ
に
臼
は
杭
吉
川

か

か

ふ

‘

.
E
r
'ら
ζ

亡
・
m
m
d

，芭'

K

ぞ
掛
け
ハ
ロ
)
捕
し
の
右
手
裏
小
乎
に
む
払
左
一

絵
師
蜘
?
の
て
、

r杭
間
際
に
刊
か
れ
総
椛
ど

に
悦
り
あ
け
る
m
切
に
さ
つ
と
叩
刊
し
凶
ム
げ
る
。

銃
二
、
付
脱
出
航

(
イ
〉
町
の
杭
号
制
収
苧
に
お
Mm対
抗

m

を
ゆ
聞
け
ハ
ロ
〉

m
h
の
裁
判
認
が
訂
ず
に
な
は
杭

m
m
底
ゃ
あ
て

rお
間
即
吋
に
}
院
か
ら
m
m
d
d

は

ふ

や

ラ

匁

-e

に
放
り
あ
げ
る
棋
に
さ
つ
と
押
し
上
げ
る
。

乙

れ

軍

か

へ

L

F

使・
ιF
内

L
e

‘
.
R
9

此
の
右
反
榔
、
元
一
反
脚
共
に
む
は
な
る
べ

く
刊
の
山
内
掠
が
が
が
'
を
蹴
く
・
m
m
V跳
綜
く

k
q
Tけ
る
と
、
斡
め
舵
M
M
臨
れ
や
す
く
な
の

なま
い叉主寸
と 、 。

、甲主
いは
く抑S
らし
乙ま乎て
'1>( Iこ
はし
ねっ
かカ、
へり
しカ主
てそら
も入い
乎てれ

押では左さ
手予て腰Eも き
にの身2だ
はカま悶揖け
EE2のらには
か養Zこね
ら成ごたか
の 1<:へへ
カ主はてき
teEoなきれ
とりまる
め :1:せずと
τせんげ
¥.ん。で
勢さかそ
よひられち
く ‘でつ

艇
に
獄
事
J
A
W

一
野
山
中
と
し
て
終
Y
つ
も
の
で

あ
り
ま
す
。

主おっ
s

s

-

z

e

ん
く
う

L

e

い

主

甲
乙
北
ハ
に
漉
舎
前
周
姿
勢
で
向
ひ
あ
っ
て

除

虫

怠

酔

酔

ふ

・

-T4τ
時

ま
ち
ま
す
。
間
合
は
叩
が
問
手
を
仲
ば
し
て

-

R

2

t

p

h

-

n

A

V

τ

ぃ
z

・・
8υ

む
の
府
h
q
押
さ
へ
得
る
現
度
の
間
合
と
し
ま

か

み

恒

例

ヲ

か

た

拠

調

Av

h

陪

す
。
甲
が
乙
の
屑
L
T
押
し
て
乙
ぞ
倒
さ
う
と

す
る
と
、
立
は
m
n
の
税
制
L
T
時
慨
し
て
対
の

舵
獣
h
q
郎
防
さ
う
と
し
ま
す
。
同
町
は
般
加
熱
を
船

令
ラ

C
L

・
-
か
ら
‘
-v

ぞ
れ
ん
ば

h
z

さ
れ
な
い
税
に
腰
の
カ
を
以
て
頑
張
り
直
ち

に
い
均
の
取
燃
に
m
h
o
-ま
す
。
杭
の
協
に
し

τ

hp
b-nav
・ι‘
‘

〈

τ
e
'
b
X
9
A
F
，，、
b

甲
乙
共
に
そ
れ
ん
¥
の
目
的
の
運
動
披
果
t
T

第
三
五
闘

反
歯
持
法
ハ
ロ
〉

へ抑"
さし
れて
る行ゆ

とき
、:1:
m主す
は。

京まそ
心えの
の時2
安定 4こ
5i.!ご乙5
>L-に
失tは
つなね
てか

とよ
下主ろ

官官〈
力主と
te&な
入いり
れま
てす
持もか
もら

たそ
へれ
な te
~Î (' 
れつ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

配
の
問
阪
総
は
m
h
U
山
内
に
知

rに
鰍
郡
山
す

且
A
V
Wよ
〈
-T'
e
u
v
a
v
W
AF‘
皿
作
ん
・
h
a'

・0
h

，
，

る
と
、
眼
力
養
成
と
受
方
練
習
と
二
つ
の
数

〈
b

a

g
a-

-

s

e

L

L

P

W

ん
か
ふ

果
L
T
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
然
し
局
開
・
卜

・切
っ

&

骨
は
ど
う
か
す
る
と
折
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
m
m
p
に
な
る

M
M帖
殿
に
m
m
っ
て
隠

す

!

"

-

g

w

c

直
ぐ
さ
っ
と
押
し
て
行
ぎ
な
が
ら
も
晶
後
の

第
三
七
回

反
締
法
ハ

-G

守

e

c

ほ
ゐ
て
'
M

あ
け
る
こ
と
が
川
来
る
と
こ
ろ
に
此
の
民
特

出
の
耐
印
口
泌
が
あ
り
ま
す
。
ね
に
献
し
〈
蹴

慨
し
ま
す
。

問
川
町
げ
一
蛇
き
臨
?
の
m同
保
を
と
っ
て
防
白

射
に
湖
を
蹴
剛
山
野
旅
で
綿
慨
し
・
耽
Mm
閥
抗

阪
eq
此
て
び
の
殿
九

Trく
棋
に
さ
つ
と
ゆ
押
し

ま
す
。
す
る
と
ひ
は
斡
の
ぞ
か
抑
制
が
殿
に
街

れ
ゃ
う
と
す
る
政
縦
U
的

τ、
刊
の
が
-
F
L
T

L
危

う

向

"

か

下
よ
り
ょ
に
抑
し
あ
げ
つ
つ
は
ね
誕
へ
す
。

『
軍

"ι&

・8L
F
A'b
h

回

S
H
V

そ
れ
に
は
次
の
如
く
左
お
こ
つ
の
場
合
が
あ

同 - 114-ーー

り
ま
す
。第
一三
ハ
銅

反
歯
持
法
ハ
ハ
〉

一
院
v
w
mみ
必
ま
る
だ
け
の
必
叫
が
m
m
m
m
で

AFH"で

は
A'

S
ひ
て

U

ぷ
ん

-

m

A
「

A凪

あ
り
、
受
乎
の
方
は
相
手
が
自
分
L
T
押
し
倒hす

き
う
と
し
て
ゐ
る
も
の
だ
と
い
ふ
-
』
と
そ
忘

れ
や
'
に
、

wm臥
な
く
白
剤
を
限
り
滋
般
な
際
航

-n
こ
な

を
行
は
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

S
い
』

a
s
o信

h
g

c

・'za
え
9

・-E

最
初
の
聞
は
、
識
の
順
序
と
泌
舗
や
お
陪

色町ん
L
ふ

え
る
ま
で
は
、
ゆ
っ
く
り
ゃ
っ
て
練
習
し
、

ヒ
ゅ
ん
じ
よ
危
う
・
や
A

V

-

-

ん
け
ゐ

順
序
と
裂
舗
が
わ
か
っ
た
ら
民
側
に
な
っ
て

搬
訟
を
併
が
ま
す
。

ひ
の
加
は
m
h
の
一
V
F
h
q
m
m
n
r
叩
刊
し
Y
げ

な
い
と
、
刊
の
が
d

で
郎
同
併
の
蛾
を
何
日
つ
こ
と

b
，
eて
ん
さ
い
し
ょ

に
な
り
ま
ず
か
ら
、
共
感
も
級
制
の
・
ヲ
ち
に

島
AY

・ea，
a
a
t，

、

〈

疋

よ
く
要
慌
を
曾
得
し
て
下
さ
い
。

府
鯨
滋
は
総
和
m
t
q
や
め
に
す
る
階
に
は
.

的
が
税
制
を
叩
押
し
て
衆
た
と
き
に
、
ぴ
は
続

三
七
町
ハ
ニ
〉
の
純
く
が
杭

ω科
mhT以
て
附

モ
a

e

a

p

&

F

h

e

硲

amふ
・

令

。

τ

か
ら
外
へ
か
き
わ
け
る
様
な
形
に
甲
の
雨
乎

A

F

t

-

-

H

V

4

 

そ
受
け
止
め
て
合
同
令
し
ま
す
。
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A
艇
彬
ハ
銃
一
一
一
八
何
回
イ
〉

こ
れ
は
設
が
と
球
目
小
、
ポ
ム
は
猷
♂
舵
け
』
の

間
口
町
駅
に
慨
を
綿
び
つ
り
て
、
鈴
僻
m
m粥

ω

姐

--TA'τ

ぜ
ん
L
ゐ

ヲ

S

L

出

V
A

、

や
う
に
雨
乎
で
全
身
を
市
り
下
げ
て
種
々
の

avん
z
，

ぜ

ん

L
b

・-ι
・
よ
く
か
う
〈
b

運
動
舎
な
す
、
全
身
の
筋
力
に
数
来
る
る
も

の
で
あ
る
が
、
加
刊
に
脈
お
び
肱
の
鮫
川
ル
ゲ
ザ

a
y
ん

E

，

す
癌
動
で
あ
り
念
す
。

量

e
‘。健」
F

a

ヲ

A
a
句
掃

〈
第
三
八
回
ロ
〉

イ
げ
る
W
4
1
M
Mす
こ
た
へ
の
め
る
?
?
に
し

W偽
」
P

・A・司
H

V

τ

E

A

7
事

E
A
V

て
お
く
。
節
三
に
前
の
引
き
乎
の
動
作
と
悶

'

S
L

除

W
た
ぽ

W

た

'

P

H

・れvg
t
へ

時
に
足
で
竹
斑
を
蹴
っ
て
抗
ち
に
先
仰
の
前

艇
俄
悦
で
悦
郊
に
ぷ
っ
つ
り
ま
す
。
似
品
の
獄

一
か
ら
銃
一
一
一ま
で
の
蹴
mw
は
艇
の
以
戦
ヤ
ゲ

て

主

る

う

W

E

A

J
U

て

う

か

手
で
積
受
す
る
と
同
時
に
そ
の
乎
や
摘
ん
で

第
三
・
丸
岡

組
仰
は
手
引
き

如
何
均
は
安
楽
町
支
や
陵
町
祭

も

る

う

ん

Y
寺

戸

、

際

ん

は

ιら

に
用
ふ
る
運
動
兵
で
あ
り
ま
す
。
二
本
町
桂

怠

HVだ

と

守

会

ゃ

う

さ

の
聞
に
取
り
は
づ
し
の
出
来
る
按
に
差
し
わ

た
し
た
る
邸
似
J

対
五
併
倣
の
幣
に
、
織
の

一
械
や
が
き
つ
け
、
惜
の
一

械
に
髭
九
相
会
一
都

び
つ
け
て
お
く
。
限
切
穴
令
以
て

mbT蟻
り
協

か
に
が
い
た
れ
て
m
m
t
q
臨
し
て
織
を
税
Y
げ

る
。
か
く
て
十
併
が
ふ
あ
げ
て
し
ま
っ
て
苧

同

a

hm
‘L

K
T
離
せ
ば
、
震
石
め

m
m
h
?
紛
は
く
る
く

-昆
は

a
u
e

る
と
翻
っ
て
縄
が
仲

ゆ

ぴ
て
行
く
わ
け
で
あ

る
が
、

引
百
舟
況
は
縦

nv
菅

直

う

お

管
で
パ
ツ
と
梓
令
押

さ
へ
て
艇
除
V
と
め

る
。
郡
山

hv鰐
い
も

の
か
ら
安
鮮
に
裂
い

む
注
品
、

も
の
に
し
て
、
徐
々

li'J八三然〈ロ〉げ揚谷正〈イ〉事事百貨

に
き
た
え
ま
す
。

t

，
u

v

'

e

L

，，、
i
n
ゐ
AV

9

w

h

e

敵
L
T
引
き
倒
し
な
が
ら
膝
削
節
を
蹴
っ
て
脇

岨

ら

ひ

官

必

τ

い

E
A
7

・

a
F
W

腹
へ

mM常
b
L
入
れ
る
動
作
で
あ
り
ま
す
。
郷

平
・
山
川
炉
、
慨
悦
は

rmω
ヂ
で
お

rに
椴

習
し
ま
す
。

h
r
τ

担
い

4

g
ん

-v'

て
e
a
'

A
掛
け
乎
(
第
同
一
間
参
照
〉
と
は
、
敵
味

就
が
お
ML
続
日
山
苧
守
山
川
即
け
て
ハ
苧
部
の
概

部
の
祉
の
と
こ
ろ
き
竹
内
邸
側
畿
で
す
へ
ば

k
s
s・
-
令
ん

-
z
U
A
'
t

お

融

危

》

太
万
尖
=
一
寸
令
交
へ
た
構
へ
と
同
じ
で
、
相

て

へ

ん

〈

わ

し

乎
が
H
P

』
う
密
化
す
る
か
知
れ
な
い
の
で
す
。

お

守

な

は

か

u

h

b

L

よ

ラ

包

阪

、

F

砂

沖
縄
で
は
掛
け
試
し
と
稽
し
て
、

E
U
「
引

か

す

冷

凶

"

か

て

か

ま

乙

ぷ

し

avb

つ
掛
げ
て
L
ハ
卸
ち
掛
け
乎
の
樽
へ
に
畿
を
交

ιn宮
免

許

へ
て
〉
よ
く
技
や
試
し
あ
っ
た
も
の
で
、
た

ひ

か

み

除

隊

m
v
S
M
F
E
s
e

だ
引
っ
掛
け
て
見
た
だ
M
U
で
E
C相
手
の
跡

献
が
わ
か
る
と
ぎ
れ
た
も
の
で
す
。

W
つゆ問

~ 

。
関

回

、
げ
て

HF
・-
E

h

a

q

A
接
手
引
ハ
第
三
九
回
〉

機
古
川
と
は
械
が
ん
川
平
齢
別
院
mm干
の
獄
誠

弁、

.e，、・Lよ
多

恨

'

旬

惜
し

ら

か

ぶ

兵
の
略
構
で
あ
り
ま
す
。
一
本
の
桂
の

下
部

ち

色

タ

ラ

ヲ

ち

じ

ゃ

う

包

-
T
く

す

ん

や
し
っ
か
り
地
中
に
埋
め
.
地
上
三
尺
五
寸

ぞ

ら

ゐ

‘

ろ

ま

た

障

を

H
w
-
n止
ま

惜

し

@

倣
ま
で
は
簸
又
は
制
竹
で
・式
含
〈
品
位
き
、
桂

の
μ
A掛
川

(

峨

M
A
間
一
伎
に

mhq印
刷
っ
て
即

meq

m
z
し
織
し
此
w
m
L
T
M防
て
と
め
、
m
m
の
開
山
川

v

uaTaヲ
岨

w

'

c

a

v

a

咽

上
下
へ
励
h
c
得
る
や
う
に
し
て
た
く
。
斯
く

e

r

e

-

ゐ
z
aマ
台

、

電

e
j
事
UF

し
て
闘
の
如
き
運
動
円
州
が
出
来
上
り
ま
す
・

こ
れ
は
鵠
炉
、
刊
誌
で
跳
川
町
、
仰
向
ヂ
伊
・
鰍
銑

a司
b
g
a司
e

す
る
活
動
H

判
で
あ
り
ま
す
。

c

a

マ
'削
Z

'

f

t

a
，

院

ふ

担

い

え

ζ
う
マ

ム
此
の
運
動
n
H

の
用
訟
は
、
第
一
に
横
腕
の

イ
の
が
附
然
乙
仰
の
蚊
M
h
F
で
舵
m
hす
る
ハ
時

そ
e

h

v

ζ

ぷ
L

E
曹

に

軍

は
外
向
き
、
話
ー
は
撮
っ

τも
よ
し
、
握
っ
て

伊
な
く
と
も
よ
し
)
獄
二
に
舵
向
均
し
た
ず
ぞ

慨
に
く
っ
つ
け
た
艇
で
苧
の
ひ
ら
舎
か
へ
し

Z

E

f

L

K

H

V

世
い

a'

て
ロ
の
部
令
撞
っ
て
下
へ
引
く
。
(
第
四

O
岡

山
町
駅
〉
。
椴
の
般
の
一
蹴
に
は
砿
絞
?
一
〉
そ
一
市

g

-

m

ほ

h
s

て
合
軍

り
下
げ
、
そ
の
六
き
さ
'c
佼
誼
と
で
趨
宜
に

郵山

hrr滅
し
て
ロ
の
析
を
…
叫
ん
で

W
き
下

ーー-116-一ー

み

!

と

&v

，、

.n‘
ゅ

け
て
見
て
克
角
だ
と
忠
へ
ば

「
行
〈
ぞ
」
と

=-a

れ

ず

串

ら

E

か
「
い
h

か
」
と
か
聾
を
か
け
て
技
を
争
ぴ

ま
す
。
c

e

b

g

A

J

e

a
・
』

-

w

'

e

E

C

-

-

'

e

企
此
の
運
動
共
は
横
に
前
十
円
脇
ポ
九
T

献
の
院

に
貯
た
て
て
蹴
字
紙
訟
を
す
る
の
で
す
が
、
-

う
で

-e

も
の
た

た
記
腕
h
T
首
て
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
か

-
W

ザ、

.z酬・hh，-
M

-

M

F

E

.

ら
、
つ
い
で
に
小
乎
の
横
弘
令
し
て
小
手
も
ぞ

き
た
え
る
の
で
す
。
が
-F
Jは
胞
が
に
パ
ツ
と

舵
安
り
で
ぶ
つ
け
る
と
配
械
は
MmM
撤
い
け

u
p
aゐ
ん

む

よ

ル

1

・

れ
E
も
、
我
慢
し
て
徐
々
に
き
た
え
て
行
含

ー-117-
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子守ィ

も
回、
ぷ

ま
す
と
、
艇
が
安
い
て
き
た
と
含

rの
が
字

、ゐこ
a
v
w
τ

・3C
て

横
受
で
敵
の
小
手
eq
ぱ
っ
と
は
じ
き
か
へ
せ

ば
、
艇
は
銃
一
一
の
が
勾
即
時
が
山
山
梨
な
い
ほ
ど
撤

み
今
一
概
へ
ら
れ
ま
す
。

mmmm朕
駈
即
時
の
数
字

め
る
み

の
妙
味
で
す
-

Am
T
w搬
飢
と
し
て
は
、
開
叫
仰
の

mL九
州

‘

口

廿

た

ほ

草

色

，

a
7

a

F

へ
て
竹
来
〈
ハ
〉
の
中
に
突
き
U
八
れ
、
そ
の
ま

‘
慨
を
舵
ん
で

W
つ
艇
の
、
俄
こ
れ
や
は
な

す
。
叫
m
蹴
mm
ぴ
卸
敵
対
w
m肌
飢
で
あ
り
ま
す
。

~ 

関

回

柑
叫
ぎ
な
い
於
が
よ
ろ
し
い
え
チ
l
シ
ー
と
は

b

z

y
，
.
‘
‘
 .
.
 ，

.

E

-昆
h

H

，、
.
，

制
御
刈
が
僻
鰍
の
燃
や
磐
く
枠
を
据
え
る
た
め

--we
‘
‘
.』

』FL

・

山
地
日
間
同

に
駒
山
簡
を
差
し
込
ん
だ
石
の
こ
と
で
、
制
M
J
μ

=

E

A

Y

怖

い

も

e

・

駅
て
ゐ
る
と
と
ろ
か
ら
同
名

bTmふ〉

釦
円
相
の
m
m滋
は
が
の
奴
搬
や
儲
り
間
一
股
に

巳

直

5

9

5

、

加

し

し

た

T
ち
、

ハ1
〉
即
時
を
占
に
あ
げ
Z
t
q
-r
に
し

て
取
の
駅
殴
L
T
鉱
郎
Y
は
し
、
ハ
2
)
鉱
炉

夏
、

憶

と

い

ι
う

司

た

ら
都
八
起
し
て
石
t
q
上
に
し
て
立

τる
と
と

。

続
四
一
向
剛
緋
斡
し
の
杭
鰍
の
山
川
の

r続
が

税
院
の
部
く
ま
で
町
駅
っ
て
伊
る
の
は
、
桜

山
吋
の
歓
似
に
慨
へ
た
も
の
で
、
対
叫
W
Fと
も
-

い
ひ
、
院
院
の
織
へ
と
も
詐
ひ
ま
す
。

縫
い

4

て
-
-
-
M
9伊

e
c
c
'
・
5

p

a
筋
四
二
闘
は
敵
の
攻
舵
令
市
平
克
し
て
引

き
病
へ
が
総
で
ハ
刊
は
刊
叫
)
肱
邸
t
q
r
〈

よ入~. .... る

るれ第まと
鍛2る 州 こ
練2と三ろ
のこ闘e。
世主ろは
職芝、敵て
的E何3の.
胞iすれ攻E
fI1fも撃Z
喜と 掛:tre
示品乎τ防Z
しヲ1;い
たので
も鯨2骨号
の習与誌・毛
でに~

総
閥
=一脳

前
柑
制
服
U
俳
削

あ
り
ま
す
・

A
銃
下
時
制
と
取
引
F

昨
臥
(
獄
間
四
阿
幽
ィ
、
ロ
〉

こ
れ
は
尽
の
駅
航
慨
を
畿
齢
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
、
潟
地
で
は
税
問
中
一
m
m
w般
一
即
一
の

滋
や
鋭
下
併
を
は
い
て
街
仰
臥
し
て
鍛
え
た
山ん

も
あ
り
ま
す
。
燃
焼
切
で
は
航
廿

lwハ
イ
〉
や

一杭廿

rwハ
ロ
〉
を
は
き
砿
か
対
燃
の
鉱
v
h献

が
'
に
さ
げ
て
、
ヨ
蹴
識
の
尉

whりで
眠
か
に

税
問

γω
れ
き
蹴
っ
て
鰍
縦
し
ま
す
。

企
…釘

W
D制
ハ
縦
四
間
町
剛
ハ
〉

杭れ引
は
艇
で
即
剛
の
や
、
ョ
に
mmる
。
〈
サ
1
シ

e-v'a-「

W

L

ゐ

-A

，

Z
E

と
は
錠
前
の
智
〉
A
U
搬
の
と
こ
ろ
ぞ
批
っ
て

Z
9ぷ

&
F
a

，
A
Y

へ

盆

ほ

--

h-z
b
v
s

胴
部
eq
閑干
の
上

へ
廻
し
て
持
ち
ハ
佐
し
軟
に

の
せ
る
の
で
は
な
い
υ
際
を
ぷ

η
rお
に
脱

L
ん

，

ん

E
，

体

-uE

定

A

'

伸
し
て
運
動
を
行
V
ま
す
。
鍬
四
五
樹
ロ
は

ず
念
且
・
7
6
シ

も

も

'iwza，

卸
ち
錠
石
L
T
m

ひ
る
運
動
で
す
@

e
'
'
L
Y
B
g

・

'

A
智
石
ハ
獄
凶
問
尉
-
-
〉

民
桜
燃
の
杭
に一

郎M
r
J
U
似
が
が
の
伊
ιτ

つ
け
た
も
の
で
、
館
山

hr
一
郎
臨
時
制
よ
以
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院内

，

‘d

e

t

ι

v

h

k

，

鉱
閉
五
脚
イ
の
如
し
。
乎
は
日
の
高
さ
よ
h
v

v
・-

S

E

，V

直

b
z
'
p

，w

似
し
く
ず
げ
昨
庇
戸
、
航
ガ
へ
伸
ば
す
。
此
の

紙
管
郡
山
州
艇
時
ハ
8
)
耽
を
ぷ
に
し
て
乎

L
F
h
旬

、

か

ぜ

ん

叫
a
J

。

b

を
周
の
荷
さ
に
前
方
へ
伸
ば
し
た
念
h

で、

杭
bz腕
か
に
が
お
へ
僻
し
た
り
起
し
た
り
す

る
ω

似
総
蹴
郎
脱
仲

(

4

)

政
令
ぷ
に

rて

'
e
E，
、
念
，
〈
9

b

'

M

e

，，，、
b
」
F

K
念
、
院
を
側
方
へ
庖
伸
す
る
こ
と
数
回
。

ハ5
〉
F

L

T

蹴
於
へ
mwば
し
眺
そ
働
か
に
M
凶

げ
る
綜
配
に
縦
か
し
て
、

.，m
L
P
W
拙
な
‘
晶
、
士
E

K

Z

石
tq
外
倶
斜
柑
制
下
か
ら
廻

L
ゃ
う

m，
向
調

は
し
な
が
ら
正
面
へ
起
句
』

告

す

」

司

〈

b
v

し
立
て
る
こ
と
数
回
酌

h

a

h

-

岬
な

ハ6
〉
前
と
同
じ
こ
と
を

う
も
が
は
な
‘
時
£
志
し
た
曳

内
側
斜
桜
下
か
ら
砲
は
し

A 

u-r，‘
"-w
隠

す

う

〈

b
い

な
が
ら

E
w
t
惇
』
し
立
て
る
こ
と
政
問

〈
7
〉
岡
山
穴
に
て
伊
の
奴
搬
を
械
り
、
牝
令

且，
、

，

h

z

-

-

b

p

'

虫色碍

五
よ
り
初
へ
蹴
紘
t
q
え
が
く
蹴
に
〈
叉
そ
の

殿
山
叫
に
社
よ
り
ぷ
に
)
府
側
へ
慨
し
に
り
鰍

r，，、』
n
a
p

ま

へ

お

な

し
仁
h

り
す
る
こ
と
蚊
凪
叫

(

8

)

前
と
同
じ

こ
と
そ
一
郎
鰍
へ
俄

ρ
。
腕
ザ
杭
が
叫
叫
が
際

蹴
の
滋
く
や
一品
一川
に
町
…
附
す
る
総
一
郎
h
q
一間
山由

ナ
多
〈
b
h
F

乙
と
数
回
。

川
町
民
八
艇
の
畝
鋭

LTr杭
同
科
で
か

mrι

涼
鈴
幻
b
M
A
け
伎
が
ま
す
。

、

企
品
川
訴
し
〈
燃
四
問
問
削
ホ
〉

が
そ
が
お
の
ヂ
で
鍛
り

M
Wに
叩
押
し

Y
け

a'tvE

，
.m
こ

な

ち

h
r
ら
い
し
・
ん

て
鉱
動
L
T
行
U
ま
す
。

カ
お
は
柄
の
な
い
も

の
で
も
よ
い
が
伊
が
る
る
と
駅
川
砂
納
税
に

ー-11!l一一ー
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も
な
り
・
4
h
す。

A
館
ハ
鰐
四
五
町
イ
)

伊
山
は
阪
む
し
た
一
肌
仰
の

rm帥
(
際
な
は
飢

餓
舵
〉
で
あ
る
が
、
そ
の
ん
町
り
務
総
銑
が
F

，、
u

e

均

か

ら

や

9

a

奮

い

か

う

〈

L

P

首
の
カ
t
q
喪
成
す
る
に
数
問
問
が
あ
る
の
で
、

読
苧
の
抑
制
問
蹴
蹴
町
と
し
て
も
一
野
脱
さ
れ
て

b

‘
h
v
h
a
'
L
P
b
&
r
，
。
.

居
4
4
す
。
持
ち
方
と
按
り
ホ
を
詑
呪
し
ま
す

イ
巳

ん

t

T

a

ぞ

だ

い

宅

a

v

急電
〈
の
ん

へ
二
肢
に
折
り
曲
げ
、
共
の
第
一
節
の
側
面

じ

む

か

，

、

に

い

ゆ

4

・"
〈
め
ん

h
T
b

と
他
の
四
指
の
各
鉱
一
節
の
甑
耐
と
で
聾
の

郁
を
榔
み
ま
す
。
.
此
の
間
み
れ
は
械
部
の
駅

。

ん

吟

か

い

U

ゆ

ゐ

m

b
4
h

v

も

が

聞
を
使
は
な
い
の
で
、
所
制
鷲
掛
み
と
は
品

ゐ

っ
て
日
前
ま
す
。

拡
は
ね
恥
“
慨
は
慨
も
た
れ
や
銭
。

。、
A

，

て

号

、

ん

b

'
a司
i
u
z

ま
L
雨
手
に
下
げ
て
三
戦
式
足
取

ae

i

u

ゆ

か

し

づ

り
ハ
足
を
床
に
つ
け
た
ま
L
で
静

'

ち

電

々

と

悠

ん

ゑ

ん

か
に
内
か
ら
外
へ
伴
闘
を
え
が
き

を
A
し
ん
に
か
れ
を
内
ゆ
い
き
ん
ぜ
，

念
が
ら
前
結
。
立
ち
方
説
明
参
照
〉

で
献
縦
し
ま
す
。
が
ち
放
の
郡
山
山

、

，

-

v

u

'

a

，
。
a
T
'

が
わ
か
っ
て
来
た
ら
、
砂
を
小
A
A

‘

ロ

む

乞

d
r

令
広

づ
っ
入
れ
、
慣
れ
る
に
従
っ
て
砂

'

'

'

h

'

u

a

・

a

τ

忽

の
荒
を
多
く
し
ま
す
。
若
し
砂
を

且‘，
ぃ
‘
.
A
・
M
M
刷
盤
、

満
た
し
て
何
十
分
で
な
け
れ
ば
、

守
信

&
F
S
こ
い
し
a
μ

怠

s
b
u
v

砂
の
代
り
に
牒
又
は
鉛
を
入
れ
℃

勧

‘

こ

iν

・、a
F
S

霊
く
し
ま
す
。
と
れ
は
臨
の
カ
と

hF
U

--
v
a
鉱
‘

v

a

n

〈

h

リ

ミ

，

、

，

ん

扇
の
カ
援
に
搬
カ
b
L
き
た
え
る
迩

z' 
動
で
あ
り
設
す
。

企
脱
出
枇
〈
燃
側
六
問
削
ハ
〉

〈
一
)
鯨
郁
ふ
ぬ
の
刊
か
ら
か
け
、
日
川
一
鋭

部
は
叫
仰
に
か
け
て
際
百
戸
、
税
臨
時
の
古
川
へ
伊
ば

偽他
hF
AZ
LV陪
M
V
〈
す
・
ゆ
ぴ
ζ
殉

M

V

L

E
.

，
k

・
4
5

し
、
中
高
指
繋
指
小
指
の
一
一
一指
を
抗
て
舵
万
一

の
m

L

T

ぶ
か
ら
お
き
へ
れ

q
間
的
の
叩
仰
は
配

ぜ
ん

u
r
軍

は

う

0

・Aう
除

草

除

去

然
に
憎
め
方
へ
仲
び
ま
す
〈
棺
は
貯
と
附
じ

均
き
が
M
m
w
γ
』
れ
が
が
ち
放
で
す
。
一
小
山
t
q

m
掠
る
階
は
、
問
燃
や
・
か
け
て
町
田
る
政
令
間
協

の
?
タ
に
は
さ
み
般
の
問
椛
の
蛾
ふ
慨
へ
て

ひ
ど
さ
L

由

匝

主

〈

u

p

a

M

(
人
差
指
令
翼
慨
に
、
小

申
H

V

え

が

L

'

e

ι

た

え

巳

軍

指
を
柄
頭
下
に
〉
柄
L
T
E

P
、
隣
町
吋
に
僻
慌
を
仰
げ
ば

し
て
幣
の

γ般
に
僻
へ
る

‘

と

と

e

c
一
〉
元

へ
も
ど
す
除
は

間
協
L
T
舵
へ
慨
し
低
仰
の

'‘ 

，ド三ゴ
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図六回第よ

顕?の代Eを
を桁ルりを箱"
1長2 関~ ，乞?とに』
科去を E2え砂Z
庇どそをまをと帽
にろ入いす入い
きへれ。れ
たてて砂さて
え傘t突'で指ゐ
る諜2ぎき頭E
Z匹tをまたを'
はたすえ以ミ
出でた 。?と 1 
5健診い然主ら突令
~てし 、 い
すも五砂Zて
。指む本~(f.) 之主

Sお

1¥. 

関

問

4 

。

，、修一一覧

4 

-

e

u

v

n

k

，

、

a

A

Y

C

注
品

マ
グ
の
聞
に
翼
令
は
さ
み
、
同
時
に
刊
本
の

ω仰
を
伊
ば
し
て
鰐
与
問
慨
へ
按
け
仰
向
め
る
mm

ふ

h

v

&

5

・

b

肺

M
V
え
が
し
ら
し
た
。

に
振
り
、
人
差
指
は
柄
顕
下
へ
仲
ば
し
・
一一一

L

a

『

E

瞳

主

《

，

内

包

主

指
は
前
通
h
H

異
eq
上
か
ら
沿
さ
へ
ま
す
。
要

e'
a

-

b

h

vた

幡
市
ん
ぷ
，
、
句
や
ゆ
"

す
る
に
叙

ω振
の
方
は
、
一
本
の
挺
を
株
指

ぜ

ん

と

ふ

@

の
て
ず
に
は
さ
ん
で
前
後
へ
掠
n
J仲
ば
し
た

b

t

s

・

均

価

n

-

F

a

り
按
り
納
め
た
り
す
る
も
の
で
、
乙
L
T
劃
め

巴
i
v
'e〈

ふ

ゃ

う

げ

い

二

忌

て
迅
速
に
揺
れ
る
椋
に
棺
古
し
ま
す
。
按
る

院
に
郎
同
併
の
跳
乙
w
た
な
い
m
m
に

m
y
L幻

ー一-l'.!O-一一

し
ま
す
。

A
慰
ハ
総
同
六
町
刷
ロ
〉

拡
は
対
日
竹
猷
儲
h
v
も
あ
り
ま
す
が
、
叫
が

4
:
.
1
9
&
v
h

‘
 

聞
の
棋
な
形
の
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

aP
ah

-

-

か

た

ま

-
R

や
附
ぴ
て
D
H
V
ら
陵
・
ぷ

ん
、
迩
の
持
ち
方
は
先
づ
抑
指
令
杭
の
内
部

ロ

巴

い

d

q

.

L

F

ap

‘

.
a
e
&
'
ん
と
a，

第
凶
七
函
イ
は
聾
を
持
つ
て
の
楠
助
運
動

E

h

v

d

q

・

，

歩

、

い

b

a

・

で
、
第
四
七
岡
田
一
は
力
石
を
持
つ
と
と
る
。

A
鉱
ゆ
帽
(
獄
四
入
問
凶
イ
〉

・.
、
‘
，
、
ゆ
ド
-
w
a
偽
偉
い
し
直
す
ん
M
m
h
、
，
H
ゐ
て
崎
ぽ
d
'

・
9

直
観
}
ド
寸
月
五
一
寸
五
分
位
の
鍛
抑
を
以

、
‘
ゐ
a
'
M
M
い
-
u晶
V
，
、
.
v
a
偽
向
、
.
ゐ
陪
ゑ
ん
げ
い
句
〈

て
、
長
錨
一
尺
五
サ
伎
の
桁
阻
形
に
作
っ
た

町
制
で
、
鍛
対
応
ず
即
時
の
が
い
乞
き
た
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

念
断
新
ハ
鯨
四
入
町
田
)

配
係
J
J
M
五
が
倣
で
踏
さ
一
一
一
郎
ぎ
ハ
況
の

t
n
d
E
，
.
‘
‘
，
L
A

h

v

b

・

-

お

か

μ

餓
維
の
陶
端
に
石
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
竪

治

t
'

aT
'
a
p』
今

め
た
球
を
ぬ
け
な
い
械
に
取
り
付
け
た
も
の

事
'
h
'幽
T

，

，

、

ね

ん

，

、

i

"

ん

仰

、

&

ゐ

ゐ

沙

誌

で
、
震
設
は
十
件
以
か
ら
こ
十
批
位
ま
で
の
間

τ

-

g

a

q
《

h

v

a

'

τ

3

.

，

a

偽

e

a

，

で
組
主
に
作

p
、
雨
乎
で
押
し
上
げ
て
部
批

知
こ
は

am
a
-
ひ
ぬ
v
'
e
b

--
'
a
a
，

，

を
行
ひ
ま
す
。
或
は
、
仰
臥
し
て
球
枠
の
持

し
あ
げ
を
併
が
ま
ず
。』

--S
て
a
v
-
-n
hv

a
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
'
及
び
銀
唖
鈴

HM
い

dv

〈
第
四
八
闘
ハ

、
乙

州問で
mm
っ
た
こ
僻
の
蹴
り
に
mm継
を
山
山
D

-

v

，

 

.

.

.
 ，

t

n

u
嶋

a

a

'

e

an〈仇
J
I〈
・
a，
・
u
ん
主
事

左
抗
の
岡
乎
で
引
張
る
道
具
が
担
カ
培
地
制
m

ー-121-



4 

回九関~

毘

ぴ
孟
'
ん

z

'

e

b

k

'

&

・

の
術
助
活
動
n
H
と
し
て
使
則
さ
れ
て
居
り
ま

てぬ
7

・

す
。
れ
ぬ
制
的
で
は
エ
キ
ス
・
ハ
ン
グ
ー
や
餓
返

鮮
が
狐
即
納
町
朕
で
町
ぐ
干
に
は
い
る
の
で
、

b
b
'
hリ
'

包

か

ん

b
a
'
b
a
T
'
n
h
v

ゐ

糸
東
流
で
は
盛
に
そ
の
使
用
を
奨
蹴
し
て
居

齢
、

k
'
S
駒

レ

b

ま
す
。
共
の
周
波
は
よ
く
釦
ら
れ
て
盾
ま
す

.‘，‘。，、

か
ら
、
此
底
に
は
省
略
し
ま
す
。

ど

い

づ

て

均

約

a
-
z
r
'

ぃi
u

第
四
九
回
イ
は
銭
輸
を
持
ち
、
同
ロ
一
は
石

山

V

民

館

-
v
B
L
V

‘

宮

ん
g
a
，

‘
a-wゐ

ず
駄
を
穿
き
錠
石
を
持
っ
て
運
動
す
る
底
U

第
四
三
節
其
他
の
補
閥
的
鍛
練
法

と
一

般
的
注
意
事
項

A
ポ
・
げ
結

時
い
が
の
様
か
ら
だ
い
縦
を
の
m
り
下
げ
、

い
の
で
ゐ
り
ま
す
。
問
山
都
M
U
就
き
い
も
の
を

毛
隊

a

v

-

-

む
.
，
ん
ど
，

備
へ
付
け
て
見
て
も
、
無
理
念
運
動
に
な
っ

'んど，

..
 

た
り
、
運
動
が
沿
っ
く
う
に
な
っ
た
り
し
て

な

ん

，

g
h
v

チ
l
L
V
'

は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
錠
形
石
、
据
石
、

エ
キ
ス
バ
ザ
J

グ
1
、
艇
向
皿
山
齢
制
引
を
総
川
島
燃
に

段
、
総
献
は
叙
般
に
せ
・
ヂ
た
る
べ
く
眺
か
に

b
a
ζ
は

ゆ
っ
く
り
行
ひ
ま
す
。

且

U
K
，ん芝

'h、
て
g
'
&
ζ
‘
。
‘
，

A
補
助
運
動
兵
は
た
る
べ
く
手
近
た
所
に
泣

き
、
燃
に
蹴
駅
の
即
吋
献
を
鰐
け
十
と
も
貯
え

や
ち
ょ
い

f
k鰍
戦
に
一
聡
総

Y
対
が
泌
総
川
町

.，
ん
z
'
e
v、

E

・

で
あ
り
ま
す
。
運
動
具
が
乎
も
と
に
な
い
時

多ん
E
'
e

ゐ
今
少
‘
。
‘
，
M

局んえ，創刊
a

，

wh
は
、
運
動
日
持
を
扱
っ
て
居
る
指
分
と
製
鎮

で
対
M
Z
い
八
れ
て

g
k
mが
ま
ず
。
と
れ
い
郎

=，，、。

る
娘
附
械
が
あ
り
ま
す
。

糸
町
す
る
に
um磁
の
獄
航
釘
を
賊
ひ
て
ハ
伊

&

-

-

n

信

念

'

a

H

'

b

んに
hvhv
，、

事
凡
な
い
時
に
も
そ
の
同
じ
嬰
舗
で
〉
身
間
各

um--ん
巴

，

、

包

&

品

、

.

部
の
筋
品
目
を
徐
K

に
き
た
え
あ
げ
て
行
く
の

で、

M
M刊
に
も
併
智
時
念
総
駅
何
舵
総
俄
で

あ
り
ま
す
。
般
に
似
品
の
mm駅
淑
献
と
獄
や
純

平
の
鰍
訟
と
を
併
せ
然
パ
鳥
山
町
に
は
、

M
恥恥れが 。

J:~てそ
下品 、れ
す静与を
るか雨:
蓮え に手主
動f金Zで
をa身え握与
行=をつ

ひ
を
す
。

な
ω

植にか&耳

企
縄
高
跳

艇
に
蹴
を
mw
り一一

三
脱
却
か
ら
却
っ
て
配
て
慨
を
即
腕
び
ぜ
す
。

創
る
郎

W
を
ち
ぢ
め
、
織
の
時
さ
を
対
燃
に

にか

$

h

V

3

α

・ν

宅

巳

前
く
し
、
最
後
に
は
走
ら
・
?
に
共
の
拐
で
な

応
L
V

是

ζ

れん
ιν
ふ

る
ベ
〈
向
く
跳
ぴ
越
す
税
特
を
し
全
す
。

伽
他
仰
愉
ふ

0
・‘日

A
綱
領
跳

怨

u
h
v
k
'
U
ん巴
V

A

づ

か

ふ

て

・一

細
の
閣
制
を
揖
h
y
、
自
ら
怒
り
な
が
ら
跳

務

総

を

mrま
す
0

.
此
の
飯
山
協
は
伊
都

忽
仰
ゆ

aε
日

告

な

そ

こ

d

，

K
一
疋
ふ
純
飛
と
同
じ
と
と
で
す
が
、
其
の
致

郡
山
は
似
附
b
L
だ
起
に
し
、

m
b
の
鰍
隙
を
榔
向
山
む

i
u

ん
に
い
'
ご

W

い，、静
h

v

a

a

，，.. M
9
 

さ
せ
、
身
慢
の
勘
き
を
軽
快
に
す
る
等
頗
る

務
総
の
ね
仰
い
叡
仰
山
で
あ
り
ま
す
。
総
鵜
に
仰
い

て帥町内心

mm齢
に
山
部
駄
の
舵
釘
を
か
け
て
紘
一
般

妙
。
。
む
れ
ん
む
・
晶

&
r

し
ま
ず
か
ら
、
蹴
足
と
し
て
の
練
習
を
も
錠

ゐ

b

a

-

n

a

偽むふ

ね
て
居
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
大
い
に
練
習

要f無U特を来品が均1
で理Yにをと等t
あをと注?納tれに
りせ泣いめ?と強2
ます=ずる強宅建5
ナ、べと越5し
。徐Eきとを
.k("とがな内去
にと tHでし臓す
鍛去は来'て賭t
練2、る、機?
す決立の理・闘史
るしで想?も
とてあ的Eよ
と念1り誕iく
が遮~!l動5 関7
肝工にす敏i~をt

聾3乎て雨:て 企 を
成t押=乎ミハ立三 平23旨ー
すしをイ木'手て挺‘
る t:上E)叉2拐でめ
の行き下4雨:は し
でひ忽に乎ミ桂~ ~ 
i2> ~しを、s す
りすて以5或2 0 

~ 。偲Eてはひ
す無むを ZFt石工
が論Z側ぞ乎て塩t
特t之主方すで
殊年 lまに抑'壁主
の押'曲‘し得ま
部・すげハに
J~~' 力2 てロ向Z
は~‘.2jl.~'-'つ

商交習27ぢE際・ A ~う
にをのを走t走Eり
てな一敏史り り "t
f~~ し宮本越ぞ方t 方主せ
脅之、とにの ん
を漸主し走t統t 。
行雪次Zてる習主
ひ止にゴ二E鯨-tは
ま愈E乎て省主長:
す勾3・のを距l
。配f符i:t.し融t
の~比~で
土Z闘士ナ主主
乎てを 。く
の走t叉2て
傾tる走5短記
斜与緋~-þ 距1

しので 企

て霊?無む棉a補処
度主量Z理'助E助z
.k~の-; ~蓮i窪i
椋2もす動5動f
脅之のるは の
すでよす ー
るーりぺ般党
と度E もて的E
との〈、重7注?
を回t換?量ネ意‘.
以主教すにの'
てを扱2大言
蚊3多立へ..き
来るくるい
が 、程ごも
多Zそ度z。

ーー目 12~-ーーー』・123-ーー
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第
十
三
章

平
安
一
ーーー圃.

段

第
四
回
節

卒
安
二
段
の

型
の
叡
観

イ .A.
ア~。 平

ン安。安
とは の
鼠孟ピ型
むン
人Yア
もン
あ と
り 撹a
まみ
すま
がす

尭1近え
文~p長t
'" ".、

あ
り
ま
せ
ん
。

、
h
v
ゐ
ん
か
鉱
い
&
す
を
ん
ぜ
い
ζ
s
h
r
・
u
幅

'
I

平
安
の
型
は
糸
州
先
生
が
、
古
来
の
積
k

ι
v
z
-
w
ゐ
&

巴

こ

品

開

ん

・
'
・
識
か

の
型
の
梓
を
取
り
、
自
己
の
研
究
を
附
加
し

a

m

‘

司

〈

L

F

乞

ゅ

ん

て
、
新
た
に
作
ら
れ
た
型
で
る
り
ま
す
。
現

恕
一

W
L山
山
貼
れ
て
配
る
一村
獄
の
践
は
材
一
献

Mg

均

〈

で

，

、

か

μ

z

h

m

ん

き

・

3
ゐ
℃
ん

毅
録
に
出
て
来
る
型
と
は
、
多
分
に
相
違
賠

今
お
h
o
t
-
九
ん
，
、
"

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
傍
へ
る
聞
に
餐
化

し
た
も
の
と
肢
は
れ
ま
す
。
総
し
税
総
影
駅

防
リ
ド
・
・
ぃ
、
い
あ
ん
か
紅
ぞ
ん
u
'
u
v
a
ζ
e
e
ん
e
v

に
掲
載
す
る
平
安
の
型
は
全
部
糸
洲
先
生
の

h
p
、
鈴
平
に
が
て
は
紘
一
弘
附
仰
向
で
も
、
山
国
針

陀
…
郎
加
が
し
っ
か
り
し
て
伊
れ
ば
、
そ
れ
が

z
'
'
・
z
'
'
'
L
F
，
，、。

攻
艇
と
同
級
の
数
川
却
が
る
る
も
の
で
あ
り
ま

=

'

t

z

ほ

ん

か

%

、

，

t

ん

a

，

、

す
。
例
へ
ば
此
の
こ
肢
の
型
に
あ
る
中
段
打

mmし
の
伊
併
に
、
附
加
続
税
の
範
加
が
し
っ
か

り
し
て
伊
れ
ば
、
新
戦
総
の
か
穴
い
て
山
成
る
胤

を
グ
ワ
ン
と
脱
税
し
た
だ
け
で
、
髭
納
税
は

一
一
一
宮
と
新
加
m
r
m
m
な
い
ほ
ど
の
航
ヂ
を
安
け

ま
す
。
射
斡
訴
の
叩
蹴
っ
て
必
然
る
肝
心
を
悦
郎
践

がぺ
J

は
?
版
記
苅
誌
で
グ
ヲ
ン
と
や
ら
れ
る
と

C

・
E

・

む

つ

そ
れ
だ
け
で
敵
は
二
度
と
足
を
使
ふ
と
と
が

白

v

-

-

-

-

r
r会
y
、
採

v
rっ
て
回
抽
る
と
と
さ
へ
貯
来

た
く
た
h
y
ま
す
。

内

E
t
-
a
'
V
盆
・
&
，
、
，
K

曲
'
g
k
会
，
、

企
貯
く
の
飢
く
防
禦
カ
が
強
け
れ
ば
防
禦
帥

'

r

・
;
，

z

制
燃
と
い
ふ
緋
艇
に
た
り
ま
ず
か
ら
、
此
の

が
れ
知
一
一
阪
の
凱
は
、
脱
が
ぷ
か
ら
山
川
れ
ば
仰
向

‘F
'

a

・

'

v

t

u

。
，
u
v
h
v
'
〈
h
v
z

・

相
一
院
制
執
四
で
す
が
、
官
際
の
故
必
か
ら
見

れ
ば
M
P
V
射
wmと問
mmm
の
燃
料
を
如
何
す
る
と

ゆ
丸

LF

‘

と
に
な
る
の
で
る
り
ま
す
。
棋
に
す
べ
て
益

E

h

F

μ

砂

U

M

a

リ

h

z

a

-

-

n

乎
の
劉
を
柑
古
す
る
と
き
に
は
常
に
そ
の
心 の

型
の
手
数

郎前恥
v
r
r
w
M
h
M一郡山
b

が
総
W
M川
低
一
郎
飯
に

是

-

-

-

-

処

・

ん

を

か

島

よ
っ
て
共
の
健
保
存
し
て
居
ら
れ
る
型
で
あ

り
ま
す
。
仰
仰
川
叫
仰
い
m
W
M川M
b
の
協
か
は
一

mm

i
u
h
，
‘
，
‘
t
a
Z百
億

'

M

ん

や

乎
一
投
足
の
聞
に
も
包
含
さ
れ
て
居
り
を
す

け

ん

.

，

，

、

巴

か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
研
究
し
て
下
さ
い
。

へ

い

め

ん

ピ

ん

記

ん

不
安
は
一
段
か
ら
五
段
会
で
る
り
ま
す
。

怜

い

ζ

ぴ

憎

ん

U

&

世

ん

ピ

ん

a

v

開
古
の
順
序
は
一
段
か
ら
五
段
を
で
進
ん
で

も
よ
い
わ
け
だ
し
、
む
か
し
は
然
う
し
た
も

の
で
す
が
、
脳
同
切
で
は
二
阪
を
総
杭
に
や
り

陸
、

お
に
三
阪
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
一
段
に
も

ど
り、

そ
の
佼
に
四
郎
、
五
肢
と
い
ん
献
に

怜

a

'

c

u

-

-

『

司

g
U
恒
ん
じ
孟

教
授
す
る
の
が
普
訟
の
順
序
に
な
っ
て
ゐ
ま

す
。
そ
の
智
一
昨
は
二
郎
三
郎
が

r戦
間
や
さ

か
に

し
く
て
型
が
た
ぼ
え
い
い
か
ら
で
あ
り
を

す。
出
付
ち
鴨
」
、
防
柳
川
が
収
な
る
mmmm
で
な
く
腕
民

少

旨

い

‘

，

M

ん

‘

、

-

F

，

.

較
で
あ
る
と
ま
ふ
気
分
を
持
っ
て
、
カ
の
入

a

w

ん

h

-

a
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〈

記

れ
川
悦
き
b
L
よ
く
研
究
し
て
下
さ
い
。

然
五

O
悶

不
安
ニ
段
。
裂
の
総
武
餓

A
演

武

線

、

"

ら

ら

ぽ

九

h

F

院

ぜ

ん
ω
検

定
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本
俊
二
肢
の
型
は
み
一
部
で
二
十
一
動
作
か

包
え
九
M
U
h
v
A
a
v
，
、
ぷ
ん
h
v
ん

ら
山
肌
り
斌
武
時
間
は
約
一
分
間
で
あ
り
ま
す

弘
ら
以
降
‘
A
m
-
-
ν
注
目
い
d
7

3
t

t

v

む

V

蹴
武
紘
は
抑
輪
第
五

O
凶
の
如
く
、
大
酪

直

'

'

h

'

守

ん

L

F

'

z

'

包

睡

ん

入
つ
の
方
向
紘
を
え
が
き
ま
す
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行
動
の
悶

レ

巳

"

化

九

"

が

ほ

'

ζ

'

ぜ

ん

也

‘

る

陀
純
ヴ
て
蹴
武
方
向
紘
を
並
べ
て
見
ま
す
と

塩
ん
こ
‘
，
e

‘。，、

-n

v

u

ゅ

ん

じ

孟

レ

ロ

・

木
講
義
録
に
於
て
も
、
と
の
順
序
に
総
ヴ

て
、
有
・
坑
の
帯
創
棋
は
、
二
郎
三
郎

一
際
四
阪

記

ん

"

，
ゅ

ん

こ

'

v
e

-

-

ゐ

ゆ

五
段
と
い
ふ
頗
で
、
講
義
を
盤
め
て
行
か
う

と
思
ま
ひ
す
。

A
徳

院

幹
一
筑
ニ
阪
の
離
の
徽
ず
を
は
じ
め
る
献
に

一
般
仇
何
時
制
を
舵
即
時
し
て
た
き
ま
す
。

へ
い
ゐ
ん
巴
ん
か
お
隠
し
v
a
a
'
M
ん
か
い

‘

平
安
二
段
の
型
の
内
綜
を
分
制
御
し
て
比
ま

a

-

v

b

幅

ゐ

ゐ

他

民

‘

i

ν

惨

ゐ

ゐ

&"し

す
と
、
衣
の
五
組
制
の
慨
を
と
側
面
矧
の
足

uド
h
s

圃

E'

の
働
念
と
か
ら
州
旅
て
ゐ
ま
す
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、
，
E
a
向
、
‘
‘
，
、
，
a

u
-
T
'
巳
ん
‘
"
ゆ
a
'
防
、
，
也
、
，
‘

手

l
l中
段
む
突
、
上
段
揚
宮
川

巾
舵
打

前
二
ド
阪
搬
山
市
?
臨
ん
古
川
知
o

m--レ
の
m
f
武
、
蹴
膨
説
、
総
舵
路
、

l
u
-
-
t・，

四
股
立

&
ザ

え
'

毛

・

6

・、hvゐ
ん
巴
a
内

陸
い

右
の
要
素
か
ら
見
て
も
、
平
安
二
伎
の
門

知
的
は
射
載
と
し
て
は
訟
が
お
き
の
一
胞
が
る
る

由
a
'
M
曹
、
-
v
a
v
・3
陪
ん
ae
ゆ
多
段
・
9
a'Mh
ん
a，.e
h
g
&
c
b

だ
け
で
、
防
禦
は
上
段
揚
受
、
ーω・舵
打
帯
、

吟
仰
向
蹴
潟
、
下
山
肌
利
刃
向
拘
の
四
臨
燃
に
た
っ

て
伊
り
ま
す
が
、
版
部
で
も
も
4

献
し
し
た
蹴
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R
7
v
-
e
M
品

-
次
の
泊
り
に
た
り
ま
す
。

一
、
却
が
一
線
二
、
慨
が
蹴

k
'
u
'
e
ん

守
い
な
ん
曾
品

一
二
、
東
方
線
四
、
西
市
総

常

い

は

，

、

健

ん

e

v

u

'

e

l

A

五

、

商

北

線

六
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西

方

綿

色
'

z

e

e

ゐ

A

'

は

ん

曾

ん

七
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東

北

線

八

、

東

南

紘

A
杭
の
於
附
燃
の
ね
句
は
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wwで
も
獄
町
挑

む

じ

ん

を

企

'

b

ん

か

'

a

a

'
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'
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自
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其
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時
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行
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方
向
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〈
お
め
し
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h
v
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で
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ま
す
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動
作
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け
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。
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の
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e
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潟
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E
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'
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d
v
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n
a
え
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ん

τ
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ま
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作
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わ
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い
な
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京
臨
南
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方
向
は
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の
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西
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陰
ん
〈
れ
ん
v
h
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U
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u
ん
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v
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-

は
何
の
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も
な
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者
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岡
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が
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初
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て
叩
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e
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献
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献
を
映
仰
の

。

，

=

‘

ち

え

〈

記

た
い
桜
花
心
得
て
帆
轟
い
て
下
さ
い
。

ー- 127-



第
四
五
節

卒
安
=
設
の

型
の
手
数

て
設主次手
明含陀
教主司王ご
し安2
まこ
す段去
。の

型E
の
手て
数5
を
幽づ
に
よ
.つ

A
構
へ
方
(
鯨
五
一
昨
)

‘
"
し
そ
a
e
g
H同
・
・
珍
‘
M
同
'
F
f
a
n

(
イ
〉
足
は
外
八
字
立
に
附
含
附
膨
W
ば
す

て
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e
い
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&
‘
h
r
・
h
・
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む
に
V

凶

m
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ハ
冒
〉
乎
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左
お
共
に
盤
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泊
中
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劉
り
附
腿

a

T
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こ

'

e

a

u

の
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け
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と
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L
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ん
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ゅ
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い
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榔
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守
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婆
馳
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と
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。
ハ
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向
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e
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憎

ん
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顎
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つ
け
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山
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蛍
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郎
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に
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マ
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・
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F
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げ
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下
丹
田
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る
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不
安
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内
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図
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村
民
配
伽
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・
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叩
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し
て
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る
。
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ロ
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向
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配
蹴
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山
品
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町
対
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グ
蹴
蹴
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ド
ロ
'
a
'

t
畠
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ぽ
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動
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一
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齢
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右
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段
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a
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r
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て
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上
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し
て
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山
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献
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グ
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献
膨
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な
る
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ロ
〉
町
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刊
初
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て
郎
の
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o
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凶

'
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=
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E
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受
け
す
る
、
甲
は
上
。
〈
ハ
〉
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e
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μ

左
融
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の
緋
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催
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ハ
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〉
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を

第
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五
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平
安
二
段
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一
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動
作

企
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一

動
作

ハ
鯨
五
三
町
)

し
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が
ん
で
ん
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《
ほ
e
'
'
w
ん
勺
p
g
・
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眼
船
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北
方
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左
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落
し
。

部

勝
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川
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峨
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ザ
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幻・・
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だ
け
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五
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ハ
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動
作
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平
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段
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・
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先
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猫

-

b

'

妙

ん

3

g

g

レ
ら

足
と
た
る
。
ハ
ハ

〉
右
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・
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て
右
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献
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&
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来
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'

'
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・
・
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仲
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右
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を
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の
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く
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叩
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催
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に
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右
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叩
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・
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昨
し
、
開

W
に

p
m仇
を
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駁
訟
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す
る
リ

釈
は
丘
町
内
き
。
山
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心
一
民
献
に
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化
パ
点
。

企
第
六
動
作
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獄
五
九
町
剛
〉

談
鋭
、
怒
川
へ
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予
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場

際
問
ゆ
ハ
イ
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刊
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山
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館
ハ
ロ〉

お
山
ん
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版
(
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刊
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と
し
て
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m
h
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一

四
グ
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し
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削
船
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な
る
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に
一

r仰
刊
を
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町

て
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の
紛
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す
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。
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仰
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'
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揚
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仲
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携
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縦
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・
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。
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。
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。
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に
は
街
叫
に

-
a
‘
.
掛
か
，
、

し
て
思
は
ぬ
不
蛭
を
と
る
と
と
が
あ
り
ま
す

，、、

事10
ν、
て
j¥. 
字ロ

立とE 

~ 
s 

る 4 
。

〆画、
ロ
、J

雨=F? 
4ま

れ
ば
1:r. 
り
't 
せ
ん
ー目寸。。

は 4フ，心f
の‘

甚

L窓~~

と
ν、
つ

殊E
K 
回・
と
目。

さこ
の

'E気述h。a、b $ 

の

掛812Z 
』乞

党t
る ¢ と
除&

e

g

b

 

程
し
っ
か
り
し
て
居
注
け
れ
ば
、

に
ら
み
すて・

〈
め
ら
れ
て
し
を
ひ
ま
す
。
さ
う
な
る
と
敵

め

晶

H

こ

‘

‘

。

.

v

a
マ

の
自
に
い
よ
/
¥
我
が
心
を
庇
ひ
付
げ
ら
れ

iu
主
'

h

v

て

-
e
b

て
し
ま
ひ
た
ぢ
け
を
生
じ
て
、
我
が
乎
足
は

τ
-

u

・'a
μ
‘

す
く
ん
で
し
ま
っ
て
、
敵
の
自
出
な
働
き
に

お

多

こ

と

で

B

臨
・
ヂ
る
事
が
出
来
た
く
な
り
ま
す
。
と
れ
は

す

依

位

て

・

@

仇

W

4

‘
‘，
・
e
E

帥
ち
敵
の
闘
に
我
が
心
が
留
ま
る
と
と
か
ら

む

主

事

な

ん

生
・
ヂ
る
難
で
あ
り
ま
す
。

「
同
聞
は
嵐
山
山
を
鰐
む
が
山
町
〈
隊
配
ぐ
に
目
見

-v
g
修
て
‘
.

.

 

8

b
L
r
 

る
」
と
は
、
白
ち
敵
の
闘
を
見
た
が
ら
然
も

郎
の
伊

k
rが
ぶ
M
z
m山F
W
け
ら
れ
歩
、
蹴
の

て

‘

，

b

，

、

h

f

'

L

v

a

、

ー

ν

乎
足
の
働
き
を
も
一
世
の
も
と
に
監
脱
す
る

M
F
ん
〈
除
、
‘
，
、
u
v

む
aw

と
い
ふ
、
限
の
配
り
の
極
意
を
示
し
た
も
の

l
v
'
b
孟
捻

0
・e

で
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
は
然
し
初
歩
の
ん
に
は

で

・
間
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訟
平
の

併
に

U
U

守

修

叫

r

ん

〈

直

幅

二

型
の
始
め
と
終
り
に
あ
る
限
の
配
り
が
此
の

ぷ

だ

'

苫

〈

い

が

ん

〈

喧

武
道
樹
設
の
限
の
配
り
で
あ
る
と
と
を
よ
く

b

孟

'

も

ゐ

島

町

ん

じ

ふ

い

令

亀

承
知
し
て
居
て
練
習
す
れ
ば
、
何
時
の
間
に

じ

今

、

丸

企

.

、

，

か
そ
れ
だ
け
の
と
と
を
質
地
に
A
W
叫
し
仰
る

ー-18;)-

--
u
'
b
E
M

奮

す

ゐ

凶

V

A

V

れ
a

'

引

か

こ

'

講
を
撮
り
な
が
ら
、
水
月
の
雨
側
を
、
甲
を

‘

・

a

u

b

」

7

h

r

a

e

'

a

H

a

，

外
向
き
に
し
て
静
か
に
下
方
へ
た
る
し
、
雨

a

e

・

腕

柚

h

F

a

い

g
a
T
'

腿
の
つ
け
殺
の
と
と
る
へ
構
へ
る
。
以
上
イ

z

e

'

u

b
づ

勧

ι陰
め

a
'
a
v
急

m
-

R

を
同
時
に
静
か
に
行
i
h
。
闘
は
越
山
を
監

e

a

a
e
'
u
'
・
・
9
晶

v

e

a

b

4

む
が
如
く
東
方
を
民
直
陀
見
る
。
静
か
に
一

昨
山
ね
し
て
敏
一
臆
し
て
部
川
、
。

第
四
六
節

演
武
上
の
注
意
事
項

事U
項3平会
に 安土
っこ
い段E
ての
衣E型E
tr:の
~演完
結芸武さ
致t上t
しzの
ま注?
す怠v
.。す

A之

き

限丈常Zるす=とす .Ib..
のにの主主?云いベ 眼丈
色E敵Eで意‘、ふて の
にとあを位;武官醍ム
注?相tり 典主でゐ術雪 り
脱む劃~ t へ 、に の
をしず最2 眼。於~.~
:iぎて 。 も&のて
らに居ゐ型t大ま配ムは
ぬるを事じり一
様す心~ liii~ it.に限Z
K 持2武ぷとっこ
しにもすとい足き
ててるとて 三
倍ゐ 、際tしは脆Z
11散itr:て絶包囲。
けのも居ゐえカf



え

ん

M

，

、

，

z

s

香

の
で
あ
り
ま
す
。
演
武
中
の
一
つ
一
つ
の
勤

炉
に
ト
ず
け
る
蹴
の
臨
り
は
献
に
も
色
町
し
し

た
蹴
り
、
艇
を
に
ら
み
総
す
か
耐
を
以
て
伊

の
慨
が
』
の
鰍
歓
を
併
は
A

ぺ
き
ぜ
あ
り
ま
す
。

応

ぜ

か

広

s

h

r

・

ν
&
-
H
a

s
h
v
l
ν
ふ
L
V
S
M
F
ん

企
何
故
に
型
の
最
初
及
び
最
終
の
榔
へ
の
限

の
郎
り
と
、
訟
の
村
山
町
の
駅
p
m
m
の
献
の
臨

り
と
に
差
具
を
つ
け
る
か
と
云
ひ
ま
す
と
、

t
'
a
a
m
H
d
，
、
わ
ん
w
h
v
こ
&

敵
と
の
削
合
の
関
係
が
異
な
る
か
ら
で
あ
り

6

・
u
u
-
w
い
・
ν
a
-
e
い
b
ふ
h
p
a

且

c.‘
。

診

を
す
。
即
ち
最
初
最
終
の
榔
へ
の
時
は
問
A
口

企
u
s

・υ

て

-e'ぜい

a'

が
混
間
合
で
あ

p
、
敵
の
動
静
を
一
墜
に
を

さ
め
得
る
距
離
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
か
か

-

a

い

て

B

@

A

E

'

じ

て

ゐ

ゐ

ぜ

ん

る
際
に
は
敵
の
自
を
見
る
と
同
時
に
手
足
会

E

h

v

'

ご

み

u

r

ん

〈

除

。
，

胞
の
動
き
が
見
え
る
や
う
訟
限
の
配
り
が
必

a

'

s

t

，
 

要
で
あ
る
と
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

か

れ

・

、

，

k

z

，

.. 
、

，

す

れ

除

肱

て

‘

・

e

AV

が
、
型
の
中
途
の
動
作
中
に
は
帥
ち
敵
と
接

、

ん

ゐ

A

w

'

'

e

，

て、，

V
ん
に
い

近
し
て
居
て
一
撃
の
中
に
敵
の
金
蝿
&
を
さ

え

園

事

ん

し

ん

こ

‘

・

E

'

S

3

め
得
た
い
の
で
、
そ
の
み
一
身
の
佃
A

の
動
作

z
m
h
w

a苧

て

&

を
一
々
に
見
分
け
る
た
め
に
は
乎
そ
見
た
り

-

b

a

-

-

a

u
a
T
'
ゆ
S

足
を
見
た

p
し
て
我
が
目
を
絶
え
4
1
上
下
左

和
に
く
る

/
1凱
か
さ
な
け
れ
d
b仏
ら
ぬ
と

少
g

M

a

時

'
b
h

υ

4
u'
l
v
・
-
b

り
ま
せ
ん
。
貯
は
十
分
後
へ
引
い
て
務
を
腰

L明
a

hT
a
'
h
H
ん
し
，

に
梯
へ
る
搬
に
練
習
し
ま
す
。

A
四
府
甑
抗
の
翫
さ
の
翫

へ

い

の

ん

官

ん

か

応

急

U

V

2

z

，

，

i

不
安
二
段
の
型
の
最
後
の
四
つ
の
郵
作
は

む

い

い

a
，

四
肢
の
ま
L
に
胞
を
移
動
さ
せ
る
と
と
に
な

ゐ

k

・

u

e

'

s

a

7

V

っ
て
居
ま
す
が
、
と
の
時
に
一
動
作
か
ら
次

z
'
・
9
a
'
a
7
b
・
ん
か
ん
L
F
'
Z
陶
に
か
に
か

の
動
作
に
移
る
路
間
k
m
恒
の
官
同
さ
が
、
高
〈

な
っ
た
り
低
く
た
っ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

て
ん
心
ん

ん
。
四
肢
に
な
っ
た
ま
ム
で
締
身
す
る
の
で

す
か
ら
抑
さ
は
一
応
し
て
鉱
り
ま
せ
ん
。

m

l

v

μ

τ

h

v

z

u
め
‘

は
下
に
つ
か
や
は
ゑ
れ
歩
の
程
度
で
滑
か
に

'3

・

す
う
と
動
い
て
行
く
や
う
に
し
ま
す
。

のれ とと 企

fJtbはしし型日転
世、片主てての 身え
を方?とと続完 と
かのかか IV~~ ょ与
え足t、 、の 足2
るに諸1;>・或2斗tE底4
と儲.fい I;tUで の‘.
~重f て左芸 、開L
K を公足i宿争係会
、のきをし足tのい
足:せま軸~ i: .i， 
のてし(車~I~
髄:他にた上?主L
3とと方?が足そ口，
~~Il の 、 低:~ ~~ 
心主足tそ )ν)E 

む

お

が

わ

n

b

k

'

と
に
な
り
従
っ
て
我
に
ス
キ
を
生
や
る
と
と

守

-
7
S
ん

念

ao
ひ

に
な
り
ま
ず
か
ら
、
か
か
る
接
近
し
た
川
合

-

a

・

て

診

て

@

b

ζ

・

・

隠

μ

‘

』

ロ

の
時
に
は
敵
の
乎
足
の
側
え
の
働
き
に
載
が

。

，

、

喰

ふ

'

τ

・

ζ

‘

偽

-z
z

闘
を
一
-R
一配
る
不
利
を
さ
け
て
敵
の
心
の
窓

め

τ

・

h

v

・

、

，

e

'

・

e

a

v

た
る
図
に
よ
っ
て
敵
の
意
中
を
洞
務
し
、
そ

て
あ
l
u

き
と

h

F

ん

も

て

主

に

い

除

、

の
乎
足
の
動
き
を
感
知
す
る
事
が
l

叫
ん
切
で
あ

-

え

こ

a

b

O

え

ん

陰

ん

u

v

a

市

，

、

去

り
ま
す
。
放
に
此
の
間
合
の
遠
近
と
眠
の
配

て

ん

ふ

w

h

ん

B

a

q

り
と
い
ふ
鮪
に
つ
い
て
も
不
断
に
筑
を
付
妙

Mwaa同
.，
e，

て
研
究
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

え

ん

ぷ

ほ

U

島

陰

=

a

e

企
演
習
の
始
め
と
絶
り
の
事

L

v

s

t

h

r

ζ

'

え

ん

安
手
の
型
は
一

人
で
演
や
る
も
の
で
あ
り

-E
ゐ

ま
す
が
、
そ
れ
は
踊
っ
て
居
る
の
で
は
な
く

広

‘

h

v

ゐ

ぞ

ζ

‘
‘勾‘

て
取
っ
て
居
る
の
で
す
か
ら
、
共
の
心
持
ち

わ

す

ゆ

え

砂

伝

え

ん

ぶ

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
放
に
型
の
演
武

は
船
山
間
前
献
に
あ
る
日
山
対
ち
で
、
あ
は
て
や
'

s

h

w

ζ

-

a

a

む

か

M

・

に
ん

か
e
'

騒
が
4
1
心
を
h
w

ち
つ
峠
り
て
然
も
油
断
な
く
行

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

&

F

μ

え

ん

M

掃

の

広

b

'

b

か

ん

曲

事

い

b

ん

型
の
前
武
陀
首
つ
て
は
、
終
始
一
貫
蹴
心

守
u
v
u
r
‘
AV

S

U

@

b

=
hト

誠
意
を
以
て
毘
面
白
に
行
ふ
ベ
き
も
の
で
、

巴
や

B
ぞ
，
、
t
v

-
w
'
b
a
内
令
な
u
g
，
、

と
せ
ゃ
に
上
足
庇
乞
中
心

ハ
即
ち
納
〉
と
し

れ

い

み

ひ

や

a

v

e

，、

て
廻
れ
よ
と
い
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。
〈
上
足

底
と
紋
鯨
四
…
術
平
叫
ん
叡
献
の
ね
判
的
問
の
膨
判
明
で

E

な

さ

ん

令

，

〈
記

会
商
し
し
ま
し
た
か
ら
参
照
し
て
下
さ
い
〉

む
や
5
e
〈
て
い

に

い

U

'

U

〈

か

い

τ

ん

・

3

V

上
足
底
に
惚
富
を
托
し
て
た
け
ば
廻
帥
刊
の
際

C-
-功
h

v

‘

，

、

"

に

ふ

に
敵
の
カ
が
加
は
っ
て
も
、
よ
る
け
た
り
倒

，

“

H

o

h

r

‘

a

L

い

れ
た
り
す
る
憂
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
髄
wh
担

6

・

'

に

，

、

か

や

て

ん

ふ

"

"

置
を
托
し
て
廻
縛
す
る
と
ち
ょ
っ
と
鵡
ら
れ

て
も
、
よ
ろ
け
た
り
限
れ
た
り
し
ま
ず
か
ら

か
U
V
て
ん
さ
い
句
相

u
-
s
e
〈
て
い
に
い
じ
'
μ
，
、

同
特
の
際
は
常
に
上
足
底
に
開
霊
を
托
す
る

h

n

ゅ

・

・

'

色、
い
u
av
a
'
・
n
ん
む
ふ

と
と
を
お
れ
な
い
様
平
常
か
ら
練
習
し
て
会

れ幽
g

V
拘

3
a
e
て
て
柄
、
，
し
ん
か
い
γ
τ
ん

き
ま
す
。
ハ
但
し
土
足
昨
院
を
中
心
と
し
て
廻
帥
押

す
る
時
で
も
特
に
髄
を
高
く
あ
げ
る
の
で
は

る
り
ま
せ
ん
〉
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M

U

勺

か

出

げ

ん

こ

‘

‘

，

‘

L

W

U

決
し
て
い
L

加
減
た
心
持
ち
で
行
ふ
ベ
ぎ
で

-

え

え

-
A
N
，

は

じ

と

・

は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
に
演
武
を
始
め
る
時
と

や

仏

企

h

s

E

れ
い

7

a

，

す

A

S

ん

終
る
時
と
は
、
特
に
館
山
取
を
正
し
つ
つ
寸
分

-T
'
i
v
ん
ル
ん
&
&
・
ぷ
ん

‘，
ん
て
，

の
ス
キ
も
な
い
桜
花
心
身
共
に
十
分
に
緊
強

ゐ

し
て
居
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
町
山
川
め
と
総
り
と
の
お
献
は
、
同
同
一
は
日

献
を
出
脚
し
つ
つ
、
働
か
に
μ

お
れ
M
L
蹴
対

こ

‘

‘

。

‘

τ

H

V

E

均

二

は

砂

市

へ
心
持
ち
か
が
め
る
碍
度
に
行
ひ
、
蜘
比
し
て

.

応

急

-

e

e

し

-

h

h

u

頭
を
下
げ
目
を
下
へ
向
け
る
べ
き
も
の
で
は

ー- 136一一ー

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
-R
b

n

y

h

r
広
h
E
K
砂

h

v

B

M
ae

今
畢
の
突
き
方
及
び
引
き
方
の
事

=
a
b

a

-

t

・

・

‘，

.

e

h

v

b

注

け

い

=

t

部
中
を
突
き
出
す
時
に
、
最
初
穂
古
の
足
り

'

も

じ

a

v

'

%

い

S

へ

F

た
い
間
は
、
上
位
を
前
の
め
り
に
出
し
た

p

'釘
Z

府
を
山
附
し
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
蹴
が
よ

こ

が

む

今

t

a

-

-

L

V

お

く
あ
り
ま
せ
ん
。
拳
を
突
を
出
し
た
時
に
屑

2

へ

で

か

お

'

'

が
前
に
出
た
り、

屑
が
あ
が
っ
た
り
せ
ぬ
按

'
q
 

に
臼
摘
を
付
け
ま
す
。

=
u
，
b
・
‘
ー
ν
υ
L
F
--

a
・

沙

g

E

M

識
を
脱
に
引
い
て
構
へ
る
時
に
、
仙
川
が
繊

修

ひ

主

に
強
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
よ
く
あ

に
十
例
対

ν-Wり
つ
つ
航
の

W
っ
て

mmる
応

部
そ
加
す
燃
す
か
紛
で
wr
阪
へ
ん
汀
ち
仰
w
ば
し

ハ
.bωm.mは
ぷ
附
)
治
討
対
は
時
じ
く
ず
叫
謂

-

事

μ

む

傘

、

b

な

え

，

“

H

a

，

ぃ，、

を
他
げ
、
他
の
四
指
も
前
と
同
じ
要
領
で
畿

剣
山
間
げ
て
判
別
に
十
似
品
川
M
L
と
り
つ
つ
科
別

‘

抑

止

4

・.‘qa-

b

μ

'

~

で
物
を
え
ぐ
り
取
る
心
持
ち
で
下
よ
り
上
に

守
ゐ
J
9

μ

h

V

L

F

-

轟

Z
町
t
-z
-
，

水
月
の
高
さ
ま
で
あ
げ
て
構
へ
る
(
此
時
甲

レ
に
b
u
・
い
じ
ゃ
e
'
S
ド
誠
心
静

-T倉
崎

弘

μ
6

z

・

'

u

は
下
向
〉
以
上
左
右
手
刀
の
働
き
を
同
時
に

b

ζ

位

、

か

'・

h

F

昆

釘

ζ
鉱

行
へ
ば
、
カ
の
と
り
方
が
う
ま
く
行
は
れ
ま

む

紅

M

'

LF

'

h

F

"

が

ん

陰
-1
・

す
。
従
っ
て
受
け
る
効
川
市
が
十
分
に
渡
部
さ

ー一-137-

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

rの
下
関
科
苅
見
は
総
搬
は
む
づ
か
し
い

で
せ
う
が
、
品
川
の
mm艇
で
鰍
恋
す
れ
ば
十
一
針

。

か

い

え

理
解
し
縛
ら
れ
ま
す
。

t
h
V
E
g
-
a
h
v
h
r
b
・
・
h
a
'
'
M
W
ぜ
ん
u
・
9
ぇ
，

O
第
十
九
動
作
以
下
の
乎
刀
交
も
前
越
の
裏

側
で
伐
ポ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
、
た
だ
鯨

e
，

。

ピ

い

u

e
'
s
'
A
1

t.，

十
九
動
作
か
ら
第
二
十
動
作
に
移
る
時
に
は

み

智

b

-

L

a

，

.

，

a

，

ひ

官

。

む

h

'

μ

a

，

右
手
刀
を
い
く
ら
か
内
に
ひ
き
、
左
手
刀
を

し

μ

巴
6

い
く
ら
か
下
に
銚
ふ
や
う
に
し
て
た
い
て
か

‘
d
u
r
a
'
E
J
'
c
ι
凶

W
L
a
，
.
，
hr
‘

‘

〈

て

・

ら
、
左
右
同
時
に
乎
刀
に
カ
を
と
っ
て
白
的



の

r
rま
で
削
除
ザ
ば
、

m
v叫m
Vが
い
曹
は
い

‘
，
、
乞
a
z
--e

り
目
的
に
か
な
ふ
動
作
と
た
る
の
で
あ
り
ま

悦

"a内j
M
Y

』嗣
，
、
"
~

ナ
。
そ
の
つ
も
り
で
練
脅
を
し
て
下
さ
い
。

事
い
'
wゅ
ん
み
h
v
S
』
R
E

A
左
右
傘
身
の
樺
へ
の
窃

一
般
に
齢
仰
に
が
て
特
ゲ
と
い
ふ
即
聞
は
よ

es

ピ

h
v
z
'
s
ぃ
・

〈
使
ひ
ま
す
が
、
第
十
八
動
作
以
下
の
問
つ

の
蹴
創
作
は
郎

V.此
の
村
山
河
の
蹴
へ
に
な
っ
て

閉
す
ま
す
。
山
川
伊
と
は
一
郎
駄
を
そ
の
対
附
へ

む

ほ

ん

a

h

M

向
け
・
ヂ
A
T
身
だ
け
附
け
る
と
と
で
る
り
ま
す

0
紙
十
八
町
剛
山
げ
は
知
相
対
へ
税
制
射
四
庶
民

』
札
機
へ
て
桜
町
引
況
が
が
l

際
搬
節
句

第
十
四
章

。
綜
十
九
郎
伊
は
隙
じ
く
脱
却
が
へ
税
特
ゲ

四
庇
お
に
ゆ
附
へ
て
披
切
れ
燃
が
?
阪
搬
お
げ

。
統
一

一十
蹴
炉
は
刑
判
献
対
へ
税
制
炉
問
府
試

に
椴
へ
て
ね
科
別
の
下
関
山
川
町
υ

マ

い

Z

d's
h
u
=
i
E
5
6
、
.
‘
.
，
‘
，
z
'
B
-

O
第
二
十
一
動
作
は
悶
じ
く
町
市
京
へ
、
州
制

ゲ
四
庇
就
に
椴
へ
て
説
明
於
引
い
吟
雌
榔
到

以
日
山
四
つ
の
印
刷
仰
げ
と
も
に

mhpの
椴
へ
に
な

、

。

‘

n
r
昼、

.. 
，
.
一
‘
L
'
h

っ
て
居
ま
ず
か
ら
兆
鉱
を
注
意
し
て
蜘
到
し

て
百
さ
い
。

-
e
a
、
み
』
F
a
t
-
，

:
l
，，h，
b
F
'

P

、‘‘

8
・
身
の
僻
へ
は
献
の
封
劇
朝
間
制
仰
を
拠
川
内
に

し
て
釈
が
伊
を
掛
川
知
叫
す
る
に
め
側
併
の
炉
い
椴

へ
で
あ
り
ま
す
。

型
の
分
解
説
明
Z
研
究
法

第
四
七
節

卒
安
二
段
の
型
の
分
解

一色町
山仲
の
説
艇
舵

出

vtん怯‘HVO日・b・に多

二
一
、
下
段
梯
ハ
左
手
刀
)

司

a

e

a

e

a

，

‘

 

右
の
泊
り
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
真
に
と

れ
を
紙
総
阪
に
し
て
貯
ま
す
と

，
、
創
k
a
v
o
M句。

打
落
し
ハ
右
一
、
左
一
)

--K〈
今
・
a
e
ω
w-・

直
央

.(
右
四
、
宏
一ニ〉

陣

VMhん
α
‘
。
，
げ
み
智
o
t
a
v

下
段
梯
受
ハ
右
二
、
左
=
一)

品川町山脇町出
J
お
二
、
設
。
一
〉

下山胤
4
w
m
m
h
(秘
二
、
部
↓
一
〉

以
お
の
五
桃
総
に
な
り
ま
す
。
配
の
五
総

統
の
W
1
泌
が

M
Wな
る
慌
仰
向
か
四
棋
を
伊
つ

e
a7のいいに

も
の
か
設
明
致
し
ま
す
。

hFμaaZ』，

企
型
と
方
向

h
r
‘
τ
h
r包

E'
・e
a
'
・
u
.
，
い
&
・

宰
手
の
型
の
動
作
方
向
の
意
味
が
よ
く
理

解
さ
れ
て
mm-な
い
た
め
に
、
獄
の
鰍
蜘
m
r
m川

、

が

に

U

，

、

u

u

u

遺
へ
る
と
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
甚
だ
し
い

-
e
・
L
Vお

E
'
s
g
'
こ
'

時
に
は
『
型
の
動
作
が
八
つ
の
方
向
笠
と
る

巴
ん
τ
‘
，
に
・
・
白
F
h
F
L

か
ら
八
人
の
敵
と
職
ふ
裂
だ
』
と
、
と
ん
で

も
友
い
ま
ち
が
っ
た
鰍
伽
m
u
c
え
鍛
U
て
が
吊
る

の
で
あ
り
ま
す
。
械
に
獣
と
が
附
の
胤
偽

r

恥
山
一
銃
一
一
郎
の
獣
に
あ
る
射
一
蹴
の
が
泌
を
斜

か
い
て
‘
，
e
-
，
a
w
u
v
い
民
傘
h
v
，
、
r
，
‘
e
l
d
-

解
的
に
説
明
致
し
ま
す
。
先
づ
各
動
作
の
討

が
ん
て
ん
z
'
a
e
g
ゅ
ん
i
v
&

限
賠
を
動
作
順
に
腕
ベ
て
見
ま
せ
う
。

はず安土の つ
、が二勘f答tい
そ 、段去作句乎℃て
の<d-rのがの特t
動f動f型2合?型主化
作'作'のまに設主
のの潰士れは明求
方nまい武ぷて前戊を
嗣2味‘線2居る後ご致主
に Eとをる左S し
と解t見‘とおYて
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はす《もは極主き
れるわ 、のま
て場町か此=方?す
は合3りの向2。
いにま.lf~へ

け
ま
せ
ん
。

に
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o
u
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r
z
'
S
&
v
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官
・
u
r
u

例
へ
ば
左
に
向
っ
た
動
作
は
必
A
Y
左
側
か

て
・
=
'
ゆ
・
・
α
'
こ
a
，

ら
敵
の
攻
理
が
あ
っ
た
も
の
と
、
方
向
に
と

かんが

ら
は
れ
て
考
へ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
と
れ
ば

t
a
ι
v
u
v
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二
週
り
に
解
し
得
る
も
の
で
る
り
ま
す
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'
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〈
イ
〉
在
か
ら
の
敵
の
攻
準
を
防
禦
す
る
。

ハロ〉

m
mか
ら
の
献
の
針
酌
軌
を
、

V
M川の

舵
を
か
は
し
磁
的
射
に
版
い
て
肘
燃
す
る
。

税
の
二
一
蹴
り
に
鰍
鱗
ず
る
ホ
引
が
山
剛
山
市
ま
ナ
。

l
v
・
L
F
い
む
や
〈
い
づ
孟

さ
て
此
の
二
部
の
解
線
は
何
れ
で
も
良
さ
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・
b
L
F
E
'
・
e
α
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=
'

さ
う
に
見
え
ま
す
が
、
然
し
動
作
の
方
向
に

と
ら
は
れ
て
ハ
イ
)
の
鰍
緋
ビ
と
ど
め
て
伊

か
銘
H
V
・
0

・
胃
a
i
u
院
が
，
、
ι
P
AV

る
と
、
型
の
意
味
が
狭
く
も
仏
h
p
、
従
っ
て
活

a
a
'
u
e
e
v
u
p
民
悠
い
注
予
令
-
-
u
が
ひ
ん
C

，，、

用
自
十
住
友
る
べ
き
型
の
内
容
が
頗
る
貧
弱
な

一
、
制
抑
制
し
〈

rm仇〉

二
、
院
総
事

(
刊柿仰叫〉

晶

v
q
A
U
'
・u
l

ん

一
二
、
下
段
挽
ハ
・
宿
雄
-v

四
、
打
抑
制
し
ハ
右
側
判
)

五
、
郎
総
.
〈

r戦
〉

六
、
下
限
獄
。
〈

rω
叫〉

七、

μ
双
山
加
山
初
旬
(
刊
初
戦
〉

八
、
必
削
除
山
脇
町
山
J

r
戦〉

九、

μ
ザ
殿
山
脇
町
J
r
m仇〉

一O
、
明
日
的
都
内

rω
仇〉

二
、
臨
兜
，
ハ
日
初
戦
)

一
二
、
吟
ぬ
蹴
ハ
山
町
制
〉

一
一
ニ
・
限
即
応
，
ハ

rω
山)

ゆ
だ
ん
M
3

‘υ
'
怜
ゐ

一
四
、
下
段
梯
〈
左
4
v

一
五
、
訟
が
わ
.
ハ
r
m
m〉

二
ハ
、
肢
が
わ
.
〈

rωmv

一
七
、
訟
が
わ
.
ハ
刊
相
続
〉

一
八
、
村
山
助
制
蜘
(
叡
引
流
山

一九、

wmぬ
山
川
〈
材
利
苅
〉

二
O
、
叩
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叫
抑
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〈
栂
野
川
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も
の
に
な
っ
て
し
ま
ふ
公
そ
れ
が
る
る
の
で

あ
り
ま
す
。

昨
m
叫
に
よ
っ
て
裁
が
て
れ
却
を
す
と
、
脚内へ

ば
索
引
の
盤
は
一
儲
か
ら
五
郎
ま
で
封
献
が

ぜ
い
z
a
，
.
e
-
e
e
，
、
ゅ
ん
h
u
b
-
-
、
4
e

第
一
動
作
は
左
側
商
に
向
っ
て
起

p、
，
次
に

』胃な

E

'

S

A

V
そ，
、
a
w
A同
色

n
v

〈

a

同
じ
動
作
を
お
側
面
に
於
て
繰
り
返
へ
す
と

ゐ

a

，&F'

と
に
な
っ
て
居
ま
す
。
さ
て
方
向
に
と
ら
は

れ
た
ハ
イ
)
の
鰍
隣
ド
も
す
る
と
、
総
は
仲
町
吋

で
も
邸
側
臥
が
ら
お
戦
し
て
絞
る
と
と
に
な

て‘，に--hF

ゐ

'bbas，

p
、
そ
の
敵
と
闘
っ
て
居
る
う
ち
に
後
の
方

民

τ
‘・

z'凶w
・

〈

Z
ん
Z

か
ら
他
の
敵
が
攻
動
零
し
て
来
る
の
で
、
今
度

は
そ
ち
ら
の
対
へ
蹴
っ
て
献
〆
と
ぽ
ふ
と
と

a'ム
v'

に
な
り
ま
す
が
、
走
れ
は
方
向
に
と
ら
は
れ

た
た
め
に
殴
る

wmaた
鰍
総
ど
宏
一
依
存
け
れ
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スf右主
ぞに
、 も

と向さ
宏、じ

ふや
とう
と iこ
を組三
都Itを
へか
るは
もし
の得'
とる
解tも
すの

る
の
で
あ
り
ま
す
。

ゆえ
包
ん
か
'
y
a
q
，、包い

LL.
‘

e'

放
に
本
講
義
録
に
於
て
は
、
以
や
し
も
動

s
u
'
z
'
e
ん
む
ふ、
。
，
、
九
V

作
の
方
向
綿
花
執
着
せ
歩
、
お
の
(
イ
〉
ハ
ロ
)

む
柚

bphviv
hT
h
y
a吋
い
左
、

LV
に
‘

v

二
組
の
解
轄
を
併
別
し
て
、
劃
の
持
っ
す
設

‘Av
a
R
，

hF
い
，
、
り
内
&
s
u
g
-
-

を
紋
も
正
し
く
解
し
、
相
則
自
底
た
ら
し
む

る
や
う
に
し
た
い
と
収
ひ
ま
す
。

ド
ロ
晶

T'

切

さ
て
、
以
上
の
と
と
を
よ
く
の
み
込
ん
で

恥

γ
、
と
れ
か
ら
斡
銃
一

一
路
の
獄
に
針
ま
れ

ゐ

b
・
・
ゐ

'c
'
s
n
a
B
M
F
3
u
bF
E

て
居
る
五
組
矧
の
働
作
の
宮
山
開
を
鰍
符
ず
る

い
-
h

と
と
に
致
し
ま
せ
う
。
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a
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h

A
打
落
と
積
一
突

t

h

v

u
民い

E
'
s

甲
〈
第
一
、
第
二
の
動
作
〉

乙
〈
鮫
凶
、
銃
五
の
献
が
W

〉

去
れ
一
一
郎
の
訟
で
杭
釈
し
と
酎
が
わ
き
の
滋

献
し
て
印
刷
る
と
と
ろ
は
税
の
縦
E
T
W脈
あ

の
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ず
併
に
つ
い
て
都
切

し
ま
す
。

リ仏
の山
m
k
m
て
は
払
か
山
川
仰
川
b
L
V
て
恥
附

し
て
射
た
の
で
山
川

Mmmrr紙
、
山
川
日
山
m
m附

，

け

ん

'

且

e

b

c

・8
、追

京
都
で
受
け
止
め
て
貯
ま
す
が
、
政
が
民
凱

-e"ん
‘
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・』，
ゅ・

〈

z

b
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F

に
左
捗
を
以
て
攻
動
車
し
て
来
る
す
し
引
は
、
砂
{

a
'
'
M
J
ん
，
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令。
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b
晴
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'

b

'

b

け
る
方
も
右
端
(
左
定
を
引
い
て
〉
で
内
弥

釈
し
を
な
し
、

rm仇
戸山
町
肢
を
W
い
て
〉
で

‘々と，・・
h
n
a

外
行
落
し
を
な
す
と
と
に
な
り
ま
す
。
と
れ

ロ

句

、

ぃ

・

弘

は
貨
際
に
二
人
で
や
っ
て
覚
れ
ば
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

A
明
日
総
彬
と
起がわ，

市
〈
鯨
十
、
紙
十
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、
な
ほ
湾
へ
や
う

は
い
ら
p
e
g
s
-
H
ん
汐
。

に
よ
っ
て
は
、
鉱
山
ハ
、
第
七
の
動
作
左
連
結

さ
ぜ
て
税
イ
る
と
と
も
M
M
m
m
ま
す
が
、
叫
仙
の

‘z
'
hW
3

・t

‘.. 

場
ム
口
は
あ
ら
た
め
て
解
か
な
く
と
も
、
今
会

で
の
鰍
鱗

γ間
制
す
れ
ば
よ
く
智
燃
し
伊
ら

E
，
、
b
a
T
U
b
ん
L
F
ん
が
み
，
、
に

れ
ま
ず
か
ら
、
護
者
自
身
に
考
へ
て
見
て
下

さ
い
。
勉
鉱

E
'
・
・
・
H
ん
a
，
，
、
ゐ
・
ε
ζ

‘。

A
た
ほ
同
じ
励
作
が
遁
縦
し
て
居
る
所
が
あ

り
ま
す
。
似
ザ
鉱
七
、
八
、
九
の
三
郎
仰
げ
が

3・v'R九
郎

f
'
m
M
P
A
.
，
、
“
“‘

レ
占
仙
恥
鍬

E
U鑑
轍
で
あ
り
、
第
十
五
、
十
六

e
，
，
、
‘
‘
，
、
。
れ
ん
.
，
、

十
七
の
三
動
作
が
む
突
を
の
連
績
で
あ
り
、，ae，‘. 

M
糾
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一
の
問
動
作

が
下
限
判
別
対
の
蹴
仰
山
で
あ
り
ま
す
。
お
は

れ
ん
a
，
，
、
ど
'
s
a
n
ん
i
v
掛
か
ん
d
r

ハ
イ
〉
州
地
税
動
作
そ
の
も
の
の
練
習
と
考
へ

嶋、・

z''

る
と
と
も
出
来
る
し
、
一
つ
の
動
作

〈

ロ

〉

o ... 
Ip~ 下守

の乙甲~~
ip〈〈手与
合3第t第F刀E
。 ート十畳4
相~ jr.八
r.tf.、
し第f第ま
てこ二
陪ゐ十十
るのー
敵て動fの
が作'動f
釘3〉作-
hle '-" 
た

.. ‘，
h
A
し

E

・
内

MV

を
い
ろ
/
¥
の
加
で
仙
阿
川
寸
る
も
の
J
M吋
れ

e
-

‘づ

‘

る
と
と
も
前
衆
ま
す
。
何
れ
か
と
宮
へ
ば
、

LFド
iuav，、a'一
て
に，

の
解
綿
の
方
が
爪
宮
前
で
あ
り
全
す
が

の
ゆ
肌
僻
い
も
M
m
州
問
緋
m
h
す
べ
を
も

然主〈
しロ
〆「
イ、J

の
で
は
あ
り
を
せ
ん
。

刊
仰
の
ハ
イ
〉
の
鰍
僻
ど
が
印
す
川
崎
併
に
、
、
臨

鰐
の
獄
釈
は
ど
し
ど
し
附
み
苛
ん
で
釘
い

τ

-
p
b
v
・
、
d
p
u
，
，
ほ
ん
ゐ
怜
'
U
れ
ん
a
，
，
、

創
刊
く
と
考

J~て
よ
い
が
、
上
段
揚
受
の
蓮
積

』
F
に
』
，
‘
て
あ
‘
ゐ
止
処

r--

は
劃
の
表
に
現
は
れ
て
居
る
通
り
継
み
た
が

巳
P
-
一，，
-、，
Y

陰
陽
昼
、
.
，
、
L
v
v
b
h
v
，
、
τ
・

ら
£
民
受
ぞ
誼
卸
す
る
と
御
即
時
押
す
る
と
、
敵

は
ぽ
き
た
が
ら
安
い
て
伊
る
と
と
に
た
り
、

慰
た
と
と
に
な
り
ま
ず
か
ら
、

W
の
院
は
ど

hFHM''・bva防
u
r
o
e
-
7
'

う
し
て
も
劃
の
裂
を
茸
~
て
退
き
た
が
ら
上

鉱
山
伽
mhを
蹴
似
す
る
も
の
と
体
し
怠
け
れ
ば

ゆ
"
で
ん
む
凶
'
μ
'
'
"
M
L
V
お
す
‘

い
け
念
せ
ん
。
引
?
段
手
刀
受
も
型
で
は
地
む

b
L
P
い
i
u
a
T
，
、

と
と
に
な
っ
て
宿
る
が
、
ハ
イ
〉
の
併
問
刊
に

注
胴
‘
.

よ
り
鍛
縦
断
mwそ
の
も
の
に
貯
昧
を
持
た
せ

恥，ドhaE，，.伽
wa内‘'"ν

ゃ
う
と
す
れ
ば
、
劃
の
諜
を
汚
へ
て
山
地
を
な

が
ら
?
関
誌
苅
誌
を
淑
慨
す
る
も
の
と
鰍
し

国ー-143-ーー

な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。



第
四
八
節

卒
安
=
段
の

骨
折
究
・
・と
習
熟

wa向‘，，

.uふ

u
-，、

ο『
え
S
3

A
研
究
と
習
熟
の
必
要

危
位

、

.

&

ぞ

み

‘

h
u
h
v
u
v
'
μ
h
a
v

何
柑
ゆ
で
も
共
の
遣
に
於
て
よ
注
し
ゃ
う
と

.
‘

υ

a

e

a

u

-

w
ん
、
，
b
ん

u
q
b
a内

思
ふ
人
は
、
真
面
目
な
る
研
究
心
と
熱
仏
た

hnん
し
ふ

aeA-U

地

u

a

v

.
，、
=
・

る
練
習
と
が
仲
は
な
け
れ
ば
、
前
し
て
目
的

%
。

ζ
&

官
、
.

t

4

L

r

‘ε

を
越
す
る
務
は
山
川
来
ま
せ
ん
が
、
特
に
富
宇

都
に
が
，
す
川
内
は
ζ

の
『
蹴
鉛
と
船
山
総
い
の

五
U
'
を
一
的
も
白
山
れ
て
は
た
り
ま
せ
ん
。
ハ
能

。
.
，
、
悦
ん
し
ム

2
.，、
μ
q
い

熟
と
は
練
習
熟
述
の
窓
で
あ
り
ま
す
〉

傘

"w

aw

げ
ん
，
，

如
何
に
民
商
自
に
研
究
し
て
い
ろ

/
¥
o

p

g

b

b

、
円

U
P
S

除、
レ
品

川

.

技
法
を
知
っ
て
民
て
も
、
泣
い
説
の
総
剤
臼
が

E

り
な
け
れ
ば
、
い
ぢ
と
す
品
川
叫
加
盟
の
ザ
併
に

-

-

a

e

s

お
い
か
、
い
陸
、
、
レ
S

間
に
合
ひ
ま
せ
ん
。
叉
前
何
に
本
紫
紘
習
に

郎
知
叫
で
も
、
同
県
町
山
町
闘
な

m
m
m艇
即
民
が
げ
け

ゐ

e
i

u

p

v

m

-

一

て
居
る
と
、
教
へ
ら
れ
た
だ
け
の
と
と
配
州

e
h
w令

k'
嶋

、

、

，

.

‘

.

は
活
用
が
出
来
た
い
と
と
に
な
り
、
思
は
ね

不
覚
を
と
る
も
の
で
る
り
を
す
。

械
に
就
航
智
ω駄
に
が
て
は
、
叡
干
の
政
一

重~ t ろ料?てと材-t
だまいが行・れ料?
けすろ多Zけかを
をが l亡くばら持・
材ご、結年た 、 型2ち
料?兎&ぴるその込主
ににム2われ勉Zん
し角1・せけだ強与で
てたてでけが'来・
研史だ研史すづーて
究:今主究1かつつは
しはずら知ιー
て平じる 、っつけ
見み安定とそで~:: 't 
まことれた76くせ
せ段去にをるな令
う のない材tつ"

出

v
d，。

a‘
。
，
HU

A
下
段
挽
受

紙
一
主
力
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
と
は
、

ぜ
の
二
阪
の
桜
花
下
郎
の
献
が
斜

V
桜
っ
て

ゐ

金

--
b
H
'
L
'

是
・

4

居
る
時
と
手
刀
の
時
と
が
あ
り
ま
す
。
何
れ

の
ず
併
で
も
艇
が
配
っ
て
絞
る
の
を
桝
仰
向
け

-

F

L

b

‘τ
 

る
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
・
型
そ
の
も
の
の
去

ゐ

色

。

b

A

7
・

w

に
現
は
れ
た
と
と
ろ
で
は
足
を
使
っ
て
蹴
る

と
云
ふ
と
と
ろ
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

信

uu
'
u
v

て
ん

hFん
が

か

ら

て

の

心

掛
受
と
一試
ふ
掛
か
ら
考
へ
て
益
手
で
は
い
必
で

W

ζ

'

ゅ

-
uふ
‘

蹴
る
と
と
も
一
つ
の
攻
撃
訟
だ
と
云
ふ
と
と

が
わ
か
り
ま
す
。
a
bひ

'
e
τ
・

挑

む

こ

9
ゅ
、
.

つ
い
で
に
と
の
掛
受
は
敵
の
足
の
攻
撃
を

こ
'
V
L
r
u
p砂
防

げ

ん

h
'
j
uふ
じ
h

，
，、

つ
づ
っ
の
講
義
に
必
歩
、「
研
究
と
習
熟
」
の

こ

'
Sヲシ

じ

uuん
、
，

u
-
a
u
‘
v

b

ふ
c
h，，、

項
を
設
け
、
そ
の
型
の
研
究
法
並
に
習
熟

u・
前

向

い

民

法
に
つ

い
て
越
べ
る
と
と
に
致
し
ま
し
た
。

む

か

わ

ず

hu
ゅ
ん

然
し
技
法
は
無
限
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
そ
の

£
と
ん
I

h'

i

a

7

£
'
て
い
で

、a

悉
く
を
約
き
餓
く
す
と
と
は
到
底
出
来
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
い
州
加
川
に

m
m

い

か

む

ふ

U
睡

，

、

苫

巴

ん

し、

如
何
に
し
て
習
熟
す
る
か
の
極
く
一
端

を
W
U
く
に
必
め
、
あ
と
は
似
お
柏
町
N
射
の

m

，
a
，，、

い

m'
弘
司
レ
ん

u
h
T
'
L
AV

や'

筑
工
夫
と
熱
心
と
に
よ
っ
て
上
述
す
る
椋
に

b
ん
ら

U

@

U

V

L

針
路
だ
け
を
示
し
て
沿
く
と
と
に
殺
し
ま
す

-
ゐ

s
u
v
b
a

--
へ

・

・
'
u.

、
い
ぬ
ん
せ
ん

先
づ
最
初
に
前
陀
誹
議
し
た
平
安
二
段
の

h

v

μ

E

W

ん‘，
a
'
τ
-
b
‘

み

型
を
も
う
一

度
研
究
的
に
調
べ
て
見
ま
せ
う

A
研

究

法

、
い
の
ん

だ

ん

か

μ

ぶ
ん
か
い

iv
s

・-

平
安
二
段
の
型
は
分
解
し
て
調
べ
て
見
た

制
艇
は
蹴
出
V
縦
り
、
館
が
ル
リ
一
m
m恥
u
H
M臥

協
潟
、
村
山
肌
航
路
、
下
邸
判
別
郊
の
五
部
の

hHg 
技
が
あ
り
ま
す
が
、
た
ほ
と
れ
を
と
ま
か
く

か

ん

刷

、

主

，

、

。

，

ae

い
9

K
也

L

考
へ
る
と
、
直
突
が
左
京
二
通
り
、
そ
の
他

hv
づ

4
e・
そ

t

-

a

い'

は
何
れ
も
内
外
が
あ
り
そ
れ
を
丘
わ
ね
で
や
っ

-

a内‘
“F

T
け
鮒
ふ
だ
け
で
な
〈
、
と
れ
を
少
し
艶
化

}

岡

L

・
・・

さ
せ
る
と
艇
の
肘
を
と
ら
へ
る
と
と
が
町
来

ま
す
。

足5
をそ
とと
らで
〆¥、

る敵ま
とが
同f足t
時U で
に攻7
V 般;
分Zし
のた
方?時3
もに
足tそ
での

第
八
間
関

下
段
旗
手
刀
受
の
俊
化

み

&
陣

・0

f

&

仕

て
見
る
と
一
一
柾
の
教
が
凶
極
り
陀
な
る
と
と

ae
仏

み

そ

‘、'"νhv

に
な
り
ま
ず
か
ら
合
せ
て
見
る
と
純
計
十
八

&
位通

P
に
た
り
ま
す
0

・司
uv
anん
ぜ

ん

な
uva，
協
同
町
7
-
k
，、

さ
て
不
安
二
段
の
内
容
は
結
局
ζ

の
十
入

m
m
り
の
が
泌
が
針
ま
れ
て
伊
る
と
と
に
な
り

.

‘

‘

ひ

&
'
a町

ん

し

6

4

ま
す
が
、
此
庇
ま
で
は
た
だ
荻
耐
か
ら
の
制

LF
民

す

uvu
ψ
'

w

ん
hF
'

ペ
方
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

と
れ
以
上
に
研
究
乞

-v
・

・

い
hw
旬
。
ろ
ん
と

孟

勉
め
て
行
か
な
け
れ
ば
、

mmm附
和
問
み
の

お
ん
ご

b

む

ん

、

い

の

ん

ほ

ん

h"

論
臨
州
知
ら
A
Y
で
、
院
に
不
安
二
段
を
吹
が
も

の
と
し
て
し
ま
っ
た
と
は
去
へ
ま
せ
ん
。

総
ら
ば
、
と
れ

MW
Mの

m
mと
は
、
ど
う

串

-
U
修

す
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
、
と
い
ひ
ま
す
と
、
卸

重

m
u

-

-

e

官

。

ぜ

ぜ

い

か

、

ゐ

Lr

ち
布
の
十
八
通
り
の
技
法
が
如
何
に
脚
質
化
す

か
ん
が

M
'

る
か
、
そ
れ
を
考
へ
て
行
く
と
と
で
あ
り
ま

こ

こ

も

，

い

す
。
と
と
る
で
、
此
臨
で
注
意
し
た
け
れ
ば

へ

ん

〈

わ

か

ん

が

い

な
ら
ぬ
と
と
は
、
密
化
を
考
人
べ
る
と
一
五
ひ
ま

b
‘，
，、

Lr，、

τ

e、

し
て
も
、
我
々
は
ま
だ
答
乎
に
つ
い
て
は
鉱

ぜ

ん

む

ち

し

ゐ

"

'

然
無
知
で
あ
っ
て
、
知
っ
て
居
る
C
は
位
か

v
a
--鉱
ヘ

hv
aeん

，
ん

か

九

に
ふ
J

聞
学
ん
だ
ば
か
り
の
平
安
二
段
の
劃

一
つ

hv
v
わ
い

だ
け
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

ーー・1{4--

r-
一

，

、

且

添

い

h
v
e
A
U
F
-
n
こ

郎
駐
し
て
同
地
た
ら
と
一広
ふ
場
叫
が
起
り
ま
せ

ぅ
。
と
れ
は
湾
料
一
一
郎
の
明
!縦
科
川
知
の
総

:

'

h

r

，，、

hp
τ・

0

g

似
で
あ
り
、
か
な
り
妨
削
船
的
ゑ
技
法
で
あ
り

~Jel! ま
は QP~ す
左芸ち位。
~~~!~ 
をbが
.占.'"

- 11:11' 

tff忌t
iat>で
き蹴W

君主 つ
づがて
ら来《

官iftf.る
勢tと
をと き
蕗?に
し 、

k
-

a
内陸，
・u
・

s.，
‘

.

.
 

・

e品"
‘

u，

て
問
肱
州
北
と
な
り
、
れ
れ
一
一乎
刀
を
以
て
外
側
交

け
す
る
的
郡
伊
ち
で
慌
の
杭
ωん
を
と
ら
へ
、
閉

じ

h
w

，
巳
・
。
，
u

，、
、
.
‘
.
ん
て
・

ω

時
に
坊
が
出
品
で
敵
の
命
的
を
蹴
る
乙
と
が

r
wま
す
。
ハ
第
入
四
闘
参
問
〉

献
が

mmbvwっ
て
M
A
る
ず
併
は、

山仰
は

hvhp
，

a

・9
3

F
O
て

宅

金

u
b
υ
'

か
紅
、

引
柏
町
を

一
ゲ
ぜ
き
、
お
乎
で
外
掛
受
け
の
形

l

h

v

・6Me
an-u

・
9

に
が
て
献
の
肢
を
と
ら
で
が
が
右
足
を
以

E
-
-，阜、
csum

己
a
，陥
V
S

て
献
の
企
前
部
に
政
離
す
る
と
と
に
な
り

ま
す
。

ー一一145一一‘

-

一

色

少

陪

九

lu
・
ド
，
，
惨
由
e

・
0

そ
れ
か
ら
射
一
つ
下
院
品千
万
受
の
場
合
に

つ
い
て
加
の
総
似
を
税
制
ぺ
て
貯
ま
せ
う
。

献
が
杭
mu
で
wm
っ
て
が
昂
る
伊
併
に
、
総
は

‘，

z
'
h
，
‘
，

h
w

込
M
3
て

υ‘
、

恥
F

，‘

お
起
ど
肝
い
て
智
が
右
乎
の
総
で
力
一
ば
い

:
'

h，，
L

F

E

て
・

μuy

wh
献
の
尉
劃
を
打
ち
は
た
く
と
、
敵
の
慨
は

t

，

-
-
h
w鍋
H

AV
E
-

ぐ
る
っ
と
創
っ
て
し
ま
ふ
。
そ
の
時
我
は
左

b

，

‘

，

h

ま

-e

，
九

・
っ

て
‘
.

e
ぽ
且

m
h
を
一
歩
踏
み
即
し
記

mbL以
て
敵
の
特
廿

，

E
・

3

M

w・‘

"-u
，

a・
わ

れ

，

H

・h7τ

を
実
〈
。
〈
航
が
左
一足
で
来
た
時
は
執
は
左
手

e
t

・ふら

'
け
ん

a-

で
町
か
ら
前
っ
て
京
都
で
突
き
ま
す
よ

u
-v'
Zん
ぬ
静

'MW

A
上
段
掲
ax

，v
z
hF'd.

、h'
'

'

L

F

ん

が

み

よ
引
に
ト
一院
祢

rrつ
い
て
一
つ
考
へ
て
見



ま
せ
う
。
献
が
村
初
戦
で
ず
が
献
蹴
を
…
究
い
て

ポ
た
耐
に
山
内
は
援
の
ね
が
L
M
M

き
た
が
ら
税
即
断
を

以
て
析
は
よ
り

υ-Z
阪
の
際
船
艇
献
を
蛇
に
は

ね
あ
げ
(
艇
が
J

税
引
竹
山
山
際
的
見
〉
る
と
町
山
吋

hHdv
'

ω

ん踏切ん
mvv

‘
。
て
・

に
、
そ
の
事
4
h
我
右
棋
の
稽
槌
を
以
て
敵
の

且

'vhw・
レ
院
は
9

・・

τ
‘.
3

惨ん，、

a-

お
股
引
を
山
打
撃
す
る
。
敵
が
左
隼
で
来
る
時

は
縦
も
滋
，
U
M
，
際
似
川
町
エ
け
し
て
お
配

r戦
紘

‘.
，
z

・3
巳

h'hv

・iu隠
ζ'ぬv
-

w

ん
A7

い

佐
川
肋
て
敵
の
お
腕
y
f
乞
攻
撃
す
る
。
〈
捗
槌
は

'・・
hEt

‘..
 ずい・
Ha，

和
癒
し
の
と
と
る
で
周
ひ
た
材
料
で
す
)

U''にん
ae出
w
'
W

妙巨ん由
b
o

A
よ
段
揚
axと
下
院
挽

匂

-

~

ε

-

a

‘u-

今
度
は
ち
ょ
っ
と
趣
を
か
へ
て
、
も
う

災
し
釦
艇
な
と
と
る
を
裁
イ
て
貯
ま
せ
う
。

航
が
刊
得
税
で
叫
輔
が
獄
献
を
針
黙
し
て
掛
川
事
凡

t

・
h
p
n
-
H
h
v
&且

ο巴
b

・iv
曲

。

時
に
、
我
は
例
の
通
り
左
足
を
一
歩
引
き
な

が
ら
治
判
幻
際
的
誌
を
し
た
が
、
艇
も
さ
る

も
の
酷
ち
に

r紙
を
以
て
ず
が
杭
蹴
際
を
射

ゅ
・
局
、
.
こ
の
と
・
3

仇
切
れ
ど
や
'
に
ん
苦
み
M
-

g
し
て
来
た
。
批
時
殺
は
上
段
に
受
け
た
・右

ヂ
を
以
て
酷
e
h
(

に
航
の

r斜
を
廿
I
M臥

wmmm船

.，，

z
'
3

・率、.，
MW
ん
‘
nv

て・

誌
を
た
し
同
時
に
そ
の
健
右
越
し
を
以
て
敵
の

e
b
v
aマ
M

a

g
ワ
ぬw

・

4

ac

・出
vt
ん

a
.、。

水
町
怖
に
炎
般
し
ま
す
。
此
の
時
の

F
段
郷

受
け
か
え
な
が
ら
前
組
し
ま
す
。
附
か
ら
附

ま
で
紙
数
し
て
猷
め
な
く
な
っ
た
ら
、
俗
的
批

は
総
へ
ぽ
き
な
が
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叡
縦
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縦
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激
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し
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し
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械
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あ
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と
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械
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上与 と紛 W 

段主 下砂 下書
揚2 段支 段主
受? 手与 を絡S
はe 刀号 の
柿き 受喜 連2

， 

れん令，、机ん
lv
ふL
n
k

値目ゐ凶
z

，z
'
h
・也市、レ恥
a
h
a
-
ニ

L'

連
縮
練
習
及
び
連
総
動
作
総
'管
制
品
を
敏
則

お
こ

μ

b

a

-
-'luん

.

1d

怠
ら
や
精
進
し
て
行
く
う
ち
に
は
、
N
m
ら
ぬ

‘e
nv
に

か

ら

τ

h

y

h

'

'

聞
に
宰
乎
の
技
法
が
す
っ
か
り
智
が
身
に
つ

hu

い

b

・
h

w

g

a

'

〈
や
う
に
な
り
、
無
意
識
に
そ
の
山
也
被
が
辞

書，

k
勺
s
・
隊
、
傘
'

l

u

'

動
し
て
刷
躍
の
危
舵
を
mwuL
し
伴
る
と
と
に

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
慨
に
料
開
問
耽
燃
に
よ

っ
て
間
約
す
る
阪
総
は
、
獄
事
'
の
磁
を
鰍
紘

z
a
'
U

凶日ん‘，，、レふ
U

・c-みふレ二
J
P

す
る
と
同
時
に
そ
の
研
究
費
熱
誌
に
一
勧
ヴ
て

b
'
w
-

にい
K

'

b

k

'
レら

P
B
・
量
E'

修
業
の
大
道
を
精
進
ぜ
ら
る
る
紘
梓
患
い
た

連2 し
結立さま
動fてナ
作， 4l~。
を安定
考，二
築士段Z
しの
て型主
絞れと
千~~あ
する
る材ご
者It料?
にだ
しけ
まで

ぜ
う
。

ち&〈
司・3

ゅはん除
'b
q
d

降、，，除、ト
va駒

一
、
む
突
と
下
院
挽
と
の
祉
制
和
総
枇

み
M'a
り
レ
険

e
‘

.

，

，

、

(
イ
)
右
足
を
一
歩
鑑
み
な
が
ら
右
劇
堂

、，
Z
ん

--a，、9

・
'

z

'

z

'

中
段
直
央
、
(
ロ
〉
突
く
と
同
時
に
安
い
た

，
伶
ん
そ
師
傘
・
・
ゆ
ほ
ん
a
，
，
、
、
量
、
v
b
F
p
i
F
、、，

右
拳
を
共
俊
ア
段
排
ひ
に
麓
じ
、
ι
都
知
的
肱

ひど・
6
b
ぜんむんき
Mua
町、
k

，、np
・

と
な
る
。
(
ハ
〉
左
足
前
進
左
帯
直
突
、
つ
一
〉

山
内
航
で
知
仏
戦
吟
川
町
搬
出
川
町
出
町
駅
ド
l
蹴
似
し

‘，
v
'z
'ご

h
w
ζ
u
h
F
.
、

，

な
が
ら
丘
お
交
互
に
行
ふ
。
帥
悦
M
T
』
は
ま
で
w
m

る足(
。に

!令
前文
ま睦主下怜
し段L
な lま
ががは
ら厄I~
互さ叉;
右υ主
交3間
五ε股
に 立;
行?と
ひ包な

ま
す
。

会
山
銃
一

一
阪
の
材
料
を
つ
か
つ
て
の
滋
仰
い
鰍

iv
ふ

hv
，、
勺u'

輔、.

習
は
ま
だ
畿
腕
か
出
来
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

z

，、b
a
T
U

し
ん
"
ん
，
，
，
、
だ

が
、
そ
れ
は
蛸
刷
出
荷
自
身
で
研
究
し
て
下
さ
い

れ
ん
館
内
斜
ん
む
ふ
直
角
川
w

-

p

g

h

F
〈C
m
F
C
んそ，、

連
結
練
習
の
場
合
も
放
は
「
確
質
に
迅
速
に
」

au
こ

伝

わ

れ

，

、

，

u

行
は
A

泣
け
れ
ば
訟
り
ま
せ
ん
。
我
K

が
型
を

い
く
つ
も
m
m
ぴ、

M
1
山
内
の
府
間
が
り
れ
く
な
る

-
U
%
が

れ

ん

げ

m
v
g
'
・e

ふ，、ゴラ〈れ

に
従
っ
て
、
と
の
連
結
動
作
除
後
純
化
し
て

町
一
向
く
な
っ
て
伊
き
ま
す
が
、
お
の
撚
な
紙

包囲
'A向島
n

ん怜
w
aリ

に

民

ん

し

ふ

u'

純
泳
連
紺
で
も
、
抱
え
や
練
習
し
て
行
く
う

ち
に
、
中
仰
向
き
ゃ
鰍
仙
れ
に
桃
山
耐
た
郎
総
山
却
を

，

で

・

得
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

企且
抑
郡
山
町
制
山
制
作
は
川
仰
が
し
も
そ
の
依
純
平
と
し

i
u
&

，え

て
使
用
し
得
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
P

ま
せ

ιが
、
ぽ
の
獄
都
叩
酬
が
汁
撚
叡
は
献
に
も

代

u

・cm
悼
て
ん
し
ん
て
2

a

d

v

ん金，、

会
話
し
し
た
通
り
、
縛
身
と
乎
捌
き
の
敏
速

ぜ
い
て
ん
‘
，
、
て
・

自
在
と
い
ふ
舶
に
問
的
が
あ
る
の
で
す
か
ら

ん
だ
ら
ω
m
Q
昨
き
殴
っ
て
蹴
敵
す
る
。
む
問

じ
と
と
を
蹴
艇
を
四

r
k
wへ
ず
・
鰍
翫
し
ま

ナ。

a
-
a
，、
今・
u
-
T
'
だん
色町ゆ
'
w
-
n
a
郎防今民ら
-ua
働

二
、
直
突
と
上
段
揚
受
と
の
鑑
緋
鰍
殺

ハ
イ
)
治
的
献
猷
円
相
仰
町
村
山
肌
郎
総
.
(
ロ
)

毛
傘
‘

=
・e
、

一，i
?

也1
j

'

!

共
の
般
に
て
鰍
獄
を
刻
し
て
制
艇
と
な
り
剛

山
吋
に
刊
相
続
を
以
て
ぷ
際
蹴
釘
バ
ハ
〉
。
郡
山
肌
献

猷
が
ι
仰
向
監
が
わ
凶
ハ
-
一
〉
ロ
の
弼
鮒
で
お
斜
日
判
断

協
潟

l
l献
猷
し
つ
つ

rお
か
を
に
品
川
山
い
ま

す。

ー一ー 143-一ー

三
、

M
m岡
山
肌
郵
U
?限切肌
μ」
の
猷
僻
鰍
歓

ハ
イ
)
治
山
町
献
猷
刊
初
戦
μ
品川勝
，m駒山拘帥ハロ〉

川
内
の
似
の
r
m
u
に
て
れ
似
郎
と
な
り
円
相
m
m
w
-

E

ん
ぽらU
O

M

h

'

a

・ιぜんレル
-e

，a
r
，
p'宮、
b

，，，

段
跳
ハ
ハ
〉
志
足
前
地
左
緋
ム
此
動
党
t
(
-
一》

郡
山
川
航
船
お
戦
下
町
似
m
mド

l
r和
知

r
k蹴

iν

らこ
'
ι
v
a
‘
知
こ
怠

進
後
退
共
陀
行
ひ
ま
す
。

問、

M
m配
撚
針

p
w・
股
引
九
一
川
部
と
の
滋
縦

三
の

W
M山
と
同
じ
、
山
山
し
下
関
は
献
膨
で

な
く
阿
佐
に
な
る

l
l
r航
路

r
k蹴
猷
街

齢
制

kmμ
。

-R
・

u

・
・
阿
a
R
U
・
E

M

A

l

，.guw
・M
‘.，
A
M
F

餓

P
に
側
…
珂
な
叫
域
紛
ハ
自
分
で
常
拙
的
に
考

&

色

F

e

u

-

，

，

、

r

へ
て
見
て
)
で
た
い
限
り
自
由
に
や
っ
て
下

さ
い
。
似
し
枕
ね
グ
の
向
山
M

・叫
ん
だ
材
料
だ
け

の
紙
町
闘
で
向

trな
け
れ
ば
、
叡
引
?
の
抗
出
と

酢

=

ん

"
h
・a

-

u

し
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
を
悦
入
し
て
知

-pa.

，、電

ら
や
に
思
い
都
が
つ
く
と
と
に
も
な
り
ま
す

τん‘，“同

・

勾

か
ら
、
そ
の
酷
は
大
い

κ相
棋
を
付
け
た
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
m
m
m
m
が
猷
ん
で
が
吊
る
伊
山
総

B

U

ふ
a
n
'
コ
は
ん
M

んで・

っ
て
技
法
の
良
否
も
判
断
出
来
る
し
、
ど
ん

ふ〈VA7

偽
る
O

M

U

V
め

e
'
'
E

で

訟
に
複
雑
た
或
は
蹄
妙
た
働
き
も
出
来
る
の

で
す
か
ら
、
献
が
の
ち
ち
は
断
り
掛
川
を
悦
ま

hv

ト晶、，
b
ん

-
s
u
e

怜
ん

s
'
L
-
h
wu
柚，、

会y
、
却
を
中
心
と
し
て
民
間
自
に
研
究
mw熱

aγ'ι

、‘q
d
r

，、ぜ

ず
る
棋
心
掛
け
て
下
ざ
い
。

』
事

=
μ
.

‘e

a
e
-
-

怠
ら
歩
行
か
ば
千
患
の
外
も
見
ん

牛
の
る
ゆ
み
よ
し
会
そ
く
と
も

と
云
ふ
古
歌
が
あ
り
ま
す
。
あ
せ
ら
歩
に
、

総
L
M
K
M
り
ゃ
に
鰍
泌
が
L

紘
け
を
せ
ぅ
。
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補

習第

的土
研芸
品会ー

7L; 

諮

問

題

第
四
九
節

継
足
問
答

-MM
m
b
・
h
F
a

a一帯
の
嘗
て
方

郎
「
鉱
炉
炉
室
於
は
慌
に
m
m
を
ぷ
に
し
て

畠

・

司

令

常
て
る
も
の
と
定
ま
っ
て
居
り
ま
す
か
」

郎
町
「
叡
宇
陀
対
て
は
総
炉
内
品
て
ザ
れ
は
封
と

か

ふ

う

~

・

し
て
甲
を
上
に
し
て
首
て
る
と
と
に
た
っ
て

ゐ

bv

。
。
。
。

居
を
す
が
、
然
し
そ
れ
は
主
と
し
て
で
る
つ

LFふ

L
R

S

て

か

に

惇

止

て
、
国
叩
を
下
に
し
た
営
方
も
あ
り
ま
す
、
例

t
n
ζ
a
'
z
u
v
d
7
s
s
aFふ
む
乞

へ
ば
第
四
諒
第
四
二
閣
に
あ
る
通
り
甲
た
下

s

a

e

ゐ

。

に
し
て
嘗
て
る
と
き
も
あ
り
、
或
は
セ

1
.ハ

h
v
民
嶋
、
‘
n
e
m
a
-
-
a

イ
の
型
に
出
て
居
る
通
り
の
嘗
て
方
も
あ
り

~ 

IF!す
k 。
ドt
1ζ 

し
て

拡‘
て
る
喝、
A'" 
11"0 

.t 
J〈!?
問〈

Ft 

と
は
れ
れ
釈
を
刊
釈
の
鑓

ιが
お
砂
町
ぜ
に
山

・

H

Wづ
aas

来
る
た
め
に
も
必
裂
な
と
と
で
す
」

t
u
o
‘
3

9

t

s

hF・
'
a
a

問
「
平
総
伊
の
突
き
の
時
陀
も
甲
を
麹
ま
し

て
W
く
の
で
す
か
」

之
食
司
令
hvゅ
ん
a
v
』
守主

え
'ι‘，

=
ub

答
「
正
拳
の
突
き
と
同
じ
婆
債
で
す
。
捗

-Z

4

u

'

て

き

い

c

ua，しん

暑が

を
廻
し
て
行
く
と
と
は
、
丁
度
銃
身
の
ゆ
に

府
蹴
の
縦
い
獄
が
あ
っ
て
驚
航
さ
れ
弘
一
郎
却

に
蹴
対

r滋
r
Mぴ
載
が
わ
対
M
L
殿
へ
る
の
と

危
な
。
，
、
，
u
-
H

こ‘，
@

と
民
L
F
S

同
じ
理
錨
で
す
。
第
四
講
に
述
べ
た
通
り
丞

τ
z
u
x
'
A
r24T'hv'

'
'
bpとき

~・2

乎
の
鵡
助
蓮
動
で
据
石
や
錠
形
石
等
を
以
て

m節目
ι
鰍
断
の
野
知
山
部
都
を
や
ら
せ
る
同
町
制
は

郎

γ利
即
戦
お
釈
の
智
献
と
狩
の
際
智
は
隊
じ

も
の
で
す
。
誌
が
け
川
は
智
蹴
は
ず
ひ
ま
せ
ん

が
、
蹴
ぽ
の
鋭
利
か
ら
目
見
て
配
に
燃
は
す
べ

cb昂

s
-
s

き
事
柄
が
多
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

全
M

版
印刷
り
政
総
主

附
即
「
尽
の
m
m
p放
の
彬
ず
に
つ
い
て
mm
か

別
総
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

色情位叫
んL-b

zγ
aaJ-uuc，

答
「
蹴
り
方
絞
朝
日
に
つ
い
て
は
補
助
述
動

'
h
A
V

--
-
-
a
・
a
V

両
.

.
 

か
ら
上
に
突
き
る
げ
る
心
持
ち
で
突
く
時
で

情
品
守
容
肺
ち
a
，
は
い
か
位
h・

t

s

あ
り
ま
す
。
按
錦
や
鷺
牌
の
型
等
に
あ
る
ま

杭
の
m
m
V
M制
限
時
限
に
貯
〈
制
的
に
は
、

up

の
郊
の
鉱
山M
山
町
を
ぷ
に
し
、
祉
の
加
の
鉱
山
川

か

ふ

む

紅

A

v

u

'h

申
を
下
に
し
て
突
き
ま
す
。
そ
れ
放
に
離
の

S
&
F
U
L
T
危
s

hm
ふ
う
、

‘。

営
て
方
は
必
十
し
も
閑
?
を
上
に
し
て
常
て
る

か，
と
限
っ
た
わ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

傘

しゆ

が

ふ

'

向

。

，

.

s

先
づ
主
と
し
て
叩
を
上
に
し
た
突
き
方
、
常

ιv
隠
れ
ん
レ
ふ
か
ふ
し
た

ヲ

畠官
民

て
方
を
練
習
し
、
甲
を
下
に
し
た
突
を
方
は

也事ん
じ助
つ
A
a
b
h
h
E
a
司
令
・

前
述
の
通
夕
、
下
か
ら
上
に
突
き
上
げ
る
と

血

-

-

P

ζ

‘

.A司之
を

き
に
用
ひ
る
も
の
と
心
得
て
居
れ
ば
よ
ろ
し

い
で
せ
う
。
」

叫

v
uvん

-a-e
LV
'h

企
卒
砦
の
用
ひ
方

U

U

S

け
ん

‘

.
a・

問
「
停
戦
は
ど
う
い
ふ
時
に

mnvる
も
の

の
と
乙
ろ
で
公
開
じ
注
し
た
が
、

ゐ
そ
と
で

ゐ
限
し
し
な
か
っ
た
七
陀
W
り
鰍
銑
と
守
山

ピ
‘
，
e
‘
.
a・

の
が
る
り
ま
す
。
と
れ
は
逝
n
H
を
朋
ひ
や
に

p
a'Dげ
U
M

サ

a"し
か《
M
h
n
ahe
A7μE-

滴
稽
古
で
す
が
、
蹴
足
各
部
の
連
総
動
作
。

搬
歓
慌
で
す
。

mm対
向
は
幻
の
磁
り
で
す
。

で
脅
か

‘.
，
h
a
-
-
な

す
ぺ
て
敵
を
仮
想
し
て
行
ひ
ま
す
。

紙
一
際
際
駅
が
も
ぽ
ん
と
貯
き
る
げ
る
。

T-eh，ふ
〈
M‘率化'eamτ--a・

敵
の
下
腹
部
又
は
金
的
に
蛍
て

こ
h
ろ
a

・

る
心
持
ち
。

お
し
〈
ぴ
τ
・
-eんc
e
v

足
首
に
て
敵
の
金
的
を
蹴
る
。

u-w，，Eてhv，んて
夕
げ

土
足
底
に
て
金
的
を
蹴
る
。

保
母
〈で
い
V
L
F
ふ〈μ

，

下
足
底
に
て
下
腹
部
在
蹴
る
、

=‘，包‘，，.hp・a'hF降
、，Lr
・

後
方
へ
臨
干
し
て
下
足
底
に
て

5
し

ろ

に

ゐ

て

・

後
か
ら
抱
ぎ
つ
い
て
居
る
敵
。

.
む
か
ふ
包

足
の
申
を
踏
み
〈
ぢ
〈
。

紙
五
郎
の
伊
世
か
ら
そ
仇
働
倣

‘Fhk
'島、

v

s

'

b
み
て
'

踊
を
上
に
蹴
上
げ
て
後
の
敵
。

・ん
τ
，
.

合
的
に
岱
て
る
。

様、
1

うな
--
e
e，、&‘，

‘
令

官
S
O
S

前
方
斜
陀
足
刀
を
以
て
敵
の
膝

〈
"んe
avふ

げ

開
節
を
踏
み
蹴
る
。

区
い
だ
ん

第
二
段

鯨
三
際

鯨
四
似
刊

紙
五
限

鮫
六
時

た
い
だ
ん

第
七
段

で
す
か
」

科
「
将
戦
は
鮫
四
慌
で
も
伊
都
じ
た
逝

p

・5サゐにう

‘
今
『
‘
ロ

3

小
筆
頭
を
以
て
突
き
叉
は
打
つ
の
で
す
が
、

むん
-e
a'

B

怠

し

包

す

ゐ

仙ザ
ヲ

人
中
ハ
必
の
下
〉
や
水
月
〈
ミ
ゾ
オ
チ
〉
の

勾

ぬ

事

hvか，
z

・

'

b'
a・9

突
き
、
或
は
置
(
コ
メ
カ
ミ
〉
を
打
つ
時
等

‘司
&=‘
，thτ
-
e
a
ヨ
色
、
‘ζ
，a・

に
は
設
も
効
果
的
で
せ
う
。
内
積
打
か
ら
の

鉱
似
と
し
て
そ
の
猷
m
m紙
を
艇
に
伊
ば
し
て

て
'
'
&

。

。

、告
か
ん
主
主

敵
の
烏
兎
(
腐
と
闘
と
の
中
間
)
&
敏
か
ら

切
る
様
に
打
つ
時
も
る
り
ま
す
が
、
鮮
し
い

aτζ

=，
v

e，‘. 

と
と
は
、
も
ろ
少
し
鱗
議
が
逃
ん
で
か
ら
に

ー-15()ーー

し
ま
せ
う
」

Lkhp
砂
色防
、
巳
f

LV
μ

c

・‘qA

間

{
卒
棋
の
盤
り
方
に
つ
い
て
心
得
て
治

く
べ
き
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

民
向
、，，w
a内
健

Y
L
V
L
φ
・いゅ
ん

民yLγ
応

答
「
平
拳
の
撞
h
y
方
も
疋
品
ゅ
の
撮
り
方
と

同
じ
で
、
鉱

一
昨
野
純
の
踏
り
放
の
と
と
る

同

a

-

a

s

守

い

V
伸

MLL司自T20

で
沿
話
し
し
た
通
り
で
す
。
正
離
は
栂
指
を

い
中
か
ら
た
さ
え
、
刊
紙
は
棋
慌
を
艇
か
ら
机

事う
ゐ

i

u

-

bp
A
m
民
Rde

え
る
だ
け
の
相
違
で
、
四
指
佐
深
く
緊
〈
撮

り
一
首
む
ぷ
蹴
ち
は
時
じ
で
す
。
.
此
の
四
ー
鮮
を

依
〈
総
〈
勝
り
山
山
む
悦
慨
M
L
つ
け
て
ゐ
く
と

V

E
・V・M，‘
，
a
，
，
‘
，

.e

，

以
上
郷
一
段
か
ら
第
七
段
訟
で
u川
b
E

一
度

a

・

h

a

防
隊
員

7

6Ahef
勾
エ
低

hF，、

も
地
に
つ
け
や
連
結
し
て
迅
速
に
行
ひ
、
各

町
ル
炉
を
同
町
川
町
に
慨
し
て
政
一
献
な
官
官
た
ら
し

，‘，

hnAed
綱
ば
い
官
ん
巴
A
V
S
い

め
る
桜
花
練
習
し
ま
す
。
第
五
段
は
質
際
の

‘aB
仇
吋
内

u

a''M
am?

"
陶
守
、
‘
.
‘
m
-
u

場
合
に
は
後
か
ら
抱
き
つ
い
て
ゐ
る
敵
の
足

が
ふ
ふ

an--hv

の
甲
を
踏
み
〈
ぢ
〈
と
と
に
も
な
れ
ば
、
或

.. 
‘，hv

cpv
'
V
て
・
u
h
F
a
'
a'hH
a'L為
酔

ba
冷

は
捌
ム
ロ
の
関
係
で
は
敵
の
向
臨
を
後
蹴
で
蹴

t
L
F
，
、
p
a宅〈

る
と
と
に
も
な
り
ま
せ
う
が
、
兎
に
角
下
足

τhv
‘
AJ
と
a
，
U
5
g
ゅ
ん
ふ
山
n
'MSO

底
を
以
て
後
方
の
地
面
を
踏
む
つ
も
り
で
勢

ふ

乞

V

g

ゅ

ん

あ

ι

よ
く
踏
み
沿
ろ
し
ハ
但
し
地
雨
に
足
を
つ
け

歩
、
す
れ
/
¥
の
と
と
ろ
ま
で
踏
み
下
す
〉

狩
の
民
献
で
僻
六
慌
の
街
樹
剣
山

mwり
を
な

す
、
紘
一
郎
か
ら
が
七
臨
ま
で
の
初
郎
は
鯨

τん
官
U
V
世
ん

'
d

♂

由

。

ほ

か

五
段
か
ら
第
六
段
へ
移
る
と
と
ろ
を
除
く
外

a-L

-
a

ゐ
-
-
e
h
ゅ
は
・
0
b

は
す
べ
て
足
は
元
の
位
也
ハ
卸
ち
足
乞
あ
げ

。g
ふ

hF

ゐ
‘

膝
そ
深
く
ま
げ
た
位
世
〉
ま
で
も
ど
し
、
そ

ur伶
40

凶
リ

・

73

れ
か
ら
勢
よ
く
蹴
る
様
に
し
ま
す
。

ぜ
の
七
戯
山
肌
り
は
飢
muぐ
如
氏
つ

rっ
て
伊

hr
aは
5

・
む
た
・
・菅
a

，

‘

，

z

な
い
で
片
方
の
足
に
間
涯
を
持
た
せ
、
膝
b
也

--b

hmと

ゐ

ま
げ
腰
を
落
し
て
居
て
や
る
の
で
す
が
、
モ

ー-161-ー『



《之ぜ可

問i， < J¥ ~ 
..iItモ}討
な也守ゆ
かぐ))'~
(起?へ
し トL
むて惚'
づ沿を"
かく倒5
しやさ
さうな
ろにい
で し 様t
はまた
あすな
り 」 る

りま
ま 答主せ
せ {内ん
ん 練2か
。轡t」
左さす

方iれ
のぼ
足tむ
でづ
交3か
互ごし
に い
綜2と
智之と
しは
まあ

， . 

ふす
の 関与」
は「
官三下帯
際主足ご
の底?
場ばで

合3敵E
陀の
E 下か
ん腹T
1;..部ぷ
もた
の蹴(，
でる
せと
う宏‘

か」二
院
へ
凶
V
A
7
事
い
で
'
a
h
'
U
げ
ん
£I
‘nhw怠

答

「
・
貨
際
と
し
て
は
敵
味
方
が
舷
k
相
閥
単

す
mmwh
桜
紙
し
た
新
鋭
、

rお
の
ヂ
が
日
日
比

ao
&
s
-
B
a
守
と

-eiuhV
A--T，

か
ら
み
合
っ
た
時
に
最
も
足
が
必
要
に
な
る

k
a
s
、
h
u
b
'
a

わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
時
に
は
間
合
が
放
も

%
V
鼻
‘
W
2
F
V
'
切
ら
ザ
内
t
、
，
E
F

近
い
時
は
臨
蹴
が
紘
一
に
杭
灯
3
れ
る
で
せ

-
p
e
-
-
、
、
.
2
h
q
〈
b
ん
け
い

う
し
、
そ
の
時
ん
¥
の
ス
キ
と
距
離
の
閥
鉱

。ι
・、g
u
avaJそ，、
で
い
お
主
か
そ
《
で
肺

に
よ
っ
て
、
足
首
、
上
足
底
及
び
下
足
底
の

鉱
ひ
付
加
が
配
釈
に
航
船
内

kmvれ
る
の
で

シ
ぞ
，、
て
い
‘
っ
か
ふ
，
、
u
p
u
J

す
。
下
足
底
を
以
て
下
腹
部
を
蹴
る
と
い
ふ

也

V
U
ら
か
島
、
，
、
て
い
あ
に

と
と
は
‘
必
や
し
も
ド
足
底
が
批
ら
な
く
と

あ
る
し
、
制
説
的
に

W
応
す
る
わ
け
に
は
い

自
も
J

〈
み

τ

き
ま
せ
ん
。
そ
れ

A
1の
場
合
を
組
乎
に
よ

っ
て
総
川
の
鰍
出

b
L
3
て

m
mし
、
仰
れ

ゆ
多
也
、
九
'
b
司

、んしふ

で
も
自
由
に
働
凶
り
る
や
う
に
練
習
し
て
も
軒
く

色司とた仰
やav

LhF
傘
，
“
げ
ら
う

と
と
が
最
も
大
切
で
す
。
然
し
各
誌
の
突
き

於
は
円
相
続
h
r
m位
、
制
ι
純刊
m
肢
の
純
一
一
山
せ
に
た

り
ま
す
ネ
、
と
れ
は
配
の
松
斜
せ
の
館
街
た

-んじ

と
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
か

ら
と
て
、

rの
似
俄
ぜ
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ

マ
ム
「
で
柄

と
決
定
し
て
し
ま
ふ
と
と
は
い
け
ま
せ
ん
。

3
ゆ

qAS'e，、・2乞

2
ゅ
ん
事
ぞ
，
、
τ
h
v
し
A
て
・
3

ぜん9t，、

右
拳
右
足
叉
は
左
捗
左
足
で
挺
身
的
に
金
力

a

・9
・
"
こ

a矛
』

r
e‘

を
以
て
踏
み
込
ま
た
け
れ
ば
浮
ぶ
瀬
の
な
い

治

-
-
u
'
w
-
倫
理
母
，
、
a
u

場
合
も
お
り
ま
ず
か
ら
、
方
都
在
日
比
(
又
は

3

・

'

V

3

e

〈

円

き

ぜ

い

こ

左
越
・
右
足
〉
の
優
勢
と
い
ふ
と
と
に
の
み
国

s

・4
ゐ
h
3
4
'
h
v
t
L
苛
も
て
い
ら
z
a
，
だ
H
司
令

着
し
て
居
た
ら
流
星
光
底
長
蛇
を
趨
す
る
と

か
ら
τ
-
m肺

と
に
も
な
り
ま
せ
う
、
す
べ
て
安
手
に
於
て

a
b
h
肺
U
ず
・
h
u
o
u
た
島
も
づ
し
ん

は
凶
肢
五
聞
の
自
在
無
畿
の
働
き
を
以
て
民

館
と
す
る
も
の
で
、
ど
れ
が
よ
い
と
れ
が
蹴

.，‘.a匂血帽瓦，
て
ae
〈HAhh・‘・・MUA1τhr

い
と
抽
象
的
に
観
念
的
に
決
定
し
よ
う
と
す

る
と
と
は
、
総
い
も
ぽ
む
べ
き
聡
慨
す
べ
き
琉

倒2足?をるも
か‘底Z大ごとそ
せはたとの
るJ::~らに心5
と足Aしょ持t
い庇毛めっち
ふといるてで
~J'" ー と下... 我b
味ゐ致‘と腹tが
をしが部ぷflQi:
もて出でへを
合?下が*lの滞2
ん版?る蹴診し
で郁ぷ O 足f主主
広角攻~gptのが
る鞍'1ちu効2ら
のに下s・果二蹴・2

で
問さす
. L... 
此=
の
七
段Z
蹴・7
り
で
吉え
だ
主主3
怠相
し
て柄
頂5

く
と
と
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

二
丈
、
に
h
r
，
‘
、
凶
p
w
い
h
r
う
し
主
て
ん

答
「
さ
う
で
す
ネ
、
大
砲
以
上
の
時
貼
K

'a-
仇

A

レふ

気
b
L付
け
て
練
習
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

Z
5
ぜ
'
=
事
隠
，
で
'
'
ん
て
草
島

後
間
で
後
方
の
敵
の
金
的
に
岱
て
る
に
は
、

=
，

う

匂

め

ん

@

h

b

後
方
へ
地
商
に
ず
れ
/
l
v
比
伸
ば
し
た
足
の

か‘
と

じ
れ
ん
U
し
ん
L
a
t
u
'

市

Ehろ
b

蹄
で
、
自
分
自
身
の
容
部
を
蹴
る
心
持
ち
で

い
鮒
巧
よ
く
や
る
と
と
で
す
。
館
山
川
の
ず
俗
に

てB
U
h
r
-'VMM
内

b
brゐ
・
旬、，，
sa，

は
敵
は
同
胞
か
足
の
閉
し
に
時
酵
を
受
け
て
ひ

で

，

.

ゅ

ん

て

'

る
む
た
め
に
ス
キ
が
出
来
る
か
ら
、
金
的
か

ヤ
駁
献
に
衡
郎
の

W
Yげ
が
郁
m
w
m
叫
に
き
〈

て

章

、

お

そ

の

k

g

わ
け
で
す
。
敵
の
ど
と
に
営
る
か
持
時
々
々

何

事

島

、

ん

b

a

S

H

V

に
よ
っ
て
相
越
が
あ
り
ま
す
が
、
練
習
の
際

ぃ・5

は
u
b

ζ
、
a
q
A
・
L
n
zh硲

ば
A
F
会
開
し
た
心
持
ち
で
行
ひ
愛
す
。
」

で
あ
り
ま
す
。
」

.‘・v

‘
ん
ご
帆

A
腰
の
問
題

告

hv
こ
し
お
と
担
い
守肺
ぴ
〈

間

「
腰
を
落
し
慌
勢
を
低
く
せ
よ
と
い
ふ

と
と
を
よ
く
す
は
れ
ま
す
が
、
あ
れ
は
部
uu

の
抗
日
ん
と
い
ふ
か
m
m
だ
け
で
せ
う
れ
」

紅
、

』

F

・4qa

答
「
ょ
い
と
と
h
f・
質
問
て
く
れ
ま
し
た
。

u
a
，
A
e
a
・
む
ら
-
e
Amτ
肺
結
n
e
肺
U
AγAJ

そ
れ
は
制
…
論
証
A
U
の
安
定
と
い
ふ
間
勢
上
の

隙
膨
加
を
や
抑
制
尺
は
?
っ
て
伊
る
の
で
す
が
、

-

司

〈

L

M

F

《

望

。

そ
の
奥
に
は
も
っ
と
深
い
窓
味
が
あ
る
の
で

思

-
a
，
、
6

・
5
・
る
-
a
v
E

す
。
例
へ
ば
時
い
所
で
不
意
に
ワ
ツ
と
践
を

e
e
H
日
れ

・

釦炉
ゐ

か
け
ら
れ
た
時
に
は
、
稚
で
も
ハ
ツ
と
幣
〈

z
h
a
ミ
円
守
山
ド
惨
事
L
ん
s
h

で
せ
う
。
此
の
時
の
間
勤
は
亙
心
が
ょ
に
4
C

υと

が
っ
て
、
人
に
よ
っ
て
は
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ

代
都
蹴
棋
院
の
ア
メ
リ
カ
派
郎
が
ど
に
よ
く

や
き
h
u
.
‘
‘
，
t
号
、

あ
る
〉
の
般
に
繭
乎
を
よ
に
あ
げ
て
し
ま
ふ

ぜ・匂しん、

と
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
全
身
が
ス

、

急

ゐ

ロ

A

g

キ
だ
ら
け
の
丸
出
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
布

の
z
a
a
句

作

v

e

t

h

v

守

肺

の
様
た
場
合
に
サ
ツ
と
一
歩
さ
が
っ
て
栂
勢

-
a
と
-
b
u
v
s
z
-
Z
は
江
a
a
@

を
落
し
て
身
構
へ
、
撃
の
ヌ
シ
の
何
物
な
る

aTh

J

日

ん

げ

は

な

b

問
「
七
段
蹴
り
に
つ
い
て
の
》
簡
は

k
く

ゆ械

か
セ
九

'vι

‘

‘es

わ
か
り
ま
し
た
が
、
此
の
蹴
り
方
練
習
の
時

WLι
お
の
平
は
ど
う
し
て
公
き
ま
す
か
」

続
プ
c
う
で
す
、

rお
の
が
'
は
グ
ラ
リ
と

A
F
i
E
 

ぶ
ら
さ
げ

τゐ
い
て
は
絡
構
が
つ
を
殺
せ
ん

$
い
a
'
e
‘
=
%
し
巳
ダ
エ
レ
邑
p

s

a

左
宥
北
ハ
に
離
を
極
っ
て
腰
に
構
へ
て
居
て
も

て
拘
h
v
s
・
-
b
・

も
よ
ろ
し
い
で
す
が
、
掌
を
腰
に
門
前
て

L
A沿い

='
bA
V
日
ひ

て
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
後
者
の
場
合
に
は
、

T

将
‘
は
い
つ
も
の
組
り
w
m
m
b
L
燃
側
聞
か
ら

ー

な

れ

守

離
さ
や
'
K
く
つ

L
け
て
公
く
と
と
を
忘
れ
て

-ー-15'::---

は
い
け
ま
せ
ん
」

A
載
と
お
の
統

的

‘
ひ
=
れ
し
つ
に
官

、砂
、
b
，
、
怜
ゐ
F
H

問
「
帯
を
突
き
出
す
坊
合
に
足
と
の
閥
慨

は
ど
れ
が
よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
。
日
m
m
mを
釘

企
君
、
，
易
、
，
、
に

く
時
に
は
お
足
を
出
し
を
す
か
、
そ
れ
と
も

急

今

f

に

は

会

左
足
を
出
し
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
L

袋
、
「
ど
ち
ら
が
よ
い
ξ
駅
成
し
て
し
ま
ふ

，
，
ん
害
、

〈々

と
と
は
主
く
あ
り
を
せ
ん
。
右
越
-
充
足
が
よ

い
悦
も
あ
る
し
、
作
戦
庁
肢
が
約
制
刊
た
蹴
も

-
H
h

a--nU

帥

W
A

か
泊
麟
な
く
見
組
め
ゃ
う
と
す
る
人
が
あ
っ

e
h
v
t
Z
ヲ

E
之
、
ゐ
え
泊
向
。

た
ら
、
共
の
人
は
齢
制
艇
の
心
得
と
落
舟
き
の

あ
る
人
で
す
。
υ
a
u
-
-
e

』

n・
・9
量

そ
れ
か
ら
人
が
夢
中
に
な
っ
て
落
着
が
な

レんてきむ令
4

た
加
。
。
。
。

く
な
っ
た
心
的
般
態
を
『
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短
吐
に
な
る
わ
け
で
す
。
翁

"'
b
ho

，

ぞ

乞

‘.
A
u
n
a
伝
え
ん
μ
ξ
'

藁
wh
一
於
け
る
気
息
の
問
題
は
型
の
演
武
の
時

の
が
ぶ
泌
の
伊
採
に
た
る
も
の
で
す
か
ら
、

や
か
け
ら
れ
ナ
a
r
i
u
川
の
耐
b
w

川
ず
到
l
仏

伽

me，
服
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
と
に
な
る
の
で

-内
ポ

'
ω
y
s
h
r
ペ
，
い
色
F
a
y
企
守
・
向
、
令

ず。

競
技
界
に
於
て
秒
以
下
の
時
間
を
以
て

駅
似
を
減
す
る
と
と
は
併
で
は
ヂ
川
町
で
d
h
お

‘

ぷ
巴
・
っ
す
っ
し

知
し
て
ゐ
る
と
と
で
す
が
、
武
術
は
決
死
の

も
x'ほ
M
P
W
A
1
て
M
V
3
ん
と
u
y

勝
敗
を
決
定
す
ろ
が
本
紐
な
の
で
す
か
ら
、

A
W
'
M
Y
-
-
、
ら

・司主、にan'e
-
-
る

え
，
、
げ
ん

競
技
よ
り
も
吏
vh
極
端
に
時
間
の
遅
速
を
厳

a.

，eba

bu 

塘
に
考
癒
し
て
会
か
ね
ば
な
ら
ぬ
理
で
す
。

，、

r

さ

ん

ち

h
v
f
し
.，A
a
羽

V

拡
に
吐
か
ら
呑
に
う
つ
る
聞
の
一
障
に
於
て

ど
に
.
‘
s
h万
A

'

e

ん

位

吐
の
耐
を
以
て
臨
載
し
七
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場

ゐhv

L
t
a
，
，
，
O
A
7
え
う

合
も
あ
る
と
と
を
承
知
し
て
た
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

ん
e
s
υ
に
と
ん
記
山
p
t
z
肺

呑
を
吐
の
問
に
呑
の
耐
と
吐
の
耐
と
の
る

二
-
q
e
'
b
A
V
a
n
ζ
・
-
a
n
ひ
と

る
と
と
は
呼
吸
の
自
然
で
す
。
試
み
に
人
の

民
い
，

、
，
u
v
ご
ら
ん
砂
ん
こ
'
ひ
と

鰐
息
に
注
意
し
て
御
見
な
さ
い
。
健
康
友
人

-

い

み

れ

ほ
ど
は
っ
き
り
と
此
の
耐
が
見
分
け
ら
れ
ま

令は峰けん・
5

ひ
a
・
也
、
ふ
に
ん
、
&
〈

r

す
。
郎
ぢ
健
院
な
人
ほ
ど
呼
吸
に
姉
力
性
が

3
・'a
，
a
h
“
・
υ
e
=
・
掛

あ
る
わ
け
で
す
。
荊
掠
の
混
い
人
に
は
呼
吸

'
W嗣

3
・
‘
〈
e
n
‘
ん
ど
h
w
肺
可
止

に
開
力
性
が
な
く
た
る
か
ら
呑
吐
の
耐
が
殆

-ea"

や

‘

，

心

11

ん
ど
見
分
け
ら
れ
な
い
搬
に
な
る
と
と
は
周

はす意‘・傘・3
よ 。鍛主薬2
〈共3し鉱
心E他'ニて練‘:
挙協のやの
け補ほる時i
て助:とは
た自明、常2
い鍛空よ、に
て練:り、此ζ
下去の効Sの
さ際3泉よ事2
いに的Zを
己もには
気舎主に つ
息きりき
滋詰まり

だわ A 
けか問;否i
でり「の
ts.. ;1: ~i 耐F
くし 斑;と
受、た鍛t吐e
け、が練2の
が 、の 耐2
ib然主筑・
りし，12、?
ま盟主法2
すはは
が突、そ
、 き、れ

と T
!}(、よ
き、〈

そ
れ
は

ど
う
な
り
設
す
か
」

ζμ
へ

a
v
ζ
-
-

c
k

，
e，、ag'剛

容

「
も
う
少
し
特
っ
て
下
さ
い
。
気
息
呑

ザ
総
に
は
税
と
山
仙
の
併
に
献
と
い
ふ
凱
艇
が

州

y
b
，
、
u
h
v

あ
る
の
で
す
。
一
見
に
詳
し
く
去
へ
ば
耐
に
は

k

A

n

肺

ど

に

仰

に

い

容
の
耐
と
、
川
の
耐
と
が
あ
り
ま
す
。
臨
と

E

E

ご
と
ロ

ι
。

除
額
ん
で
字
の
如
く
耐
へ
忍
ぶ
と
い
ふ
と
と

とん

に

い

い

害

す

こ

で
す
。
芥
の
耐
と
い
ふ
の
は
無
息
を
吸
引
リ
込

s
h
o
h
v
，
た
明
"
し
@
ど
た
い
V

ん
だ
健
の
獄
態
で
耐
へ
忍
ぶ
と
と
、

吐
の
劇

と
守
山
の
は

m
pを
山
弘
ぎ
山
川
し
た
依
m
山
脈
艇

止

し
n

こ

じ

.

、
-H

で
耐
へ
忍
ぶ
と
と
、
此
の
二
種
の
耐
が
る
り

ま
す
。

知
の
和
町
で
ナ
。

hrm

'
今〈

‘ん
ば凶F

A
型
と
集
息
の
問
題

-
二
.
、
h
v
"
M
U
-
-
号
、
き
ん
ど

答
.
「
さ
て
刑叫
に
於
け
る
筑
息
の
答
吐
は
ど

ハ
色
、
.
h九
九

'U
令
-
v
h持

う
た
る
か
と
ま
ふ
と
、
総
也
識
鍛
練
に
於
け
る

'
e
〈
と
ん
ど
z
a
'
ゅ
ん
h
v
Z
A
凶
ん

筑
息
呑
吐
訟
の
原
理
が
根
本
に
た
る
の
で
す

含陰
湿
、
、
、
、

と
色
ぞ
，、r

bhr・-

劃
引
り
突
き
も
受
け
も
共
に
速
度
と
カ
と
b
L

十

u，、
》
・
え
5

併
し
&

acん
た
い

A
んに
M
W
嬰
と
す
る
制
問
は
す
べ
て
呑
の
耐
で

給
が
配
ま
る
川
和
祈
に
ザ
に
た
り
ま
す
。
ず
は
s

up--
s

令

ぽ

司

γ
ι
憎んか
ん守
鎗
弘
に
h
p喜
志

一
動
作
の
純
っ
た
次
の
瞬
間
邸
ち
他
の
動
作

ao
巳

2
4
4
H
・3uwhv乞・
2

に
う
つ
る
附
陀
な
り
ま
す
。
剛
柔
波
系
統
の

陣
リ

hvL曹〈hv

般
に
は
、

知
肢
が
は
っ
き
り
M
M
式
化
さ
れ
て

t
u
r
，
h
b
p
A
‘
u
う
じ
ん

ゐ
て
、
現
吐
が
郷
三
者
の
訴
に
も
充
分
わ
か

ゃ

3

V

た

-

-

骨

る
般
に
た
っ
て
ゐ
る
型
も
あ
り
ま
す
が
、
共

』F
.
。
，
a

初

n

‘

信仰てい
A
V
叫

たほ

仙
の
流
棋
に
秘
て
は
・
丸
抵
方
に
述
べ
た
逝

P

b
e
，
、
け
い
し
.. ，、LOhaと

陀
た
っ
て
舟
ま
し
て
、
特
に
服
式
化
し
て
苦

。
白
今
日
い
し
ゃ
み
・
‘
p
a
、
b
，

を
殺
し
て
鉱
三
者
の
ヰ
に
も
感
知
し
得
る
や

サ
ザ

Laps肺

う
に
は
た
っ
て
舟
り
ま
ぜ
ん
。
な
ほ
詳
細
は

い
ヒ
伊
E
s
h
"
・
・は

と
ん
ど
・

劃
に
よ
っ
て
動
作
た
行
一
ひ
な
が
ら
容
吐
の
筑

恥

Z

ゅ

z
-
z
u
‘
〈
〈
記

必
を
よ
く
研
究
し
自
得
し
て
下
さ
い
。

ze'w
令ζ

話
が
少
し
む
づ
か
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

知
駁
山
院
に
お
て
お
の
と
と
だ
け
は
が
炉
ぷ
矧

3

h・いじhv'z、.。

て
居
ι
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
耐
は
時
間
的

s
z'にん

也、ん島V
ゐ

3

ε

・
・AF

に
長
短
い
ろ

f
I
4
C
P、
潜
水
の
如
き
は
耐

zt"
a

n

S

い

も

a

s

か

6
.
‘

の
時
間
の
最
長
の
も
の
で
せ
う
が
、
窓
一
乎
に

句
、
.
v
・
，出
世
か
A
C
'
A
g

於
け
る
酎
は
瞬
間
的
の
観
か
い
も
の
で
す
。

析
を
般
へ
て
?
へ

ば
知
配
の
脱
却
が
す
。
側

a-・"
s
av

-

-ぷ・ν
=
'
M
L
F
S

へ
ば
怒
識
を
突
く
と
き
、
捗
b
L
腰
に
椛
へ
て

-z

-

e

A

1

に

b

a

h

v

e

し

ゅ

絡
に
突
き
出
さ
う
と
す
る
時
に
、
鉱
山
必
は
艇

か

ん

て

S

と

・

・ぷレ

aa・
'
f・

間
的
に
止
め
て
し
ま
っ
て
、
績
が
絡
識
に
あ

今崎t

ur--
。

た
っ
た
剥
那
に
梨
忠
が
吐
に
な
り
ま
せ
う。

=
-
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・b
・-ゐ

同

u

・今hP6

也
事

9
S

此
の
傘
が
腰
を
離
れ
て
傘
誕
に
あ
た
る
剃
那

・
-
a
怖
か
ん
S
そ
，、"・
ふ
M
Ve旬、・a7肺

ま
で
の
一
瞬
間
が
筑
息
法
で
般
統
に
す
へ
ば

ε
ゐ

に

い

か

，

τ
ぷ
し
s
，bs

雰
の
耐
で
す
。
そ
し
て
仮
に
捗
が
悠
斑
に
あ

-z

v

'
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た
る
前
に
集
息
が
吐
に
な
っ
て
し
ま
へ
ば
、

、
で
み
〈
‘
，
s

・』罰.，ぜん但ま

そ
の
設
身
は
宰
筑
の
ヌ
ケ
た
風
船
球
に
な
っ

て
何
学
新
艇
の
た
い
も
の
に
た
り
ま
す
。

t

e

ん

し

ゅ

ん

に
い
T
A
A
A
V

吐
か
ら
容
に
う
つ
る
一
郎
の
耐
が
般
新
に

ど
に
い

‘

言
へ
ば
吐
の
耐
に
な
る
わ
け
で
す
。
で
悲
し

さ

・
9

ん

b

h

，

ん

お

い

て
S
ι
n
y

吐
か
ら
呑
に
う
つ
る
一
院
に
於
て
敵
か
ら
技

ー-luO-

-
』v

hm
m
・
-
'
h
"外

L

訴
の
制
、
川
の
耐
も
同
じ
く
抑
の
制
判
の

慨
に
よ
く
出
か
し
て
や
っ
て
貯
れ
ば
、
即岡山似

で

e

す
る
と
と
が
出
来
ま
す
。」

山
間
「
制
剤
取
舵
と
し
て
は
裁
と
ザ
だ
け
だ
と

、

‘

。

た

い

思
っ
て
思
念
し
た
ら
耐
と
い
ふ
と
と
も
あ
る

の
で
す
か
、
艇
と
い
ふ
と
と
は
『
イ
キ
を
コ

ね
い

は

.

&
h
v

E

す
』

ζ

と
だ
と
す
れ
ば
、
耐
が
長
い
と
街

M
b
u
以部

r放
る
や
う
に
政
ひ
ま
す
が
げ
怖
で

部2ふ原23t撚主 せ
武ぶ ζ 因2でも 答2ろ
にとをも不込「h か
於~IC たな断記耐三一
けなしく l亡息き
る りて吐ど稽まが
両日~ 街舎賀・5績?若b
.弘Tす生r作きしし
はが L.f.I1Hて長Z
有V 、ーじよを行きい
寄ご然t附2起2ふ往時じ
としるしと間士
者~ネ;2:t 有V 心えす に
すい乎τ 宰F~:l雌tれわ
ベのだ肥3ばた
き ~~と 大正官三・り
ほの云いのふ 、

国 - 1;;7-ー

E
の
も
の
は
一
つ
も
あ
り
支
ぜ
ん
。
よ
く
一
ニ

，
一
h
F
ド
加
え
ら
ぷ
み
μ
ν
e
，
、
設
魯
ん
υ
と

臓
の
型
の
甑
武
を
見
て
耐
息
b
L
非
鰍
ず
る
人

R
A--し
ゃ

'
e
t
広
ふ

るひゆ
4

が
あ
り
ま
す
が
、
掛
仇
武
鮮
が
筑
息
訟
に
米
熱

‘，
、
u
'

隠

Ane〈

ゐ
ば
h
ひ

な
る
が
舵
に
川
郡
山
理
た
航
息
を
し
て
居
る
場
合

h
T
U
，
.
、
ん
令
官

は
必
占
y

し
も
三
識
に
隙
ら
歩
、

セ

1
サ
ン
だ



a'h 

ら
う
と
チ

γ
ト
ウ
だ
ら
う
と
又
は
ジ
ツ
テ
だ

-

ぺ

伊

h
M情
'

弘

代

ら
う
と
、
共
の
他
何
の
型
に
も
あ
る
と
と
で

す
。
た
ピ
蹴
炉
の
は
や
い
拡
に
総
て
は
mm
以

e
h
v
ど
に
肺
b
a
T
a
h
w

の
呑
吐
が
第
三
者
に
は
は
っ
き
り
見
分
け
が

えans・u
avu
し
ん
い
む
含
ゐ

つ
か
な
い
し
、
演
武
4
0
自
身
も
窓
識
し
て
居

向いお
A

た
い
だ
け
の
と
と
で
す
。
平
安
や
ナ
イ
フ
ア

シ

広

え

ん

ぷ

品

企

シ
チ
の
型
を
一
つ
溺
武
し
で
さ
え
、
後
で
フ

1
f

I
す
っ
て
彫
る
山
ん
は
、
蹴
町
村
に
似
刊
一
一
世

'
h
肺
ぞ
t
au&，
.

.

.

 

ee〈

色
体
耐
息
が
あ
っ
た
詑
擦
で
す
、
そ
れ
は
筑
息

ヨ
ふ
み
ぴ.
，
、
・
z
・
a
%
が
ゐ

仰の

法
が
未
熟
た
た
め
か
又
は
問
諮
っ
て
居
る
穏

に
艇
る
W
M
U
が
引
い
の
で
す
。
そ
ん
な
と
と

う
ん
r
'
け
ふ
V
ぷ
じ
ゅ
白
J
a
-

-，，a・
4

は
あ
ら
ゆ
る
越
動
競
技
や
武
術
等
の
初
歩
の

ひ
と
た
3
b
、
み
う

人
に
は
度
k

見
受
け
る
と
と
で
す
が
、
と
れ

-A

4

b

a

3
い
か
ん
、
ふ
-
e
a
・

は
自
ら
も
よ
く
注
意
し
て
研
究
す
る
と
共
に

知
野
や
府
新
都
に
つ
い
て
も
杭
へ
を

T
け
る

べ
き
で
す
0

・
‘
ん
ぷ
-
U
・
V
・
そ
〈
也
ふ
し
ム
U
ゅ
，
、
、
ゆ
き
肺

演
武
者
が
気
息
法
に
轡
熱
し
て
居
る
際
に

ら・向

hu
A
H
ω
V
A
J
hd
車

up'
Mph・ん

は
三
臓
に
於
て
も
決
し
て
非
衛
生
と
雛
タ
ベ

h
u
・
守
党
v
，，
、

を
ほ
E
の
無
理
な
耐
息
は
な
い
の
で
す
が
、

C
-
-
a
s
て
・
・
υ
な
九
.
‘
e
f
-
-

ふ
れ
k
カ
情
的

r作
鰍
r
v
d
A
W
は
1
円。
H
H・K
M
K

二
、
が
貯
な
附
臨
は
m
m川
け
な
蹴
判
、
町
山
崎
ル

て
、

Y
齢
制
な
ら
し
め
る
が
が
よ
り
野

見
山
内
で
あ
る
と
と
。

一
ニ
、
鉱
炉
は
蹴
鰍
た
る
と
批
色
村
鉱
山
町
税

ー

‘

，

T
P
，‘亀うu・
時ふ

出
で
あ
る
か
ら
、
示
老
長
秘
法
と
し
て

v
?
;
L
，
‘
、
，
I
e
-
-
T
b

術
的
仙
杭
ぜ
の
此
紘
が
躍
要
閥
せ
ら
れ
る

ム
円
!
"
し
ん
す
か
V
H
辺
、
〈

け
る
耐
の
民
畿
を
解
し
た
い
無
智
か
ら
来
る

υ
匁
ん
こ
肺
乞
h
q
a
'
q
'
V

非
難
か
、
故
意
に
他
流
を
非
議
せ
ん
と
す
る

‘宮
、相

ひ

i

宮

ん

い

4

底
意
か
ら
の
非
艇
か
、
そ
の
何
れ
か
で
す
。

律
相
々
〈
uv
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ぷ
ヒ
‘
，
a
v
n
-動
g
a
守

耐
息
は
如
何
な
る
武
術
に
も
競
技
に
も
附

τ
島
守
e
e
い
e
f

e，危いて
S
υ
吻

き
も
の
で
す
。
越
度
の
耐
息
は
絶
動
的
に
必

え

s

u

v

B

u

e

，

主

要
た
と
と
で
す
。
筑
息
を
吐
き
き
っ
た
剥
那

‘

.

n

v

h

n
 

に
若
し
引
か
れ
る
か
押
さ
れ
る
か
さ
れ
た
ら

是
ゐ
そ
〈
注
冶
多
ど
気
h
r
・
9

呑
息
の
徐
裕
が
た
い
か
ら
吐
の
耐
を
以
て
と

-

n

'

h

v

，

骨

こ

e

AVZ

れ
に
臨
じ
、
指
摘
息
を
呑
み
込
ん
だ
剃
那
怒
ら

‘.J
仰

に

u

v

b

に

う

ぜ

ん

ば
訴
の
耐
に
た
る
の
は
理
の
常
然
で
す
。
ょ

w"、・aa・3b
・げ
ふ
巴
信
h
v
，
で
品
邪
気

く
胤
訴
訟
猛
修
議
時
代
に
は
腕
だ
の
ね
だ
の

今

ひ

と

室内

を
突
か
し
た
り
す
る
人
を
見
ま
す
が
、
あ
れ

・dlぞ'・P
〉

み

と

ん

終

日

ド

・

ば
ハ
恥
息
法
か
ら
見
れ
ば
呑
の
耐
で
行
く
の
で

‘eん
た
い
，
マ
，
.
危
う
に
巴
e
p
巴
a
V
5

ナ
。
容
の
耐
は
腕
角
カ
だ
の
そ
の
他
日
常
い

み
じ
A
V
怜
H
V
ど
た
M
P

く
ら
も
見
る
質
例
で
す
が
、
吐
の
耐
と
い
ふ

こ&ろ
え

る

h

r

らゆっ
ι
悟怜ふ

と
と
を
よ
く
心
得
て
居
な
け
れ
ば
武
術
修
史

u・aV3曹ぞ
，、み
f
し
a
v
'

LEa・

上
に
筑
息
の
飢
れ
が
生
じ
て
思
ひ
が
け
た
い

か
小
般
を
と
る
と
と
に
な
り
‘ま
す。

aASて--Ufa-hhvミ〈.，.，，、MHa内・t，、守い

嬰
す
る
に
泊
・
挺
の
耐
息
は
気
息
に
抑
カ
位

内
定

b
a
n
-
‘
，
&
t
u
v
r
ん内ん

，a，eb

-
-也、
、
・
い
も
品
川
F
i
l
l
a
b
t
パ

t
崎
市
性
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1
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.，az‘12
島
、
，E

畠
川

し
め
て
公
け
ば
、
本

ι訟
の

m
M注
目
州
刊
す

2

・

U

い

し

島

守

で

，

る
と
と
が
昨
来
る
わ
け
で
、
無
意
識
的
に
や

'

'

w

'

L

r

ら

τ

ら
し
て
治
く
と
併
置
が
叡
い
の
で
す
。
昼
乎

，
.
‘
r
r
i
U
2
A
'
b
p
b
τ
い
え
ん
"
剤
、
‘
，

に
総
て
僻
れ
た
貯
智
視
が
子
絡
の
演
武
中
に

，

.

除

、，、

ttug

-，、

s
s
u
v
ゐ

が
け
る
術
劇
の
劉
ぜ
に
は
特
に
注
意
し
て
居

、u
p

-

-

9

・5

ら
れ
る
の
も
、
以
ど
の
一
-
一つ
の
理
由
に
よ
る

の
で
す
。

仰
が
三
仇
出
向
出
防
総
郎
ザ
儲
郎
総
と
し
て
は
u
h

磁
の
ザ
脱
出
な
る
も
の
が
ず
蹴
に
的
ぼ
れ
て

伊
り
ま
す
が
、
間
れ
も
栴
慌
に
即
治
さ
れ
た

7

t

v

u

'

 

も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
枇
息
に
苛
た
り
無
理

が
あ
る
術
に
駅
ぜ
ら
れ
ま
す
。
似
し
鉱
炉
の

'

t

z

k

f

'

u

・

b

ん

削
閉
山
崎
蹴
に
は
総
し
て
無
期
が
た
い
の
で
、
心

邸
側
を
だ
い
ね
に
し
昨
仰
に
獄
対
悩
ど
殿
へ
る
た

め
、
郡
山
崎
獄
ヂ
を
や
っ
て
ゐ
る
幻
は
七
十
都

-

F

.

、‘，岡山崎・hv

.，

.. 

八
十
訴
に
伝
っ
て
も
た
ほ
批
鉱
山
の
や
う
な
健

，

匂

F

S

b

ぃ

-

-

V

紗

今

や
か
た
川
仙
即
酬
を
押
ち
、
昨
吸
切
れ
も
仏
E
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
」

i

t

-

-

ム
乱
万
の
五
つ
の
原
理

拍

UA
V
d
砕
い

は
あ
っ
て
も
決
し
て
容
に
は
な
り
を
せ
ん
。

伊
智
た
術
創
は
僻
智
た
防
総

ν問
じ
く
杭
叡

で
す
が
、
そ
れ
は

「
無
理
」

と
い
ふ
と
と
が

h

v

a

A

伊

肺

リ

2

に

uve
〈

有
容
訟
の
で
る
っ
て
、
決
し
て
「
耐
息
」
や

るん
し
主
〈
凶
P
5
d
》
・

「
飲
食
」
そ
の
も
の
が
布
容
で
な
い
と
と
は

U
9
5
L
e
ほ
ゐ
官
ん

常
織
で
判
断
し
て
も
わ
か
る
と
と
で
す
。

日
川
献
の
射
舵
は
逝
耐
を
ぬ
肱
慨
に
よ
っ
口
約

初
出
と
航
幻
僻
を
か
ち
仰
向
る
も
の
で
す
か
ら

事
ま
も
ん
ゆ
い
，
、
相
0

・N
2

，

齢
り
一
柳
経
過
敏
に
た
ら
な
い
方
が
よ
か
ら
う

b-b 

と
思
ひ
を
す
」

t
H
V
'
e
〈
‘
ん
μ
h
a
n
巳

v
'
u
・
9
h
F
b

問

「
然
息
の
問
題
は
仙
の
・
武
術
よ
り
も
密

で
ほ
う
t
p
d
a
v
a
，

乎
の
方
が
特
に
や
か
ま
し
い
縦
で
あ
り
を
す

言
巳

&
f
J
R
A
V
，
ゅ
5

が
、
そ
れ
に
は
何
か
特
別
の
理
由
聞
が
あ
る
の

と
と
。

‘，

.
i
!
?
、
.
、
宅
守
ヲ

即
日
山
三
つ
の
智
削
の
う
ち
紘
一
は
町
に
設

b

;

巨
駒

山
和
せ
占
y

と
も
卵
臥
た
写
と
で
す
が
、
第
二
と

三
の
対
だ
け
鰍
戦
に
郁
切
を
狐
へ
ま
せ
う
o

mmm仰
の
川
町
配
は
一
般
町
仰
向
に
仰
向
協
が
附
艇
で

駅
に
鈴
ヂ
だ
け
に
限
っ
た
と
と
で
は
な
い
が

と
れ
を
か
銚
叫
に
鰍
叡
せ
し
め
る
と
と
る
に

一
わ
が
ら
駅
総
炉
あ
る
の
で
す
。

'

t

f

』

限

内

ヴ

ハ

b-w〈民
V

出
ヂ
の
一
一
拡

κ総
て
は
形
式
化
さ
え
し
て

‘
，
?
・

'

b

.

“
r〈
，
Arb，〈hv

m抽
る
似
ザ
、
Mr
…
縦
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
形
式
化

し
な
い

mmrに
が
て
も
、

mmm副
総
に
戦
に
山
町

か
を
撚
っ
て
来
た
と
と
は
叫
が
で
あ
っ
て
、

!
 

そ
の
叩
制
的
は
似

w
m一
一
の
樹
り
で
す
。
前
に

、
.
，
』
ー
，
，
，
e
e
k
阜
、
u
・
ぃ
L
S
て
$

訟
の
緋
矧
併
に
策
内
め
の
粍
叫
を
意
識
的
な
ら

ー-lo3-

るしで
の 〈 答主せ
は、-，ラ
、と 2さ:か
次2云‘・乎τ」
のふに
三 よ於含
つりて
の明含特ミ
現'自?に
由?な筑‘
に形2息?
よでる法2
る論fを
も議Vゃ
のさか
でれま

あ
ーり
，. 、't
kt武ざす
'1fl1術望。

"と
し
与て
lま
a 筑事
。也マ
を
開t
町〆¥

る
と

と

4.
制

MV

・

間

sg
I引
い
小
.
机
H

は
戸
駅
由
A
J
い
ふ

z
t

'e'
・
・
s
h
‘
，
、
隠
，
‘
z
a
u
aT

そ
筑
ば
り
ま
し
た
が
、
我
k

入
門
者
が
そ
の

h

v

d

F

、

h

w

z

・

釘
艇
の
校
法
を
一
つ
一
つ
沿
ぽ
え
て
行
か
た

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
い
つ
に
た
っ
た

-

r

w

陪

'

忽

ん

巴

・

ろ

毛

ら
即
油
相
曲
が
つ
く
の
や
ら
、
何
だ
か
心
細
く
な

る
や
う
た
銀
が
し
を
す
ネ
」

健
「
さ
う
叡
献
し
た
り
、

mmbzmし
た

P

か
ら
て
た
ぷ
レ
柚
唱
。

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
窓
4
7
は
他
の
武
術

よ
り
蹴

W
Uで
新
艇
が
あ
が
る
、
と
一
宮
ふ
と

り
す

と
を
忘
れ
ま
し
た
か
」

陀

「
い
や
減
し
て
部
れ
は
し
ま
せ
ん
。
た

い
‘
，
、
‘
弔
て
る
'
a
v
‘
，
.
主
d

，、"ず

る
ほ
E
g
t
d
は
常
身
と
い
ふ
強
力
た
技
法
が

に

U

巴・
9

た
A
，

あ
る
の
で
す
か
ら
、
仰
の
武
術
よ
り
も
短
時

MkmMmrwを
総

rし
伊
る
か
も
わ
か

p

ま
せ
ん
が
、
制
叫
を
脱
ひ
て

m
rを
だ
れ
る
と

い
ふ
税
制
内
然
併
で
た
く
、
問
総
制
的
ル

mmの

町
惜
敗
淑
・
と
し
て
山
知
於
の
航
船
唱
を
平
つ
肘
り
泌

ー
を
レ
刈

r

t

-

-

a

ゐ

・

〈
紘
へ
て
官
く
わ
け
に
は
参
り
ま
ぜ
ん
か
」

鋭
角
「
さ
う
で
す
ネ
、

myの
仰
抑
制
問
中
で
は

.，
z
‘

苫

さ
う
い
ふ
無
保
に
な
り
事
事
ぜ
ろ
ネ
、
で
ほ
仰

ー一-159-



-w'MF勾
令
ゆ
リ
hr
た
げ
ん
p

ご
で
A

抽

あ
笠
通
り
、
受
方
の
原
理
を
御
体
援
す
る
と

と
に
拡
し
交
ぜ
う
。

最
初
に
た
と
と
わ
り
し
て
た
き
ま
す
が
、

ζ
;

仲

ん

婚

か

ら

て

か

μ
t
A
τ

此
の
原
理
と
い
ふ
の
は
益
乎
の
型
や
組
乎
か

れに，、・
ν

ぷゐ
+
-e
で昌
、
，
しaT
3

み

ゆリ句〈。‘，
J

ら
私
が
分
折
的
に
抽
象
し
て
見
た
結
附
却
を
受

L
V
%

げん・

a

マY

令
s
a甲山む、
a
z

方
の
五
原
理
と
し
て
次
の
搬
に
名
稀
を
つ
けe
 

て
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
む
聞

き
を
脇
ひ
ま
す
。

.，
whr乞
ゆ

ゐ
・

受
方
の
五
原
理
と
は

叡

rmMM
郎

倣

駅

世

即

応

だい

V

ゅんゆ・‘，。肺帆た

の
五
つ
で
す
。
第
一
か
ら
順
に
舵
明
設
し
を

ぜ
う
。
‘，、‘，

t
，
こ
う
ゆ
'

h

w
怜

A
落

花

と

れ
は
敵
の
攻
離
を
劃
は
そ
の
ま

h

γ

a

・

'

t

'
げかドド

h
の
位
置
に
て
が
っ
ち
り
受
け
止
め
る
受
方

&
z
h
p

い
ゆ
悼
し
畠
T
AJ
&
f
h
p

で
す
。
と
の
落
花
と
ま
ふ
名
鱗
は
、
落
花
に

乞

uv

に
m
p

ち

た

・

劃
し
て
大
地
は
胞
を
か
は
し
た
り
避
け
た
り

M
U
危

幻

〈

し
な
い
で
、
花
の
落
ち
て
来
る
そ
の
ま
L

の

い‘

c
a
n
s

て
s

z

e

F

e

位
置
で
之
を
受
け
と
め
る
か
ら
、
敵
の
攻
撃

たh
y

a

'

ゆ
た
い
い
r

てa
v
r
ζ

ピ
山
れ
ら
に
肺

に
到
す
る
受
の
態
度
が
丁
度
此
の
大
地
の
態

μ
・

巴

ゐ

h

v

u

v

&

h

r

u

庇
に
似
て
肘
る
と
ぷ
ふ
広
味

e附
く
O
H
づ
け

川

北

川

u
ち
ょ
っ
と
ル
b
v
如
t
て

W
く
た
る
だ
け

，、‘・

=
a
，，a
・

で

‘

，

で
敵
の
攻
繋
を
さ
け
る
と
と
が
出
来
ま
す
。

-
る
に
て
き
仇
H

令ゐゆっ

2

叉
、
敵
が
我
が
水
月
を
ね
ら
っ
て
来
た
と

λ
e

。
ば

'

τ

=

=

‘，J
・・

き
右
か
在
へ
ひ
ら
く
だ
け
で
、
敵
の
攻
取
を

で
、，

か

そ
ら
し
て
し
ま
ふ
と
と
が
出
来
ま
す
。
斯
く

の
舵
く
射
較
的
坊
の

rrを
伊
販
さ
ぜ
る
と

う

b

〈τ
d

-

R

9

a

‘句。

と
に
よ
っ
て
受
け
の
目
的
を
建
す
る
場
合
を

販
ぜ
と
官
ひ
ま
す
。

色
町
駅
と
れ
ば
釦
.げ
て
掛
川
る
m判
的
和
献
で
は

た
く
、
艇
が
九
の
郎
臨
ど
町
山
吋
に
撚

L
山
山
蹴
し

』an
'

b

ふ
守
ん
，
、
わう
えn
hnbav
んs
a
，
‘.

て
之
を
奇
襲
し
、
世
光
彩
視
溝
鼠
を
斬
る
の

殿
町
軌
阪
で
す
。

t

t

a

9

・e
い
に
仰
が
民
"
..
 
、民ん。

例
へ
ば
、
抜
飾
品
ん
の
型
に
あ
る
上
段
突
き

到、

三
紙
の
附
叫
に
あ
る
村
山
仰
向
刷
m
M
の
折
き
は

=

ほ

'

h

r
・

-
-
，
て
‘
，
担
問
肺
む
ぬ
r
a
'
f
A
.

，
w

此
の
買
取
の
好
趨
例
で
す
。
上
段
突
き
受
と

て-

h
q
d
p
んのん

=
a
，
げ
‘
.
，
、

は
、
敵
が
我
が
額
商
を
攻
盤
し
て
来
る
と
き

蹴
も
械
が
穴
き
の
艇
が
民
で
艇
の
縦
献
に
似
認
す

を

け

句

《

わ

れ

れ

り

ゐ

い

A
P

る
。
共
の
結
m削
除
我
に
利
有
り
、
と
云
ふ
突

5

・
句
ん
ぜ
ん
位
M

v

b

a

，ー

さ
と
受
け
と
が
山
偶
然
一
慨
を
た
し
て
居
る
受

少
に

-
-
A
'
U
A

，
a'け

τ
'
"
令ゐ

け
方
で
す
。
中
段
愉
曳
と
は
、
敵
が
我
が
水

A. ~p~ す共ぞ し る
流1ち凶るのて例?の
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受3受hi且tが
方E叉主き。け
態誌はもて
度Z組25ぜ攻3
が打;テ撃Z
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-
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・n
山ド

と
れ
は
敵
の
攻
撃
に
封
し
て
さ
か

τ

‘
.9
h
F
S
ほ
当
h
r
a
'
e
u
F

ら
は
十
、
敵
の
力
を
そ
の
方
向
に
流
れ
さ
せ

る
お
放
で
す
。

に

と

て
・
av

令ゐげ
9
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a

，ゅ
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例
へ
ば
敵
が
我
が
水
月
を
攻
離
し
て
来
た

h
O
R

て
守
化
uv

・、y
a
んa
o

z

'

・るらみ

と
き
、
我
は
敵
に
劃
し
て
布
キ
身
か
左
中
身

て
-

e

p

&

'M

や

a

'

u

・
E

、

か
に
敵
と
十
八
れ
山
地
ひ
に
た
る
按
に
慨
を
榔
じ

九
二
骨
サ

a
ドh
z

・句略、

A

・
m-'
傘

"

殺
が
ら
杭
交
叉
は
横
打
を
以
て
受
け
流
す
と

-』

と
‘.
Apwh"
ににい
vu-

令z
w
d
-
q
a
'
e

ゐ

す
れ
ば
、
此
の
時
の
受
方
態
度
は
即
ち
流
水

す
〈
う
こ
。
.
、
令
ゐ
制
柄
、
z
e
b

で
す
。
掬
ひ
受
け
た
ど
も
此
の
流
水
の
分
類

ろ，、
に
麗
し
ま
す
。

，、
っし

ん

て

・

9

こ‘，
‘，‘・

t

v

b

A
屈

仰

と

れ
は
敵
の
攻
慾
に
鈍
し
て
、
我

トゐい
e
H
V

《Ayi
いん'・
hHA
マえ
5

a

，ゆかた

が
傾
掛
の
脂
仲
を
活
用
す
る
受
方
で
す
。

側
一
へ
ば
航
が
釈
が
村
別
を
野
幣
し
て
於
た

aw
怜
ぽ
れ
い

h
n
ζ
h
i
u
h
，，、

と
台
、
伐
は
ア
沙
問
を
ひ
い
て
焔
起
の
低
い

月
を
ね
ら
っ
て
攻
山
相
し
て
来
る
と
き
、
我
も

"と‘，
g

b

ミ
'
・
0

9

?

な肱ひら
a
・
て
い
づ

同
時
に
指
聞
を
以
て
邸
ち
平
貫
乎
の
輪
突
き

sv主
a
，

.

う

凶

p

z

a
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v
w酬
し、

慨
し
て
や
た
ら
に
尉

ふ

-a
た

ゐ

-v

・
h
F

を
踏
み
な
ら
し
た
り
叉
は
足
を
床
に
つ
け
て

。

ゃ

，

a
，
ご
か
%

引
き
・
ヂ
る
様
な
動
か
し
方
は
よ
く
あ
り
ま
せ

L
F

・3
A
e
A
，
5
2

ん
。
麗
〈
敏
援
に
動
か
す
べ
き
で
あ
り
ま
す

2

・司令
ι

々
〈
‘n
A

a

h

w

ゐ

ι

二
、
寄
足
は
側
面
へ
の
寄
足
だ
け
で
は
な
く

ぜ
旬、
.
3安
広

h:の
d
Aぱ
a

，

&
n
・
し

前
方
又
は
斜
前
方
へ
の
寄
足
も
あ
り
ま
す
。



第
十
七
章

型
の
分
解
目
的
説
明
と
研
究
法

第
五
三
節

卒
安
三
段
の

分
解
的
設
眼

会
ぶ
れ
一
一
一
慌
の
載
の
鉱
山
仰
げ
の
伊
つ
間
鰍
町

宮
町
m
を
似
鰍
M
y
m
p
w黙
し
ま
す
。

出
ん
づ
舵
紘
に
刊
か
心
三
肢
の
獄
の
u
m
w
m
仰
げ
の

宣

ge、.. 、a-a，，.‘、

特
徴
を
一
見
す
る
と
と
に
し
を
ぜ
う
。

一、

r仰
向
能
見
、
山
町
続
税
阪

二
、
山
川
戦
艇
刑判
、

r仰
山
搬
尉
M
W

三
、
p
m
m
舵
潟
、
円
相
続
縦
割
お
紗

四
、
日
M
m
m山町応・

r鋭
部
駅
ゐ

五、

r戦
艇
潟
、
脱
税
総
潟

六
、
刊
羽
織
艇
潟
、
お
続
税
制
判

3
n
ん
を
-
M
'
3
，
，
、
也F
J'

七
、
左
錯
し
按
受
、
が
割
引
制
民

八、

ω問
MNm戸
、
島
崎
川
川
駅

て
E
-
h
g
w

手
に
て
般
買
を
た
ず
。
〈
第
一
一
六
闘
参
照
〉

-
『

h
v
E
a
ω
τ
・
h
H
，
.
。
砂
町
'
"
が

丙
の
知
合
。
敵
が
我
が
水
町
部
を
め
が
け

，
妙
ん
‘
。
=
'
げ
・
・
き
会
h
F
白

Hれ

て
お
拳
を
以
て
攻
撃
し
て
来
た
場
合
、
我
は

治
れ
ぬ
を
一
炉
街
対
に
配
之
総
を
山
内
似
郎

κ
m

・
ん
s
-
h
q
ζ
・
"
し
v
u
・
乞
主
ζ
'
v

面
し
た
値
で
猫
足
と
な
り
、
自
託
手
に
て
横
受

け
を
な
し
、

防
府
・
に
お
ヂ
は

m
T乞
以
て
航

-vゐw・h，4a，砂、.

の
水
月
部
を
攻
躍
す
る
。

=
'
へ
い
v

-e
M
U
ゐ
‘
9

て
e
'
け
ん

甲
と
丙
と
は
、
左
離
を
以
て
敵
の
右
離
を

，
、
目
。
‘
‘
=
'
甘
え
れ
'
e
，
a
ニ
・
'
w

内
側
か
ら
般
受
し
た
か
ら
是
を
内
横
受
と
云

-
a
A
7
'
"
ん
‘
勺
τ
‘
，
，
w
ん
ぞ
ξ
u
r
h
v

ひ
、
乙
は
お
績
を
以
て
敵
の
京
都
を
外
側
か

主こ'MW

ゐ

ζ

れぞ企孟='"ν

‘

ら
接
受
し
て
居
る
か
ら
之
を
外
積
受
と
宏
ひ

ま
す
。-

t-

s
wa地

‘
，
z
，
，
.

若
し
敵
が
左
殺
を
以
て
攻
較
し
た
と
す
れ

ば
、
肌
刊
と
陀
の
剛
山
ば
射
能
町
川
と
去
り
、
び
の

剛
山
は
内
総
%
と
な
り
ま
す
。
そ
と
で
都
内
ヂ

，
‘
二
て
，
、
"
A
H
U
い
ル
‘
る
&
こ
'
M
U

裏
小
手
の
閥
係
を
翻
べ
て
見
ま
す
と
、
横
克

也
事

a
v
h
u
-
-
τ
ζ
て
‘
・
・
L
V
μ

ず
る
方
は
川
め
に
哉
小
手
を
加
ふ
る
と
と
は
型

の
平
郎
総
燃
の
献
に
た

m
vた
縦
り
で
あ
る

a
，
a
.
，
.
、
，
妙
‘
，
a
ν
a
v
b
b
T
‘て

，

が、

受
け
る
時
に
攻
殺
者
の
ま
小
乎
を
交
凶
り

-
e
.
，
、
'
"
e
・
‘
こ
c
e
，

る
時
が
内
受
と
な
り
、
裏
小
4
?
を
受
け
る
時

九
、
税
引η
訟
を
肘
ら
れ
鋭
即
時
一
川
総
お
阪

十、

r燃
は
ね
ど
げ
、
判
得
税
お
船

十
一
、
初
戦
猷
街
、
お
紛
抵
阪

hn'wa市
MHgzレ

up
z
b

十
二
、
隔
離
一
剛
艇
、
山
和
び
出

AVοE'MW，・?』弘時'zh，‘，se'
k-

十
三
、
お
融
問
受
と
打
込
、
宿
駅
県
御
，

十
四
、
滋
郎
知
μ
」
刊
山
山
叫
、
日
制
限
mmm此

‘，u・υga'y，‘・・s・
5
.
‘，‘，ze、，
L
白

十
五
、
右
骨
免
と
弥
位
、
お
駅
尖
鐙
.

十
六
・
お
税
酪
然
、
ず
続
税
.
肱

十
七
、
r
mm般的此
、
r
m
m税
阪

十
八
、

刊
政
慨
儲
吋
一
宏
仰
仇
紛
が
ね

十
九
、
税
悦
齢
、

r戦
総
街

昨
の
一

般
お
に
訟
は
れ
た
斡
銃
三
践
の
離

の
川
町
似
配
、ハ
人
〉
絞
刑
判
〈
B
〉
館
山
川
占
y
し、

ug'陶
M
'
h
u
s
z

ハ
C
〉
管
究
、〈D
〉作動
W
M
ら
山
抱
き
つ
か
れ
た

耐
の
は
ゾ
し
収
ん
し
て
附
悦
と
川
崎
、
川
町

し A えにが
?と敵Eてや外1
時tの下品つ受4
(右'さてけ
第三#見い見みに
ーの。てゑ
動?攻5 、り
作s瞥; よま
とを くす
第!?説令 樹2・
七が受8 古t~
勤~1e$ のに
作'都立 内1ニ
〉で タト2人・
K 内Z をで
は横~ ~ 質
右'受4 ぽ際t

第
一
一
大
関

外
級
交

の
間
協
純
で
、

そ
の
僚
に
四
村
町
平
の
が
山
斡

げ
ん
乞
'
て
-
-
e
ゐ
ゆ
吻
M
こ
，
ゅ
・
主

総
・
は
直
ち
に
敵
の
水
月
部
を
攻
蜘
唱
す
る
。

此

こe'
地
v
a
こ
"が

む

乞

い

E

'

a

e

a
7V

の
攻
懲
は
拳
で
も
よ
い
が
、
第
七
動
作
に
続

記

h

v

t

'

s

a

b

て

ゐ

守

ゐ

〈
第
八
動
作
が
武
乎
に
な
っ
て
恥
る
鮎
は
水

m
h
v
の
磁
燃
に
間
ヂ
も
新
殿
町

kmひ
伊
る

を
む

と
と
を
敬
へ
た
も
の
で
お
り
ま
す
。

も
一
つ
る
り
去
す
。

ゐ
b
u
'

除

Lbレ

E

2

・

足
の
方
で
も
判
例
肱
が
三
剛
院
も
貯
て
彫
り
、

そ
の
時
の

rお
の
総
μ
』
の
紙
併
は
対
い
に

m

m
初
制
純
子
ぺ
き
附
釈
を
な
し
て
問
地
辛
子
。

で
は
心
町
駅
併
の
舵
配
を
総
し
ま
せ
う
。

A
僚
出
町
と
舵
舵

肌
判
ハ
統
一
郎
h
w
〉

び
ハ
鯨
四
叩
酬
が
作
)

除
〈
鯨
七
町
州
仰
w
・
鯨
八
叩
馴
仰
W

)

ζ'
由

の

ひ

言

語

hwpb，‘，“

甲
の
場
合
。
敵
が
賓
が
ポ
即
献
を
め
が
峠
り

て
刊
み
で
が
町
駅
し
て
宋
る
砂
川
山
、
山
内
一
は
税

m

t
一
グ
街
対
に
智
い
て
怒
川
市
叫
れ
に
限

γ舵
を

唱，M
-
q
&
こ
h
u
ミ
ょ
、

，

，

ー

お
横
向
き
に
猫
足
と
な
り
、
開
W
・
に
桜
町
引
に

、‘.
"'

w

，

，

、

•.• 

，‘v
'

:

 

て
積
受
b
L
な
す
。
右
制
執
は
民
酬
明
の
郎
官
。

SAV
ぽ

h
m
w
て
h
'
h
w
，
b
，
‘
，
“

乙
の
州
場
合
。
敵
が
設
が
お
即
W
を
め
が
げ

，
M
W
A
‘
.
u

z
.
，
，
.
，

t

，
，
.
 

T
治
離
を
以
て
政
一
較
し
て
宋
た
ず
倒
、
仰
向
は

般のね

γ
一
ゲ
街
郊
に
智
い
て
い
抑
制
炉
に
限

γ

位‘‘“・&--HM

内

A

・‘，
J

m
kむ
崎
山
h
T
に
山
川
船
と
な
h
v
、
附
V
Vい川

ーー・17%ー『・

ゐ
紛
糾
仙
の
眠
れ
た
払

=
'
畠
4

，
h
u
v

含

め

υ
&a
-
H・・・iν

布
、
乙
、
丙
の
三
つ
の
樹
八円
共
に
猫
足
に

ゐ
て
ん
L
S
a
h
v
a

た
っ
て
居
る
臨
も
大
い
に
意
味
の
あ
る
と
と

&
P
3
h
r
h
て
こ
'
w
，

ろ
で
、
我
が
挫
の
乎
が
攻
娘
に
う
つ
る
と
を

艇
の
仙
の
俄
い
僚
船
掛
か
ら
さ
っ
と
.
貯
み

rっ
て

に

v
a‘u
v

L

か

.

、

、

開
勢
が
前
く
な
っ
て
行
く
、
と
の
伸
び
て
行

人
γ
払
引
が
仰
叫
が
新
駅
対
が
も
し
て
叡
彪
に
向
山
村
山
を

偉

A

V

'

h

-

-

翠
揮
さ
せ
る
も
の
で
る
り
ま
す
。
す
べ
て
猫

ゐiub守uv
金

'vzb
euv
な

P

4

司

V
こ
'
ゆ
-a

足
姿
勢
は
防
禦
次
官
'
勢
の
中
で
も
-
衣
の
攻
悠
に

書
む
悼
ん
が
ん
に
い
e
u
v
叫
ん
〈
晶
p
e
'
u
"
峰
、

.

.
 

移
つ
る
瞬
間
の
惜
則
前
の
餐
化
帥
ち
仲
ぴ
立
つ

，

、

れ

A

守

主

，

て

-

z

s

勢
を
品
附
加
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
敵
の
政

較
に
配
し
て
、
さ
っ
と
ぽ
い
て
縦
肢
と
な
る

れ

にい
をいvhと

の
は
、
そ
れ
だ
け
我
が
問
勢
を
務
す
と
と
に

て‘，こ
'
伸
、
a
ぃ
、
・
a
υ

そ

上
っ
て
、

敵
の
攻
訟
を
し
て
勢
を
殺
が
し

ua 

め
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
り
を
す
。
例
へ
ば

t

A

M

ん

告

と

と

，

、

，

弾
丸
の
如
く
飛
ん
で
来
る
ボ
ー
ル
を
受
け
る

珍
い

'

L
F

包‘

t
'しろHV

際
に
は
、
必
・
予
キ
ャ
ッ
チ
す
る
乎
伏
後
へ
引

・3
‘
診
、
a
'
h
"
、
，
.，M
出

v--
aeav

き
ま
す
。
更
に
飛
球
が
我
が
胸
部

κ撃
突
し

ド
、
日
ひ

さ
う
な
勢
の
と
を
に
は
、
キ
ャ
ッ
チ
す
る

τ
g
し
ろ
o
z
'
じ
に
h
v
e
h
v

乎
を
後
へ
引
く
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
鰐
勢

ー-173-



υ

，

、

.

a

e

o

‘

m

，

ぃ・思砂

そ
も
低
〈
落
し
を
す
。
と
れ
は
飛
球
の
払
t

-h
u
h

お

v

hu'

を
尉
め
て
我
が
慨
に
無
理
を
さ
せ
た
い
た
め

anゐυ・
5

・h

むhr

a・
‘‘0

・e

で
あ
り
交
す
。
或
は
又
、
高
い
帥
m
w
ら
跳
び

?
り
る
燃
に
、

mm
の
艇
に
ん
究
つ
お
て
即
泊
先
ら

-tw
・
・
伽
F
S
しゅ
んか
ん
怨
，

E
う
で
せ
う
。
足
に
あ
た
る
カ
が
瞬
間
に
脳

-

7

た

わ

ゐ

伝

a'Lua内包S

LEζ

に
僻
は
っ
て
、
思
く
す
る
と
蹴
掠
務
を
起
し

k
-
a
$
い

ま
す
。
と
と
ろ
が
、

跳
び
下
り
る
際
に
は
、

俳
忽
‘

.. 

、
....
.
 
，

9
g
-
-
b
傘

ゐ

必
や
つ
ま
さ
き
を
地
に
つ
け
、
膝
も
臨
も
幽

hv
'z，ぃ‘，aυ

是

げ
て
、
翠
突
の
制
裁

を
殺
ぐ
と
と
に
し
ま
す

主
民
‘
包
今
れ
い

かん
評

み

官

'g
&beい

此
噂
の
質
例
を
考
へ
て
見
て
も
、
防
御
前
姿
勢

hζめ
し

か
、

・
と
し
て

の
猫
足
の
債
他
が
よ
く
わ
か
り
ま
す

附
く
の
嬬
く
、
出
仇
肢
に
総
や
る
院
(
肌
V
J

mm終
〉
般
向
ぬ
よ
り
mwぴ
る
総
(
腕
V
J射
加
納
)

の
二
つ
の
ず
併
の
慨
附
げ
が
が
蹴
総
と
山
引
が

の
脈
俄
い
乞
よ
く
税

ι~て
縦
山
ん
の
か
山
町
を
十
針

・
h

v

い

〈

官

、

..

.
 
む
ろ
ん

理
解
す
る
や
う
に
し
て
下
さ
い
。
猫
足
を
論

ヂ
る
バ
で
、
放
が
踏
ま
っ
た
駅
だ
け
を
以
て

‘

ロ企

か
れ
と
れ
云
ふ
人
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

み
ヲ
冨
b
'
E
い
て
ん
b
hm-、‘eb‘
ヲ
&

お
の
京
大
事
弘
二
蜘
然
か
も
猫
足
の
最
も
よ
い

。，

H
W
ぃ“

rv
仇
ん

る

と
と
る
を
忘
れ
て
形
骸
を
論
じ
て
山
崎
る
と
と

~常2挽E まる 企

つに受2すが智:梯t
てタト?に廿 0 ・ 亥:品交5
見&梯~tJ:敵3 掛t はと切
る 郵 りの 受?表~Ij、:
とに険、表tは。 小三手て
よ主主 敵i1I、主張:乎ての
く り の三子てIJ、=を閥L
わま 3院を平以ミ係2
かす小ζ 受'でて. -
P 。三子τけ受'受'
をとを る.けけ
ずれ受'時与るる
。はけはのも
ー 費三る常Zでの
際t時iに わで
には・ 内~ T i2> 

企
俊
郎
と
撚
館
バ
共
の
ニ

γ
}

陀
ハ
燃
ニ
抑
制
炉
、
鰐
六
一
郎

wv

官
ハ
紙
三
献
が汁
、
紙
五
郎
作
)

袈
と
撚
郡
山
ι
ゆ
か
川
河
湾
切
に
問
符

て
、
制
刊
の
一
は
二
部
の
動
作
を
遮
結
L
河
湾

へ
ま
し
た
が
、

.
的
配
はけ
お
麟
…
作
を
.
側
一
-
一
則
仙
沼

の
も
の
と
し
て
税
ポ
て
貯
ま
せ
ぅ
。
限
必
抑
制

伎
は
ず
縦
艇
部
、

r懇
談判
ιlu--
JV
c

w一
一
山
は
践
す
が
戦
艇
部
、
川
町
制
概
到
に
な

っ
て
伊
ま
す
。
そ
れ
ん
¥
の
抑
制
令
に
つ
い
て

hrん
a
v
-
-

対

べ

て

見

ま

す

。

'

'

;

:

陀
の
ザ
伯
、
艇
が

rm仇
を
川
町
て
抑
叫
が
対
即 合3 にが

も平ごっ tli?
此こ安2い A'( 
底‘ニて あ
で 段去十り
もの分Zま
う第t研1す
- - !I'C;か
皮Z勤fし ら
思t作'て
ひと見&誠f
出I!m:: て ;;X・与
し二下品は
て 動fさ治会
下品作'いの
さの。こ
い場ぽ 詰Z

A
際
即
刻
と
撚
卸
出
町
ハ
共
@
一

v

間
〈
統
一
抑
制
伊

l
l続
二
郎
炉
〉

ぴ
ハ
術
四
郎
炉
|
|
鯨
五
郎
創
作
》

ζ
a
'
z
a
・
H
V
て
-
b
e
'
ゐ
妙
。

甲
の
場
合
。
敵
が
我
が
水
月
を
め
が
け
て

が
織
を
以
て
ダ
い
て
船
内
た
ザ
併
に
、
山
内
は
杭

-
b

出

H
V
H
ζ
a
e
レ
へ
ん
O
E句
τ

足
を
一
歩
退
い
て
満
足
に
竣
じ
、
左
手
K
て

内
総
仰
向
を
な
し
、
部
ち
に
仰
叫
が
山
相
縦
を
ぬ
て

ζ

a

'

げ

』

'

'

ヲ

て
・

攻
搬
に
移
ら
ん
と
し
た
が
、
敵
も
さ
る
も
の

'hvb&・相場砂・&Fa'

そ
'

で
赦
初
の
政
教
が
効
b
z
裂
し
な
か
っ
た
と
と

b

い

な

か
ん
は
今
い

e，、
移

害

を
知
る
や
否
や
、
間
墜
を
容
れ
や
即
時
に
左

戦
を
以
て
紙
二
蹴
を
紛
が
村
山
ル
献
に
倣
っ
て

エ司
b

，
.e

張
射
し
て
来
事
凡
。
ア
ヂ
た
と
と
を
す
る
も
の

れ
れ
t
h
v
E
ん
、
2

・
'
v
s
w
ん

か
な
と
我
は
第
一
弥
を
樹
交
し
た
ま
務
を
そ
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s
-
a
a
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v
宮

ah

の
ま
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さ
っ
と
下
に
榔
ひ
落
し
て
第
二
郎
を

か島崎市‘υ
'け

τ
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L
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げ
a-aa，

・e・hp

制
作
梯
受
し
て
敵
の
攻
棋
を
封
や
る
と
北ハ
に
我

し P は 位ゐ鵠湖
、直E 也、 ~

同f我2ち I"C.茎i
時むはにて 盃
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頭tて二し ・
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と扮st醗1る のー
敵2ひ・にと儲t
の落t移i敵Eの

結

w
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一
七
回

注
品
中
内
償
交
よ

P
外
岨
胃
袋
に
鍵
化

?
般
献
を
炉開会』

Y
げ
る

1
ー
と
一
宮
ふ
乙
と
に

す位い部M た
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とに攻3のま
敵Eて耀1場&て
は1.f_d し 合SW
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ド
悔
い
e
p
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帽

に

が
間
勢
を
桃
足
か
ら
さ
っ
と
仲
ぴ
立
ち
な
が

急

ん

写

ゐ

h

v

a，Mwa内
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A7bav
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滞
bL
持
し
て
居
た
我
が
布
棋
を
以
て
疾

a'HVん
ら
v
τ
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τ
a
じ
ん
t
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惨包む民

風
迅
宮
的
に
敵
の
人
中
(
鼻
下
〉
め
が
け
て

き
勾
位

a，

‘
う
て
舎〈hpんぜ
ん
b
t

殺
到
し
、
以
て
敵
を
完
金
に
仕
止
め
る
と
と

刷
、

.
8

が
出
来
た
。
ー
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と
い
ふ
と
と
に
な
り
ま
す

ば

v

d守島、ん令'

-vh幅
修

と

ae・
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第
一
一
七
凶
A
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間〉。
即
ち
此
の
時
に
は
我

，凶
リ
A
U
h
v
g
'
s

-
k
z
'
砂
む
，
，

が
右
務
の
第
二
動
作
に
於
け
る
柑
側
交
を

上

官ん
志
、
‘
，
、
勺
，
へ
ん
か
ん
が

段
直
突
と
誕
じ
て
者
へ
る
の
で
あ
り
を
す
。
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伐

の

ひ

こ

'

喧

乙
の
場
合
。
此
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窃
合
は
す
べ
て
甲
の
場

anHU

U
ん
乞
い
か
ん
が

合
の
反
釣
に
汚
へ
る
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よ
ろ
し
い
の
で
す
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な
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事
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ん
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t
九司
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a
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ゐ
ぴ令

部
ち
敵
が
左
拳
を
以
て
第
一
郎
uML我
が
水
月

b
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u
q
j
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e

，
、
わ
れ
叫
d
t
'
a
n
b
ひ

部
w
h

護
射
し
て
来
る
と
き
我
は
定
足
を
退
い

h
-
-
e
a
n
i
v
A
V
t
'
eoa
za， 

て
猫
足
と
な
り
右
手
に
て
内
横
受
け
を
な
す

艇
は
部
ち
に
銃
一
一
蹴
ハ
刊
得
税
〉
定
以
て
泌
総

し
て
府
る
の
で
、
的
は
お
ヂ
を
そ
の
ま
ふ
山

"
企
て
-a
，
ゅ
ん
亀
a
u
‘
。，げ

Z
'
u

忠
治
し
て
敵
の
宕
務
を
外
梯
交
す
る
と
同
時

h
w
S
惨
ん
τ
伶

s
c
a
m
-
，
s
u
'eにん

に、

我
が
左
識
を
敵
の
人
中
め
が
け
て
上
段
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1

・

a

・

、

直
央
を
飛
ば
す
l
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と
云
ふ
ζ

と
に
な
り
ま

こ
由
‘
c
・
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h
v
s
'
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踊

υAaζ
'wuaT'
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此
時
に
は
第
五
動
作
の
左
越
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桜
党
を
上

に
ん
、
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，
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ん
か
ん
が

段
也
失
ぎ
に
盤
じ
て
い
ぬ
べ
る
の
で
あ
り
ま
す
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以
献
に
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縦
に
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付
加
川
町
拘
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た
し
、
開
即
吋
に
釈
が
お
船
艇
い
包
川
町
て
阪
の

廿
l

船
山
即
を
か
穴
き
ωム
げ
る

l
!と
一
一
三
ζ

と
に

ゑ

る

の

で

あ

り

ま

す

・

0

A
さ
て
ぽ
の
銃
二
、
一
二
、
五
、
六
の
閥
猷
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は
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れ
も
尉
が
僻
ぴ
訴
に
た
っ
て
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・
ま
す
が

;
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，
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と
れ
は
似
刊
に
宮山阿
を
持
た
ぜ
て
考

へ

ιとい

鉱
脈
叫
に
は
鋭
ir

一
グ
も
ぜ
か
れ
ぬ
山
中
白
楊

俗
、
慌
b
y
ば
泌
が
肱
と
か
杭
部
対
は
館
劇
引
の

や
ち
た
と
と
る
を
鮒
併
す
る
ζ

と

I
Kり
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す。

附
則
一
樹
た
ず
併
に
は
、
抑
艇
の
位
也
で
跡

の
お
す
町
民
け
ど
め
る
か
、
棋
は
棋
刊
の
と

き
に
院
も
一

総
に
一

pw開
み
附
さ
託
け
れ
ば

た
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
艇
郊
と
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仰
を
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し
て
、
財
の
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制
に
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る
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献
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に
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で
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4
ず

を
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め
て
料
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で
肱
川
(
と
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っ
て
阿
川
て
下
さ

い
c
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受
の
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注

恥
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が
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は
M
M
W
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'
'
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ひ

の
一
以
上
の
教
を
横
受
の
た
め
に
費
や
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、

主
二
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u
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r
，、b
u
，、
e
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積
受
の
各
種
の
場
合
を
練
習
さ
せ
ゃ
う
と
野

-k，
、

多

民

警
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-
T

い

む

カ
し
た
と
と
が
、
型
の
創
作
渚
の
窓
芯
と
し

'

h

r

v

E

こ
'
M
V

，

、

・

ε
g
'ぇ，

て
伺
は
れ
ま
す
。
積
受
を
斯
く
の
如
く
憲一要

b

ゐ

な

ぜ

ゃ

んが

硯
し

τ居
る
の
は
、
何
故
か
と
考
へ
ま
す
と
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=
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h
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て

'
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V

広
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a
，え
4
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横
受
け
は
益
乎
の
受
け
方
の
東
川
町
な
も
の
で

こ“
H

M

ん

-yhmu.
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、
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-7t

あ
り
、
之
を
十
分
に
習
熟
す
る
と
と
は
設
も

に
V
守
，

大
切
だ
か
ら
で
る
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

念
俳
誌
は
ま
た

rぐ
総
似
し
山
何
る

T
け
放
で

止
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-

k

こ
a
'
u
a
'
g
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-
e
h
u

て
S

あ
る
と
共
に
、
横
受
が
不
確
か
た
場
合
は
敵
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の
た
め
に
も
利
則
さ
れ
易
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
艇
郊
の
紘
一
伊
殿
よ
り
縦
り
献
す
ぎ
る
と

てe
y

ゃ
，
、
に
司
ん
，
、
h

v

b

・--

敵
か
ら
逝
や
そ
の
他
の
密
化
で
、
死
地
に
温

ひ
入
れ
ら
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
ょ

〈
mmを
ザ
け
た
け
れ
ば
た
り
ま
せ
ん
。
旅
路

U

おん
こ
M
L
V
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か
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旬、ん

か
民
包
hF

し
た
自
分
の
穆
の
高
さ
は
自
分
の
屑
の
高
さ

an

ゐω

こ‘色。
‘

υ
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HdE

か
‘
或
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そ
れ
よ
り
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持
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低
い
伎
で
、
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肢
か
ら
飴
り
織
す
と
そ
と
に
ス
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が
生
じ

ちは襲之は
直E打ミしづ
ち上ゐてし
にげ賠ゐ .
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つ我"とづ i.L
とがとれ闘V
ひま芸るては
い乎ミ。柴t左程
てはたに乎そ
腰2、仮定E のー
乞 筒t住?っ打t
か的jiJ:'・7ヒ上・
まをす ifl!げ
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るしきでg逝?
とた司Li逝?を、

ろ
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と
が
ωbmmで
あ
り
を
す
。
統
叫
仰
で
は
剛
山
げ
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川
見
せ
る
た
め
に
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制
は
拭
い
ム
消
・

2
Hず
閣

で
尉
聴
し
℃
伊
ま
す
が
、
野
慌
の

mAけ
は
右

似
の
栃
即
時
と
お
棋
の
川
引
き
が
川
町
一
万
一
な
リ
り

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
な
が
〈
阪
の
滑
り
山
我

が
扱
引
い
を
あ
づ
け
て
お
く
と
と
は
品
川
総
で
す 写ti いま

を横Eるず
よ受'位;か
くけがゐら
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んつ 1おE肢?
でいでと
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習主 ー
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島

基

LFμ
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鐙
を
と
ら
れ
た
時
の
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づ
し
方

(
鯨
九
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-
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ー
絞
十
一
抑
制
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で

$

か

み

智

て

事

、

d
p
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敵
が
我
が
布
乎
を
と
っ
て
内
側
へ
ね
ぢ
ら

"

に

い

v

b
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'
b
a勾
む

れ
る
と
我
が
慢
は
自
然
K
後
向
き
に
た
り
ま

-
a
@
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・a
μ

'

b

b

t

す
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或
は
又
、
後
か
ら
乎
を
と
ら
れ
て
ね
ぢ

ら
れ
た
と
獄
イ
て
も
訟
お
へ
あ
り
ま
せ
ん
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要
す
る
に
敵
に
右
手
を
と
ら
れ
之
を
内
側
へ

わ
O
a
'
j
u
為

じ

で

ね
ぢ
ら
れ
た
と
き
、
我
は
後
向
き
の
ま
A
出

軍

CUTay十
台

h

v

"
が

a
h
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へ
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来
る
だ
け
上
慌
を
十
分
前
に
仲
ば
し
ま
す
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献
舵
〉
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お
の
膨
m
w
k
税
っ
て
仰
叫
が
仰
向

hr'hF

て
き

hu

也
事
免
に

を
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め
に
敵
と
我
が
身
飽
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o
t

ひ
ろ

の
聞
を
な
る
だ
け
瞭
く
あ
け
さ
ぜ
る
た
め
で

とあ
大Z次手り
きにま
く前ミナ
ーに。
歩?出モ
後主て
へ居ゐ
退。?と
い我・
てが
た左芸
る足:
べをル

敵5さ
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斯てれし低~.‘
るたてく悲・
際3い旅きたし
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相
伊
-
一
・
九
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をのすり
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耳元~，位ゐら わ
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稲毛越隠そが一
間-;-cと生干
す， iWiへーじ'
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大t嬰fへ j鈴
切望すてひ
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す
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航
が
ず
が
対
平
を

W
る
の
に
肘
乎
だ
け
や
』 鍋
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，ゐ
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・
同

C

h

w

'

u

h

H

仇

雨
足
の
聞
に
踏
み
込
む
と
同
時
に
、
我
は
な

鈍
い
守
い

hv
，

、

二

品

w

h
伊
巳
。

る
ペ
〈
也
枇
却
を
低
〈
四
肢
に
な
り
、
我
が
左

ヂ
は
wmを
ぐ
っ
と
総
ゆ
ひ
け
ば
、
阪
の
w
m
o

b
-
h

‘
と
・
a

H

a

ω

ん

下
に
は
い
り
ま
ず
か
ら
.
共
の
時
我
が
京
都

b

L

'

晶
、
ぃ
，
a

u

e

'

a

'

を
下
か
ら
上
へ
勢
よ
く
打
ち
上
げ
ま
す
。

軒

A
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h
"
。宮て
s

eで

我
が
在
肘
が
敵
の
脱
に
ひ
っ
か
か
り
さ
え
す

紅

い

て

い

，

h
〈

れ
ば
大
抵
は
逝
は
は
づ
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
。

艇
が
ど
と
ま
で
も
紛
が
平
を
齢
っ
て
継
さ
な

ん
Z

τ

-

u

b

ん

い
や
う
に
現
張
れ
ば
、
敵
自
身
が
か
え
っ
て

官

-v-v
，、

そ
の
乎
が
逆
に
か
L
る
と
と
に
な
り
ま
す
か
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a

u
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ら
、
我
が
左
端
の
勢
よ
い
打
ち
あ
げ
に
は

対
抵
の
較
的
艇
は
肢
は
十
平
を
は
な
し
て
し
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す
。
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敵
は
乎
を
は
た
す
だ
け
で
な
く
、
最
初
尚

南，
Z

ひ
っ

a

'

i

u

ろ
hu

へ
強
く
引
張
っ
て
か
ら
ぐ
る
っ
と
後
向
き
に

仲ゅん

u
'

て
S

に

uv

た
ら
れ
た
た
め
反
動
を
く
ら
っ
て
、
敵
の
恒

釈
は
船
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
、
そ
と
を
す
か
さ

‘，、

b
a
-
-
v
ん
‘
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τ
-
a
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に
、
柴
に
た
っ
た
我
が
右
越
ー
を
以
て
敵
を

e
，、むム

逆
襲
し
ま
す
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A
持
給
部
一

一
入
問
凶
は
治

pbz配
れ
た
と
と

手てので同去 っ悦と
共i左星打事じたは盆つ
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よで上ゐ:出船じふ
く逝Zげをがと附5
紋立製~ t ，文史我"と乎て
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中
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郎
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十
三
抑
制
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、
館
十
五
跡
凶
作
〉

び

(紙
十

四

献

炉

)

・

;

釈
の
す
倍
。
艇
が
ず
斜
丸
山
て
紛
が
杉
山

MZW引
創
刊
し
て
が
た
山
倒
的
J
'

却
は
唄
肥
川
一

F
Sい
て
四
庇
に
た
り
、
が
w
w
I此
げ
」
…
敵
の

針
演
乞
W
U
ち
の
け
、
町
山
吋
に
が
桝
を
W
ば
し

て
MM以
に
艇
の
M
m
M
F
W
W
I
r
η
。

I
P，

び
の
較
的
。
艇
が
円
相
事
を
以
て
粧
が
水
町

耐
仰
を
川
町
関
し
て
が
た
ず
部
1
'

一
一
壮
一
旬
比
一

P
Eい
て
問
一
昨
に
な
り
一
ぉ

w
y
u…
ー
献
の

が
山
慨
を
ザ
ち
の
け
、
同
町
吋
に
い
ι
.離
を

W
ば
し

ーー・1'(7-



品
、
‘
・
F
，
、
て
き
す
ゐ
昨
今

-
P

〈
P

5

て
念
悲
に
政
の
水
月
か
腹
部
を
打
つ
G

間
の
伊
川
市
一
院
郎
の
が
山
総
を
附
艇
か
ら
叩
ス
け

る
か
ら
む
を
間
際
範
と
官
ひ
、
ぴ
の
ず
併
は

そ
&が

れ

'

c

a

H

そ
企
3
g
'帥
v

u
v

外
側
か
ら
受
け
る
か
ら
之
を
外
皆
受
と
去
ひ

，‘
‘
，
.e
崎
市，am

a
-
-
，
.』e，，
，.. 

‘
.
‘
c
・
・

ま
す
。
敵
が
左
犠
を
以
て
政
府
帯
し
て
来
た
時

'

a

・

0

.

‘

‘

a

a

，

‘

，

つ

倫

に
は
甲
の
場
合
が
外
受
け
に
た
り
、
乙
の
場

υ
，
、
，
d

A
H
が
内
交
に
な
り
ま
す
。

o
g
'リ

=

τ

，

、

"

ん

げ

い

で

・

・

舗
、
τ
・
τ

将
司
お
と
小
乎
と
の
附
係
は
、
敵
の
誕
小
乎

'

a

c

-

-

'

h

'

Hリ

τ
s
，
‘
ζ

，‘

を
交
け
た
時
は
内
受
と
な
り
、
敵
の
諜
小
乎

を

T
け
た
燃
は
肘
お
と
な
り
ま
す
。

'a， 
.. み

と

H

b

R

V

E

V

か

お

-

-

z

'

A
打
込
は
、
総
ー
を
正
し
く
撮
っ
た
形
で
叩
を

、

z

-

w

ん
A2

v

'

・

a

v

'

'

載
に
し
都
槌
を
打
ち
上
げ
る
桜
花
し
て
打
ち

U

A

7

3

u

v

=

a

・

。

込
む
の
で
あ
る
か
ら
、
世
際
に
は
此
の
場
合

Hh
い
け
ん
益事

む
唖

令

h

F

M

'

u

は
大
拳
頭
が
あ
た
る
よ
り
も
主
と
し
て
中
指

e
g
M
W
ん
と
，
〈
r

・h-
o

g

h

w

岨

‘

，

け

ん

の
ι
小
越
-
頭
の
薬
指
側
が
あ
た

P
ま
す
。
小
拳

t

'

=

‘

e

'
L
e
・
二
ぷ
L
F
脅
か
て
a
e

--
τ
&

頭
の
此
の
営
て
方
ち
頗
る
数
果
的
左
官
身
で

て
-

e

-

-

a
伺

0

・

あ
り
ま
す
。
敵
と
の
閉
会
に
よ
っ
て
営
た
る

M

勘

九

る

が

"

が

ん

-

u

・

t

T

こ

金

伝

書

部
先
と
首
て
る
部
分
が
甑
k

異
っ
て
来
ま
ず

か
ら
.
船
出
?
で
監
く
伊
て
A
y
k
m
釘
し
て
貯

て
百
さ
い
。

ロ
、
、
，
、
L
o
w
-
-
切
ら
，
、“

昨
r
u
山
肌
殺
を
十
先
や
っ
て
下
さ
い
。

第
五
回
節

E
安
三
段
の
碗
究

と
習
熟

、
，
b

，
Z
ι
-
u
'
v
a
内
E
-
-
e
，
h
-
-
B
a
b
a
e
a

E
H
剣
三
郎
は
ん
加
齢
的
説
明
で
沿
諾
し
た
通

k
-
2
.
，
、
，
z'
p
m
，
号
、
玄
ふ
0
4
2
e
h
v
〈

り
、
粧
向
山
、

即時点沈
、
将
官
、
振
突
、
越
の
は

づ
し
説
恥
一
わ
い
ろ

f
1
r
mわた
r
つ
町
ん
聞
い
開
山

知
叫
が
紛
が
併
が
ま
れ
て
伊
ま
す
。
と
れ
か
ら
、

f

c

n

量

ゅ

ん

傘

ふ

μ

E

U

そ
れ
ら
の
林
料
に
つ
い
て
研
究
し
同
時
に
そ

の
叡
蹴
縦

r税
引
べ
る
と
と
に
践
し
を
せ
う
。

まあ 必

ずる横;横E
かと受品受み
ら問fは の
、時巴王将研て
ょに安之究Z
く、三
研1受'段え
究2けの
し方t続三
智2のも‘
ま鴻器今霊Z
し〈オ'2喪5
てでた
たも袈f
かあ紫々
なりで

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

眠
、
炉
内

e-?の
円

〓
E

S

ζ

‘

，

ω
ゐ
ま
た
h
F

ル
山
側
挺
帥
怖
の
噴
で
、
棋
受
は
依
り
高
す
ぎ

て
は
い
け
な
い
と
官
ひ
ま
し
た
が
、
そ
の
現

.
‘，

，

z'

嶋
、
内

州
削
除
、
受
け
る
方
に
ス

キ
が
出
来
る
か
ら
で

'

j

u

ゐ

惇

&

s

h

F

広

企
一
後
か
ら
抱
き
つ
か
れ
た
時
の
は
づ
し
方

官

v

r

'

S

H

伽

v

z
'
s

(
第
十
八
動
作
、
第
十
九
動
作
〉

統
十
五
蹴
仰
げ
の
都
慨
mM
の
衡
に
総
く
僻
十

MF
'
s

a

，

ひ

q

e

e

'

'

ん
‘，

・

2

2

@

i

・

μ

六
動
作
は
右
傍
受
と
・
活
路
-
打
込
の
た
め
に
紘

鴨

志

'

で
e
，
‘
叫
，
Hhhv
h

j

u

'

aEA
む
ら

乎
を
受
け
た
敵
を
真
に
左
足
を
一
歩
前
進
し

E
!

;

:

-

h

・

な
が
ら

r酬明で
拡
酬
明
す
る
と
い
ふ
官
山
町
に
鰍

Hh
u
v
h
v
's
a
-
v
p
'
s
-
R
a
偽
ゐ
，
、

し
、
第
十
七
動
作
は
次
の
制
作
と
の
連
絡
の

た
め
に
ん
r
b
?と
し
て
た
れ
た
も
の
と
鰍
し

ま
す
。
で
S

う

ι

る

記

，

‘

.. 

A
さ
て
敵
が
後
か
ら
抱
き
つ
い
て
来
た
時
に

は
献
は
貯
づ
柿
へ

一
が
舵
へ
肢
を
蹴
く
と
耐
m

u

λ

g

u

g

'

し

ゐ

む

ん

時
に
方
轡
を
ぐ
っ
と
後
へ
、
ち
ゃ
う
ど
自
分

令
回
目
拍
a
v
〈
ら
A
o
n
e
"
U
E
・
h
r
ら
づ
主

の
背
骨
ま
で
周
か
せ
る
位
の
勢
で
、
カ
強
〈

伊
き
ま
す
。
そ
れ
と
一

mwkr戦
は
配
針
。

A
V
み
‘
.

‘
電

信

-

e

m

ご

う

を

う

S

3

b

右
耳
の
側
を
過
っ
て
後
頭
部
へ
さ
っ
と
撮
り

が
穴
き
を
し
ま
す
。
と
れ
で
艇
は
齢
訟
に
よ
っ

て
ね
肘
献
を
や
ら
れ
、
即
川
町
吋
に
按
り
が
穴
き
で

恨

ん

の

ら

り

ι

ん

な

内

伊

E

S

L

ぜ

ゐ

額
商
を
や
ら
れ
、
我
が
身
慌
の
動
作
で
自
然

む

令

書

P

M

暢

・

ー

に

‘

に
ゆ
る
み
も
生
じ
、
一
ニ
つ
の
理
山
が
働
い
て

あ
り
ま
す
。

，

B

T

U

‘

，

ぜ

s

e

b

ゆ

a

v

t

号

制
叫
が
討
桝
を
以
て
敵
の
水
月
め
が
け
て
突

‘f

E

'

s

'
z

b

a

w

-

-

e

，

τ

兵

と

慨
す
る
と
、
肱
は
左
足
を
退
い
て
お
乎
で
外

注

=s
，

ac
・
て

'
Eミ
''
'

で

た
h
F

税
問
凶
を
し
た
。
そ
の
時
敵
の
桜
受
の
乎
が
高

凡川

巴

Mb

b

処

d
Z
B
v
、
‘
，

か
っ
た
ら
、
制
は
配
ち
に
我
が
左
手
を
伸
ば

し
て
航
の
ず
斜
を
鰐

p
、
知
穴
き
附
則
し
た
ま
L

'

h

a

防

、

“

，

t

ε

a

J

u

e

-司
孟
，

W
び
て
腔
た
坊
が
右
手
を
も
同
時
に
添
へ
雨

r
t
'
'
'
a
市
ひ
ば
婚
恕
‘
。
し
に
ひ
き
お
と
晶
、主

苧
で
臨
の
右
殺
を
ま
斜
ア
ヘ
引
落
す
様
に
す

れ
ば
、
艇
の
税
胞
は
叫
坊
が
杭
脱
を
れ
λ

町
と
し

与
、
‘
a
y
h
v
〈

て
、
お
仮
に
魁
に
か
h
っ
て
し
ま
ひ
ま
す
。

於
し
仰
輔
が
抑
制
仰
げ
が
撚
抑
制
に
縦
銀
た
ら
ば
、
艇

は
一
郎
が
鵬

r
rげ
ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
。

企
斜
配
は
成
部
に、

M
m
Nれ
が
が
指
し
艇
に
お
の

航
た
州
知
M
L
と
ら
れ
た
臥
は
ど
う
す
れ
ば
よ
る

u

‘

A

ロ

い

か

ん

が

ふ

し
い
か
、
此
の
間
制
を
考
へ
て
見
ま
せ
う
。

y
av
〈

句

a-
L
h
曙
ゐ
h
y
ん
』
n
h
n

泌
b
L
と
ら
れ
た
な
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
我

陪
ピ

h

v

h
v
巴
島
町
て
も
A
7

て
'

で

a

，

、

は
む
ち
に
棋
が
左
帽
す
を
以
て
敵
の
乎
を
上
か

=

y

て

a

，

M

て

'

a

h

v

ι

τ

ら
ぽ
り
ま
す
。

T
皮
敵
味
方
四
つ
の
乎
が
一

"
h
n
巴
ぶ
ん

か
た
ま

p
に
な
る
わ
け
で
す
。
我
は
自
分
の

，
官
h
v
Z
防
予
え
ゐ

9

E

a

・

h

μ

λ

ぜ

τ

Y

や

Z

お
乎
の
廠
蹴
を
ね
る
と
北
ハ
に
我
が
お
乎
の
逆

f

e

r
-

-J

て

敵
の
抱
き
つ
い
て
居
る
乎
は
隣
れ
て
し
ま
ひ

o
g
az、

。
官

‘"でa-

f
ら

ま
す
e
瞥
貨
と
は
斡
で
官
山
討
を
喰
は
せ
る
と

柄
、
.

い
ふ
話
味
で
す
。

、
る
q
d
a
た
山
v
n
-
t
z
z
-
b

内p
'
'
h
W
3

或
は
叉
、
左
一
へ
棋
に
一
歩
足
を
附
く
と
舟

巴
ひ
E
h
句
ひ
官
。
τ
a
，
，
・
w
・
働
づ

時
陀
左
特
設
と
右
越
t

接
り
突
き
と
で
、
は
づ

帽

、

・

・

3

句

、

い

盛

‘

，

ひ

て

'

す
と
と
も
出
来事事
ナ
。
賢
際
の
相
場
合
に
は
敵

r

h

r

E

ふ

d

q

C

M

"

し

の
抱
き
つ
き
方
に
よ
っ
て
振
り
突
き
の
継
が

て
，

a
，

b
〈

h
y
、

敵
に
絹
か
た
い
と
と
が
あ
っ
て
も
、
威
嚇
と

τ

s

a

，

〈

な
っ
て
敵
に
ス
キ
を
作
ら
せ
る
と
と
に
な
り

-
u
t
h
e

冒

2

ふ

陪

ま
す
。
直
訴
事
凡
此
の
都
の
技
法
は
「
抱
き
つ
い

て
か
ら
」
と
い
ふ
よ
り
も
「
が
き
っ
か
う
と

-

p

-

e

・

e

・

-

な

こ

と

す
る
時
」
に
行
ふ
べ
き
で
る
る
事
は
、
ち
ょ

て
事
こ
ぶ
し
b
e
た
い

め
民

3

う
ど
敵
の
錯
し
が
我
績
に

「
常
っ
て
か
ら
」
受

・"

に

h

E

け
る
の
で
は
な
く
「
賞
ら
う
と
す
る
時
」
に

T
け
る
の
と
陪
じ
と
と
で
す
。

こ

・

・

ち

う

F

3

E

b

t

h

v

a

b

'

r

此
廃
で
注
意
す
べ
き
は
、
跡
内
相
聞
は
必
や
動

い
て
狩
っ
た
が
の
ず
で
続
ぷ
と
と
で
す
。
桜

ae

L

3

'

・

h

'

h

n

g

vk
足
を
聞
い
て
行
く
の
は
技
を
か
け
い
h
党

ー-178- .

め
左ヨで
右tあ
共iり
』乞'5:

自じナ
尚?。
自己
在t
k 
出で

*a 
る
や
う

.2f-;-: 

得
一る

て

--
v
a
v
〈

を
も
ど
し
、
更
に
そ
の
ま
L
敵
を
逆
に
か
け-w‘A，
 

る
と
と
が
附
が
ま
ず
。
と
と
る
で
配
れ
は
紙

み
に
や
っ
て
貯
れ
ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、

u

r

h

r

t

b

t

f

a

e

ゅ

1
8
Z
4
う
で

抑
制
う
い
ふ
骸
で
取
り
組
ん
だ
時
に
は
結
局
腕

h
r
e
a
v
‘
，
u
-v，、

‘
，z
t
・

の
ガ
の
強
泌
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

か
し
磁
の
附
抑
制
刊
が
鰍
艇
で
、
仰
叫
が
説
明

o

・s・
-

、

a

b

s

ぃ

、

“

"

で

舎

断
挽
が
聞
に
A
U
は
ぬ
慨
は
、
我
は
敵
に
さ
か

て

s

o

t

-

k

v

a

・

ゅ

ら
は
や
に
敵
の
引
く
方
へ
偲
を
持
っ
て
行
き

9

・47
aも
る

令

官

3

ド
ル
品n
A

Z
-言

及
が
ら
、
制
叫
が
左
棋
を
以
て
敵
の
蹴
商
、
後

ヒ
e
h喰

h
'
レ
'T
V
3

守

、

。

骨

や

告

し

ふ

官
部
、
版
下
等
に
出
来
た
ス
キ
を
強
翻
し
て

E

雪

レ

ゆ

し
が

ら

9

z

'

"

に

い

V

ATF

臨
の
ひ
る
む
風
間
肌
を
利
附
し
て
我
が
創
勢
を

M悼ん
，、
れい

規
回
し
ま
す
。

ーー-1;11-一ー

-
i
b
x
'

t
玉
、，、

企血
税制
m
V
滋が
り
と
り
訴
は
叩
叫
が
什
励
が
ぜ
辿

で
、
艇
に
似
mw
の
肌
附
を
賊
へ
な
け
れ
ば
、

-

P

E

t

-

写

。

〈

て

3

2

で

葉
桜
陀
也
を
と
っ
て
敵
役
投
げ
る
と
と
が
尚

-

-

e

c

&

掬

，

来
ま
す
が
、
計
し
少
し
で
む
徐
裕
が
4

の
れ
ば

r

e

n

de

-

m

A内

・

ヲ

竹

内

九
ふ
M
d

航
は
む
ち
に
先
制
ー
を
以
て
執
を
拠
蝦
し
て
来

‘F
S

h
p
“
H
h
n
p目
的

T

で

-

e

る
か
ら
、
そ
の
時
に
説
は
左
乎
だ
け
で
敵
の

v
-T

，

、

、

s
τ
は
‘
，
守
'A

h

h

也
を
と
っ
て
、
右
乎
で
防
職
し
念
す
。
故
に



似
山
勘
W
や
う
に
釈
が
mm科
で
阪
の
が
ず
mww肱

世
""'
~
‘
aA
・
書
い
て
・3

を
と
る
と
と
が
危
険
だ
と
息
ふ
際
は
、
敵
が

k
-
B
J

位
か
・

3

歩、

‘，
i

'

h

，

償
受
し
て
商
く
上
げ
す
ぎ
た
右
鉱
を
我
れ
お

て

乞

g

乎
で
担
っ
て
し
ま
へ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
い
猷

h
v
z
m
vuて

ヒ
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損
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・
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鉛

が
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。
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右
犠
で
外
獄

事時
w

z

u

レ

受
を
し
て
、
そ
の
ま
L
傘
を
ひ
ら
き
た
が
ら

T

e

g

a

z

e

r

t

p

 

乎
首
を
廻
は
せ
ば
献
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右
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績
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績
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伸
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く
れ
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。
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右
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献
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仰
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。
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。
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と
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献
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。
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。
と
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が
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が
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叉
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。
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。

wmく
の
い
附
く
、

フ
E
e
u

、

ふ‘，

P
3
2
ら
金
‘
.
，
，
--a
，
..
 

助
問
受
は
裁
が
不
利
な
僚
何
の
野
党
に
品
川
町
肌
山

--

E
Z
L

，.，

e
'
'
L
・
h

・-，

来
る
だ
け
で
な
く
、
又
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・
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仇
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振
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右
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司
て
S

ωw
ふぷ

E
aq
r
s

貫
手
を
以
て
敵
の
胸
部
へ
突
撃
し
ま
す。

m
m齢
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蛸
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縦
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右
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受
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ら
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受
け
し
た
時
に
は
外
受
に

=白
"
‘
e
a-a

・a，m
l
令

a
，

な
り
ま
ず
か
ら
之
を
外
接
侵
と
稀
し
ま
す
。

rお
以
に
Mm樹
潟
、
Mm船
受
け
が
あ
り
ま
す

ーーー181-ー



""j
却
し
ふ
，
、
w
h

か
ら
、
よ
く
練
倒
閣
し
て
下
さ
い
・
。

・・9AgIUA7弓
hv
公
‘
e
h
V
E
-
-
齢
ヒ
‘
，

A
拡
交
は
校
際
の
場
合
に
は
、
例
へ
ば
二
人

‘
。
ひ
た
肺
結
。
k
a
-
υ
宮
島
内

相
封
し
て
立
つ
て
は
泊
る
時
に
、
相
乎
が
示
寂

b
h
F
ふ
〈

ぷ

3

9

に
我
が
下
腹
部
を
打
っ
た
り
突
い
た
り
す
る

害
い

と

円

伽

際
に
は
、
さ
っ
と
臨
を
か
は
し
た
が
ら
接

P

T
け
を
な
す
と
艇
ゲ
船
駅
抑
制
で
る
り
ま
す
。

-

e

・

。

，

M

V

R

S

い

内
JE
，
z

振
受
と
し
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振
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又
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。
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受
け
れ
ば
外
受
に
な
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れ
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右
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右
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〈
外
側
へ
ね
ぢ

b
s
ゅ
ん
も
司
ね
V
て
曹

る
と
き
に
は
、
我
が
左
穫
を
以
て
直
ち
に
敵

タ
ん
の
ん
=
・
，
、
げ
き
て
-
e
か
は
ら
こ
£
ふ
凶
琶

の
顔
顕
一
へ
攻
略
す
れ
ば
、
敵
は
必
4
1
之
を
防

b

A

M

a

τ

ゐ

τ

ぐ
た
め
に
殺
が
右
手
を
と
ら
へ
て
居
る
乎
に

、

、

し
ゃ

s

=

&

e

。
&
3

ゆ
る
み
が
生
じ
ま
す
。
此
の
時
を
利
加
し
て

hw九

A
e
・
砂
包
て
き
a
e

我
は
右
防
同
を
ぐ
っ
と
敵
に
嘗
て
る
つ
も
り
で

部
く
山
削
げ
た
が
ら
ダ
き
仰
向
せ
ば
、

w
m
r
は
づ

h

v

a

-

-

て

u

・

'

h

p

れ
て
我
が
右
手
は
自
由
に
た
り
ま
す
。
我
が

$
凶
"
ん
-
A
V
・
S
V
5
3

μ
3
2
-
n
ζ
e
・
句
と

左
移
と
・
沼
崎
と
の
動
作
を
同
時
に
行
へ
ば
故

こ
a
，
〈
h
w
z
s
e
ん
え
ん
ピ
t
r
'

も
効
必
が
あ
り
ま
す
。
此
の
左
務
ー
の
援
助
動

‘
彦
氏
h
v
f
e，、

2

・e

こ

う，、"
て事

作
は
商
く
逆
を
と
ら
れ
た
時
に
も
効
果
的
で

...す
或2。
は。

叉E

我b
tJ~ 

京事
三子て
Q) 

逆Z
を《
タトt
側Z
，、、
と
ら

r山
知
=
一阪
の
鯨
九
、
十
、
十
一
の
滋
船
艇

凶
作
の
か
mmは
、
釘
飲
際
問
%
で
仰
に
充
M
ん
や
わ

か
り
に
な
っ
た
と
と
‘
注
目
的
ひ
ま
す
が
、
た
ほ

似
尚
一
ぽ
で
加
の
対
蹴
か
ら
概
犯
し
て
貯
る
と
と

に
し
ま
せ
ラ
。

かた

ゐ

ら

ゆ

-

n

F

E

型
に
現
は
れ
た
と
と
る
は
、
戒
が
l
h

恥
乎
を

う
もVA協

会
島
、，

と
っ
て
ぐ
っ
と
内
側
に
ね
ぢ
ら
れ
た
砂
到
の

判
断
ザ
は
づ
し
放
で
す
が
、
抑
制
し
民
配
に
州
側

へ
ね
ぢ
ら
れ
た
出
引
に
は
ど
う
た
る
か
、
そ
の

て
ん
A
P
A
M
-
-

艶
を
考
へ
て
見
ま
せ
う
。

‘
z
'
b
u
p
ほ
号
企
民
卑

h

先
づ
内
側
と
か
外
側
と
か
宏
ふ
皆
川
町
を
は

っ
き
り
し
て
沿
き
ま
せ
う
。
艇
が
町
一
が
ヂ
を

悔
や
・
3“v
a
τ
m
υ
‘

.. 民
v
-
-
z
h
p
B

と
っ
て
抑
指
側
か
ら
U
4
の
凧
へ
容
さ
一
昨
む
側

句
れ
a
z
'
u
F
2
・
噌

に
ね
ぢ
る
と
を
、
之
を
内
側
へ
ね
ぢ
る
と
音

ひ
、
民
献
花
制
的
慨
を
斡
の
対
へ
配
は
す
印
刷

に
ね
ぢ
る
と
き
、
お
を
mm，
倣
へ
ね
ぢ
る
、
と

一
宮
ふ
と
と
に
し
て
な
き
念
す
。

か
ね
た
h
v
p
撃
す
盆
川
崎
a
p
a
-
-
w
a
t

そ
と
で
型
の
第
九
勘
は
印
ぢ
内
側
へ
乎
を

ね
ぢ
ら
れ
た
較
併
で
、
似
仙
の
闘
に
は
断
然
に

創
刊

'
h
凶
い

h
r
p心
h
h
u
t
-
，
h
v
，
z

"
が
聞
は
陣
内
*
ド
ト
仏

p、
肋

m
は仙内

F
L司
な

a
F
-
F
h
"
。
d
l

・
t

・
-
れ
λ
e
τ

れ
た
時
に
は
、
我
が
左
乎
を
以
て
我
が
右
乎

ae

書
凶
p
'
"
z'
τ

P
E
U
む
か
ら

い

を
取
り
、
左
右
雨
乎
に
問
時
に
カ
を
入
れ
て

b

τ

う
臼

宮、
y
〈

我
が
乎
を
事
ひ
か
へ
せ
ば
、
そ
れ
で
逝
は
は

=
骨
-
e
s
τ
S
R
肺

づ
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
此
時
に
は
敵
の
憶
に

-

e

b

ひ

g

空

常
て
る
筑
持
ち
で
特
は
ぞ
っ
と
品
川
げ
る
と
と

-

w

-

-

-

u

w

a

v

，

、

を
忘
れ
て
は
た
り
ま
せ
ん
。
ハ
此
の
逝
の
は

L
W

た

か

-
h

づ
し
方
は
「
セ
1
.ハ
イ
」
の
型
に
る
り
ま
す
、

念

総

巴

P
ら
e
pb主
』

Z4同
4''句、
，ら

2
・3・
、官
3

摩
交
じ
先
弘
著

「
し
ア
た
の
研
究
」
を
御
訟
附

百
さ
い
〉
。

vaT〈
K

か
%

か
た
む
ず
A
J
L
・

逝
の
取
り
方
、
は
づ
し
方
に
は
無
数
の
組

'"
。
か
ゆ
・r

hv。ん
U
HVとa，

類
と
限
引
き
が
あ
り
ま
す
が
、
不
安
第
九
励

。
:
ゅ
ん
れ
ん
H
r
a
h
v
A
え
A
こ
で
柿
ど

作
に
蹄
題
し
て
は
、

今
は
簡
明
唱
に
此
の
桂
皮

uzf
υ
や
じ
ι
ん

に
と
ど
め
て
ι

お
き
ま
せ
ラ
。
説
米
自
身
に
も

け
ん

eふ
〈

記

よ
く
研
究
し
て
下
さ
い
。

でい脅~ ... 
あてを王子ご伊芸
り来〈後5安2賞与
まる方す三の
し敵Eへ段2研2
?との突ヲの究2
が水まき第三
月号出に十

干す~I乏し八
岱主常?で
l乞身ゑ後i-十・
はを方ま九
jjirlくかの
後・れら動f
縦7る組t作句
樹?技Yみは
の法まつ

る
べ
く
伊
村
に
く
つ
h
け
て
限
く
川
町
し

Y
げ

t

-

e

b

u

r

-
-

ゃ
う
と
し
殺
す
。
そ
の
時
の
作
づ
し
刈
が
即

ち
波
郡
三
阪
の
獄
掛
川
駅
炉
の
即
位
で
す
。
と
と

u
v
a
ほ
ん
ね
肺
ぞ
&u

v

u

p

'

ろ
で
、
今
は
反
封
に
外
側
へ
ね
ぢ
ら
れ
た
時

L
v
a
h
M
み
‘

の
と
と
を
考
へ
て
見
ゃ
う
と
去
ふ
の
で
す
。

て
g
a
@
局
留
守
で
‘
.
A
7
"
h
y
て
を
s
d
v
z

A
敵
が
若
し
右
手
を
以
て
殺
が
右
乎
を
件
僻

へ
ね
ぢ
あ
げ
た
院
は
、
燃
は
阪
の
干
の
引
を

ひ

日

均

傘

は

V

V〈

く
ぐ
っ
て
ま
廻
り
す
れ
ば
、
越
が
は
や
れ
を

た
d
b

食

τ

亡
S

''
T
-
z

す
か
ら
、
直
ち
に
他
の
乎
で
敵
b
z
攻
一
惜
し
ま

L
-
τ
ha

--

a
，、

t

・

b

す
。
然
し
敵
が
悲
し
上
へ
高
く
ね
ぢ
ど
げ
た

1

i

 

い
で
低
く
さ
げ
て
&
い
て
ね
ぢ
る
除
に
は
、

わ
位
い
O
H
b
a除

e・
2

我
が
惚
b
z
左
掘
り
に
ま
は
す
と
と
は
市
山
東
北
畠

ゆ
へ
昼
、
と併
a

t

弓

B

'

ぜ
ん
。
放
に
外
側
に
ね
ぢ
ら
れ
た
脇
町
は
柑
叫
が

たい

傘

A

'

?

3

慢
を
廻
は
し
て
伊
く
と
と
が
山
川
が
た
い
耐
も

あ
り
、
ザ
俄
に
よ
っ
て
は
同
町
山
仰
を
慰
す
る
と

明
、
暑

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
と
で
悦
か
仰
の
山
町
泌
を
枚
以
た
加
が
よ

い
と
云
ふ
と
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は

お
い
耐
と
般
い
耐
と
の
こ
総
り
あ
り
ま
す
。

τ
'

a
-
A
Y
Z
‘
，
h
w
h
，
r

'

 

般
が
町
i
わ
れ

r
v以
・
川
町
が
引
「
ゃ
ん
刈
〈
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a

'

a

‘

 

.

.
 ，也
、
u
v
P
4
1
b

勤
き
が
あ
る
と
と
は
第
問
滑
に
於
て
簡
以
に

e

，

‘

仰

い

・

h

r

・

-

司

"

説
明
し
て
た
き
ま
し
た
。
然
し
此
践
で
は
お
い

、
ん
官
ん
多
し
包
n
q
J
g
a町
τ
，
ん
J
a

安
三
段
の
後
瞥
訟
を
研
究
し
ま
せ
う
。

ラ

L
a'叫
J
g
ゐ
て
る
，
、
で
3
5b
・
9
〈

つ

後
臨
両
首
の
図
的
は
、
後
か
ら
組
み
付
い
た

で
-
e
竺
い
内
て
み
a
・
か
た

敵
に
釘
す
る
門
前
九
切
で
す
が
、
若
し
型
に
あ
る

φ

う
み
e
e傘
R
0
・
u
h
r
o
b

s
し今時JE

椋

κお
又
は
左
へ

mh乞
開
い
て
も
な
ほ
後
時

限
を
畑
山
一
?
と
と
の
山
"が
な
い
ほ
ど
艇
が
蛾
く

〈

守

〈

k
e

組
み
付
い
て
来
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

e
，
 

時
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
。

税
強
し
て
貯
ま
せ
う
。

-
z
b
υ
u

'へ

'
・
9

ゐ

先
づ
我
が
附
刊
か
ら
上
を
抱
き
付
か
れ
て
居

a

b

で

a
a
-
a
ほ
て
書
陶
ロ

る
時
に
は
、
我
が
乎
を
前
へ
到
し
て
敵
の
批

w

y

o

，

、

&

ほ

うほ
・働

を
と
っ
て
逝
に
取
る
と
と
も
一
つ
の
方
法
で

ゐ

E
e
o
sじ
b

て
.
、
ι
'
q
ま
は

Y
S

す
。
或
は
、
叉
我
が
乎
を
後
へ
廻
し
て
敵
の

・ι
て
E

A「か

包‘，uふ

金
的
を
槻
む
と
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

ι
a
F
て
-
e
h
7
9
ι
A
q
司
、
.
ピ

A
然
し
敵
が
我
が
後
か
ら
強
〈
抱
を
つ
い
て

ゐ

e

s
也

vo

ayA

〈

で

-T

居
る
時
は
指
の
越
を
と
る
と
と
も
山
東
守
、

-昼
食
て
3
令
ん
て
E
a
寸
か
で
S
ま
る
h
v

叉
敵
の
金
的
を
摘
む
と
と
も
出
来
訟
い
場
合

h
F
・
5
g
h
v
h
"
。
L

も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
斯
様
な
際
は
我
が
足
の

ャ
‘
と
‘
つ
で
曹
じ
か
す
H
9
&
け

e
L
b

踏
を
以
て
敵
の
向
ふ
艇
を
強
〈
蹴
〈
後
へ
)
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へゐ dうはしのす
ÐI~ りすてでと
いまと金tす
てすか的E。大吉
居ゐ。遁3をそ抵ご
る若‘切ミとのの
たしなる時占場由
め敵E技Vとを合3
t乞が法2かは敵E
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我"を施学或うさス
が務?せこは事やキ
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第
一
一
九
回

-
つ
で
-
e
U
L
V
ふ
e
h
H
，
?
・
・

を
以
て
敵
の
向
腔
を
蹴
る
と
と
が
出
来
な
い

伊
併
は
、
知
叫
が
即
日
乞
街
お
ヘ
ポ
シ
と

W
り凶・-

C
M
b
ん
で
ん
鉱

げ
る
ハ
自
分
の
府
部
を
蹴
る
つ
も
り
で
〉
と

か
e
‘
t
z
-
-
a
L
主
禽
r
u
て
s
，
、
F
3
r
・
2
レ

必
や
敵
の
念
所

l
l魚
川
町
か
ポ
即
か
肱
の
劃

守

い

と

え

陥

与

に

‘

，

勢
に
よ
っ
て
異
る

1
1
へ
営
り
ま
す
。
昨
町
に

傘にa，
fb
る
l
Hh
ゐ
て
a
a
-
-
M
』
T
鹸

は
q
t
捜
か
ら
抱
企
つ
い
て
肘
る
ほ
の
処
の

m

る
般
り
か
穴
き
は
街
対
か
ら
叫
抱
き
つ
い
た
艇
に

鉱
山

F

ふ

a
v

こ

ぶ

し

u
a
'旬偽ご

劃
し
て
握
り
突
く
の
で
、
離
は
自
分
の
顎
の

‘
、

企

億

'
もろ

・

=

ω

じ

ゃ

，

前
を
逝
っ
て
後
へ
行
を
ま
ず
か
ら
、
之
を
よ

官ん

'L
内
ふ
h
Z
3
S

段
の
後
援
突
と
名
づ
け
ま
す
。

ふP
っ
か
怠
ら
と
5
は
，

振
突
き
に
必
歩
し
も
後
方
だ
け
で
た
く
、

ぜんめ
ω

て
、
.
‘
“
h
v
E
ゃ
う
一
W

・A
・"・
9
・
・
.，託、』
m

・

前
面
の
敵
に
釘
し
て
も
上
段
振
突
、
中
段
振

a7a，、υ
n，

a

，

‘

F
・ぴ
-A1

突
を
併
用
す
る
と
と
が
皮
K
4
の
り
を
す
。

E
A
V
'
w
ぬ
ん
ふ
‘
v
a
寸
事
2
4
の
ん
a
，
ぅ
ロ
ん
示
。
崎

上
段
援
突
は
横
而
を
ね
ら
ひ
、
中
段
振
突

、

‘

こ

ま

る

も

伽

p

t
怜

S

争
匁

き
は
横
腹
を
ね
ら
ひ
ま
す
。
然
し
此
等
は
型

で
，
、
‘
8
1
u

に
出
て
来
る
時
に
た
括
し
し
ま
せ
う
。
此
臨

じゃ
S
J
てん
ag
b
為

-a'
'E

・

・

5
い

で
は
上
段
の
後
援
突
に
つ
い
て
注
意
す
ぺ
ぎ

で

ん

の

結
を
述
べ
て
た
き
ま
す
。

A

町
日
山
防
総
艇
が
お
き
は
、
和
叫
が
L
m品
配
ぐ
に
し
て

る

ふ

・

吟

U

ヒ

ル

‘

，

帽、

.2・a，

保
て
披
突
き
す
る
と
、
自
A
A
の
脱
で
加
を
打

，、0

・

‘

墨

色

っ
と
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
台
設
秘
へ
砲
は

す
と
か
、
横
へ
曲
げ
る
と
か
し
て
、
務
が
充

UG--sは
5

S

令ヨ

分
後
方
へ
砲
は
る
椋
に
し
怠
け
れ
ば
い
け
ま

宜
ュ
ヘ
hv也
、ぅ
，
・
u
a9・
・"
a
b
h
E
h刊
'wL品

ぜ
ん
。
叉
本
卜
常
か
ら
後
へ
般
を
飛
ば
す
練
習

HV
9え

3

-

守

V

叫
争
直

-A
ゆ
い

も
必
要
で
す
が
、
そ
れ
に
は
次
の
+
刀
法
で
路

古
し
ま
す
。

すふ用2符え出でを
とりrJ.て減♂我b
と隠れ尽ff>~が
がどばてす髄t
/U~ぃ 、共よ。でと
対~1Iて後:場倍以E ド
~我b 治♂合2 土.T シ
すがらにのン
。身&組〈よ各?と
のみつ義助踏ふ
依肺付令てのみ
世ゐい油Z方3く
をて切ミ法2ぢ
た釆〈主主をく
てる技'よと
な敵I法2くこと
ほをを心主も

第
一
二
円
図

引
均
一

γ
で
は
践
を
似
開
放
へ
伝
っ
て
、

ω叫
が
艇

の
剣
山
附
や
m
m
.阪
日
正
猷
v
m
m
る
と
と
も
る
る
わ

、rcf'
と
-
a

勾
え
ゐ

け
で
す
か
ら
早
川
》
よ
く
心
得
て
居
て
、
い
ざ

LF-a

f色
wava，

と
い
ふ
時
に
前
期
す
ぺ
ぎ
で
あ
り
ま
す
。

事-ea

w

h

a

7

ゐ

‘

，

b

後
か
ら
か
た
く
抱
き
付
い
て
居
る
時
彼
我

'
-
Eh-
-
m
l
‘
う
て
ゐ
切
らぬ
ん
島

が
地
問
叫
的
影
以
て
政
の
川
.川
へ
討
て
る
ζ

と

.‘曹‘，

s
i
z
'
け
ん
か
ふ
・
・

右
骨
の
下
か
ら
左
離
の
甲
を
蛍
て
h
、
右

ゆ
・相e'b
h
ふ
狗
ヲ
ケ
う
g
A
-
‘
，
日
‘
，
う
ヲ
ん

務
後
振
突
き
の
と
き
に
充
分
後
方
へ
宗
務
が

ゆ

a
va
，
害
時
J

ん

、

.

行
く
桜
に
定
一
献
で
押
し
上
げ
ま
す
。
と
れ
を

為、る
ミて
S
H
〈
九
ぴ

H:“
.u
h
n
ん
し
ふ
$

連
続
的
に
幾
度
も
幾
度
も
練
習
し
ま
す
。
左

，、号むろ
-h

句

"
・・1
u
ふ
5
妙
ん
が
ふ
p
t
・
"
。
宮

拳
後
援
・
突
き
の
練
習
に
は
右
績
の
岡
市
そ
左
管

-

u

a

・

a

1

2

h

a

・

下
に
営
て
が
っ
て
、
強
〈
押
し
上
げ
ま
す
。

hpg

a

w

-

-

A

d

a

TO
LFん

帥

wを
伸
ば
し
た
り
握
り
突
を
し
た
hvハ
筑
間

""

に

主Ma・

ひg
z
z
ぃ
，
、
U
2

結
え
や
他
の
器
ー
は
蹄
刊
を
離
さ
や
に
)
幾
度
も

晶、
ゐユ
ふ

ゐ

こ

う

1

3

E

a

z

u

A

S

練
習
し
て
居
る
う
ち
に
は
、
後
方
へ
充
分
姐

や

az

=

m

t

v

Z

3

2

う

は
る
械
に
な
り
ま
す
。
務
が
よ
〈
後
方
へ
屈

とん
ど
?
z
，
‘
，
し
ろ

〈
や
ろ
に
な
っ
た
ら
今
肢
は
少
し
顕
を
後
へ

事
国
p
a
z
w
B
ご
£
こ
，
h
ら

そ
ら
し
て
沿
い
て
、
左
方
交
互
に
ハ
他
の
拳

z
u
a
5
う
し
z
q
s
り
，
a
T
〈
E

の
補
助
を
受
け
や
に
〉
後
掠
突
き
の
蓮
度
を

hwa伶
LVふ

つ
け
為
一
練
習
を
し
ま
す
。

hv

・州
内

g

・Mm
b

'

しろ

a

斯
く
し
て
按
突
の
離
が
よ
〈
後
へ
廻
は
る

場-い伽r
，

、

ほ

a

・

9

A

と
と
〈
正
綿
花
〉
そ
し
て
遮
〈
・
突
く
と
と
(
迅

-
P
〈
・
，
u
h
'
c
a
，
L
z
q
ふ
り
d
v
z
う
〈
h
p

惑
に
〉
に
習
熱
す
れ
ば
後
振
突
き
の
効
果
b
L

ra，
UA

噌
今
舎

で

，

し

h
c
・2

充
分
に
殻
抑
す
る
と
と
が
州
旅
ま
す
。
特
拙
問

。
，
S
峰
三
い
ι
F
'・
E
A
e〈

‘

の
理
知
は
「
王
確
に
迅
速
に
」
と
云
ふ
と
と

hq，

・誌

を
忘
れ
な
い
や
う
に
し
て
下
さ
い
。

で‘き芦さg

し晶惨伊晶、、に.ま*盆多，L左ろ勿.ふ伊

も
出
楽
辛
ま
晶
す
。
然
し
顕
を
説
へ
接
る
除
に
は

川
町
ず
叫
を
m
m
〈
ゃ
う
出
か
を
m
m
し
ま
す
。
ハ
以

な

す

伶

C
ゐaoね
'av--ふ

、
、

を
結
ん
だ
ま
L
後
へ
聞
を
強
く
振
る
と
メ
マ

、ヒ
す
る
と
と
が
る
り
ま
す
〉

肺
巴
'
'
'
ι
色
。
‘
，
g
h
て
Y
3
・
・
三
ど
・
・
界
む

A
以
上
は
後
肺
岡
山
討
の
技
能
を
加
し
臨
い
と
き

て

'

哩

e

-

7

f

O9・a--

に
、
敵
を
誘
っ
て
ス
キ
を
作
ら
せ
る
山
刀
法
で

azιzq同
v

g

a

句

て

ら

う

戸

し
た
が
、
後
智
常
そ
の
も
の
と
し
て
の
注
震

を
た
協
し
し
て
や
き
ま
せ
う
ヘ
街
戦
飴
は
た

。J

'
L
a
A
7
よ
ひ
・
'
"
齢
、

ピ
侍
b
L
後
へ
強
く
引
い
た
ぽ
け
で
は
光
先
の

=

事

〈

h

v

'

む

8

3

9

g

効
剛
棋
を
る
ら
は
し
ま
せ
ん
。
後
へ
引
い
た
情

を
上
へ
突
を
あ
げ
る
と
宮
ふ
と

zh、
は
じ

巴
AJぶ
ん
と
う
〈
む
は
A
F
Y

め
て
充
分
に
効
阻
却
を
護
揮
す
る
も
の
で
す
、

ゆ
へ
5
L
ろ
フ官
、
て
う
心
-
q
h
v
句
。
フ
宮

放
に
後
骨
訟
は
後
へ
肺
刊
を
引
き
な
が
ら
肺
刊
を

'~っ
上
へ
炎
き
あ
げ
る

l
!と
れ
を
こ
っ
の
蹴
炉

〈

y

m

u

B

器

内

肺

U
や
事
内
ん

ι
・晶

に
限
切
ら
や
に
一
動
作
と
し
て
不
常
練
習
し

ーー-184-ー圃

て
京をた
も〈
左詰ぺ
も'き
向きで
じあ
嬰fり
llJ"i ~'ま
です
や。

つ
て
下A
さ
ν、。

A
島
町
り
黙
の
械
訟
と
恐
山
町
出
ふ

h
v
・
ん
な
ん

f
k
J伐
の
市
卜
八
、

μ
1

・

ト
九
の
動
作
に
あ

u
e
-
u
e
a'はん'b
aゆ
ふ
・
d
v
h
F包

A
右
に
述
べ
た
レ
・
武
以
後
援
突
き
は
、
型
に
あ

る
紛
h
ν
刊
得
税
を
が
品
川
へ
舵
り
釘
き
、
一
r
m刊

を
桜
山
m
a
r
s
へ
絞
り
ん
究
く
の
で
す
か
ら
が
を
艇

船
艇
と
特
レ
ま
え
ゑ
急
援
如
何
が
は
震
動

4

3

内

と

れ

'

サ

ん

‘

，

府
民
と
ま
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
是
は
お
総
ー
を
以

て
が

muお
ら
衡
が
へ
配
り
貯
き
、
r
m
m
は

R

ザゐUhvう
=
‘
，
S
う
に
て
ふ
つ
わ
ざ

お
肩
上
か
ら
後
方
へ
縦
に
接
り
突
く
技
法
で

す
か
ら
際
紛
が
ね
と
臨
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

船
駅
鰐
は
臨
引
を
川
町
き
に
し
て
か
穴
き
ま
す
。

し
ふ
むゆ，
、は
a・臨み
Zζ

ふ‘q
dv
s
b
ふ
Eゆ〈色ふ旬盆

そ
の
習
熟
方
法
は
般
抑
制
突
の
科
熱
法
と
同
じ

え
5
M
"
'
e
肺
か
〈

UAぞ
4

。
今
3

要
領
で
「
正
確
に
迅
速
に
」
の
理
想
に
か
な

ふ
棋
に
や
り
ま
す
。

む
け
川
向
山
総
総
別
加
が
航
船
は
m
m
に
紛
が
…
W
き
於

-
U
E
ん
ef

o

&

V

4

を
叡
め
て
法
速
に
引
き
も
ど
し
ま
す
。
総
て

の
お
艇
の
紫
野
は
突
き
配
し
た
ヂ
を
山
引
く
と

ば

a
P
2
・
M
も
2
3
・
・
・
4
a
-
-

き
が
内
事
で
す
が
、
後
労
へ
の
探
突
き
の
時

'
J
Fん
を
，
、
。
仇
ら
し
ふ

は
特
に
敏
速
陀
引
く
と
と
を
練
習
し
て
会
く

LFa、え

と
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

ーー嗣185-



，

‘，
"

a

-
-
e
'ゅ
，、
は
ム

A
地
問
畳
の
剛
耐
熱
洛

k
-
-a，
，

恥

v
h

，

、

E
A3え
a，
，
げ
か
p
h

拙
交
は
安
手
の
露
要
た
受
方
で
あ
り
ま
ず

か
ら
、
そ
の
概
観
・も
苅
創
れ
に
品
川
ず
て
た
か
た

D
e・
品

ん

L
Z
宇品

け
れ
ば
な
り
変
せ
ん
。
一
人
で
の
練
脅
法
と

コ
μ
八
で
の
総
税
制
を
釘
ぺ
る
識
に
し
ま
す
。

う

か

た

と・
0

L

v

u

e

ど

い

巴

ん

巴

h

v

k

，

受
け
方
の
時
は
必
中
第
二
弥
陀
劉
す
る
川

h
n
z
匁

惜

へ

&
ζ
5
3

心
を
怠
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
故
に
核
受
会

帥ゆらυ
5
U

9
MH

ぬ

ん
け
A7

b
-
h
t
"
'
w
て

曹

じ

い

し

3

抑
受
と
は
常
に
連
結
し
て
習
慣
的
に
無
意
識

附
に
統
一
一
蹴
の
際
都
が
山
川
が
る
術
叫
山
総
じ
て

z
t

B
9
・r
'

a

司
円
偽

A
-
a
A

公
く
一惑
が
削
船
喪
で
あ
り
ま
す
。
不
安
三
段
の

足
い

r，
‘
e
巳
n
g
a
'
S
U
R
F
h
g
'注
目

u
v
p
b
g

第
二
動
作
第
三
動
作
、
第
五
動
作
郡
六
動
作

件
、
-ん

こ

れ

ん

げ

A7
a
ん
し

ふ

匂

う
え
も
令
い

は
無
言
の
う
ち
に
此
の
連
結
練
習
の
重
要
性

e

e

ι

ゐ

吟

y

k

ζ

b
L
訓
へ
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
に
横

5
w
t
ら
ひ
多
け
ぬ
ん
け
A
7
れ
ゐ
ι
ふ
は
ふ
肺
み
，

I

，
、
.
A
・
9

曳
と
接
受
U
連
結
練
習
法
を
色
k
k
工
夫
し

て
貯
ま
せ
う
。

-
e
・
也
事
砂
防
ゆ
6
h
v
a
'
e
-
"
ん
げ
つ

企
て
樹
党
と
抑
受
U
連
結
ハ
そ
の
一
〉

じ

ず

に

%

念

事

ぞ

と

じ

に

b

h

w

包

&
ほ

結
び
立
叉
は
外
八
字
立
色
し
て
型
の
通
り

は
ふ
ぷ
t
h
n
ん
し
ふ

民
縄
練
習
を
な
す
。

主
こ
a
，
U
は
ら
h
v
'
け
れ
ん
げ
ヲ

企
二
、
椅
受
と
郷
受
の
連
結
ハ
そ
の
二
〉

舵
TFと
搬
出
N
v
蹴
棋
だ
け
で
な
く
そ
れ
に

-

L

e

e

b

・

耕
川
ば
せ
ば
、
附
刊
は
州
何
た
り
と
ば
か
り
左
手
ぺ

嬰
か
ら
制
諮
総
じ
て
附
献
す
る
汁

出

が
一
底
引
で
、
ユ
か
ら
イ
K
か
へ
り
按
十
悶

a
Z
炉
、
、

-6・
，

U
Z
低

も
閑
静
鰍
叡
を
行
ひ
ま
す
。
ょ
:
;

会
開
繁
!
?
〉
祭
器
終
呂

志
銭
。
ハ
ロ
〉
即
引
い
m斜
配
一
税
引
訴
訟
判
明

ハ

c
u
r鋭
部
必
w
一軒
い村
山γ
緋
T
。〈

zvu

p

r
・
'
t
，
e

p
み
え

d
ぎ
て
は
ら
ひ
う
申

j

・

r斜
配
免
k

酢
ト
右
号
梯
受
i
l
z
よ
り
イ
に

叫
ん
ぷ
〈
れ
ん
L
・掛

か

へ

り

庶

鞭

練

習

。

'

僻
三
鰍
銑
と
鮮
側
…
鰍
叡
は
鰐
鮫
陀
鋭
到
の

苅
き
い
副
知
訴
訟
で
あ
り
ま
す
か
ら
J
V
是
清

l
'

・
:
z

こ

う
H
・a
・酔e
a，

し
っ
か
り

r
y、
へ
で
明
さ
い
、
此
の
受
労
練

歓
に
よ
っ
て
伊
る
と
と
ろ
は
ハ
一
〉
が
ず

t

鰍
…
献
す
る
と
と
、
ハ
ニ

v
Tけ
ら
れ
た

ι配

ふ
都
ニ
慨
を
際
航
す
る
都
町
、
(
一
ニ
〉
受
け

B-
'
u
r
z
e
-
n
L
V
，
、

C
ん
骨
，
、

る
対
と
し
て
は
乱
方
が
耳
確
に
迅
速

ι
tる

ji
P
R
i
;
ezu
;
5
 

航
、
〈
四
〉
杭
T
か
ら
鰍
受
に
即
時
稜
化
の

叡即時
M

ハ
五
〉
間
同
を
ゑ
ら
す
と
と
、
ハ
六
〉
受

:

ー
・
-
-
一'
b
・'

r

'

k

，

け
る
と
と
に
自
信
と
都
誌
が
出
来
る

l
l等

ま
だ
い
く
ら
で
も

F
の
郎
即
応
乞
あ
げ
伊
る
の

事
い
a
，
.
"
‘
‘
，
、
A
d
--

-nh山リ
吟

仇
んし・
酌

隠

，

a

H

左
右
の
直
突
を
連
結
さ
ぜ
て
練
習
す
る
方
法

は
は
じ
め
4
Y

T
や
り
、
総
コ
ハ
八
で
や
る
と

曾
柿

hr，、

u
b

と

《

肺

し
ふ
む
ゆ
Z
M
凶
ふ
，
.ぜ
3

『
正
確
に
迅
速
に
」
と
云
ふ
習
熟
法
の
理
想
を

h

つ

A

w
-7
‘

肺
う
ゆ
主
〈

て
，
は
"
が

建
す
る
に
最
も
精
力
な
方
法
で
あ
り
ま
す
。

に

か
む

S

h旬、
傘
"
“
自
R
AM
--

立
ち
方
は
す
べ
て
八
字
立
叉
は
三
股
立
。

巳
.
・
偽
ん
じ
ふ

a

'

O

ん・
・
a'HH
ん
b
z，、
4
S

A
第
一
練
習
l
l
ハ
イ
〉
京
都
中
段
直
突
。

ハロ

)r桜
山
町
阪
信
偽
ゾ
ず
斜
は
阪
に
山
町
〈
。

〈ハ

)邸
鋭

υた
が
税
を
そ
の
ま
-hm肌
郊
に
一鉱

E
-、.
，

げ

書

サ

ん

降

ら
ひ

北
1

る
。
〈
品
〉
続
受
し
た
左
結
ー
を
そ
の
ま
L
銚

ゐ

，

、
f
u
u

受
に
嬰
・
守
る
。
と
れ
だ
け
を
一
区
切
と
し
て

臨
ん
ぷ
，、
』n
av
・，
ふ

‘

c

a

君

昨
日
鞭
練
習
し
ま
す
。

Z

か
ら
イ
に
反
る
時
に

は
仰
出
向
帆

rm仇
訟
先
日

rω
軌
を
滋
駅
U
Wく
の

rA，む

と
は
同
時
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ふ
さ
紛
糾
恥
l
l
〈
イ
)
が
統
制
成
郎
山
知
的

，
ゅ
，aぬ
も
よ
5
4・
e
a

，
A
Z
'

u
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s

a

，、

〈
ロ
)
右
務
直
突
、
左
傘
腰
に
引
く
。
ハ
ハ
〉
芭

dv

e

'

け

ん

た

芯

主

ζ

'・
u

a

ん

突
し
た
右
継
を
直
ち
に
横
受
に
控
・ヂ
o
T
J

Z
二
.，陥u

a
，
ゅ
，
A
た
--

z

p

b

・，rb
u

、

ゐ

拘

横
受
し
た
宕
越
し
を
直
ち
に
桃
受
に
能
デ
。
ぽ

uψ
・9

〈

γ
h
v

悶
A
a
，、
れ
ん
し
み

上
を
一
直
切
と
し
て
反
覆
練
習
し
ま
す
。

ぜ
い

九
ん

し

ふ

に

い

h

R
A
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"
主
ゐ

第
一
一
練
習
、
第
二
練
脅
共
陀
、
は
じ
め
は

iU4

A

じ
ゅ
ん
"
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静
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に
ゆ
っ
く
り
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っ
て
は
て
、
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b
E
h

“

で
あ
り
ま
す
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の
鰍
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以
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貯
え
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撚
ず
た
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げ
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z

p

B
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ん

そ

〈

ん
で
官
る
と
針
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に
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ザ
が
敏
速
に
捻
り
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rの
鰍
訟
を
目
見
て
伊
る
げ
ん
が

T
け
や
炉
円
台
の

ヂ
が
ど
う
臨
い
て
伊
る
か
わ
か
ら
ね
似

.rな

り
ま
す
。
附
く
し
て
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仕
の
到
ザ

A
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を
抑制む

と
、
飢
餓
似
ヂ
の
蹴
な
ど
に
釘
き
も
mxけ
も
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獄
慰
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ん
船
」
に
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り
、
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す
る
と
と
る
ま

と
と
に
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な
る
も
の
が
b
り
ま
す
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間
ヂ
の
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い
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紙
一
総
歓
と
紙
一
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総
叡
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h
p
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b
N
Z巳

〈
官

と
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に
毎
日
怠
ド
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っ
て
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さ
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。

た
ほ
艇
部
と
mm釘
ぴ
齢
制
総
翫
…
慌
で
駆
っ

た
や
り
刊
か
も
る
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

r
y
r

!

;

ー

:

;

'

p

f

e

鉱山
b

釈
「
付
川
の
州
知
」
に
矧
釦
た
り
で
断

i

!

:
〈

て
伊
り
ま
ず
か
ら
.
此
庭
に
は
釦
臨
し
ま
す
。

e
h
レ
8

・R

A

e

3

〈

匡

問
問
殺
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

会
一
、
際
副
知
と
官
邸
船
と
の
慰
問
山
撚
翫
;
;

;?;

E

f

c

'

t

l

 

(
イ
)
ず
別
加
を
一
グ
前
劃
し
な
が
ら
右
犠
横

e
、
，
、
，
‘
，
昼
、
，、

却
を
た
し
、
ハ
ロ

)そ
の
ま
h
杭
思
ハ
右
足
》

人Eませ狂i熱Sぽ
ですんは~~~ぇ
純( 0 。やしんた
ん皐号第{:乎τ?とら
で猫fーがらい
練2 、き速~ < 

第:t習主第三ま度Z ら
三 省と二つをか
練2積今のては力主
智主ん紙ーで来=ゃを‘
とで脅土なく入肺
2B!:敦品はけてれ
u可ゑiii-2れもて
おliよしん人句ば 九や
哲iたでい願Zり
そb ら行さけ序i~
行よ二 ひ伝~がす

ひ
ま
す
。

Hh叫
v
-
n
ん
レ
ム
ル
ふ
ι
a
R1
h
O
た
肺

巴

応
、
急
%

A
第
三
練
習
|
|
甲
乙
相
到
し
て
八
字
立
叉

信
ん
に

ら

に

傘

ぬ
ら
こ
ぉ
b
a
y

は
三
戦
立
に
立
ち
ま
す
。
間
合
は
総
ー
を
突
き

に

ち

Hv
z

u

u

v

-
v
A
h、ら

必

で

刷

出
し
て
相
乎
の
慢
に
五
寸
位
ス
キ
の
あ
る
穏

ど

L

P

巴

，

.‘
れ

ん

ま

ゐ

。

度
、
然
し
熟
練
し
た
ら
も
っ
と
間
合
を
ち
ど

宜

か

ふ

a，
汐
ん

め
て
や
り
ま
す
。
先
づ
ハ
イ
〉
甲
が
布
隼
で

S

A

4

4

e

h

a

av

之
総

υ
に
h
t
A
'
h
x
ζ
s
u

直
・
突
す
る
と
、
乙
は
之
を
左
手
で
内
描
受
ず

h

r

酬

箆

・

・

5

げ

ら

3

3

げ

ん

る
。
ハ
ロ
〉
甲
は
直
ち
に
布
鍛
を
引
を
先
場
b
L

‘

，

M
川

SF

日

ん

令

，、

鈴

ラ

&
・・，
V

O

K

句

τ

以
て
第
二
抑
を
選
る
、
乙
は
桜
免
し
た
左
手

急

た

y

u

s

υ

、
H
v
h
F
'
a
に
円

を
そ
の
悦
也
か
ら
直
ち
に
挑
受
で
閉
の
第
二

に

ん

5

P
ぅ，
u

h
3
9

弾
を
受
け
る
、
そ
れ
と
同
時
に
ハ
ハ
〉
乙
は

いm
純
一邸
泌
が
川
町
て
即
h
b
w山
鰍
統
一
慨
を
溜
る

か
ふ
s
b
h
・
主
こ
う
W
S
A
J
こ
れ
』
3A，

間
叩
は
在
乎
蹴
受
を
以
て
之
に
臨
4
y
る
。
ハ
-一
〉

.U
は
似
を
ツ
ト
伊
川
町
船
品
市
川
佐
附
仰
い
:
叫
4

-_ -186-ーー

i
.，
，

‘

v

!

A
品
‘
妙

ん

と
な
り
松
丸
よ
り
中
蹴
掛
に
判
部
4
y
。
イ
ロ
の

郎
炉
の
脱
出
総
は
お
限
U
椴
へ
て
会
く
。
お

F

・‘
:
s

，

、

b

s

p

'

s

に
左
足

r劇
を
ぽ
て
イ
ロ
の
動
作
を
な
す
。

'

・
t
:
-h
r

t
'y
rF
-
5
M
-
一
企
‘
h
w
-Zゆ

r和
交
互
に
前
掛
後
泌
共
陀
行
ひ
ま
す
。

はひ親し前t A 
他民 、線Z進主型2腎g
のたと後pz:受4
後。ど動;退去は と.
退。足t作2共t~.~~ 打L
のの lまに i些乙込Z
坊位還さ前E練tだ と
会2ぴ進工習tけの-
F7どのしし・ん
向きけ時さまか賓き
じがとーす:あ聴1
で後t同ZU り習五
あ退fじ後31t
Pす芳守港Fせ
まる向?のん
すと IC"時S持
。と行量は 、

ー-187-



補

第
五
五
節

第
十
入
章

習

的

務

建
方
内
外
と

八
方
陣
身
法

A
副
知
抗
の
Mmum

τ

z

a

，，E、・・
ーJ

，s
..
.
 

，‘
 

問
「
敵
の
右

4
r眠
に
針
し
て
、
川
町
は
山
俳
句

丸
な
ら
ば

mv内
却
に
な
り
、
般
的
な
ら
ば

A
M

・
5

・a，ゅ"

。
1

1

お
で
内
受
一
に
な
り
ま
す
ネ
。
心
的
航
の
磁
的
に

よ
っ
て
即
刻
府
知
の
紙
偽

r時
ヴ
て
伊
て
は

そ
の
枇
総
が
到
お
の
蛇
段
H

と
あ
る
と
と
に
な

っ
て
鉱
山
え
る
の
に
、
即
船
山
山
川
町
が
伊
れ
る
だ

-as 

ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
・
・
・・・
・?」

答
「
内
知
的
見
の
慨
俄
町
、
そ
ん
な
む
づ

か
し
い
も
の
で
は
な
く
密
都
鰍
純
で
す
。
っ

て
書

az--uF
降

'

』

-
l
p

ま
り
徹
の
内
側
か
ら
交
け
る
と
を
を
州
到
と

紛£下Aを
と閉さた
が「い括提
直2京円 。しレ
角か酋13訟ま
に(t亡ぼし
交t!J (0 ~と た
3>eいてネ
す?と陪‘。
る線11をあ
、とすれ
と市てかを
れ北7Lf忠Z
をに ひ
器書ヲ10 だ
本2いし
翫2たて

第
=
二
回

内

g 
-"・-

苦E

。是今

プL

諸

間

題

外

ぞ
・εs
a

'

?

?'r

一宮
ひ
、
外
側
か
ら
受
け
る
と
を
&
例
刻
と
安

ふ
と
と
に

w
rて
た
く
の
で
す
。

't
t
i
}
-

さ
う
す
る
と
内
外
の
胤
靴
が
は
っ
き
り
し

て
き
ま
す
。
な
る
ほ
ど
刻
銘
の
郎
総
に
よ
っ

て

m
v
m
mに
な
っ
た
り
、
税
で
州
知
に
な

っ
た
り
し
ま
す
が
、
総
し
と
れ
を
一
つ
の
お

に
し
て
貯
る
と
狩
の
眺
め
附
ぽ
イ
山
岡
で
際
mmし

ま
す
。
昨
日
伊
に
鯨
一

一一

一
昨
を
貯
て
百
さ
い

a，川lhpee

注
内
々

h
い

;
K
M
，v
・

j

受
技
の
内
外
の
聞
係
ぽ
す
べ
て
と
の
お
の
村

に
は
い
っ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
」

問
「
な
る
ほ
ど
、
同
知
的
知
将
に
二
一
蹴
り

'
j
-

t

a

-

合
せ
て
四
組
一
り
に
た
っ
て
彫
り
ま
す
ネ
。
昨

の
四
樹
り
の
附
日
比
側
か
駅
伝
献
僻
が
る
り
を

す
か
。
」
答
「
唱
の
り
ま
す
。
そ
の
山
川
町
蹴
燃
を
一-m臥

部正武μ
武M級2
創Itと
がし

L. 
そ
の
臨
似

rm明
似
し
て
戦
船
山
仇

答
「
さ
う
/

X
、
そ
と
の
と
と
ろ
で
す
。

-e
τ
ん

a

u

a

ん

b
sゐ
争

五

つ
女
り
恭
蝋
に
立
っ
た
自
分
の
周
聞
八
万
に

袋

芝生受 !~É-~~:室長五 J地145』
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:あj
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支
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乏た-・'・ i
1 i! -: ・， .. t • 
: i 

b

p

t
ー

に
分
け
る
と
と
が
昨
引
用
ま
す
。

銃

一

純

情

と

立

銃

二

郎

び

と

付

ι

a

e

z

E

、
ほ
トh

b

t

z

、

?

-

v

例
へ
ば
前
に
武
常
が
附
臨
に
し
た
艇
到
は

緋
一
艇
に
献
し
、
脚
間
的
は
紘
一
一
縦
に
た
り
ま

島、
。ι
h
v
c
i
v
-
s
p
，F
J

j
'

I

ナ
。
ぬ
他
紅
抵
の
覧
船
の
附
刻
州
知
mm鰍
似

a
J

t
‘

〈

品

宮

p

t

h

，

は
、
右
の
第
一
組
か
鍛
二
紙
か
の
似
れ
か
に

は
い

っ
て
し
ま
ひ
去
す
。
」

いつの-~ 企

てあと Zki問蚕f
そる笥。は「武ぷ
の桜すのつ克I~ J¥ 
按?に前とて コUE方;
主主、思Zがかのと
原1は開3ら五輔E
理ヨれけはつ身t
的~~て 、の八四
たす明よ何f原2方す
法主がるだ迎。
JtIJ~ ・くかと
は締てな斯かい
な身えつうよ、
い法1てほた
もに来'の 蹄E
のつつぼをむ

ー-188-.

で
せ
う
か
。
」

害
「
る
り
ま
す
と
も
、
八
刻
版
以
の
猷
と

ゆ
A
ぞ
，、

r
s

い
ふ
原
則
が
る
り
ま
す
。
そ
れ
佐
一
一
蹴
り
た

噌

定

相

乞

話
し
致
し
ま
せ
う
。

S

M

H

V

L

F

'

弘
、
以
争
、

先
づ
紳
助
問
岬
の
と
と
ろ
な
枕
此
枕
の
と
と

は
b

e

‘

・e
叫
ん
官
ん

定
る
級
に
た
り
ま
し
た
ネ
。
あ
の
器
・
本
線
と

ut
i
2‘
レ

u

t
i
-
t
f

m皆
本
紘
と
の
棺
示
す
る
八
万
&
京
匹
前
北

ご

に

肺

4

φ

，

と
い
ふ
語
を
つ
か
は
・
?
に
第
一
二
ニ
闘
の
扱

に
す
ひ
聴
は
す
と
と
も
M
叫
が
ま
す
。
脱
V
J
S

て

ん

乞

と

‘，

u‘，

u
h
v
-
7
v
eほ

監
に
立
っ
て
東
方
に
向
へ
ば
次
の
泊
り
で
す

o
d
F
b
s

・5内

京

民

シ

前

に

b

s

s

b

ゐ

西

氏

後

み
段
、

.

a

g

k

ζ

南

右

横

・
・
応
。
ι・

、士、

北

左

桜

島
令
怨

A

a

g

h

除・酌

-z~

東

南

右

斜

前

蹴
一脱
税
絞
め
似
る

期

以

均

湾

総

品
宮
い

ω，、

υ
u
n
u‘
.
の
う
し
ゐ

西

北

左

斜

後

L
F
U
え
ん

H

a

s

-

-

℃

A

と
と
ろ
で
型
の
蹴
武
の
時
に
は
器
削
仰
は
一

て
い

L
P
L
μ
E
s

e

，
ル
書

定
し
て
た
か
な
け
れ
ば
、
型
の
動
作
の
方
向

S
て

u

r

-

-

，H偽
A

4

9
6い
は
"

を
規
定
す
る
と
と
が
闘
艇
で
す
か
ら
東
凶
硝

噌，、

as-Fa，

k

ぺ
ん
b

〈

Aτ

北
の
方
向
で
呼
ぶ
の
が
便
利
で
す
が
、
組
乎

a
e
s

aJ也

U

ζ

陥げら
J
い

る

ら

-e
f
'
w

の
時
に
は
常
に
自
己
の
現
砲
の
依
世
を
器
凪

u
，
hr'

b

E

峰
、，

a'
句。

と
し
て
方
向
を
指
示
し
た
方
が
便
利
で
す
。

-vh“
"
掛
か
民

acs

'

て

ん

ふ

マ

，

鴎

‘

，
hrs

卸
ち
型
の
時
に
は
悲
掛
を
不
動
と
し
て
方
向

ー- '89-



，、A
w
、

・ε
e

E

Z

ら
ゐ
uc
'

b
L
定
め
、
組
乎
の
時
に
は
悲
貼
は
移
動
す
る

""、
，&
F
A
3
S
だ

は

av

d
司

ehb

も
の
と
し
て
方
向
を
定
め
た
方
が
便
利
に
た

ゆ
え
と
摩
町
$
か
も
し
じ

り
ま
す
。
放
に
と
の
こ
泊
り
の
方
向
指
示
を

Z
んS
ん

令

う

え

ん

u
f
'
u
a

混
飢
せ
ぬ
様
に
す
る
た
め
に
、
演
武
八
ず
政

て
A
b
」

ぬ

as
な

ぴ
締
身
八
方
と
省
づ
け
る
と
と
に
し
ま
す
。

腕
ザ
滋
の
野
間
お
の
民
桜
山
川
猟
町
内
八
が
の
討

し
主
主
げ
陪
ん
て
b
b
a陶

f
'
h
-
-
ν
k
B

構
で
、

γ段
が
締
身
八
ず
の

4
粧
で
す
。

さ
て
八
対
航
船
仇
山
ぬ
と
は
腕

v
rの
『
献
射

凶

宮

崎

地

，

か

5

E

g

u

r

に

-

一

炉

窓

八
方
』
の
方
向
へ
自
主
に
胞
を
脚
按
す
と
と

で
す
」
間
「
で
は
、

象うい
H
、b
い

陰

5
L
V
A
'
C
ゐレゐ

八
方
以
外
の
方
向
に
純
白
見
し

自1;1生Z て
閉校~tz:答は
「で{鋭「い
八すか..~t け
方す」せ乎てた
締Z るはい
身: 武苦闘の
と 術史肢bで
い で五す
ふ す飽tか
と かの」
八 ら機事
方す 方.1能?
に 向すを
11i1J:!' も白む
限2 白む白守
さ 尚す自巴

れ
ま
せ
ん
か
」

答
「
そ
と
を
も
災
し
ょ
く
税
ポ
て

W
阪
な

え'勺MM

ぱ
2

ふ
ど
う
嘗
τ

'

V

2

‘，hV
訴

さ
い
。
滋
武
八
方
は
不
動
基
駄
だ
か
ら
才
山
阿

こ

て

n

b

L

v

t

A

し

a

・w.
‘，
b
h
wwE

も
間
定
し
ま
す
が
、
然
し
い
料
品
円
八
ず
は
秒
勤

'

h

uhFlu-訓
・
3

そ

ueイ
b

h

v

y

?

ゐ
1
u
F
花

束
ま
し
た
ネ
。
台
風
た
諜
説
会
議
の
先
生
方

h
o
e
司

ぜ

愉

併

話

ζ

に
さ
う
理
窟
責
め
を
し
て
行
く
と
怒
ら
れ
ま

鉱

山叩

勺

h
r
b

が
〈
均
値
h

h

，e〈

す
よ
。
何
で
も
札
即
日
は
接
間
を
や
る
に
も
、
讃

b
x
へ
ん
g
bみ
伺

づ

か

司

43

念

そ

g
〈

番
高
調
瑚
義
自
ら
窃
・
?
と
か
で
、
先
づ
紫
説

ゐ

ふ

孟

と
い
っ
て
意
味
が
わ
か
ら
ぬ
と
と
を
積
ま
さ

なA
B
、
J
AY

なん多
A
Y

ぞ

hr
〈

れ
、
何
世
も
何
冊
d
h
紫
績
だ
け
さ
せ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
鈴
蔀
J

に
が
て
も
蹴
じ
と
と
で
盤

μ
3
3

ゐ

z

e

'

・hvhr

〈
"

の
動
作
の
意
味
が
わ
か
ら
や
に
繰
返
へ
し
繰

h

F

h

怜んしふ

返
へ
し
練
習
ば
か
り
や
ら
せ
た
の
で
す
。
そ

孟

偲

hfe
b

X

5

4

田

3

し
て
齢
雄
投
怖
が
あ
り
頭
脳
が
る
る
も
の
だ

hr

，g

ゐ
み

げ
に
、
そ
の
動
作
の
意
味
が
わ
か
る
や
う
に

b

M
h
a

J

h

・h
v
L
O
R
e

指
導
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
品
目
の
人
に
は

hvvh

し

ゐ

-

a

z

僻

む

ひ

と

型
一は
知
っ
て
居
て
も
そ
の
意
味
を
知
ら
ぬ
人

h
a
u
 

が
多
か
っ
た
の
で
す
。

ぜ
う
dw〈
L
V
'
U

に
ur

，
、
b
x
a
'お

だ
が
小
勝
校
時
代
か
ら
一
課
づ
L
読
方
と

か‘，
e

r

a
c

φ

3

e

y

いど〈
lu

，

謀
議
証
役
同
時
に
か
た
づ
け
る
様
た
精
髄
主

e

ι

，s.
，

、

令

書

hwM"
r

、

LF
・うて

識
の
敬
育
を
受
け
て
合
成
た
我
々
に
は
、
忠
一乎

む
う
げ
ふ
も
V

μ

e

g

，、

の
修
業
wh
型
の
紫
誠
ば
か
り
や
ら
さ
れ
た
の

は
ゐ
掃
やゆ
み
か
ん
げ
‘
旬
、

で
は
、
何
の
興
味
も
た
く
感
激
も
た
い
か
ら

ゆ
7

ん
今
3
H
AV

か

S
て

研
賞
制
摘
が
す
ぐ
さ
め
て
し
ま
ひ
ま
す
。
接
手

aw

て

ん

て

ん

む

幽

は
9
LF
・3
5

u

o

n

b

y

基
賭
で
す
か
ら
締
身
の
方
向
は
自
塩
奴
擬
で

ナ
。
」関
「
た
る
ほ
ど
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
」

え
ん
ぷ
ミ
う
宮
市
亡
、しら
-
e
-
h
'
b
E
C

答
「
額
武
八
方
は
八
方
陣
身
般
の
駅
跡
を

然
一
ニ
ニ
悶

酎
抑
身
八
・
方

の思Ut~ 祇修ぽ百
方?にいで 1P.~t: 十
向T於治でな限Z二
がけせいにつ併
自巴るう限を な に
在三締Z。りーるな
で身主我Rそわり
あ八 k(んけ、
る克;ifは，....で邸Z
とと1l:ぷとすち惨
とい際台とが方す
がふ上与を 、向i-
理。だに'言肺官二を
?制作けはふ代f 創I!~
さで移ゐ必ミの分Z
れ締Z動f要3艶-f二下
さ身え基eは論えれ

え
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
せ
う
。
」

か
ら
て
か
む

E

L

F

-

干てら

問
「
宰
乎
の
型
に
三
百
六
十
度
の
砥
臓
が

あ
り
ま
す
か
。
」

-ー一-190一一『

A

，
 
友

柿

仰

呉
d
m

一
初2照す
段日〉答
に 43「
も 。義y あ

るをり
るすま
しるす
、とと

そとも
のに、
他広主主近2
のつく
型主て(
l乞ゐ第::
もるこ
あ鷲?悠-2
タ j博E会Z

ま
ず
。
」
てんしんほふ

E
L
v
-
-
E
ら

問
「
特
身
法
と
し
て
は
三
百
六
十
度
魁
純

a
-
&

ほうか
a
，

し
て
元
の
方
向
へ
も
ど
る
と
と
は
、

k
d

よ
そ

る

み

書

ら

た

い

て

--LF'
・rsち
'

意
味
た
い
と
と
マ
あ
り
、
更
に
艶
敵
行
動
中

に
そ
ん
た
と
と
は
艇

V
川
町
隙
た
と
と
だ
と
脱

忽

ず

か

応

隊

hv

e
ら

は
れ
ま
す
が
、
何
故
に
型
の

-mに
そ
ん
な
誌

か
ハ
℃
ん
と
い

廻
附
仰
を
取
り
十
八
れ
で
あ
る
の
で
せ
う
か
。
」

答
「
い
や
た
か

/
-
L迎
郎
っ
ぽ
く
た
っ
て

峰

芯

山

V

〈
d

T

A

V

3

a

d

v

・

‘

肺

勢
を
崩
さ
な
い
様
に
身
構
へ
る
と
一
耳
ふ
ζ

と

む

'u柿ん
aJ

で

き

は
修
練
を
積
ん
で
治
か
た
け
れ
ば
出
来
る
も

コ
司
令
日
v

τ

e

u

a

y

の
で
は
友
い
の
で
す
。
町
際
的
に
そ
ん
た
必

え
う

凶

P

U

ろ

ん

要
が
あ
る
か
と
云
ふ
で
せ
う
が
無
論
い
く
ら

紅
と
へ
い
ち
ん
に
ん

で
も
あ
り
ま
す
と
も
。
例
へ
ば
平
安
二
段
。

践
に
る
る
下
阪
の
ち
川
到
か
撚
献
が
総
似
、

。.。ひば
A7shr
にV
L

F

に

ふ

8
す

h
V
3

軒
ぎ

或
は
抜
路
大
一
の
型
に
る
る
振
捨
て
の
様
な
抜

に
か
け
ら
れ
た
問
的
は
、
三
百
六
十
ぽ
舵
航
し

て
も
射
舵
の
有
財
を
対
貯
・
?
に
伊
搬
へ

W
る

こ

‘

ろ

え

き

W
ん

心
得
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
と
そ
危
険
で
す
。

芥

の

に

巴

今

川

い

う

業
他
い
ろ
/
¥
資
例
を
る
げ
得
る
の
で
す
が

か

お

で

〈

主

@

吐

な

そ
れ
は
型
に
出
て
来
る
時
に
公
話
し
す
る
と

ー-191-

八 二 純tZで示与
方宮方5身tすし
に K 八。

なな方?故主締Z
P りのに身之
、 、方守移ゐ八

二 六向2卸~t 方?
百十は基きは
五四十臨・2共ぞ
十方T六にの
六に方l;よ原r
方~1'J:につ Jlリt l
k りたての
主託 、り 指レ質と
り否 、示じ地:
、二 三 す活2
五十十る用5

b
h
r
τ
a
h
v
か
命ん令
h

v

h

v

R

で
も
一新
乎
の
大
家
先
生
た
ち
は
型
一
つ
や
る

ゐ
ふ
か
MPA守
9

LVHh

む-np
u"
巾

&
a
・

と
す
ぐ
意
味
を
解
説
し
、
型
の
修
練
と
共
に

F

2

:

;

t

i

E

E
 

ぜ
肢
の
鉱
似
に
つ
い
て
の
祝
賀
を
緋
底
さ
せ

b

h

v

M

ヨ

へいか
、，

.きん巳山引け
g
h
r
，、

て
行
く
、
理
と
技
と
の
並
行
し
た
近
代
教
育

泌
が
撚
郎
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
ず
か
ら
‘
首
都
ね

の
や
う
も
仏
理
錨
賢
め
も
一
向
遂
文
へ
た
い
わ

し
か
か
ら
て
ぷ
己、mAV

にん

け
で
す
。
然
し
本
一
手
は
武
術
で
す
か
ら
、
単

〈

フ

し

ゃう

に
現
痛
だ
け
を
と
ね
て
も
仕
様
が
た
い
の
で

。
〈
勾
智
巴
ゆ
q

w

らし

う

幅

a
'・2一

現
摘
と
技
術
と
を
粂
修
し
て
行
く
綾
に
し
た

い
も
の
で
す
。

ほ依し

k
こ
み
b

さ
て
話
が
す
っ
か
り
横
遣
に
そ
れ
ま
し
た

Lr
らて

Lr
ph

ど
かい
でん

が
、
安
手
の
型
に
あ
る
三
百
六
十
度
廻
斡
は

じ
て
ん

官
。hu
b

てA

合
内
ひ

一
支
駄
の
場
合
と
こ
支
舶
の
場
合
と
が
る
り

し
か
ら
怨
民

A
??

℃
ゐ

弘

舎

ま
す
。
然
し
賛
震
の
い
ふ
様
た
無
意
味
な
危

ザん

U

ん
ロ
い

い

5

除
な
も
り
で
は
な
く
、
皮
割
に
か
へ
っ
て
有

ゐ
y

し

て

ん

ゐ

心

意
義
な
も
の
で
す
。
一
文
賭
と
は
一
つ
の
足

巴

〈

て

ん

匂

dvr
h
か・℃ん

を
軸
と
し
℃
一
貼
陀
於
け
る
金
廻
純
で
あ
り

b

て
ん
ぽ
，
.
‘
・

4
んか
、てん

二
支
鮪
と
は
一
歩
批
准
み
訟
が
ら
金
廻
帥
押
す
る

と

き

急

白

時
で
す
。
一
ま
わ
り
廻
っ
て
も
ふ
ら
/
¥
と

ふ

に

い

た
ら
や
に
、
き
ち
ん
と
踏
み
と
ど
ま
っ
て
随

と
に
し
ま
せ
う
。
」

すつる.A
。答い方雪間車転
五「て向す「歩民
足?事事Zのの .八五、
とが'tilJII~ 訓It 方2 足T
は五はへだへ車車工の
ま寄足?あけ身土法ま
ののりで法主
通告法主ま 、と
りとせ移ゐは
でいん勤f締Z
すふかの身え
。の J 乎日八
が 段日方す
あ 方すと
り 法・2椴2
~ I亡す2



次干州'
le ..i!C 
lIt~ 

の号I~
況足t
J以
に容i
つ足f
い、

て凋1
1I1ì~' 足1
1はZ 巾
に践S
殻:足C
明2
ν、

た
し
を
せ
う
。

A
r
m品
と
れ
は
献
が
れ
川
は
鰍
対
へ
尽
を
昨

に

こ

&

み
出
す
事
。

0
・ゐ
t
u
-
-
，
広
量
‘
，
iu

珍

=
E
C

企
引
足

後
方
へ
足
を
引
く
事
。

毛
色。

b

宰

い
A
J
a
m
-
ν
d同
b

s

A
寄
足
左
右
の
足
の
配
置
を
か
え
守
に
左

H
a
，S
に

ぜ

ん

ご

b
ん
-
-
仰

b

b

こ
を

右
又
は
前
後
へ
身
慌
の
位
置
を
か
え
る
事。

・・仇""の
b

句

ほ

-

-

-

h

・略国F
b

A

μ

J

V

也
a'LV当

A
廻
足

大
念
〈
叉
は
小
4
0
く
身
胞
の
方
向

を
か
え
る
事
。

-
e
J
a
m
b
-
c

む
ら
む

-v

b

・-
z

k

A
跳
足

挑
ん
で
品
同
胞
の
位
置
を
か
え
る
訴

が
の
慨
が
五
肢
は
航
の
射
艇
に
鯨
す
る
航

射
の
制
的
だ
け
で
た
く
、
郎
日
り
が
山
町
崎
す
る
山
町
の

ゐ

u

e

s

a

守

'
avrJ

‘
、
ろ
ん

移
動
に
も
通
用
す
る
と
と
は
勿
論
で
す
。

別
に
む
づ
か
し
い
と
と
で
は
た
い
の
で
す
が

抑
制
う
し
て
制
限
と
し
て
強
ペ
て
貯
る
と
は
つ

、
h
』

a

'

ん

X

2

4

司
ん
，

き
り
頭
に
は
い
り
、
そ
の
運
用
に
も
便
利
で

せ
う
。
」
問
「
八
対
慨
抗
出
と
は
つ
ま
り
版
以
八
が

の刊
m
m
へ
五
応
の
泌
に
よ
っ
て
伊
都
す
る
と

?

に
叫

ο

が
よ
い
と
は
肘
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
互
に
に

ι

au
 

み
b
っ
て
居
ま
す
。

そ
れ
つ
!
肌
引
が
ダ
き
を
だ
れ
乏
し
た
。

静
祭
斜
の
援
が
m

鴨
川
・
怒
五
ら

，，、

.3

っ
た
ら
し
い
が
い
く
ら
か
密
か
っ
た
様
で
す

ぴ
は
び
く
と
も
せ
歩
、
ね
m
ん
を
い
句
総
ぅ
総

‘，

E

'

'

a
，
A
V
 

へ
さ
っ
と
肝
い
て
、
甲
に
答
を
突
か
せ
な
が

l

，.L
P

，、
，
h
F
E
k
d
h
F
S
、

〈

ず

ら
総
て
刊
m
w駒山相
肱
の
棒
ぞ
さ
へ
崩
さ
う
と
は

内

づ

s
h寸
う

し
ま
せ
ん
。
ハ
鍛

一
二
悶
開
会
問
〉

ず
し
明
の
舵
と
戚
が
し
っ
か
り
し
て
官
な

け
れ
ば
、
ぴ
の
鮫
m
祉
に
よ
る
櫛
し
銭
討
に
ひ

H
W

一
ニ
偲
闘

流
し
曲
目
安

い
ふ
と
と
に
な
る
・
わ
け
で
す
ネ
」

答
「
そ
の
通
り
で
す
。
そ
と
で
受
於
の
五

つ
の
蹴
m
m
m
V際
犯
、

m仙
川
内
、
郎
州
、
鰍
皆

、
ん
，

S

リ
・
前
々
〈

て

ん

レ

ん

‘
，

h'え

て
ん

t

e

，、

反
撃
の
五
法
則
と
締
身
八
方
及
び
椋
歩
五
足

の
滋
と
が
い
ろ
(
に
裂

し

察

し
て
、

ん
叫
ん
，
、
h
H
h
v
a
'
a司
書

令

吟
L

F

μ

-

s

g

千
境
問
化
の
巧
妙
な
受
方
が
断
て
来
る
の
で

傘

-
M
A
"
'
b
tふ
ap

〈

ル

す
。
先
づ
此
等
の
法
則
の
あ
る
と
と
を
知
つ

h

，

乞

〈

A
で

，
ん
、
3

愉

v

b
う
み
ふ

て
型
や
組
手
を
研
究
し
て
行
く
と
、
修
業
が

U

に

む

ん

ぽ

吟

A

v

a

-

-

-

畑、‘，

無
駄
な
く
継
歩
が
速
い
わ
け
で
す。

遣
に
志

ぎ
す
執
は
川
れ
や
智
と
お
と
の
鍛
鍬
を
於
ぷ
J

て

は
い
け
ま
せ
ん
。
」

第
茸
穴
節

組
手
の
碗
究

A
組
手
観
戦
記

総
ヂ
の
概
一
刻
に
は
、
が
泌
の
砂
羽
似
に
つ
い

て
ゆ
っ
く
り
牧
イ
た
が
ら
や
っ
て
貯
る
ザ
儲

‘
，
畠
ひ

m
a伶
‘
.
〈
ぞ
〈

r

・'
bん
MWA

も屯
C
h
y
、
或
は
何
等
約
束
な
き
自
副
た
民
創

a

a

，
L

e
ゐ

・4

組
手
を
や
っ
て
見
て
、
そ
の
時
に
自
然
に
念

桜
に
ふ
風
船
ず
る
山
町
泌
を
航
船
m
T
る
す
併
も
あ

阻まるしつ
はもまカ・
演2の つか
ぜ、たっ
す=流5か τ、ゐ・8 も 、
也主にわ甲3
ち 敵1かは
にのら乙君
阿if調。ぬの
谷iのが目@
t "，Jそ、の
立乞で然主前三
てそしを
なんf.I3!流5
ほなもれ
しrJJU~ さて

見み し ま
盆?て然主し
つ来=るた
てなに。

しい ー
まの方;?
ひか乙き
ま、 は
し 4行~ ~
7と角~ ;;'さ
。の 1以
前-Z闘号
機え鉱ー
を分2
2訟が
し i!I1it
〈湖3

hva可
て
ひ
'
な
が

A
卸
手
引
流
し

第
一
二
玄
関

鈎

~ 

受

し組iり
て乎でま
鮮か概;す
い 臓立。
て詑主故2
見&とた
ま加え此こ
す乎τの
。却すと節2
銭ミは
銑2こ
と項3
のに

形立分3
式=し
にて

起
訴

h
F
'
b
'
W

A
流
し
空
受

3

・av
h

u
hF

ヤ
急

甲
と
乙
と
が
向
ひ
あ
っ
て
様
へ
を
し
た

T

='お
q
t・
-

ぞ

〈

比

国

ひ

包

げ

ん

砂

巴

ル

甲
乙
北ハ
w
h

右
足
を

一
歩
引
き
、
左
識
しを
T
段

5

ゆ
A

こ
l
u
h
r
・

-

ゐ

ほ

い

陀
宥
離
を
腰
に
構
へ
て
居
ま
す
。
(
鉱
一
二
三

4

・，
ん
令
5

4

1

V

O

で円
e

-

z

'

a
n
s

・9

闘
参
加
)
腰
に
引
く
根
肢
は
申
は
渇
く
、
む

ふ

hv

叫

ぜ

こ

は
深
〈
引
い
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
れ
A
1
1
の
倒

b
E
h
r

，
〈
e
a怖
い

づ

性
と
作
職
と
が
あ
る
と
と
で
す
か
ら
、
何
れ

ー-192ー-

相

w===闘
組
手
蝉情

へ

-
:

u-z 

配刊は

r
rん
じ
た
と
わ
か
る
と
、
直
也
に

!ー

:
・
'

'

A

，Eba
n
-
-
へ
量
制

羽
平
和
問
を
肝
き
た
が
ら
)
右
斜
前
へ
廻
り

と
ん
で
院
か
ひ
と
お
慨
に
鋭
ひ
る
ひ
た
し
JR

・・

2
h
，.，
i
-
-
a
a
'
h
r
b

て
ん
iva局
内

HA
，
a凶

(出

r
m
m
U狩
に
万
四
川
は
締
身
ス
坊
の
法

阪
に
よ
り
似
ザ
郎
防
叫
か
の
砂
山
山
宮
山
抑
似
い
っ
そ
の

附
そ
の
附
の
叫
ん
ザ
か
ら
の
叫
川
町
を
山
畑
す

γ

帆
は
即
日
。
蹴
ヂ
が
よ
い
と
貯
え
て
、
間
び

-

3
P
Fら
が

ん

都
松
山
ι
山
山
や
ろ
と
す
る
ら
し
小
気
分
滞
感
ぜ
一

Z
L

句

e

s

・a-供

3
・
事

案
の
定
!

再
び
布

、，

e
ゐ
d
m
v

ん
ホ
広
は
水
月
を
ね
ら

ー- 193-ーー

出でら
足3れ
右， .士
務;す
Q)、

突とや
鍛ぜツ
1 I 

第
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s
y
a
γ
〈

む
と
と
ろ
そ
の
ま
h

我
膝
に
て
敵
の
膝
を
越

街
・》

主

ん

て

S

に
B

・s

・

押
せ
ば
難
た
く
敵
を
倒
す
と
と
が
問
来
る
。

鋲
何

W
り
を
な
さ
守
し
て
断
の
部

γ
と
ら
ん

τ
‘
，
h
v

，Z仇V
A

y

ap
-v

ふ

と
す
れ
ば
敵
は
勢
よ
く
お
足
を
附
み
込
ん

〈

色

、

ん

て

、

げ

肺

で
来
る
か
ら
、
先
づ
合
的
蹴
り
を
入
れ
る
と

L
n
?

令
事
、
A

，a

と
を
忘
れ
ぬ
様
注
意
す
ペ
し
。

だ
U
V

づ

み

軍

凶

池

島

ひ

な

S

第
一
五
二
回

l
l右
の
場
合
、
投
げ
を
打

a
C

・
T

・，虚偽
A

J

H

た
ん
と
す
る
時
K
敵
が
右
#
の
突
き
を
入
れ

Ln
n

-
f
v、

・・
9

毛
主
‘
，
け
そ
@
傘
、
、
，

s

た
ら
、
我
は
お
手
を
以
て
外
琵
し
其
健
特
を

b
v
h
a
-
a

匁

hvg

ヲ
惨

下
か
ら
強
く
押
し
あ
げ
る
か
、
骨
を
捌
ん
で
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.

.

.
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山
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鯵
一
五
回
閣

内
足
宵
荷
揚
受

首

F
-

五
玄
関

内
足
市
棋
錫
受
の
鎚
化
帥
胤

集
一
五
八
回

組
手
線
へ

第
一
蕊
九
回

流
し
制
作
へ
受

第
一
車
六
関

又

受

刻

修
一
豆
七
郎

扱
り
拾
て

第
二
ハ

O
鎚

双

!I 

事事

-、，

a
v
z
b
ゐ‘
a・

5

伊

X
'

u

a

司ん
，、
む
舎

突
く
心
持
に
て
受
け
、
同
時
に
嬰
化
し
て
投

げ
る
。
ふ

す

企
撮
り
捨
て

H

H

h

v

d

v

w

c

・iu
a
，‘

第
一
五
七
樹
|
|
蹴
っ
て
来
る
足
を
、
内

=
ζ
‘，日ぇ，
.. ‘‘，，

a

守
主
ぞ
島
、“F
出

ふ

す

横
覧
の
要
領
で
受
け
て
強
〈
外
側
へ
探
り
捨

て
る
。

mm船
山
加
が
山
町
は
山
勘
定
説
へ
、
お
航
船

h
-
-

t
u
r
H
V
に
。
隊
.
‘
n
e
ん〈ヲ

の
時
は
胞
を
ま
へ
、
斜
前
胞
と
怒
る
。

1

5

，
s
 

ム
棒
に
て
打
っ
て
来
た
時

u
v

づ

こ

き

岳

会

‘

，

a

第
一
五
八
悶
||
甲
が
棒
を
持
て
絡
さ
に

打
ち
か
h
ら
ん
と
す
る
と
と
ろ
。

A
足
だ
け
で
部
総
げ
ハ
欧
蹴
吋

づ

で
き

Be
e
-
-
u
・s
・νゐ』
F
-
-
e
h
w

第
一
五
一一一国

l
l敵
の
右
足
後
;
値
に
我

-
A
fsι
〈

O

R

J
-

砂

ひ

Mhh旬
均
し
多
ら

右
足
首
を
か
け
て
弧
〈
山
引
き
、
在
足
裏
に
て

て・・

0
4e

a
，.・av
z

a

v

怠
ふ

-elv

敵
の
膝
を
内
側
か
ら
強
く
踏
め
ば
、
庇
の
み

に
て
野
げ
を
げ
つ
拡
が

r
mる
。
一
山
川
刊
え
沿

，、hp
q
a
，

LF

・ε
'h"

‘。ぃ，

き
て
活
用
す
べ
し
。
斯
か
る
時
載
が
左
右
の

--H
ι
a
?
"

すゐ
v
av
-
a
'
んて・

iuap
、.

h
w
T

継
は
常
に
水
月
及
び
金
的
の
年
離
を
忘
れ
占
1

-
b

・
a.

。-
a

・6
h

F

L

r

ん
え
，

K
足
を
用
ひ
る
様
、
心
掛
く
る
と
と
が
肝
要

で
あ
り
交
す
。

。1
・z
h

a--ua
，‘
‘
・
iv

s

は

'
は
・品

企
一腰
叉
は
足
裏
に
て
足
を
受
け
る
方
法

ャ、・・

=aMVwae'』'

hu

--i
山唱す、停
aw
ゆ

v

，、

敵
が
右
足
に
て
我
が
命
的
を
蹴
っ
て
来
る

&

s

h
偽

a
e
o

g

υ

目。
‘
‘
ac
-h
ゐ
に
か
傘

時
、
我
は
お
膝
を
宜
腿
の
蕗
へ
蒔
く
曲
げ
て

州
制
せ
ば
郎
の
印刷
り
を
町
ス
け
る
と
と
が

r
mる

畠
る

U
-
a
g
--し
'
S

ほ
‘hv
'
ゆ

ura'
u

apη

或
は
右
足
裏
に
て
緋
受
ず
る
。
同
時
に
共
ま

みY
‘，b
a
!

て2

・んて
-B

L
右
足
を
伸
ば
し
て
敵
の
金
的
を
蹴
る
と
と

噛

C

S

H

hp

dヲ

A
F
あ
b
B
S

S

・-

が
出
来
る
。
(
第
一
五
四
聞
は
右
足
裏
陀
て
内

搬
向
山
帥
鉱
一
五
五
即
剛
は
狩
の
鉱
山
蜘
お
〉

き
ず
怠
に
a

，ww

全
刺
叉
笠

aヨ

鮫
一
五
六
町

l
l
w
っ
て
が
耶
る
mん
を
、
ぐ

っ
と
艇
を
滋
し
て
限
判
明
ハ
斜
路
い
で
附
即
断
M
L

ー-2()6一一

に
肺

づ

ζ
A
3

，

第

一
五
九
闘
i
l申
が
打
っ
て
か
‘
あ
れ
ば

匁句
。
HH9
・b
u
，、

みu
s
-
-
ν
&
E
M
M

ひ
y
p
x
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乙
は
左
足
を
軌
と
し
て
方
足
を
大
き
く
左
横

apむ
る

a
b

a

3

3

h1
ゐ

ゅ

う

か

う

ま
で
後
へ
廻
し
ハ
棒
の
打
ち
下
さ
れ
た
方
向

花
月
批
判
射
に
邸
側

vrrに
た
る
〉
問
問
吋
に

。巴・τ
A
・9
=
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み，e
て〈
b
a句守
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却

さ

と

左
手
を
以
て
甲
の
お
乎
闘
節
を
押
へ
取
る
。
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づ
た
マ
骨
‘
，
‘

τ

第
二
ハ
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国
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直
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に
棒
を
持
て
る
乎
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みdぎ

て
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a

t

g

r
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入

g
-
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首
を
右
手
に
て
強
く
握
る
と
同
時
に
、
右
足

に
て
応
く
駅
慨
を
mm
っ
て
郡
山
即
刻

γ
腕
め
、

税
肢
を
訟
へ
も
ど
す
と
射
に
m
m即
時
郡
都
し
に

ゆ
刊
し
慨
し
て
傑
倒
的
を
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と
る
。

倒
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ザ
て
る
ヂ
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蹴
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に
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W
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刊
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冒
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U
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で
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、
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帥
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E
e-

-
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や

，

、

，

か
ら
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方
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効
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m
叩
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v
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b
gゐ
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っ
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胞
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伽
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A
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か
け
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れ
た
時
の
投
げ
方
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3
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ゐ
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“
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肺
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が

ひ

裏
投
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股
下
か
ら
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を
入
れ
て
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交
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事

、

“

り

A
5

締
に
か
け
ら
れ
た
時
は
、
我
は
な
る
べ
く
副

司
γ
を
ぷ
へ
あ
げ
て
ず
の
刊
と
時
を
く
っ
つ
け

a

v

a

J

τ
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a

い
hw阻
ぜ

・
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h

v
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υ

る
桜
に
す
れ
ば
敵
は
勢
び
に
生
じ
て
愈
々
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島
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・・・
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品。

め
つ
け
ん
と
す
る
か
ら
、
そ
の
時
に
忠
ひ
き
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&

て

ん

"
H
S

ゐ

今

川

沿

っ
て
強
く
天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
が
っ
て
居
る
制

を
山
引
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ず
る
ぷ
械
V
て
釘
射
の
依
対

γ
川宅

、e
n

3

3

E

も
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-
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，

す

う

左
右
の
貯
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下
方
へ
ぐ
わ
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と
民
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ぐ
突
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"
と
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e-鴎
6

S

円

J
g
b
t

乞
虚
偽
府
ん

務
ナ
ハ
砂
依
に
下
げ
付
枕
の
鍛
献
を
た
し
た

第
一
六

一
回

軍軍

交

審留

A
組
討
す
航
聡

m
Mび
純
平
一
釈
然
般
に
町
山
て
配

る
と
と
る
は
、
す
べ
て
脱
ず
と
コ
リ
八
で
や
っ

て
貯
て
よ
く
械
的
し
て
百
さ
い
。
は
じ
め
は

-

悦

ん

レ

ふ

即山叫
muz
竺
ほ
え
て
、
紛
で
し
っ
か
り
練
習
す

』

n
h
v
a
a

る
と
と
は
例
の
泊
り
で
す
。

A
漣
及
び
投
げ
に
就
い
て

ハ
剛
桑
流
研
究
の
必
要
〉

給
料
粥
郊
に
は
叡
ず
の
儲
か
に
一
ザ
似
し

か
鰍
似
さ
れ
て
伊
な
い
の
で
、
照
郊
で
円
b
f

を
桝
挺
し
た

MU(は
広
ヂ
は
m
m
pと
制
御
ば

か
り
の
断
に
賦
ひ
、
郡
山
め
が
部
棋
と
官
へ
ば

2
と

で

.
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で

し

ゅ

れ

ん

S

，

hv喧
の

τ

如
く
敵
の
腕
に
手
続
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下
げ
骨
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を
た
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〉

ζ
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a
舎
て
‘
，
uぉ
‘

沼

畑

h
v
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此
の
時
敵
は
思
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や
羽
交
蜘
を
ゆ
る
め
て

ゆ

え

た

‘

こ

‘

f
s

“
‘
9

て
-
e
d
pん

し
ま
ふ
故
、
直
ち
に
後
顕
部
を
以
て
敵
の
額

献
を
ザ
ち
(
抑
制
し
艇
が
す
っ
か
り
限
引
を
ザ

"
‘
，
b民
街

-a

争

h

w

Z

3
主

ぷ

が
股
下
ま
で
諒
さ
れ
て
居
れ
ば
我
が
後
頭
部

て
B

@

ど

念

匂

山

U
h

は
敵
の
咽
喉
叉
は
胸
叫
に
あ
た
る
で
あ
ら
う
)

に
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h

u

&

a
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a
q
h
v
z
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な
が
ら
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と
偲
を
落
し
て
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乎
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で
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a
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・
9

ζ

a
，必，

廻
し
て
敵
の
足
を
と
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、
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間
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以
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方

ae

位
、
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へ
賞
て
倒
す
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節
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的
昨
を
以
て
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刷
貯
き
す
る
と
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O

畠

れ

拘

み

dqLF

は
ロ
を
聞
く
ぺ
し
。
さ
う
で
な
い
と
我
自
ら

第
一
六
ニ
鴎

mm
交
絡
は
づ
し

メ
マ
ヒ
す
る
と
と
が
あ
り
ま
す
。

叡
山
町
ぃ
l
新
し
、
艇
が
し
っ
か
り
し
て

p

b

s

n

p

g

る

て

な

uphvban

て
殺
が
下
げ
肺
川
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で
mm
劃
締
を
ゆ
る
め
な
い

・・0

句
れ
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'
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ろ

令

時
は
、
我
は
お
尻
危
以
て
ぽ
ん
と
後
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突
き

あ
げ
る
や
う
に
し
て
郎
の
鋭
崎
弘
曲
て
る
と

て
S

宇

ζ

墨

色

'

え

を
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V
与

敵
は
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く
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非
時
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ぢ
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・

"
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L
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・
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を
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す
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反
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献
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鉱
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。
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仰
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鉱
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